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序
論 

 

一
、
考
察
の
枠 

  

「
世
界
は
見
る
も
の
で
は
な
く
、
聴
く
も
の
だ
」（Attali, 1

9
77: 7

）。
音
は
物
理
的
な
現
象
、
計
測
し
数
値
化
で
き
る
振
動
で
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
と
文
化
を
通
じ
て
感
知

し
解
釈
さ
れ
る「
文
化
的
人
工
物
」
（Mieszko

w
ski, 20

1
4: 9

）で
も
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
音
を
論
ず
る
学
際
的
な
研
究
分
野
は
、
総
称
し
て「
音
響
文
化
研
究

（So
u
n
d
 Stu

d
ies

）
」1

と
名
付
け
ら
れ
た
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
タ
ー
ン
に
よ
る
と
、
音
響
文
化
研
究
が
目
指
す
の
は「
音
を
め
ぐ
る
実
践
、
そ
し
て
音
を
評
す
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
及

び
機
関
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
世
界
に
お
け
る
音
の
効
果
、
ま
た
人
間
が
音
響
世
界
に
与
え
る
効
果
を
再
評
す
る
」（Sterne, 2012: 2

）こ
と
で
あ
る
と
い

う
。『T

he S
ou

n
d
 Stu

d
ies R

ead
er

』
（二
〇
一
二
年
）
、『H

earing H
istory. A

 R
eader

』（二
〇
〇
四
年
）、『H

earing C
ultures. E

ssays on S
ound, L

istening and 

M
o
d
ern

ity

』
（二
〇
〇
四
年
）等
、
音
響
学
、
音
楽
学
、
聴
覚
を
巡
る
生
理
学
か
ら
音
を
巡
る
技
術
や
芸
術
に
至
る
ま
で
、
音
響
文
化
研
究
は
分
野
横
断
的
で
あ
る
。
こ
の

中
か
ら
、
特
に
文
学
と
音
を
橋
渡
し
す
る
小
分
野
を
指
し
て「
文
芸
音
響
文
化
研
究
（Literary S

ound S
tudies

）」と
い
う
呼
称
が
現
れ
て
い
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・ミ
エ
ス
コ
フ
ス

キ
ー
の『R

eso
nan

t A
lterities. S

o
u
n
d, D

esire an
d A

n
xiety in N

on
-R

ealistic F
iction

』（二
〇
一
四
年
）や
ア
ナ
・ス
ナ
イ
ス
の『Sound and L

iterature

』（二
〇
二
〇

年
）な
ど
、
近
年
こ
の
小
分
野
が
盛
ん
に
探
究
さ
れ
始
め
て
い
る
。 

 

文
芸
音
響
文
化
研
究
は
、
他
の
様
々
な
音
響
文
化
研
究
と
違
っ
て
実
際
の
音
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い
（Mieszkow

ski, 2014: 23

）。
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
現
実
世
界

1



に
必
ず
し
も
音
波
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い「
（
書
き
）言
葉
を
介
し
た
」（Mieszkow

ski, 2014: 24

）音
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・ウ
ル
フ
文
学
を
研
究
し
た
メ
ル
バ
・

カ
デ
ィ
ー
＝
キ
ー
ン
は
、
文
芸
音
響
文
化
研
究
は
妥
当
な
専
門
用
語
、
す
な
わ
ち「
音
を
、
他
な
ら
ぬ
音
そ
の
も
の
と
し
て
対
処
す
る
言
語
」
（Cuddy-K

eane, 2000: 70

）

を
欠
い
て
い
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
上
で
彼
女
は
、
視
覚
を
主
に
し
た「focalization

（焦
点
化
）」に
対
し
て
、
聴
覚
を
核
と
す
る「auscultation

（聴
覚
的
焦
点
化
）」と
い
う

概
念
を
提
唱
す
る
。「au

scu
ltatio

n

」
及
び
そ
の
動
詞
形「au

scultize

」は「
聴
か
れ
た
ま
ま
の
音
の
提
示
」を
意
味
し
、
聴
く
者
の
こ
と
は「auscultator

」と
呼
ぶ
（Cuddy-

K
ean

e, 20
0
0
: 7

1

）
。
ま
た
カ
デ
ィ
ー
＝
キ
ー
ン
は
、
感
覚
の
理
解
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
あ
い
だ
の
相
互
的
な
影
響
関
係
を
前
提
と
し
て
、「
ま
さ
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
我
々
の

現
代
の
音
の
理
解
を
産
出
し
た
」
（Cu

d
d
y-

K
eane, 2

0
00

: 7
0

）と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
関
係
が
本
稿
第
一
部
の
議
論
に
枠
を
提
供
す
る
。 

 

音
の
感
覚
・解
釈
に
対
す
る
文
化
及
び
歴
史
的
影
響
は
、
音
を
巡
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
容
を
観
察
す
る
こ
と
で
把
握
し
易
く
な
る
。
こ
れ
は
ダ
グ
ラ
ス
・カ
ー
ン『W

ireless 

Im
aginatio

n
. S

o
u
nd

, R
ad

io, an
d
 th

e A
vant-G

arde

』
（一
九
九
二
年
）、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・ス
タ
ー
ン『T

he A
udible P

ast: C
ultural O

rigins of S
ound R

eproduction

』

（
二
〇
〇
二
年
）2

、
マ
ー
ク
・カ
ッ
ツ『C

ap
tu

rin
g S

o
u
n
d: H

ow
 T

echnology C
hanged M

usic

』（二
〇
一
〇
年
）が
検
討
し
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る

3

。
カ
ー
ン
が
示
す
通

り
、「
ク
ロ
ス
の
パ
レ
オ
フ
ォ
ー
ン
及
び
エ
ジ
ソ
ン
の
蓄
音
機
が
優
勢
な
モ
ダ
ニ
ス
ト
及
び
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
化
の
中
枢
に
導
入
さ
れ
て
初
め
て
、
音
は
文
化
的
実
体
と
し
て
」議
論

さ
れ
は
じ
め
た
（Kah

n
, 1

9
92

: 5

）。
彼
は
振
動
（vib

ratio
n

）、
記
録
（inscription

）、
送
信
（transm

ission

）と
い
う
、
音
の
三
つ
の
抽
象
的
要
素
を
指
摘
す
る
。
振
動
は「
十

九
世
紀
の
共
感
覚
の
概
念
、
つ
ま
り
感
覚
の
機
能
、
情
動
、
対
象
は
本
質
的
に
符
合
し
て
い
る
」（Kahn, 1992: 14

）と
い
う
考
え
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
や
ケ
プ

ラ
ー
に
よ
る
宇
宙
的
調
和
を
め
ぐ
る
思
想
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
振
動
は
ま
た
空
間
を
構
築
す
る
効
果
も
あ
る
。「
空
間
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
空
間
に
身
体
及
び
物
体
を

位
置
づ
け
る
」（Kahn

, 1
9
9
2: 15

）
効
果
に
よ
っ
て
、
振
動
は
物
体
同
士
の
関
連
性
、
ま
た
そ
れ
ら
の
空
間
と
の
関
連
性
を
表
し
、
物
体
と
身
体
を「
よ
り
大
き
い
制
度
の
中

の
、
常
に
依
存
的
な
関
係
」（Kah

n
, 19

9
2
: 1

5

）に
定
位
さ
せ
る
。
振
動
自
体
の
非
物
質
性
が
原
因
と
な
っ
て
、
従
来
は「
物
体
と
身
体
の
俗
世
への
停
泊
」（Kahn, 1992: 

2



1
5

）が
意
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
記
録
は
振
動
の
物
質
への〈
停
泊
〉を
明
確
に
す
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
関
係
を
通
じ
て
、
記
録
の
形
で
現
れ
る
音
は
直
接
的
に

測
り
う
る
、
経
験
上
の
、
科
学
的
に
分
析
で
き
る
現
象
と
な
る
の
で
あ
る
（Kahn, 1992: 18

）。
さ
ら
に
送
信
は
、
振
動
と
記
録
、
両
方
の
要
素
を
結
合
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、

振
動
の
空
間
を
構
築
す
る
効
果
と
音
の
物
質
性
を
強
調
す
る
効
果
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
、
送
信
で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
稿
は「
音
」と「
身
体
」と
い
う
二
つ
の
概
念
を
基
礎
と
す
る
。
デ
カ
ル
ト
以
降
、
人
間
は
区
別
で
き
る「
精
神
」と「
身
体
」を
持
ち
、
人
間
の「
本
質
」は
精
神
と
同

一
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
二
分
法
的
な
捉
え
方
の
も
と
で
は「
身
体
」と
そ
の
多
様
性
か
ら
生
じ
る
経
験
の
違
い
が
否
定
さ
れ
る
。
精
神
と
身
体
の
対
立
を
批
判
す
る
動
き
の

一
つ
は
現
象
学
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ス
・メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
と
、
世
界
は
常
に「
他
人
と
諸
物
と
が
わ
れ
わ
れ
に
最
初
に
与
え
ら
れ
る
生
け
る
経
験
の
層
」（メ
ル
ロ
ー
＝
ポ

ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』
一
一
一
頁
）で
あ
る
現
象
を
通
じ
て
経
験
さ
れ
る
。
身
体
は
単
な
る「
内
部
の
な
い
外
部
」（メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』一
〇
九
頁
）で

は
な
く
、「
わ
れ
わ
れ
が
一
つ
の
世
界
を
も
つ
一
般
的
な
手
段
」（メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』二
四
八
頁
）、「『
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
』の
媒
体
」（メ
ル
ロ
ー

＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』一
四
九
頁
）そ
の
も
の
で
あ
る
。「
身
体
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
生
き
る
も
の
に
と
っ
て
、
一
定
の
環
境
に
加
わ
り
、
若
干
の
企
投
と
一
体
と
な

り
、
た
え
ず
こ
れ
に
自
己
を
拘
束
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』一
四
九
頁
）と
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
身
体
は

常
に
環
境
と
の
相
互
作
用
を
起
こ
し
続
け
る
の
で
あ
る
。 

 

同
様
の
観
点
か
ら
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
身
体
に
着
目
し
て
き
た
。『
第
二
性
』（一
九
四
九
年
）
に
て
シ
モ
ー
ヌ
・ド
・ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
は「
世
界
の
な
か
に
現
存
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
世
界
に
あ
る
一
つ
の
物
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
を
見
る
一
つ
の
視
点
で
も
あ
る
身
体
、
そ
う
し
た
身
体
の
位
置
を
絶
対
的
に
想
定
し
て
い
る
」（ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

『
第
二
の
性
』
三
三
頁
）と
主
張
す
る
。
身
体
と
環
境
の
相
互
作
用―

―

身
体
に
よ
る
知
覚
、
そ
し
て
そ
の
身
体
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
知
覚
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と―

―

に
よ
っ
て
主
体
性
が
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
分
自
身
も
し
く
は
他
人
が
身
体
を
ど
の
よ
う
に
認
知
し
て
い
る
か
が
、
他
人
か
ら
の
反
応
及
び
そ
の
身
体
が
実
行
し
得
る
行

3



為
に
影
響
を
与
え
る
。
ア
イ
リ
ス
・
マ
リ
オ
ン
・
ヤ
ン
グ
は
、
女
性
の
身
体
の
使
い
方
の
特
徴
を
探
求
し
て
き
た
。「T

hrow
ing L

ike a G
irl

」（一
九
七
七
年
）
に
て
ヤ
ン
グ
は
、
女

性
は
男
性
と
違
う
投
げ
方
を
す
る
が
、
そ
の
違
い
は
生
物
学
的
な
相
違
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
社
交
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

4

。
モ
イ
ラ
・ゲ
イ
テ
ン

ズ
が
述
べ
た
通
り
、「
人
間
の
身
体
は
常
に
意
味
を
持
つ
身
体
」（Gatens, 1992: 132

）で
あ
る
。
身
体
の
多
様
性
、
そ
し
て
そ
の
多
様
性
が
持
つ
意
味
は
、「
生
物
的
な〈
事

実
〉
」よ
り
も
、
身
体
が
社
会
的
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
身
体
の
特
徴
に
よ
っ
て
生
息
す
る
環
境
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
（Gatens, 1992: 230

-

2
3
1

）
。
こ
う
し
て
、
身
体
は「
〈
中
立
的
な
物
〉と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（Gatens, 1992: 132

）性
、
人
種
、
階
級
、
年
齢
と
い
っ
た
有
標
性
を
持
た
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

 

身
体
は
ま
た
、〈
自
己
〉と〈
自
己
で
は
な
い
も
の
〉を
区
別
す
る〈
境
界
域
〉で
も
あ
る
。
身
体
の
制
御
に
よ
っ
て
主
体
性
の
あ
り
方
を
制
御
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
た
の
は

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
で
あ
る
。『
監
獄
の
誕
生―

―
監
視
と
処
罰
』（一
九
七
五
年
）は
、
身
体
の「
規
律
・訓
練

デ

イ
シ
プ
リ
ー

ヌ

」を
通
じ
て
、
従
順
な
主
体
が
作
り
あ
げ
ら
れ
る
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
。
監
獄
と
い
う
設
備
の
誕
生
と
共
に
、
処
罰
は
純
粋
に
身
体
的
な
次
元
か
ら
精
神
の
制
御
へと
移
行
し
た
。
し
か
し
こ
の
制
御
制
度
と
そ
の
手
法
は
監
獄
に
と
ど
ま

ら
ず
、
学
校
や
病
院
な
ど
他
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
制
度
に
も
浸
透
し
た
。
人
体
は
、「
人
体
を
検
査
し
再
構
成
す
る
」「
権
力
装
置
に
」取
り
込
ま
れ
る
。
兵
士
を
例
と
し
、
フ

ー
コ
ー
は
、
身
体
を
部
分
的
に
絶
え
間
な
い
入
念
な
管
理
下
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
従
順
な
身
体
〉
（フ
ー
コ
ー『
監
獄
の
誕
生
』一
四
一
頁
）
が
造
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、

『
性
の
歴
史 

１―
―

知
への
意
志
』
（
一
九
七
六
年
）
に
お
い
て
は
、
生
き
物
を
制
御
す
る
力
を
表
し「
隈
な
く
生
を
取
り
込
む
」（フ
ー
コ
ー『
性
の
歴
史
』一
七
七
頁
）〈
生−

権

力
〉の
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。「
身
体
の
行
政
管
理
と
生
の
勘
定
高
い
経
営
」（フ
ー
コ
ー『
性
の
歴
史
』一
七
七
頁
）は〈
生−

権
力
〉の
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
性
の
制
御

は
、「
身
体
に
、
生
に
、
生
を
増
殖
さ
せ
る
も
の
に
訴
え
か
け
、
種
を
、
種
の
力
を
、
そ
の
支
配
能
力
を
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
用
い
ら
れ
る
適
用
性
を
強
化
す
る
も
の
に
訴
え

か
け
る
」「
権
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（フ
ー
コ
ー
『
性
の
歴
史
』一
八
六
頁
）と
な
る
。 

4



 
絶
え
ず
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
身
体
を
持
た
な
い
主
体
を
想
定
で
き
る
の
は
、
規
範
に
当
て
は
ま
る
身
体
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
が〈
透
明
〉に
な
っ
た
者
だ
け
で
あ

る
。
規
範
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
身
体
の
物
質
性
は
主
体
の
環
境
と
行
動
を
決
定
し
、
主
体
性
の
可
能
性
を
抑
制
す
る
。『B

odies of T
om

orrow

』（二
〇
〇
七
年
）

に
て
シ
ェ
リ
ル
・ヴ
ィ
ン
ト
は
、
身
体
性
を
基
礎
と
す
る
主
体
と
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。
身
体
性
を
主
体
の
核
と
す
る
こ
と
は
、「
自
主
性
を
他
人
に
脅
さ

れ
る
も
の
」と
し
て
認
識
す
る
で
は
な
く
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
生
ま
れ
出
る
」も
の
と
し
て
自
我
を
考
え
直
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（Vint, 2007: 13

）。
こ
う
し
た
ポ
ス
ト
ヒ

ュ
ー
マ
ン
で
は
、
ダ
ナ
・
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
生
物
と
無
生
物
の
境
界
だ
け
で
は
な
く
、
動
物
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て〈
人
間
〉と
い
う
概
念
が
環
境
及
び
他
の
生
物
・無
生
物

と
の
相
互
関
連
か
ら
考
察
さ
れ
た

5

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の〈
人
間
〉と〈
人
間
以
外
〉の
交
わ
り
に
関
わ
る
様
々
な
理
論―

―

情
動
論
、
動
物
論
、
新
唯
物
論
等―

―

を
総
合

す
る
理
論
動
向
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
ル
ー
シ
ン
が
編
集
し
た『T

he N
onhum

an T
urn

』（二
〇
一
五
年
）
に
よ
っ
て〈
人
間
以
外
の
転
回
〉と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
（Grusin, 

2
0
1
5

）。 

 

こ
こ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
音
と
身
体
を
巡
る
諸
理
論
を
、
本
稿
の
考
察
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
枠
組
と
し
て
お
き
た
い
。
日
本
の
Ｓ
Ｆ
文
学
に
お
け
る
音
に
着
目

す
る
う
え
で
、
身
体
が
常
に
居
住
す
る
環
境
と
相
互
作
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
様
々
な〈
身
体
を
も
つ
主
体
性
〉が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
読
み
解
き
、
探
究
す
る
。 

 

二
、
Ｓ
Ｆ
と
音
楽 

  

「
音
」に
関
わ
る
現
象
は
数
多
あ
る
が
、
本
稿
は
主
に
音
楽
に
着
目
す
る
。
Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
音
楽
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
、
Ｓ
Ｆ
を
題
材
と
す
る
音
楽
、
あ
る
い
は
様
々
な
視
聴

5



覚
商
品
の
Ｏ
Ｓ
Ｔ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
・サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
）を
主
な
対
象
と
し
て
き
た

6

。
ア
フ
ロ
・フ
ュ
チ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
興
味
深
い
文
化
的
潮
流
を
探
っ
た
コ
ジ
ョ
・エ
シ
ュ
ン
の

『M
o
re B

rillian
t th

an the S
un

: A
d
ven

tu
res in S

o
n
ic F

iction

』（一
九
九
八
年
）や
エ
リ
ッ
ク
・ス
テ
イ
ン
ス
コ
グ
の『A

frofuturism
 and B

lack S
ound Studies. 

C
u
ltu

re, T
ech

no
lo

gy, an
d
 T

h
in

gs to
 C

o
m

e

』（二
〇
一
八
年
）は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
高
野
史
緒
、
山
下
達
郎
、
難
波
弘
之
、
巽
孝

之
等
、
作
家
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
学
者
が
参
加
し
た『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』の
特
集「
音
楽
Ｓ
Ｆ
への
招
待
」が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た『
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
・ロ
ッ
ク
の
哲
学
』（二
〇
一
六

年
）に
て
巽
孝
之
が「
プ
ロ
グ
レ
Ｓ
Ｆ
論
」を
展
開
し
文
学
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。 

 

一
、『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』通
観 

 

一
九
五
九
年
一
二
月
か
ら
出
版
さ
れ
続
け
て
き
た
日
本
Ｓ
Ｆ
の
屋
台
骨
と
も
呼
べ
る『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』誌
に
、
そ
の
初
期
か
ら
音
楽
を
扱
っ
た
作
品
、
あ
る
い
は
単
発
及
び
一

時
的
な
連
載
と
し
て
音
楽
を
対
象
と
す
る
記
事
・
コ
ラ
ム
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｆ 

環
境
の
音
楽
への
傾
倒
や
そ
の
題
材
と
し
て
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
六
一
年
三
月
掲
載
の
林
光
に
よ
る「
音
楽
配
分
委
員
会
」は
、
音
が
飽
和
し
た
地
球
に
お
い
て
音
楽
の
供
給
が
制
限
さ
れ
る
社
会
を
想
定
す
る
。「
音
楽
の
聴
き
か
た
は

整
理
さ
れ
」（林
「
音
楽
配
分
委
員
会
」一
四
七
頁
）独
立
し
た
三
つ
の
音
楽
文
化
が
明
確
に
規
定
さ
れ
、
区
分
さ
れ
た
こ
の
社
会
で
は
、
既
存
の
音
楽
が
再
生
し
続
け
ら
れ
、

新
し
い
音
楽
が
生
ま
れ
な
く
な
る

7

。
ま
た
一
九
七
一
年
十
一
月
号
の「
Ｓ
Ｆ
ス
キ
ャ
ナ
ー
」の
中
で
は
、
岡
田
英
明
が「
Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・ザ
・ロ
ッ
ク
」と
い
う
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
て
い

る
8

。
難
波
弘
之

9

の
活
躍
と
共
に
、
八
十
年
代
に
音
楽
は
特
に
頻
繁
に
扱
わ
れ
る
主
題
と
な
っ
た
。
特
に
八
十
年
代
中
に
難
波
が『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』で
担
当
し
た
コ
ラ
ム
の

6



数
々
は
、
Ｓ
Ｆ
界
を
構
成
す
る
文
筆
家
や
フ
ァ
ン
に
音
楽
と
い
う
着
眼
点
、
論
題
を
積
極
的
に
提
供
し
た
と
い
う
意
味
で
多
大
な
貢
献
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
三
月
か
ら
十

一
月
ま
で
に
連
載
さ
れ
た「
難
波
の
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
」
は「
音
楽
を
Ｓ
Ｆ
的
な
視
点
か
ら
斬
っ
て
」（難
波「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
③
」九
四
頁
）い
く
と
い
う
コ
ラ
ム
で
、
ア
ー
サ

ー
・
Ｃ
・ク
ラ
ー
ク
の「
究
極
の
旋
律
」
に
お
け
る
虚
構
の
音
楽
か
ら
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
六
月
、
一
七
〇
～
一
七
一
頁
）、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
七

月
、
二
三
四
～
二
三
五
頁
）
、
そ
し
て「
Ｓ
Ｆ
音
コ
ン
」（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
一
〇
月
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁
）10

ま
で
を
話
題
に
し
た
。
音
楽
を
取
り
上
げ
る
Ｓ
Ｆ
文

学
作
品
を
四
十
作
以
上
記
録
す
る
一
九
八
〇
年
八
月
号
の「
音
楽
テ
ー
マ
の
Ｓ
Ｆ
あ
れ
こ
れ
」は
、
Ｓ
Ｆ
文
学
に
お
い
て
音
楽
が
ど
れ
ほ
ど
話
題
に
上
り
や
す
い
主
題
で
あ
る

か
を
示
し
た
目
録
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
八
月
、
一
七
八
～
一
七
九
頁
）
。
一
九
八
一
年
の
五
月
に
は
新
し
い
連
載
の「Sci-F

i S
et

」が
開

始
さ
れ
た
。
一
九
八
三
年
の
十
月
ま
で
続
い
た
こ
の
連
載
も
ま
た
、
Ｓ
Ｆ
と
音
楽
の
交
流
を
話
題
に
し
続
け
て
い
た
。
難
波
の
ほ
か
に
も
、
コ
ラ
ム
や
単
発
記
事
な
ど
形
態
を

問
わ
ず
音
楽
へ
の
言
及
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
11

。
一
九
八
三
年
十
月
か
ら
は
、「
Ｓ
Ｆ
音
コ
ン
」の
主
催
者
門
倉
純
一
が
レ
コ
ー
ド
を
対
象
と
す
る
コ
ラ
ム「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ

ー
」
の
連
載
を
始
め
た
12

。
一
九
八
五
年
以
降
に
な
る
と
純
粋
に
音
楽
に
特
化
し
た
記
事
や
コ
ラ
ム
は
下
火
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
文
学
に
限
ら
ず
映
画
、
演
劇
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
登
場
し
始
め
、
そ
の
中
で
散
発
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
13

。
一
九
九
四
年
六
月
に
は「
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
の

た
め
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」14

が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
ロ
ッ
ク
音
楽
家
兼
小
説
家
と
い
う
肩
書
を
共
有
す
る
難
波
弘
之
と
大
槻
ケ
ン
ヂ
の
対
談「
ぼ
く
と
ロ
ッ
ク
と
Ｓ
Ｆ

と
」で
は
、
特
定
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
Ｓ
Ｆ
文
学
の
フ
ァ
ン
層
の
相
関
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
二
月
）
。『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』に
お
け

る
音
楽
と
Ｓ
Ｆ
の
関
係
へ
の
探
求
は
、
先
に
紹
介
し
た
特
集「
音
楽
Ｓ
Ｆ
への
招
待
」（二
〇
〇
一
年
一
二
月
）で
集
大
成
を
迎
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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二
、
Ｓ
Ｆ
文
学
に
お
け
る
音
楽 

  

『T
h
e E

n
cyclo

p
ed

ia o
f S

cien
ce F

ictio
n

』に
よ
る
と
、
音
楽
は
Ｓ
Ｆ
に「
最
も
登
場
す
る
芸
術
」で
あ
る
（Davies et al., 2020

）。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・Ｒ
・デ
ィ
レ
イ
ニ
ー
の
よ
う

に
自
ら
演
奏
や
作
曲
を
手
が
け
る
作
家
か
ら
、
ロ
イ
ド
・
ビ
ッ
グ
ル
・ジ
ュ
ニ
ア
の
よ
う
な
音
楽
学
者
兼
作
家
、
主
に
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
難
波
弘
之
、
あ
る
い

は
音
楽
愛
好
家
で
あ
り
演
奏
も
こ
な
す
奥
泉
光
ま
で
、
音
楽
に
造
詣
が
深
い
作
家
は
多
く
い
る
15

。 

 

一
九
八
〇
年
代
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・ギ
ブ
ス
ン
や
ブ
ル
ー
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
、
ル
イ
ス
・シ
ャ
イ
ナ
ー
な
ど
が
先
導
し
た
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
に
お
い
て
、
音
楽
は
極
め
て
重
要
な
位
置

を
占
め
た
。
短
編
集
『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』の
序
文
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
パ
ン
ク
音
楽
自
体
を
基
軸
に
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
の
発
展
を
説
明
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と「
サ
イ
バ

ー
パ
ン
ク
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ハ
ッ
カ
ー
と
ロ
ッ
カ
ー
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
領
域
」で
あ
り
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
音
楽
等
で
も
行
わ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
分
野

の〈
統
合
〉が
、
文
学
的
に
顕
現
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
（
ス
タ
ー
リ
ン
グ『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』
一
〇
頁
）。
自
ら
を
統
合
体
（ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）と
し
て
認
知
す
る
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク

は
、「
中
間
領
域

イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン

に
魅
了
さ
れ
」（ス
タ
ー
リ
ン
グ『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』
一
一
頁
）、
区
別
・境
界
に
目
を
く
れ
ず
、
世
界
的
な
視
点
の
提
供
を
目
指
す
運
動
で
あ
る
（ス
タ
ー
リ

ン
グ『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』
一
二
頁
）
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
の
語
り
方
を「
感
覚
の
過
負
荷
が
読
者
を
、
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の‶

ウ
ォ
ー
ル
・オ
ブ
・サ
ウ
ン
ド
〟
に
あ
た
る

文
学
上
の
相
似
物
」と
評
す
る
（ス
タ
ー
リ
ン
グ『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』
一
三
頁
）
。
選
集
さ
れ
た
作
品
の
中
に
音
楽
を
扱
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
一
つ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
自
身
が
シ
ャ
イ
ナ
ー
と
共
著
し
た
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
の
古
典「
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」16

で
あ
る
。
こ
れ
は
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
に
よ
る
歴
史

改
変
Ｓ
Ｆ
で
あ
り
、
現
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
交
響
曲
を
諦
め
て
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
に
な
る
、
と
い
う
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・ワ
ー
ル
ド
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
身
体
の
統
合―

―

こ
れ
も
ま
た
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
に
特
徴
的
な
主
題
で
あ
る―

―
を
描
き
出
す
パ
ッ
ト
・キ
ャ
デ
ィ
ガ
ン
の「
ロ
ッ
ク
・オ
ン
」17

で
は
、
コ
ン
ピ
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ュ
ー
タ
に
直
接
接
続
さ
れ
る
人
間
が
楽
音
を
生
成
し
た
り
、
映
像
を
作
り
出
し
た
り
す
る
。
18 

 

音
楽
は
、
音
そ
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
に
変
換
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
文
字
化
し
、
そ
の
存
在
を
間
接
的
に
喚
起
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
19

。
代

表
的
手
法
の
一
つ
が
、
特
定
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
付
随
す
る
文
化
的
要
素
を
描
写
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
短
編
集
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、「
暴

走
族
、
ロ
ッ
カ
ー
や
、
警
官
の
、
そ
し
て
似
た
よ
う
な
無
法
者
の
シ
ン
ボ
ル
」（ス
タ
ー
リ
ン
グ『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』七
頁
）と
い
わ
れ
る〈
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
〉―

―

ミ
ラ
ー
レ
ン
ズ
・サ

ン
グ
ラ
ス―

―

を
、
短
編
集
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
て
し
ま
う
ほ
ど
、
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
作
家
の
象
徴
的
要
素
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
は
特
に
題
材
と
な
り
や
す
い
ジ

ャ
ン
ル
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
選
定
し
た「
ロ
ッ
ク
・オ
ン
」と「
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
は
そ
の
好
例
で
あ
る
ほ
か
、
ポ
ー
ル
・Ｊ
・マ
コ
ー
リ
イ
と
キ
ム
・ニ
ュ
ー
マ
ン
が

編
集
し
た『In D

ream
s

』（
一
九
九
二
年
）20

と
ポ
ー
ラ
・グ
ラ
ン
編
集
の『R

ock O
n

』も
、
ロ
ッ
ク
を
大
々
的
に
扱
う
Ｓ
Ｆ
短
編
集
で
あ
る
。
長
編
で
い
え
ば
、
シ
ャ
イ
ナ
ー
の

『
グ
リ
ン
プ
ス
』
（
一
九
九
三
年
）に
は
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
や
ジ
ミ
・ヘン
ド
リ
ッ
ク
ス
が
登
場
し
、
音
楽
に
よ
る
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
に
記
録
さ
れ
た
音
を
聴
く
と

い
う
行
為
が
過
去
の
特
定
な
時
空
間―

―

そ
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
時
代
、
場
所―

―

へと
主
人
公
の
意
識
を
没
入
さ
せ
、
そ
れ
が
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
引
き
起
こ
す
と
い
う

設
定
は
、
音
楽
が
異
な
る
時
間
と
場
を
媒
介
し
接
続
さ
せ
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
。 

 

特
定
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
を
題
材
に
と
る
作
品
と
し
て
、
先
に
言
及
し
た
難
波
弘
之
に
は
パ
ン
ク
音
楽
を
描
い
た
小
説「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・ロ
ッ
ク
」
が
あ
る
。
一
九
八
四
年
一
二
月

の『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
同
作
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
パ
ン
ク
・ロ
ッ
ク
文
化
の
後
味
を
残
し
、
当
時
か
ら
見
て
近
未
来
に
あ
た
る
架
空
の
街
で
、
不
良
の
若
者

達
が
一
区
画
に
隔
離
さ
れ
て
暮
ら
す
と
い
う
設
定
を
持
つ
。「
地
帯

ゾ

ー

ン

」と
呼
ば
れ
る
そ
の
隔
離
区
画
に
は
あ
ま
り
に
も
暴
力
的
な
社
会
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
通
常

「
外
地
人
」
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
作
品
が
提
示
す
る「
不
良
児
ど
も
」の
社
会
は「
モ
ッ
ズ
」、「
ス
キ
ン
・ヘッ
ド
」、「
メ
タ
ル
・キ
ッ
ズ
」
（難
波「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
」一

〇
七
頁
）、「
ス
リ
ー
パ
ー
ズ
」
（難
波
「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
」
七
九
頁
）な
ど
多
様
な
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
、
特
に
暴
力
的
な「
バ
ナ
ナ
・カ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ
る
者
た

9



ち
の
生
活
を
撮
影
す
る
た
め
、
彼
ら
の
服
装
や
髪
型
な
ど
を
真
似
し
て
隔
離
区
画
に
潜
り
込
む
。
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
近
未
来
が
盛
ん
に
想
像
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
前
後

は
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
形
態
に
お
い
て
崩
れ
た
都
市
、
汚
れ
た
風
景
、
退
廃
的
な
社
会
と
暴
力
の
描
写
が
溢
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
21

。
パ
ン
ク
の
発
展
は
そ
の
よ
う
な
文
化
全

般
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
22

。「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ロ
ッ
ク
」
は
日
本
の
ロ
ッ
ク
・シ
ー
ン
、
そ
し
て
パ
ン
ク
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な「
徹
底
的
否
定
」と
い
う
本
質
と
、
資
本
主
義
社

会
に
お
け
る
商
品
化
を
描
出
し
て
い
る
23

。 

奥
泉
光
も
ま
た
、
特
定
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
密
接
に
関
連
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ズ
を
頻
繁
に
取
り
上
げ
る
奥
泉
作
品
で
は
、
演
奏
者
の
視
点
か
ら
音
の
記
述

や
、
演
奏
が
行
わ
れ
る
時
空
間
の
文
字
表
現
が
試
み
ら
れ
る
。
題
名
か
ら
モ
ダ
ン
・ジ
ャ
ズ
と
い
う
題
材
が
明
朗
に
宣
言
さ
れ
て
い
る『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』24

に
は
、

次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。 

呼
吸
を
整
え
、
少
し
考
え
て
か
ら
、
フ
ォ
ギ
ー
は
静
か
に
鍵
に
触
れ
（そ
れ
は
ち
な
み
に
B
と
Ｅ
と
Ａ
と
Ｄ
と
Ｆ
で
あ
っ
た
）、
そ
れ
か
ら
し
ば
し
、
や
や
フ
リ
ー
っ

ぽ
く
、
し
か
し
あ
ま
り
過
激
に
な
ら
な
い
よ
う
、
確
か
に
和
声
を
重
ね
て
か
ら
、
コ
ー
ド
・ネ
ー
ム
で
い
う
と
、
Ｂ
の
和
音
を
鳴
ら
し
、
そ
こ
か
ら
定
型
通
り
、
Ｆ
の
キ

ー
で
、「
浜
辺
の
歌
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
ゆ
っ
く
り
と
奏
で
は
じ
め
た
。
（奥
泉『
鳥
類
学
者
』三
三
三
頁
） 

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
下
洋
輔
は
解
説
文
に
お
い
て
、
こ
の
演
奏
場
面
に
お
け
る「
音
楽
上
の
デ
ィ
テ
イ
ル
」に
つ
い
て「
す
ご
い
リ
ア
リ
テ
ィ
で
、
ま
る
で
自
分
が
弾
い
て
（書
い

て
）
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
」
と
記
し
て
い
る
（山
下
「
解
説
」七
五
〇
頁
）。
純
粋
な
記
譜
法
と
は
一
線
を
画
し
た
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、
文
字
と
音
の
横
断
の
可
能
性

の
一
端
を
示
し
て
い
る
。『M

u
sic and

 L
iteratu

re. A
 C

om
p
arison of the A

rts

』（一
九
四
八
年
）
の
な
か
で
カ
ル
バ
ン
・Ｓ
・ブ
ラ
ウ
ン
は
、「
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
」の
よ
う
な

視
覚
的
な―

―

「
視
る
べ
き
」―

―

芸
術
に
対
し
て
、「
音
楽
と
文
学
」は「
聞
か
れ
る
」た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
（Brow

n, 1987: 8

）。
ブ
ラ
ウ
ン
は
文
学
を

♭

♭
♭
m9
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楽
譜
と
同
等
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
。「
誰
も
楽
譜
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
音
符
を〈
音
楽
〉そ
の
も
の
と
取
り
違
え
る
こ
と
は
な
い
」（Brow

n, 1987: 8

）の
と
同
様
に
、
本
に
印

刷
さ
れ
て
い
る
文
字
は
明
ら
か
に〈
言
葉
〉そ
の
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
人
が「
音
楽
的
非
識
字
」（Brow

n, 198
7:8

）で
あ
る
た
め
に
、
音
楽
の
音
響
的
本
質
を
忘
れ
る
こ
と

が
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
逆
、
つ
ま
り
多
く
の
人
が
苦
労
せ
ず
文
字
を〈
読
め
る
〉の
は「
印
刷
さ
れ
た
言
葉
を
音
に
訳
し
て
い
る
」こ
と
を
意
識
し
な
い
か
ら
で
あ
る

（Bro
w
n
, 1

9
8
7: 8

）
。『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』に
お
け
る
演
奏
の
描
か
れ
方
は
、
こ
の
音
と
文
字
の
根
本
的
な
つ
な
が
り
を
示
唆
し
て
い
る
。 

 

こ
の
作
品
は
ま
た
、
Ｓ
Ｆ
文
学
に
お
い
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た「
天
球
の
音
楽
」の
主
題
への
再
訪
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
代
表
的
前
例
と
し
て
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
・
Ｊ
・バ
ー
ン 

「M
u
sic o

f th
e S

p
h
eres

」
（『A

m
azing S

to
ries

』一
九
三
五
年
）、
ア
ー
サ
ー
・Ｃ
・ク
ラ
ー
ク 

「T
he U

ltim
ate M

elody

」（『T
ales from

 the W
hite H

art

』

一
九
五
七
年
）、
最
近
の
例
と
し
て
ケ
ン
・リ
ウ 
「M

u
sic o

f the S
pheres

」（ト
ー
マ
ス
・K
・カ
ー
ペ
ン
タ
ー
編『M

irror S
hards. E

xtending the E
dges of A

ugm
ented 

R
eality

』
二
〇
一
一
年
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
も
高
名
な
の
は
、
物
理
学
と
音
楽
を
相
似
物
と
し
て
描
く
キ
ム
・ス
タ
ン
リ
ー
・ロ
ビ
ン
ソ
ン
の『
永
遠
な
る
天
空
の
調
』

（
一
九
八
五
年
）で
あ
る
。「
サ
ン
プ
ラ
ー
を
手
に
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」（Lauladio, 2017: 61

）と
も
評
さ
れ
る
発
想
が
基
に
な
っ
て
い
る
同
作
で
は
、
物
理
学
者
兼
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
ホ
リ
ウ
ェ
リ
キ
ン
が
作
っ
た「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
、
演
奏
者
は
宇
宙
と
一
体
化
で
き
る
。
言
語
の
代
わ
り
に
音
楽
で
思

考
す
る
主
人
公
に
と
っ
て
、
宇
宙
は「
ア
イ
デ
ィ
ア
の
音
楽
」（Robinson, 1996: 225

）で
あ
り
、
彼
自
身
に
も
そ
の
音
楽
を
書
く
能
力
が
備
わ
る
。 

 

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
数
学
は
プ
ラ
ト
ン
の
宇
宙
論
の
根
幹
を
成
し
て
い
た
。「
エ
ル
の
神
話
」で
は
、
宇
宙
は
同
心
円
状
の
階
層
構
造
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
地
球
中
心
の
モ
デ
ル

で
、
周
り
を
八
つ
の
天
体
が
取
り
巻
き
、
天
体
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
な
楽
音
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
、
そ
れ
が「
天
球
の
音
楽
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

音
楽
の
構
成
要
素
に
は
人
間
の
魂
、
宇
宙
、
音
楽
な
ど
に
共
通
す
る
数
比
が
現
れ
る
と
い
う
。
数
学
が
宇
宙
を
理
解
す
る
た
め
の
最
も
的
確
な
手
段
だ
と
考
え
た
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
は
、
音
程
を
数
比
で
表
し
、
音
楽
こ
そ
が
世
界
を
形
成
す
る
根
本
原
理
で
あ
る
と
論
じ
る
に
至
っ
た
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
と
っ
て
音
楽
体
験
は
、
感
覚
界
を
超
え
て
宇
宙
の
構
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造
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ン
ズ
は
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
音
楽
理
解
を「
同
形
共
鳴
」（isom

orphic resonance

）と
名
付
け
て
説
明
し
て
い
る
（Bonds, 2014: 30

）。「
同
形
共

鳴
」と
は
、
音
楽
も
宇
宙
も
同
じ
音
比
で
響
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
ボ
ン
ズ
は
音
楽
が
実
際
に
発
揮
す
る
効
果
を
説
明
す
る
。
人
間
や
動
物
な
ど
が
音
楽

か
ら
受
け
る
影
響
は
そ
の
音
比
の
結
果
で
あ
り
、
音
楽
家
の
技
能
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
の
程
度
が
変
わ
り
、「
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
音
楽
は
宇
宙
の
構
造
に
対
し
て
よ
り
完
璧
に
整

調
さ
れ
て
お
り
、
平
凡
な
人
間
の
音
楽
は
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
」（Bonds, 2014: 30

）と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
を
介
し
た
宇
宙
の
探
求
と
い
う
主
題
は
、「
宇
宙
オ
ル
ガ

ン
」と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
、『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』や
第
三
章
に
て
検
討
す
る『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』と
い
っ
た
文
学
作
品
の
着
想
元
で
あ
る
。 

 

「
天
球
の
音
楽
」に
縁
深
い
も
う
一
つ
の
主
題
は
、「
オ
ラ
ク
ル
と
し
て
の
作
曲
者
」と
呼
ぶ
べ
き
存
在
で
あ
る
25

。
音
楽
こ
そ
が
真
の
知
識
を
開
示
す
る
と
い
う
思
想
は
、
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
の
音
楽
理
論
に
留
ま
ら
ず
十
九
世
紀
ま
で
続
き
、
現
代
に
お
い
て
も
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
十
九
世
紀
に
は
、
音
楽
に
は
宇
宙
の
神
秘
を

解
き
明
か
す
能
力
が
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
、
作
曲
家
は
神
の
意
を
伺
う
神
託

オ
ラ
ク
ル

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
神
と
人
間
の
仲
介
者
だ
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
（Bonds, 2014: 

1
1
2

）
。
そ
こ
で
は
言
葉
は
人
間
の
持
つ
最
も
優
れ
た
表
現
方
法
に
は
あ
ら
ず
、
器
楽
が
言
語
と
し
て
認
め
ら
れ
、
音
楽
の「
開
示
性
」（Bonds, 2014: 39

）―
―

認
識
を
得
る

方
法
と
し
て
の
音
楽―

―

が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
中
井
紀
夫
の「
山
の
上
の
交
響
楽
」（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七
年
、
十
月
号
）に
登
場
す
る
作
曲
家
東
小
路
耕
次
郎
は
、

こ
の
よ
う
な
音
楽
理
解
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
。 

 

十
四
歳
の
と
き
に
天
啓
を
受
け
て
交
響
曲
を
書
き
は
じ
め
、
九
十
七
歳
で
没
す
る
ま
で
の
八
十
三
年
間
、
食
事
と
睡
眠
と
犬
の
散
歩
以
外
の
す
べ
て
の
時
間
を

注
ぎ
こ
ん
で
、
た
だ
一
曲
の
交
響
曲
を
書
き
上
げ
た
。
生
涯
独
身
で
、
風
呂
に
は
入
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
（中
略
） 

 

山
頂
交
響
楽
は
、
東
小
路
十
四
歳
の
と
き
に
、
細
部
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
、
一
瞬
に
し
て
頭
の
中
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
と
は
た
だ
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
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い
る
こ
と
と
、
譜
面
に
書
き
記
す
こ
と
の
み
が
東
小
路
耕
次
郎
の
課
題
に
な
っ
た
。
（一
三
八
頁
） 

〈
天
啓
〉を
動
機
と
す
る
東
小
路
の
人
物
描
写
に
は
最
初
か
ら
神
、
あ
る
い
は
人
間
を
超
え
た
力
の
存
在
が
匂
わ
さ
れ
て
い
る
。
東
小
路
は〈
善
の
イ
デ
ア
〉を
伝
達
で
き
る
、

宇
宙
の
音
比
と
共
鳴
す
る「
山
頂
交
響
楽
」の
作
曲
者
な
の
で
あ
る
。
彼
の
執
念
は
、
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
オ
ラ
ク
ル
と
し
て
の
芸
術
家
の
典
型
的
人
物
像
に
お
け
る
、〈
フ
ロ

ル
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
ス
〉と
い
う
あ
る
種
の
狂
気
を
示
唆
す
る
。
ボ
ン
ズ
は
、
芸
術
作
品
を
生
み
出
す
た
め
に
は
理
性
と
論
理
を
超
越
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
想
に

言
及
す
る
（Bon

d
s, 2

0
1
4: 1

16
）
。
オ
ラ
ク
ル
と
同
じ
く
、
作
曲
家
は
表
出
し
た
い
内
容
を
説
明
せ
ず
、
聴
取
者
の
努
力
に
頼
る
不
鮮
明
な
表
現
を
使
う
。
演
説
と
違
い
、
オ

ラ
ク
ル
が
伝
え
る
こ
と
は
聴
取
者
の
解
釈
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て〈
音
楽
は
教
え
る
も
の
で
は
な
く
、
啓
示
す
る
も
の
で
あ
る
〉と
い
う
論
理
が
成
り
立
つ
と
い
う
（Bonds, 

2
0
1
4
: 1

1
4

）
。
あ
る
意
味
で
、
東
小
路
の
楽
譜
を
発
見
す
る
宇
治
原
と
い
う
人
物
も
ま
た
、
オ
ラ
ク
ル
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
楽
譜
を
発
見
し
て
か
ら
宇
治
原
も
こ
の

交
響
楽
に
心
酔
し
、
人
生
を
こ
の
楽
曲
の
演
奏
に
捧
げ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
音
楽
を
通
じ
て
東
小
路
と
同
じ
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
東

小
路
と
宇
治
原
は
こ
の
曲
が
伝
達
す
る〈
認
識
〉あ
る
い
は〈
真
実
〉の
オ
ラ
ク
ル
で
あ
り
、
交
響
楽
の
描
写
や
効
果
を
含
め
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
組
織
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

曲
を
取
り
巻
く
諸
要
素
は
宗
教
的
な
信
仰
か
、
少
な
く
と
も
宗
教
的
組
織
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
実
在
す
る
特
定
の
宗
教
に
見
え
る
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
宗
教
信
仰
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
人
間
の
思
想
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

宗
教
史
家
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
は〈
聖
な
る
時
間
〉と
い
う
概
念
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。 

 

そ
れ
は
儀
礼
が
執
行
さ
れ
る
時
間
を
指
し
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
聖
な
る
時
間
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
後
に
続
く
俗
的
時
間
と
は
本
質
的
に
違
っ
た
時
間

で
あ
る
。
そ
の「
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
的
時
間
」
は
ま
た
、
神
話
的
時
間
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
は
儀
礼
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
時
間
で
あ
り
、
ま
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た
あ
る
時
は
神
話
的
祖
型
を
有
す
る
行
為
を
単
に
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
時
間
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
時
間
は
宇
宙
的
リ
ズ
ム
（た
と
え
ば
月
の

ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
の
よ
う
な
）を
も
意
味
す
る
。
そ
の
場
合
の
リ
ズ
ム
と
は
、
宇
宙

コ
ス
モ
ス

に
潜
在
す
る
基
本
的
な
聖
の
啓
示―

―

顕
現
、
顕
在
化―

―

と
み
な
さ
れ
る
。
あ
る

瞬
間
、
あ
る
時
間
の
一
部
は
、
い
つ
で
も
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
と
な
れ
る
。
た
だ
力
の
顕
現

ク
ラ
ト
フ
ァ
ニ
ー

、
聖
の
顕
現

ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー

ま
た
は
神
の
顕
現

テ
オ
フ
ァ
ニ
ー

が
生
じ
る
だ
け
で
、
そ
の
時
間
が
聖
別
さ
れ
、
そ

の
く
り
か
え
し
に
よ
っ
て
、
と
い
う
こ
と
は
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間
が
記
念
さ
れ
る
に
は
十
分
な
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
時
間
も
、
聖
な
る
時
間

に
対
し
て「
開
か
れ
て
」お
り
、
換
言
す
れ
ば
、
ど
ん
な
時
間
も
、
適
切
な
表
現
で
絶
対
と
呼
ん
で
い
る
も
の
を
、
つ
ま
り
超
自
然
的
、
超
人
間
的
、
超
歴
史
的
な
も

の
を
啓
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（『
聖
な
る
空
間
と
時
間
』八
八
～
八
九
頁
） 

山
頂
交
響
楽
を
聴
い
て
い
る
人
物
、
音
村
の
経
験
は
ま
さ
に
こ
の「
宇
宙

コ
ス
モ
ス

に
潜
在
す
る
基
本
的
な
聖
の
啓
示―

―

顕
現
、
顕
在
化―

―

」で
あ
ろ
う
。
音
村
が
見
る「
記
憶
の

海
」（
一
六
七
頁
）は
時
間
が
経
過
し
な
い
、
恒
久
的
な
現
在
性
を
伴
っ
た
神
話
的
時
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
に
な
る
音
楽―

―

音
楽
自
体
に
は
時
間
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
含
ま
れ
て
い
る―

―

が
儀
礼
に
な
り
、
宇
宙
の
根
本
的
な
真
理
、
つ
ま
り「
超
自
然
的
、
超
人
間
的
、
超
歴
史
的
な
も
の
を
啓
示
す
る
」の
で
あ
る
。
し
か

し
音
村
の
経
験
は
、
演
奏
を
行
う
と
き
に
も
う
一
歩
進
展
す
る
（一
七
五
～
一
七
六
頁
）
。
音
村
は
、
八
百
人
楽
章
を
聴
い
て
い
る
段
階
で
は
宇
宙
と
共
鳴
し
、
真
実
を〈
見

て
い
た
〉に
過
ぎ
な
い
が
、
自
分
で
演
奏
す
る
段
階
に
な
っ
た
時
に
は
宇
宙
と〈
一
体
化
〉す
る
。
こ
の
と
き
、
客
観
的
に
宇
宙
の
原
理
を
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

が
宇
宙
の
一
部
と
な
る
の
で
あ
る
。「
こ
の
瞬
間
の
一
回
性
を
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
感
じ
た
の
で
あ
る 

」
（一
七
六
頁
）と
言
う
音
村
は
も
う「
記
憶
の
海
」「
光
の
海
」を
見
て

い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
海
の
中
に
身
を
浸
し
て
い
る
。
前
段
階
の
音
村
は
時
間
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
宇
宙
と
一
体
化
し
記
憶
の
海
に
入
っ
た
音
村
は
逆
に

そ
の「
瞬
間
の
一
回
性
」を
強
く
感
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
聴
取
も
演
奏
も
含
め
た
音
楽
経
験
は
す
べ
て
エ
リ
ア
ー
デ
が〈
儀
礼
〉と
呼
ぶ
も
の
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
宇

宙
の
神
秘
を
解
き
明
か
す
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
音
村
が
示
す「
瞬
間
の
一
回
性
」は
先
述
の
東
小
路
が
天
啓
を
受
け
る
瞬
間
の
描
写
と
も
重
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な
る
（一
三
八
頁
）
。
山
の
上
の
交
響
楽
は
宇
宙
自
体
の
顕
現
で
あ
り
、
実
際
の
我
々
の
通
常
経
験
に
お
い
て
各
瞬
間
が
一
度
過
ぎ
去
る
と
戻
ら
な
い
こ
と
と
同
じ
く
、
こ
の

曲
の
各
音
符
は
一
過
性
で
二
度
と
聴
き
直
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
人
間
は
こ
の
時
間
性
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
い
う「
俗
な
る
時
間
」か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
の

ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
に
よ
っ
て
の
み
短
い
間
宇
宙
と
一
体
化
し
、
宇
宙
の
永
久
性―

―

恒
久
的
現
在
性
、
あ
る
い
は〈
聖
な
る
時
間
〉―

―

を
経
験
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
論
点 

  

Ｓ
Ｆ
を
対
象
と
す
る
研
究
が
ジ
ャ
ン
ル
自
体
の
定
義
及
び
そ
の
議
論
の
説
明
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
も
は
や
常
套
化
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば「
Ｓ
Ｆ
史
と
は
け
っ
き
ょ
く
Ｓ
Ｆ
論

争
史
」（巽
『
日
本
Ｓ
Ｆ
論
争
史
』一
頁
）だ
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
に
は
Ｓ
Ｆ
の
定
義
を
示
す
目
的
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
論
争
を
承
知
し
な
が
ら
26

、
幅
広
く〈
Ｓ
Ｆ
〉27

と
い
う
領

域
を
概
念
図
と
し
て
用
い
、
そ
の
観
点
か
ら
作
品
に
向
き
合
う
。
Ｓ
Ｆ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
様
々
な
作
品
を
全
部
包
摂
し
、
一
般
的
に
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る「
決
定

的
な
」定
義
を
見
つ
け
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。「O

n
 th

e O
rigins of G

enre

」に
て
ポ
ー
ル
・キ
ン
ケ
イ
ド
は
、
Ｓ
Ｆ
の「
出
発
点
」と
し
て
定
置
可
能
な
作
品
の
存
在
を
否

定
し
、
Ｓ
Ｆ
を
構
成
す
る
多
様
な
作
品
を
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
考
察
す
る
た
め
に
は
、
固
定
し
た
要
素
や
特
定
な
本
質
を
規
定
す
る
よ
り
も〈
家
族
的
類
似
〉の
概
念
を

使
っ
て
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（Kin

caid
, 2003

）。〈
家
族
的
類
似
〉を
提
唱
し
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、〈
ゲ
ー
ム
〉を
例
に
し
て
こ
れ
を
説
明
す

る
。
彼
に
よ
る
と
、
ゲ
ー
ム
と
呼
べ
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
間
に
、
そ
の
概
念
の
本
質
と
し
て
指
摘
で
き
る
一
つ
の
共
通
し
た
特
徴
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
関
連
性
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
理
由
は
、
類
似
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（『
哲
学
探
究
』六
二
頁
）
。
キ
ン
ケ
イ
ド
は
、
Ｓ
Ｆ
と
い
う
領
域
に
包
ま
れ
る
作
品
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な

「
重
な
り
あ
い
交
差
し
な
が
ら
、
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン『
哲
学
探
究
』六
二
頁
）を
作
る
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
28

。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
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れ
が
矛
盾
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
に
提
案
さ
れ
た
定
義
や
ジ
ャ
ン
ル
認
識
を
全
て〈
Ｓ
Ｆ
史
の
一
端
で
ジ
ャ
ン
ル
を
構
築
し
た
過
程
〉と
み
な
し
、
Ｓ
Ｆ
と
い
う

〈
家
族
〉の
一
部
と
し
て
取
り
扱
う
。 

し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
Ｓ
Ｆ
の
多
様
性
と
雑
種
性
を
反
映
し
な
が
ら
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
二
つ
の
典
型
的
な
主
題
に
沿
っ
て
展
開

す
る
。
第
一
部
と
第
二
部
は
そ
れ
ぞ
れ〈
科
学
技
術
〉と〈
他
者
性
〉を
軸
と
し
て
お
り
、
こ
の
二
分
法
は
あ
る
程
度〈
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
〉と〈
新
し
い
波

ニ
ュ
ー

ウ
エ
ー

ブ

Ｓ
Ｆ
〉の
対
立
を
喚
起
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
29

。
い
ず
れ
の
場
合
も
音
楽
が
最
も
重
要
な
着
眼
点
と
な
り
、
二
つ
の
軸
に
従
っ
て
焦
点
の
当
て
方
、
広
が
り
方
が
変
わ
る
。 

 

第
一
部
で
は
音
を
巡
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
注
目
す
る
。
ア
ン
・バ
ル
サ
モ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「〈
発
明
〉が
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
物
を
意
味
す
る
と
き
、
革
新
は
、
将
来
の

あ
り
方
を
再
構
成
す
る
基
と
な
る
独
特
な
準
備
物
の
創
造
を
暗
示
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
全
て
の
革
新
は
文
化
を
再
構
成
す
る
」（Balsam

o, 2011: 3

）。
こ
う
し
た〈
発
明
〉

は
独
立
し
た
現
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
技
術
、
文
化
、
身
体
等
は
切
り
離
せ
な
い
相
互
関
係
を
作
り
上
げ
る
。
技
術
は
我
々
の
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面―

―

言
語
、

身
体
、
知
識
等―

―

と
常
に
絡
み
合
っ
て
い
る
（Balsam

o, 2
011: 4

）。
文
字
に
書
き
表
さ
れ
た
音
を
観
察
し
な
が
ら
、
第
一
部
は
技
術
革
新
と
同
時
進
行
す
る
身
体
の
捉

え
方
の
変
化
、
そ
し
て
こ
の
変
化
に
伴
う
主
体
性
の
ゆ
ら
ぎ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
主
体
性
は「
物
質
的
で
あ
り
な
が
ら
抽
象
的
で
」（Vint, 2007: 6

）あ
る
。
こ
こ
で
扱
う
作

品
は
そ
の
変
化
の
詳
細
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
の
象
徴
的
な
段
階
を
照
ら
し
出
す
。
身
体
は
主
体
性
の
形
を
描
き
出
し
な
が
ら
、
身
体
そ
の
も
の
の
概
念
は
文

化
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
。
人
体
を
機
械
と
し
て
捉
え
る
思
想
を
第
一
次
産
業
革
命
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
頭
脳
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
み
な
す
、
あ
る
い
は
人
格
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
同
一
視
す
る
思
想
を〈
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
〉
の
思
想
潮
流
か
ら
独
立
し
て
考
察
す
る
こ
と
も
ま
た
不
可
能
で
あ
る
。 

 

第
二
部
は
音
に
よ
る
他
者
と
の
接
触
の
欲
動
、
そ
し
て
主
体
性
と
他
者
性
の
構
築
に
注
目
す
る
。
音
は
常
に「
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
」
（メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚

の
現
象
学
』）
を
示
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
媒
介
す
る
の
は
常
に
身
体
で
あ
る
。
世
界
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
環
境
と
相
互
的
な
関
係
を
持
ち
、
周
り
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
同

時
に
周
り
に
変
化
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
世
界
は
、
そ
の
中
を
通
り
抜
け
る
身
体
の
発
散
物
で
あ
る
。
往
来
は
周
囲
の
事
物
の
感
覚
と
自
己
の
感
覚
と
の
間
に
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立
ち
現
れ
る
」
（Le B

reton
, 2

01
7
:1

）の
で
あ
る
。
音
は
、
内
と
外
、
自
己
と
他
者
の
境
を
構
築
す
る
一
要
素
で
あ
る
。
第
一
部
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
関
連
す
る
他
者
と
違
っ
て
、
第
二
部
の
そ
れ
は
有
機
体
的
な
他
者
で
あ
る
。
第
二
部
の
中
は
生
と
死
の
対
立
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
、
扱
う
作
品
で
は
音
楽
が
そ
れ
ら
二

つ
の
面
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。
音
を〈
発
す
る
〉と
同
時
に〈
聞
く
〉こ
と
は
、
内
と
外
、
自
己
と
他
者
を
結
び
つ
け
る
効
果
が
あ
り
30

、
そ
れ
は「
社
会
的
結
束
」（Le 

B
reto

n
, 2

0
17

: 64

）を
表
す
こ
と
に
な
る
。 

 

Ｓ
Ｆ
概
念
を
作
品
分
析
の
観
点
と
し
て
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
概
念
自
体
の
多
様
な
捉
え
方
か
ら
生
じ
る―

―

〈
Ｓ
Ｆ
的
な
読
解
〉と
呼
ぶ
べ
き―

―

テ
キ
ス
ト
への
特

定
な
ア
プ
ロ
ー
チ
及
び
分
析
が
可
能
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、〈
Ｓ
Ｆ
と
し
て
読
む
〉こ
と
は
特
定
な〈
期
待
の
地
平
〉を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。〈
認
識
異
化
〉の
手
段
を
考
察

す
る
こ
と
、
そ
し
て〈
新
事
象
〉（ス
ー
ヴ
ィ
ン『
Ｓ
Ｆ
の
変
容
』）あ
る
い
は
外
挿
に
よ
っ
て
問
題
化
さ
れ
る
社
会
的
側
面
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
そ
の
地
平
形
成
の
典
型
例
で
あ

ろ
う
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
デ
ィ
レ
イ
ニ
ー
は
、
た
っ
た
一
行
の
次
元
で
も〈
Ｓ
Ｆ
的
読
み
〉の
特
色
を
指
摘
で
き
る
と
述
べ
た
。
た
と
え
ば「T

hen her w
orld exploded

」（そ
し
て
彼
女

の
世
界
が
爆
発
し
た
）と
い
う
文
を
Ｓ
Ｆ
的
に
読
む
な
ら
ば
、
女
性
登
場
人
物
の
感
情
的
混
乱
の
隠
喩
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
通
り
女
性
の
居
住
惑
星
が
爆
発
し
た

と
い
う
読
解
も
可
能
に
な
る
。
あ
る
い
は「H

e tu
rned o

n
 h

is left side

」と
い
う
文
は
、
左
向
き
に
寝
返
り
を
打
っ
た
と
い
う
解
釈
だ
け
で
は
な
く
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
男
が
左

半
身
の
回
路
に
電
源
を
投
入
し
た
と
も
読
め
る
（Delan

y, 2
005: 103

）。
Ｓ
Ｆ
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
作
家
と
読
者
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
ン
ル
の〈
し
き
た
り
〉を

通
じ
た
テ
キ
ス
ト
の
読
解
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

総
じ
て
本
稿
は
、
メ
ル
バ
・カ
デ
ィ
ー
＝
キ
ー
ン
が「
拡
散
」
の
概
念
を
通
じ
て
示
す「
人
間
の
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
拡
散
」、
そ
し
て「
幅
広
い
思
考
の
流
れ
が
循
環
す
る
方
法
、

あ
る
い
は
文
化
間
の
交
配
可
能
性
」（Cu

dd
y-K

eane, 20
0
0: 73

）を
土
台
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
、
概
念
、
芸
術
、
文
化
等
の
間
に
相
互
関
係
、
や
相
互
影
響
が
機
能
し
て

い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
対
象
作
品
の
な
か
に
交
差
す
る
こ
れ
ら
の
要
素
を
、
文
学
の
中
に
描
か
れ
た
音
（楽
）の
観
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
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こ
こ
で
の
議
論
は「
文
芸
音
響
文
化
研
究
（Literary S

o
un

d
 S

tudies

）」の
一
端
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
音
に
着
目
し
な
が
ら
本
稿
が
目
指
す
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
理
論
的

な
枠―

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
現
象
学
、
動
物
論
等―

―

を
音
の「
会
話
」に
差
し
挟
み
、「
聴
覚
に
ま
つ
わ
る
現
象
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
聴
覚
と
視
覚
の
現
象

が
構
成
要
素
と
し
て
相
互
作
用
す
る
、
意
味
の
構
築
、
知
識
の
生
産
、
そ
し
て
主
体
化
を
め
ぐ
る
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
」（Mieszkow

ski, 2014: 33

）こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
特
に
、
聴
覚
に
ま
つ
わ
る
現
象
が
主
体
を
構
築
、
分
解
、
不
安
定
化
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
音
楽
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る

こ
と
を
試
み
た
り
、
Ｓ
Ｆ
文
学
に
お
け
る
音
楽
と
い
う
テ
ー
マ
の
歴
史
的
展
開
の
解
説
を
行
っ
た
り
は
し
な
い
。
Ｓ
Ｆ
文
学
に
お
け
る
音
楽
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
音
〉

は
ど
の
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
、
動
物
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
他
者
性
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
ほ
か
の
諸
要
素
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
作
り
得
る
の
か
を
照
ら
し
出
し
、
身
体
、
主
体
性
、

他
者
性
等
を「
音
響
的
に
」
考
え
よ
う
と
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
選
定
し
た
作
品
は
全
て
、
主
体
の
構
成
・概
念
化
が
起
こ
る
重
要
な
局
面
を
、
音
と
い
う
要

素
を
通
じ
て
探
求
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
本
稿
末
に
は
、
完
全
で
は
な
い
が
、
日
本
Ｓ
Ｆ
研
究
の
発
展
、
そ
し
て
音
楽
と
Ｓ
Ｆ
の
関
係
を
探
究
す
る
今
後
の
研
究
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
本
Ｓ
Ｆ
に

お
け
る
音
楽
関
連
作
品
の
目
録
（
翻
訳
作
品
も
含
む
）を
付
す
。 
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注 （
1
）「S

o
u
nd

 S
tud

ies

」
は
音
響
文
化
研
究
会
に
よ
っ
て「
音
響
文
化
研
究
」と
日
本
語
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
他
に
は「
音
響
研
究
」、「
サ
ウ
ン

ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」と
い
う
呼
称
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

（
2
）
日
本
語
訳『
聞
こ
え
く
る
過
去―

―

音
響
再
生
産
の
文
化
的
起
源
』が
二
〇
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。 

（
3
）Taylo

r, 20
0
1

も
参
照
。 

（
4
）
身
体
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
はW

eiss, 1
9
99

; G
ro

sz, 1999; Y
oung, 2005; O

lkow
ski &

 W
eiss, 2

006

を
参
照
。 

（
5
）
サ
イ
ボ
ー
グ
を
巡
る
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の
議
論
に
つ
い
て
は
ハ
ラ
ウ
ェ
イ「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」を
参
照
、
動
物
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
は『
伴
侶
種
宣
言
』、『
犬
と
人
が
出
会
う

と
き
』を
参
照
。
さ
ら
に
身
体
性
に
つ
い
て
はH

araw
ay, 1991

及
びH

araw
ay, 2004

を
参
照
。 

（
6
）
一
般
的
に
Ｓ
Ｆ
と
音
楽
に
つ
い
て
はM
cL

eod
, 20

0
9

を
参
照
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
お
け
る
エ
イ
リ
ア
ン
、
宇
宙
、
フ
ュ
チ
ュ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
Ｓ
Ｆ
的
な
要
素
に
つ
い
て
は

M
cL

eo
d
, 2

00
3

を
参
照
。
Ｓ
Ｆ
映
画
に
お
け
る
音
と
音
楽
に
つ
い
て
はH

ayw
ard, 2004

及
びW

hittington, 2
007

を
参
照
。 

（
7
）
林
「
音
楽
配
分
委
員
会
」
。
ま
た
、
一
九
六
二
年
二
月
掲
載
の「
音
楽
愛
好
家
の
手
記
・
２
０
１
２
年―

―

宇
宙
オ
ペ
ラ『
ア
ニ
ア
ラ
』―

―

」は
、
一
九
六
一
年
に
ハ
ハ
リ

ー
・
マ
テ
ィ
ン
ソ
ン
の
詩
に
基
づ
い
て
カ
ー
ル
・
ビ
ル
ゲ
ル
・ブ
ロ
ム
ダ
ー
ル
が
制
作
し
た
オ
ペ
ラ『
ア
ニ
ア
ラ
』を
取
り
上
げ
て
い
る 

（岡「
音
楽
愛
好
家
」）。
一
九
六
三
年

の「
Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
ッ
キ
イ
」欄
で
は
Ｓ
Ｆ
的
な
要
素
を
持
つ
レ
コ
ー
ド
が
ま
と
め
て
紹
介
さ
れ
（池
の
本
、
半
村「
Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
ッ
キ
イ
」）、
一
九
六
四
年
八
月
号
で
は
Ｓ
Ｆ
・恐
怖

映
画
の
テ
ー
マ
・
ソ
ン
グ
集
の『
Ｓ
Ｆ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』の
発
売
に
際
し
て
収
録
内
容
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
四
年
八
月
号
九
五
頁
）。 

（
8
）
岡
田
は
一
九
七
四
年
か
ら
同
名
の
連
載
を『
奇
想
天
外
』 

誌
上
で
継
続
し
て
お
り
、
主
に
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
語
っ
た「
Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・ザ
・ロ
ッ
ク
」
は『
奇
想
天
外
』誌
の
第
一
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期
の
終
わ
り
ま
で
連
載
が
続
い
た
。『
奇
想
天
外
』
は
一
九
七
四
年
か
ら
始
め
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
不
連
続
に
出
版
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
出
版
時
期
は
三
期
に

大
別
さ
れ
る
。
第
一
期
は
盛
光
社
が
出
版
し
た
一
九
七
四
年
一
月
か
ら
一
九
七
四
年
一
〇
月
、
第
二
期
は
奇
想
天
外
社
に
よ
る
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
一

年
、
第
三
期
は
大
陸
書
房
に
よ
る
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
〇
年
で
あ
っ
た
。「
Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・ザ
・ロ
ッ
ク
」の
第
一
号
で
は「
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
・エ
ア
プ
レ
ー
ン
」を
通
じ

て
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
麻
薬
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
的
な
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
り
、
連
載
を
続
け
る
中
で
ブ
ラ
ッ
ク
・サ
バ
ス
や
ブ
ル

ー
・
オ
イ
ス
タ
ー
・
カ
ル
ト
、
ニ
ー
ル
・
ヤ
ン
グ
、
ダ
ス
ト
、
ピ
ン
ク
・フ
ロ
イ
ド
等
を
題
材
に
と
り
、
オ
カ
ル
ト
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

第
一
期
中
に
は
他
に
も
、
音
楽
評
論
家
の
立
川
直
樹
に
よ
る
キ
ャ
ッ
ト
・ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
及
び
ガ
ト
ー
・バ
ル
ビ
エ
リ
に
つ
い
て
の「「
歌
え
！
猫
た
ち
よ
！
永
遠
に
！
」

と
い
う
短
い
テ
キ
ス
ト
や
、
ロ
ッ
ク
と
性
を
巡
る
エ
ッ
セ
イ「
猥
褻
よ
り
入
り
て
淫
蕩
に
至
る
」、
ま
た
木
村
二
郎
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
に
つ
い
て
の
報

告
（「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
暮
ら
し
」
欄
内
）
、
な
ら
び
に
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
を
通
し
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・ボ
ウ
イ
と
ガ
イ
・ペ
ラ
ー
ト
の『
ロ
ッ
ク
・ド
リ
ー
ム
ズ
』
に
つ
い
て
の
テ
キ

ス
ト
等
も
掲
載
さ
れ
た
（
詳
し
く
は
付
録
二
を
参
照
）。 

（
9
）
多
分
野
に
活
動
の
場
を
持
つ
難
波
（一
九
五
三
年
～
）は
音
楽
と
（
Ｓ
Ｆ
）文
学
の
交
錯
の
象
徴
と
も
呼
べ
る
人
物
で
あ
る
。
作
家
と
し
て
は『
飛
行
船
の
上
の
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
弾
き
』
（一
九
八
二
年
）や
『
鍵
盤
帝
国
の
劇
襲
』（一
九
九
一
年
）
の
よ
う
に
音
楽
家
兼
科
学
者
の
モ
ル
ト
博
士
と
い
う
主
人
公
を
立
て
る
物
語
か
ら
、「
わ

ら
し
'90
」
の
よ
う
な
音
楽
業
界
自
体
を
題
材
と
し
た
短
編
小
説
ま
で
音
楽
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
取
り
上
げ
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｆ
文
学
に
つ
い
て
の
論
考
も
発
表
し
、「
Ｓ
Ｆ
音

楽
」
の
可
能
性
に
も
言
及
し
て
い
る
（
難
波
「
〝
Ｓ
Ｆ
音
楽
〟
は
存
在
し
な
い
」）。
当
然
な
が
ら
音
楽
家
と
し
て
の
作
品
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｆ
を
頻
繁
に
取
り
上
げ
る
。
デ

ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
の『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』
（一
九
七
九
年
）で
は
、
そ
の
表
題―

―
Ｓ
Ｆ
が
呼
び
起
こ
す
特
有
な
感
覚
を
表
す
も
の
と
し
て
一
九
四
〇
年
代
か
ら

流
通
す
る
句―

―

か
ら
、
各
曲
を
一
人
ず
つ
Ｓ
Ｆ
作
家
に
捧
げ
る
と
記
さ
れ
た
ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ツ
ま
で
、
Ｓ
Ｆ
趣
向
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。 
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（
10
）「
Ｓ
Ｆ
音
コ
ン
」
は
一
九
七
三
年
七
月
に
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｆ
と
音
楽
の
フ
ァ
ン
を
集
め
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
（宮
野「
Ｓ
Ｆ
と
音
楽
と
映
像
」）。 

（
11
）
例
え
ば
、『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』で
連
載
さ
れ
て
い
た「
野
田
昌
宏
の
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
お
い
て
は
、
野
田
昌
宏
が
ヨ
ー
ゼ
フ
・ハ
イ
ド
ン
の
オ
ペ
ラ「
月
の
世
界
」 

や
グ
ス
タ
ー
ヴ
・
ホ
ル
ス
ト
の『
惑
星
』と
冨
田
勲
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
利
用
し
た
同
組
曲
の
カ
バ
ー
、
そ
し
て
難
波
弘
之
の「
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
」を
取
り
上

げ
て
い
る
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
六
月
、
一
二
四
～
一
二
七
頁
）。
単
発
の
記
事
や
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
ま
ず
、
一
九
八
二
年
開
催
の
、
ク
ロ
ス
ウ
ィ
ン
ド
の
ア

ル
バ
ム『
そ
し
て
夢
の
国
へ
』（一
九
八
二
年
）に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
短
篇
小
説
を
対
象
と
す
る
コ
ン
テ
ス
ト「
サ
ウ
ン
ド
・フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・コ
ン
テ
ス
ト
」（コ
ン
テ
ス
ト
の
締

め
切
り
は
一
九
八
二
年
九
月
［『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
九
月
二
五
、
一
七
一
頁
］、
受
賞
者
の
発
表
は
一
二
月
一
一
日
［『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
一
月

八
一
頁
］
、『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
三
年
三
月
号
で
も
報
告
が
あ
っ
た
［二
〇
九
頁
］）。
受
賞
作
品
は
霜
月
空「
風
の
翼
に
の
せ
て
」（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年

三
月
、
二
一
〇
～
二
二
五
頁
）。
次
に
、
立
花
ハ
ジ
メ『T

A
IY

O

・SU
N

』の
ラ
イ
ブ
の
報
告
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
一
二
月
一
二
～
一
三
頁
、
ラ
イ
ブ
は
一

九
八
五
年
九
月
二
一
日
に
赤
坂
・
ラ
フ
ォ
ー
レ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
わ
れ
た
）、
そ
し
て
八
十
年
代
の
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
が
音
楽
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
照
ら
し
出
す

「
電
脳
空
間
的
音
楽
状
況
」
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
八
年
三
月
四
～
七
頁
）コ
ラ
ム
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

（
12
）
紹
介
さ
れ
て
い
る
レ
コ
ー
ド
の
中
に
は『
ス
タ
ー
・ウ
ォ
ー
ズ
』
関
係
の
レ
コ
ー
ド
、
ス
ペ
ー
ス
・ロ
ボ
ッ
ト
の『
戦
え
！
ル
ー
ク
』（一
九
七
八
年
）と
子
門
真
人
の『
ス
タ
ー
・ウ

ォ
ー
ズ
』
（一
九
七
八
年
） 

や
『
太
田
螢
一
の
人
外
大
魔
境
』（一
九
八
三
年
） 

、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の『
地
球
の
唄
』（一
九
七
一
年
） 

、
ユ
リ
・ゲ
ラ
ー
の
同
名
ア
ル
バ
ム『
ユ

リ
・
ゲ
ラ
ー
』（
一
九
七
四
年
）
（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
七
月
、
一
二
〇
頁
）
な
ど
が
あ
る
（
詳
し
く
は
付
録
二
を
参
照
）。 

（
13
）
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
組
ま
れ
た「
マ
ガ
ジ
ン
・フ
ォ
ー
ラ
ム
」欄
は
、
中
に「
Ｓ
Ｆ
ブ
ッ
ク
・ス
コ
ー
プ
」、「
Ｓ
Ｆ
レ
ビ
ュ
ウ
」、「
今
月
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
」、
そ
し

て
映
画
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
、
音
楽
等
の
紹
介
を
含
ん
だ「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト
」
が
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
以
降
は「
マ
ガ
ジ
ン
・フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
な
く
な
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り
、「
ブ
ッ
ク
・
ス
コ
ー
プ
」と「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」と
い
う
二
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」は「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト
」
と

同
様
に
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
を
紹
介
し
続
け
た
。
一
九
九
二
年
か
ら「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」が「
メ
デ
ィ
ア
・シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
」に
な
り
、
現
在
ま
で

続
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
付
録
二
を
参
照
。 

（
14
）
ア
ル
バ
ム
は
Ｓ
Ｆ
小
説
の
要
素
を
含
む「
Ｓ
Ｆ
変
奏
曲
」、
Ｓ
Ｆ
的
な
概
念
を
扱
う「
音
楽
に
な
っ
た
Ｓ
Ｆ
」、
Ｓ
Ｆ
的
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
を
持
つ「
も
う
ひ
と
つ
の
Ｓ
Ｆ
」と
い
う

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（須
美
「
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
・フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
カ
」）。 

（
15
）
主
に
英
語
圏
Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
音
楽
を
扱
っ
た
作
家
及
び
作
品
に
つ
い
て
は『T

he E
ncyclopedia of S

cience F
iction

』の「M
usic

」項
を
参
照
（Davies et al., 

2
0
2
0

）
。
ま
た
、
音
楽
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
に
つ
い
て
は「S
F
 M

usic

」項
を
参
照
（Davies et al., 2021

）。 

（
16
）
初
出
は『O

m
n
i

』
一
九
八
五
年
九
月
。 

（
17
）
初
出
はM

ich
ael B

ish
o
p

の『L
igh

t Y
ears an

d D
ark

』一
九
八
四
年
に
て
。 

（
18
）
こ
の
二
つ
の
作
品
の
題
材
は
第
二
章
で
扱
う
高
野
史
緒『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
。 

（
19
）
日
本
文
学
に
お
け
る
音
楽
に
つ
い
て
は『
國
文
學
』
の
特
集「
音
楽
と
文
学
」（一
九
九
〇
年
二
月
号
、
第
三
五
巻
二
号
）、
ま
た
は
山
本
亮
介『
小
説
は
還
流
す
る
』（二

〇
一
八
年
）を
参
照
。
山
本
は
夏
目
漱
石
や
森
鴎
外
か
ら
村
上
春
樹
、
本
稿
で
も
扱
う
古
川
日
出
男
や
奥
泉
光
の
作
品
ま
で
広
く
対
象
と
し
て
い
る
。 

（
20
）『In

 D
ream

s

』
の
序
文
を
書
い
た
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・シ
ャ
ー
ル
・マ
レ
ー
も
Ｓ
Ｆ
と
ロ
ッ
ク
の
類
似
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
、
自
ら
の
起
源
と

な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る「
私
生
子
的
な
芸
術
」（Murray, 1992: 10
）だ
と
い
う
。 

（
21
）『
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
』
（一
九
七
九
年
）や
『
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
２
』（一
九
八
一
年
）、『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』（一
九
八
二
年
）と
い
っ
た
映
画
は
そ
の
象
徴
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
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日
本
の『
爆
裂
都
市
』
（石
井
聰
亙
監
督
、
一
九
八
二
年
）
は
荒
廃
し
た
社
会
を
明
確
に
パ
ン
ク
と
結
び
つ
け
て
描
く
作
品
で
あ
る
。
町
田
町
蔵
（「IN

U

」）、
遠
藤
ミ

チ
ロ
ウ
（「
ザ
・ス
タ
ー
リ
ン
」
）
、
陣
内
孝
則
（
ザ
・
ロ
ッ
カ
ー
ズ
）、
大
江
慎
也
（
ザ
・ロ
ッ
カ
ー
ズ
）、
鶴
川
仁
美
（ザ
・ロ
ッ
カ
ー
ズ
）、
池
畑
潤
二
（
ザ
・ル
ー
ス
タ
ー
ス
）等
、

実
際
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
起
用
し
て
映
画
内
の
演
奏
場
面
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

（
22
）
南
田
勝
也
は
日
本
の
パ
ン
ク
に
つ
い
て「
大
都
市
東
京
の
閉
鎖
的
な
人
間
関
係
、
空
虚
に
映
る
高
層
ビ
ル
、
車
の
流
れ
、
ゴ
ミ
に
埋
も
れ
た
裏
街
、
灰
色
の
住
宅
街
な

ど
、
無
味
乾
燥
さ
や
閉
塞
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、『
先
の
見
え
な
い
状
況
』を
歌
に
し
て
い
た
」と
解
説
す
る
（南
田「
パ
ン
ク
の
精
神
性
」一
五
五
～
一
五
六
頁
）。 

（
23
）
作
品
中
に
描
か
れ
る
ロ
ッ
ク
・シ
ー
ン
は「
東
京
ロ
ッ
カ
ー
ズ
」と
呼
ば
れ
た
一
連
の
文
化
的
現
象
と
重
な
っ
て
見
え
る
。
特
に
ラ
イ
ブ
演
奏
の
場
面
は『
非
常
階
段
』の
音

楽
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
想
起
さ
せ
る
。
当
時
の
実
際
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
様
子
は
地
引
雄
一『T

O
K

Y
O

 S
T

R
E
E
T

 R
O

C
K

E
R
S
 1978→

1981

』及
び
津
島
秀
明

『R
O

C
K

E
R
S
[

完
全
版]

』
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
24
）
鳥
類
学
者
と
い
う
言
葉
は「B

ird 

（
鳥
）
」と
い
う
愛
称
で
知
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
（サ
ッ
ク
ス
）の
チ
ャ
ー
リ
ー
・パ
ー
カ
ー
（
一
九
二
〇
年

～
一
九
五
五
年
）
か
ら
着
想
さ
れ
て
い
る
。
小
説
の
最
終
場
面
で
は
、
セ
ロ
ニ
ア
ス
・モ
ン
ク
（ピ
ア
ノ
）、
マ
ッ
ク
ス
・ロ
ー
チ
（ド
ラ
ム
）、
カ
ー
リ
ー
・ラ
ッ
セ
ル
（ベ
ー
ス
）、

フ
ァ
ッ
ツ
・ナ
バ
ロ
（ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
、
ソ
ニ
ー
・ス
テ
ィ
ッ
ト
（ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）、
マ
イ
ル
ス
・デ
イ
ビ
ス
（ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
等
と
共
に
パ
ー
カ
ー
本
人
が
演
奏
す
る
（奥
泉

『
鳥
類
学
者
』七
三
〇
～
七
四
一
頁
）
。
こ
の
場
面
の
舞
台
設
定
は
一
九
四
五
年
の
ミ
ン
ト
ン
ズ
・プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
実
際

の
ミ
ン
ト
ン
ズ
・
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
音
楽
家
ら
を
代
表
と
し
た
一
九
四
〇
年
代
の
音
楽
運
動
ビ
バ
ッ
プ
と
の
関
連
で
有
名
で
あ
る
。 

（
25
）
こ
の
主
題
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
改
め
て
言
及
す
る
。 

（
26
）  

Ｓ
Ｆ
の
定
義
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
前
掲
の
巽
『
日
本
Ｓ
Ｆ
論
争
史
』を
参
照
。
こ
れ
ま
で
に
提
唱
さ
れ
て
き
た
定
義
の
概
観
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ン
・ク
ル
ー
ト
及
び
ピ
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ー
タ
ー
・
ニ
コ
ル
ズ
の『T

h
e E

n
cyclo

p
ed

ia o
f Science F

iction

』内
の「D

efinitions of SF

」項
を
参
照
（Stableford et al, 2020

）。
ま
た
、
ゲ
イ
リ
ー
・Ｋ
・ウ
ル

フ
の 
『C

ritical T
erm

s fo
r S

cien
ce F

iction
 and

 F
antasy

』に
お
け
る「S

cience F
iction

」項
に
は
、
ヒ
ュ
ー
ゴ―

・ガ
ー
ン
ズ
バ
ッ
ク
を
始
め
と
し
た
様
々
な
論
客

に
よ
る
三
十
以
上
の
定
義
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（Wolfe, 1986

）。
Ｓ
Ｆ
の
定
義
を
試
み
て
き
た
数
々
の
著
作
の
中
で
も
ダ
ル
コ
・ス
ー
ヴ
ィ
ン『M

etam
orphoses of 

S
cien

ce F
iction

: O
n
 the P

oetics an
d H

isto
ry of a L

iterary G
enre

』(

一
九
七
九
年) 

は
最
も
影
響
力
が
あ
り
現
在
で
も
頻
繁
に
参
照
さ
れ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
＝
ア
ン
ヘ
ル
・
モ
レ
ノ
＝
セ
ラ
ノ『T

eo
ría de la L

iteratura de C
iencia ficción: poética y retórica de lo prospectivo

』(

二
〇
一
〇
年)

は
、
混
迷
を
極
め
る

昨
今
の
ジ
ャ
ン
ル
の
整
理
と
再
構
成
を
試
み
た
論
考
で
あ
る
。
モ
レ
ノ
は
、
全
て
の
非
現
実
的
文
学
を「
投
影
文
学
（ficción proyectiva

）」と
い
う
概
念
に
包
含
し
、

そ
の
中
に
フ
リ
ア
ン
・
デ
ィ
エ
ズ
に
よ
る「
予
想
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（Díez, 2008

）と
い
う
概
念
を
位
置
づ
け
る
。
モ
レ
ノ
の「
投
影
文
学
」の
枠
組
み
は
次
表
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。 
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（Mo
ren

o, 20
1
0
: 1

2
1

）
。
な
お
、〈
承
認
〉と
は
作
品
世
界
内
の
非
現
実
的
要
素
に
対
し
て
で
あ
る
。 

（
27
）
本
稿
全
般
で
用
い
る〈
Ｓ
Ｆ
〉は
原
義
の〈
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〉と
一
九
六
〇
年
代
以
降
の〈
新
し
い
波
〉に
お
け
る〈
ス
ペ
キ
ュ
レ
イ
テ
ィ
ブ
・フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〉（
思
弁
的

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）の
両
方
の
省
略
形
を
兼
ね
た
呼
称
で
あ
る
。 

今
の
技
術
で
は
実
現
不
可
能 

完
全
に
実
現
不
可
能 

現
実
と
の
関
係 

 

投
影
文
学
に
お
け
る
用
語 

登
場
人
物
に
も
モ
デ
ル
読
者
に
も
承
認
さ

れ
る
（
あ
り
そ
う
に
な
い
） 

登
場
人
物
に
も
モ
デ
ル
読
者
に
も
承
認
さ

れ
る
（
あ
り
そ
う
に
な
い
） 

登
場
人
物
に
も
モ
デ
ル
読
者
に
も
承
認
さ

れ
な
い
（
不
可
能
） 

登
場
人
物
に
は
承
認
さ
れ
る
が
、
モ
デ
ル

読
者
に
は
さ
れ
な
い
（
不
可
能
） 

承
認 

予
想
的 

サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

不
思
議 

学
問
的
用
語 

サ
イ
エ
ン
ス
・ 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

非
学
問
的
用
語 

『
ハ
イ
・
ラ
イ
ズ
』あ
る
い
は 

『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』 

『2
001

年
宇
宙
の
旅
』 

『
砂
男
』 

『
指
輪
物
語
』 

例 

予
想
、
社
会
及
び
文
化

的
な
問
題
の
再
考
察 

驚
き 

不
安
、
不
快
、
苦
悶 

驚
き 

効
果 
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（
28
）
ジ
ョ
ン
・リ
ー
ダ
ー
も『C

o
lo

nialism
 an

d the E
m

ergence of S
cience F

iction

』に
て
こ
の
立
場
を
と
る
（Rieder, 2008: 16

-17

）。
ま
た
、
こ
の
議
論
の
よ
り
詳
し
い

検
討
に
つ
い
て
はR

ied
er, 2

010

を
参
照
。 

（
29
）
本
稿
は
音
楽
と
身
体
に
注
目
す
る
が
、
第
一
部
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
関
係
に
沿
っ
て
議
論
さ
れ
、
第
二
部
の
他
者
性
への
着
目
に
よ
っ
て
、
議
論
は
哲
学
、
あ
る
い
は

精
神
分
析
学
に
依
拠
す
る
。
そ
の
意
味
で
あ
る
程
度
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
と
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ
Ｓ
Ｆ
の
違
い
を
想
起
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、〈
ハ
ー
ド
・サ
イ
エ
ン
ス
〉と
認
知
さ
れ
て
い

る
数
学
、
物
理
学
、
天
文
学
、
宇
宙
物
理
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
等
と
、〈
ソ
フ
ト
・サ
イ
エ
ン
ス
〉と
認
知
さ
れ
て
い
る
社
会
学
、
心
理
学
、
言
語
学
等
と
の
対
立
構

図
と
一
定
の
相
似
関
係
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
主
に
英
語
圏
の
Ｓ
Ｆ
の
出
現
か
ら〈
新
し
い
波(

ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ)

Ｓ
Ｆ
〉ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
はC

lareson, 

1
9
9
0

を
参
照
。
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
に
つ
い
て
はW

estfah
l, 1996

及
び『S

cience F
iction S

tudies

』の
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
特
集
（Science F

iction S
tudies, vol. 20, July 

1
9
9
9

）を
参
照
。〈
新
し
い
波(

ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ)

Ｓ
Ｆ
〉に
つ
い
て
はL

ockw
ood, 1985

及
びG

reenland, 1983

を
参
照
。
日
本
の
Ｓ
Ｆ
史
に
つ
い
て
は
長
山
の
Ｓ
Ｆ
史

『
日
本
Ｓ
Ｆ
精
神
史
』及
び『
戦
後
Ｓ
Ｆ
事
件
史
』を
参
照
。 

（
30
）
第
五
章
に
て
検
討
す
る
通
り
、
こ
れ
は
特
に「
声
」
が
象
徴
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
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第
一
部 

音
・身
体
・
技
術 

海
野
十
三
（一
八
九
七
～
一
九
四
九
）
の「
十
八
時
の
音
楽
浴
」は
、
一
九
三
七
年
四
月
に
雑
誌『
モ
ダ
ン
日
本
』で
発
表
さ
れ
た
、
未
来
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
世
界
を
描
く

小
説
で
あ
る
。
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
地
球
で
生
き
延
び
た
人
間
が
、
独
裁
者〈
ミ
ル
キ
閣
下
〉の
支
配
下
で
暮
ら
す
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
ミ
ル
キ
国
の
住
民
は
洗
脳
効
果
の

あ
る
音
楽
に
よ
っ
て
厳
し
く
統
制
さ
れ
て
い
る
。
海
野
自
身
の
言
葉
で
、
こ
の
作
品
は「
人
間
の
意
志
と
い
う
も
の
が
、
将
来
こ
う
し
た
科
学
手
段
に
よ
っ
て
監
理
さ
れ
る
日
が

来
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
」
（
海
野
「
『
十
八
時
の
音
楽
浴
』作
者
の
言
葉
」四
〇
〇
頁
）で
あ
る
。
瀬
名
堯
彦
が
指
摘
す
る
通
り
、
本
作
品
は「
人
間
性
を
無
視

し
た
超
統
制
国
家
を
画
い
た
点
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の『
一
九
八
四
年
』を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
科
学
的
な
シ
ス
テ
ム
を
と
り
入
れ
た
所
が
い
か
に
も

海
野
十
三
ら
し
く
、
作
者
の
主
張
す
る
科
学
恐
怖
が
戦
争
や
兵
器
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
瀬
名「
解
題
」三
九
三
頁
）点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の〈
科
学

的
な
シ
ス
テ
ム
〉あ
る
い
は〈
科
学
恐
怖
〉と
は
つ
ま
り
作
中
で
ミ
ル
キ
の
手
下
で
あ
る
博
士
コ
ハ
ク
が
発
明
す
る〈
音
楽
浴
〉の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ダ
ル
コ
・ス
ー
ヴ
ィ
ン
が
言
う

と
こ
ろ
の
作
品
の「
新
事
像
」1

と
断
定
さ
れ
る
べ
き
主
題
で
あ
ろ
う
。 

日
本
の
科
学
小
説
の
先
駆
者
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
と
お
り
、
海
野
に
と
っ
て
最
先
端
科
学
技
術
の
啓
蒙
は
常
に
創
作
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。
サ
リ
・カ
ワ
ナ
が
示
す

と
お
り
、
戦
時
下
の
作
品
群
に
お
い
て
海
野
は
科
学
技
術
への
不
十
分
な
理
解
が
敗
戦
を
招
く
こ
と
を
頻
り
に
指
摘
し
て
い
る
（Kaw

ana, 2007: 183

）。
電
気
工
学
の
専
門

家
で
も
あ
っ
た
海
野
は
、
科
学
関
係
の
執
筆
書
は
も
と
よ
り
、
小
説
に
お
い
て
も
同
様
の
主
張
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
最
も
顕
著
な
例
は
一
九
三
七
年
に
出
版
さ
れ
た『
地
球

27
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一
章 
海
野
十
三「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
お
け
る
音
楽―

―

科
学
技
術
と
身
体
の
機
械
化 



盗
難
』（
ラ
ヂ
オ
科
学
社
）
の
序
文
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
海
野
は
、
当
時
の
社
会
で
は
国
家
間
の
権
力
関
係
が「
金
力
よ
り
も
科
学
力
」で
決
定
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
科
学
に
縋
ら
な
け
れ
ば
、
人
類
は
一
日
た
り
と
も
安
全
を
保
証
し
得
な
い
時
代
と
な
っ
た
」と
宣
言
し
、
科
学
の「
恩
恵
と
迫
害
と
の
二
つ
の
面
」に
対
し
活
発
な
議
論
を
呼

び
起
こ
す
小
説
は〈
現
代
〉に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
持
説
を
掲
げ
る
（
海
野「『
地
球
盗
難
』作
者
の
言
葉
」三
九
四
頁
）。 

 

海
野
の
科
学
へ
の
傾
注
は
、
専
ら
個
人
的
な
営
み
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
二
〇
世
紀
初
期
に
科
学
振
興
は
日
本
の
国
策
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
十
八
時
の
音
楽

浴
」は
、
ヒ
ロ
ミ
・ミ
ズ
ノ
が『S

cien
ce fo

r the E
m

p
ire. S

cien
tific N

ationalism
 in M

odern Japan

』に
お
い
て〈
科
学
的
国
家
主
義
〉と
呼
ぶ
歴
史
社
会
的
文
脈
か
ら
生
ま

れ
出
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
科
学
的
国
家
主
義
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
始
ま
る
科
学
技
術
への
信
奉
、
そ
れ
が
国
家
の
発
展
度
合
の
指
標
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
第
一
次

世
界
大
戦
の
経
験
に
よ
っ
て
科
学
の
水
準
が
国
の
安
全
性
に
直
結
す
る
と
い
う
通
念
が
で
き
、
世
界
中
に
技
術
家
主
義
が
広
ま
っ
た
と
い
う
一
連
の
現
象
の
総
称
で
あ
る

（Mizu
no

, 2
0
0
9
: 1

8
1

）。
科
学
立
国
が
政
府
を
は
じ
め
大
勢
の
作
家
や
科
学
者
ら
の
目
標
と
な
っ
た
な
か
で
、
海
野
作
品
は
科
学
振
興
を
奨
励
し
つ
つ
も
そ
れ
を「
道
徳
的

に
」使
う
義
務
を
強
調
す
る
（Kaw

an
a, 2

0
0
7
: 18

4

）
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
決
定
的
要
素
で
あ
る
音
楽
と
い
う
主
題
に
着
目
し
な
が
ら「
十
八
時
の
音
楽
浴
」を
Ｓ
Ｆ
の
原
初
で
も
あ
る
こ
の「
科
学
の
時
代
」に
位
置
づ
け
、
同
時
代
の
歴

史
背
景
と
の
関
連
性
か
ら
論
じ
る
。 
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一
、「
音
楽
浴
」の
モ
チ
ー
フ
と
そ
の
歴
史
的
背
景 

  

ま
ず
、
音
楽
浴
と
は
一
体
何
で
あ
る
か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
野
は
こ
れ
を「
中
央
発
音
所
に
於
い
て
地
底
を
匍
う
振
動
音
楽
を
発
生
せ
し
め
、
こ
れ
を
螺
旋

椅
子
を
通
じ
て
人
間
の
脳
髄
に
送
り
、
脳
細
胞
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
」（「
十
八
時
の
音
楽
浴
」一
九
九
頁
）す
る
こ
と
、
と
解
説
す
る
。
目
的
は
ミ
ル
キ
国
の
住
民
を「
画
一
に
し
て

優
秀
な
る
標
準
人
間
に
す
る
こ
と
」（
一
九
九
頁
）で
あ
る
。
本
作
品
の
主
た
る
声
明
は
冒
頭
で
行
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
描
写
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。  

 

音
楽
浴
と
い
う
概
念
に
は
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
、
音
楽
が
徹
底
的
に
科
学
的
現
象
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
音
楽
は
作
曲
家
に

よ
る
作
品
と
い
う
よ
り
は
科
学
者
で
あ
る
コ
ハ
ク
の〈
発
明
品
〉で
、
音
波
に
よ
っ
て
特
定
の
効
果
を
果
た
す
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
芸
術
的
あ
る
い
は
神
秘
的
対
象
で
は
あ

り
得
ず
、
最
初
の
記
述
か
ら
純
粋
な
物
理
的
現
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
人
間
に
与
え
る
効
果
は
一
貫
し
て
生
理
学
的
現
象
と
し
て
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後

述
す
る
が
、
音
楽
の
録
音
と
公
衆
へ
の
放
送
が
実
際
に
二
〇
世
紀
前
半
当
時
よ
う
や
く
一
般
に
普
及
し
始
め
た
ば
か
り
の
最
新
電
気
工
学
技
術
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
音
楽
浴
は
科
学
を
利
用
し
た
新
し
い
音
楽
の
聴
取
方
法
を
反
映
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
音
楽
浴
が
行
わ
れ
る
現
場
の
情
景
も
ま
た
、
工
場
ま

た
は
実
験
室
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。 

 

そ
の
青
廊
下
に
は
銀
色
に
光
る
太
い
金
属
パ
イ
プ
を
螺
旋
形
に
曲
げ
て
作
っ
て
あ
る
座
席
が
遠
く
ま
で
並
ん
で
い
た
。 

 

三
人
は
自
分
た
ち
の
名
前
が
書
か
れ
て
あ
る
座
席
の
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
び
の
っ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
の
よ
う
に
、
天
井
に
三
つ
の
黄
色
い
円
窓

が
明
い
て
、
そ
の
中
か
ら
黄
色
い
風
の
シ
ャ
ワ
ー
が
三
人
の
頭
上
に
落
ち
て
き
た
。
す
が
す
が
し
い
風
の
シ
ャ
ワ
ー
だ
っ
た
。
（
一
九
六
頁
） 
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音
楽
浴
と
そ
れ
を
受
け
る
身
体
と
の
関
係
は
の
ち
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
の
音
楽
は
享
受
す
る
も
の
で
は
な
く
治
療
、
あ
る
い
は
、
人
間
の
身
体
を
機
械
と
し
て
み

な
し
た
上
で
の
、
あ
る
種
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
る
。 

 

二
つ
目
の
特
徴
は
、
人
間
性
の
均
一
化
が
企
図
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ル
キ
の
要
望
通
り
に
博
士
コ
ハ
ク
が
改
良
し
た
楽
曲「
国
楽
第
39
番
」を
使
う
こ
と
で
、「
第
39
型

標
準
人
間
」を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
39
型
標
準
人
間
と
は
、
ミ
ル
キ
が
要
求
す
る
三
十
九
の
品
質
基
準
に
準
拠
す
る
理
想
的
な
国
民
の
こ
と
で
あ
る
。
基
準
の
一

部
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
描
写
が
あ
る
。 

そ
の
三
十
九
ヶ
条
を
一
々
列
記
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
そ
の
条
項
中
に
は
、
例
え
ば
一
、
忠
勇
な
る
こ
と
、
一
、
不
撓
不
屈
な
る
こ
と
、
一
、
酒
類
を
欲
せ
ざ

る
こ
と
、
一
、
喫
煙
せ
ざ
る
こ
と
、
一
、
四
時
間
の
睡
眠
に
て
健
康
を
保
ち
得
る
こ
と
、
一
、
髭
を
見
た
ら
ば
大
統
領
た
る
こ
と
を
諒
知
す
る
こ
と
と
い
っ
た
風
に
大

統
領
ミ
ル
キ
は
な
か
な
か
喧
し
い
条
件
を
出
し
て
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
（
一
九
九
頁
） 

こ
の
よ
う
に
し
て
音
楽
浴
は
全
体
主
義
的
支
配
の
道
具
と
し
て
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
中
に
描
か
れ
る
音
楽
の
全
て
が
独
裁
統
治
の

目
的
だ
け
に
使
い
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
結
末
場
面
に
お
い
て
、
コ
ハ
ク
は
独
自
に
作
っ
て
お
い
た「
人
間
性
讃
美
」（
二
二
六
頁
）を
標
榜
す
る
も
う
一
つ
の
国
楽
を
音

楽
浴
装
置
に
流
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
作
中
の
科
学
的
音
楽
は
、
前
掲
の
海
野
自
身
に
よ
る
言
葉「
恩
恵
と
迫
害
と
の
二
つ
の
面
」を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。 

 

音
楽
の
科
学
的
側
面
で
あ
る
振
動
や
音
波
は
、
た
と
え
ば
他
に
も
野
村
胡
堂
の「
音
波
の
殺
人
」（『
新
青
年
』一
九
三
六
年
一
二
月
）に
も
登
場
し
て
お
り
、
振
動
は
様
々

な
海
野
作
品
に
も
共
通
し
て
現
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る

2

。
し
か
し
、
音
楽
が
題
材
と
さ
れ
得
る
必
然
性
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
音
楽
を
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め
ぐ
る
技
術
的
な
時
代
背
景
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
科
学
の
発
展
は
先
進
国
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
と
な
り
、
技
術

革
新
は
同
時
代
の
日
常
生
活
か
ら
芸
術
に
ま
で
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ポ
ー
ル
・Ｃ
・ヴ
ィ
ッ
ツ
と
ア
ー
ノ
ル
ド
・Ｂ
・グ
リ
ム
チ
ャ
ー
が
示
す
と
お
り
、
科
学

は
近
代
史
形
成
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
枠
組
み
で
あ
る
。
中
世
神
学
を
無
視
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
芸
術
が
解
釈
不
可
能
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
近
代
科
学
は
い
わ

ば
現
代
の「
神
学
」で
あ
り
、
人
間
社
会
や
自
然
世
界
を
把
握
す
る
た
め
の
出
発
点
と
な
る
（Vitz and

 G
lim

cher, 1984: 8

）。 

音
楽
を
め
ぐ
る
技
術
革
新
は
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
の
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
に
先
立
ち
、
音
声
の
録
音
技
術
が
登
場
し
た
。
諸
説
あ
る
が
、

蓄
音
機
が
日
本
に
初
輸
入
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
一
年
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
は
電
気
録
音
が
発
明
さ
れ
、
一
九
二
六
年
に
最
初
の
電
気
式
蓄
音
機
が
発
売
さ
れ
た
（
穴

沢
健
明
「
ア
ナ
ロ
グ
デ
ィ
ス
ク
」七
～
一
〇
頁
）
。
音
楽
の
録
音
再
生
だ
け
で
な
く
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
で
は
電
気
を
用
い
た
新
し
い
楽
器
の
発
明
や
改
良

も
行
わ
れ
た
。
そ
の
筆
頭
は
お
そ
ら
く
大
正
琴
で
あ
ろ
う

3

。 

 

ま
た
明
治
以
降
音
楽
の
教
育
と
生
産
は
政
治
に
お
け
る
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
主
導
の
音
楽
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
音
楽
が〈
国
民
〉と
い
う

統
一
概
念
や
母
国
へ
の
帰
属
意
識
を
形
成
す
る
手
段
と
な
り
得
た
か
ら
で
あ
る
。
和
声
理
論
や
体
系
的
な
作
曲
法
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
西
洋
音
楽
は「
日
本
の
官
僚
や
教

育
者
が
西
洋
を
訪
ね
た
と
き
の
最
初
の
発
見
」
の
一
つ
で
あ
り
（Adal, 2009: 106

）、
江
戸
・明
治
時
代
の
在
外
公
館
に
お
い
て「
軍
事
目
的
」や「
外
交
的
に
有
用
な
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
」の
手
段
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（Miller, 2004: 23
）。
河
西
秀
哉
が
述
べ
る
通
り
、「
そ
れ
ま
で
い
わ
ゆ
る『
鎖
国
』体
制
に
あ
っ
た
日
本
は
西

洋
か
ら
の『
遅
れ
』を
痛
感
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
諸
制
度
・思
想
を
西
洋
か
ら
早
急
に
移
入
し
、
国
民
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
は
国
家
と
し
て
の
大
き
な

課
題
」で
あ
り
、
こ
れ
を
音
楽
文
化
全
般
に
お
い
て
達
成
す
る
た
め
に「
音
楽
取
調
掛
」と
い
う
公
職
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る

4

。 
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音
楽
取
調
掛
長
で
あ
っ
た
伊
沢
修
二
に
よ
る
と
音
楽
は「
健
康
」と「
道
徳
」の
二
つ
の
面
か
ら
教
育
に
利
用
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
健
康
面
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
呼
吸

器
を
鍛
え
る
こ
と
で
、「
適
当
な
る
唱
歌
を
施
す
」
の
が
こ
れ
に
最
も
適
し
た
練
成
手
段
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
伊
沢
、
山
住『
洋
楽
事
始
』 

一
〇
九
～
一
一
〇
頁
）。
道

徳
面
は
、
歌
を
通
し
て
道
徳
的
な
人
格
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（一
一
〇
～
一
一
一
頁
）。
河
西
が
示
す
通
り
、
音
楽
取
調
掛
と
伊
沢
の
言
説

は「
音
楽
は
単
な
る
芸
術
で
は
な
く
、
国
民
国
家
の『
国
民
』を
形
成
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
日
本
に
移
入
さ
れ
て
き
た
」（「
総
力
戦
下
に
お
け
る
合
唱
」五
一
頁
）こ
と
を
明

示
し
て
い
る
。
音
楽
を
媒
介
と
し
て
個
人
の
身
体
を
涵
養
す
る
こ
と
が
究
極
に
は「
秩
序
正
し
い
社
会
を
形
成
す
る
」（
河
西「
総
力
戦
下
に
お
け
る
合
唱
」五
一
頁
）こ
と

に
繋
が
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
録
音
再
生
技
術
と
ラ
ジ
オ
放
送
を
最
大
限
に
活
用
し
て
戦
時
下
に
は
軍
歌
が
広
め
ら
れ
、〈
国
体
〉や〈
国
民
〉の
概
念
が
形
成
さ
れ
て
ゆ

く
5

。 

 

こ
の
よ
う
に
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」
は
同
時
代
の
技
術
水
準
や
時
勢
と
明
ら
か
な
並
行
関
係
に
あ
る
。 『
モ
ダ
ン
日
本
』への
作
品
掲
載
の
約
一
ヶ
月
後
、
一
九
三
七
年
五

月
に
文
部
省
は
国
民
性
の
固
定
化
と
歴
史
に
根
ざ
し
た
均
一
な
精
神
の
構
築
を
目
指
し
て『
國
體
の
本
義
』を
出
版
し
た
。
こ
こ
で
は
実
際
に
国
楽
第
39
番
の
三
十
九
箇
条

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
、
国
民
の
精
神
の
根
本
と
し
て
の「
没
我
・無
私
」と「
献
身
」が
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
は「
忠
孝
」と
い
う
概
念
か
ら
発
展
し
た
文
化
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
（『
國
體
の
本
義
』
文
部
省
編
、
文
部
省
、
一
九
三
七
年
）。
先
に
示
し
た
通
り
海
野
本
人
は
作
品
世
界
が
実
際
に
想
定
さ
れ
得
る
将
来
像
を
表
し
て
い
る
と
発
言

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
同
時
代
性
を
考
慮
に
入
れ
る
と
む
し
ろ
、
作
中
に
は
未
来
予
想
と
現
状
の
反
映
が
共
存
し
て
い
る
と
見
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 
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二
、
作
業
科
学
と
身
体
の
機
械
化 

  

音
楽
の
政
治
利
用
に
関
す
る
歴
史
的
背
景
の
考
察
に
続
い
て
、
次
は
身
体
を
め
ぐ
る
哲
学
的
視
点
を
参
照
し
な
が
ら
作
品
に
分
析
を
加
え
た
い
。
こ
こ
で
は
音
楽
と
身
体

支
配
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
上
で
、
十
九
世
紀
以
降
の
人
体
の
機
械
化
に
つ
い
て
検
討
し
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
お
い
て
機
械
と
人
間
の
概
念
的
境
界
が
曖
昧
化
さ
れ

て
ゆ
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

身
体
支
配
の
方
法
と
し
て
の
音
楽
の
歴
史
は
長
い
。
プ
ラ
ト
ン
の『
国
家
』（ポ
リ
テ
ィ
ア
）
の
頃
か
ら
、
音
楽
は
人
間
の
魂
と
親
し
い
関
係
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

『T
h
e B

o
d
y in

 C
u
ltu

re, T
echn

o
lo

gy and
 S

o
ciety

』
に
お
い
て
ク
リ
ス
・シ
リ
ン
グ
は「
音
楽
に
は
身
体
を
超
え
る
能
力
が
あ
る
。
口
語
や
文
語
に
関
連
す
る
体
験
を
超
え

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
促
進
す
る
。
身
体
が
音
楽
の
リ
ズ
ム
と
ビ
ー
ト
に
深
く
調
和
し
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
商
業
的
お
よ
び
政
治
的
目
的
の
た
め
に
利
用
で
き
る

音
楽
所
在
の
基
礎
を
提
供
す
る
」
（Sh

illin
g, 2

0
0
5
: 128

）と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
と
身
体
の
親
密
な
関
係
は
、
肉
体
的
経
験
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
唆
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
音
楽
の
体
験
は
、
理
性
が
干
渉
し
な
い
直
感
的
反
応
を
引
き
起
こ
し
、
魅
惑
的
な
説
得
力
を
持
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
力
は「
社
会
的
集
団
が
個
人

の
行
動
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
具
体
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
音
楽
を
利
用
す
る
機
会
」の
創
出
を
可
能
に
す
る
（Shilling, 2005: 132

）。
十
九
世
紀

か
ら
二
十
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
音
楽
の
政
治
利
用
は
そ
の
顕
著
な
実
例
で
あ
り
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」
に
描
か
れ
る
政
治
制
度
は
完
全
な
全
体
主
義
体
制
で
あ
る

6

。

全
体
主
義
支
配
と
同
時
に
、
ミ
ル
キ
は「
相
互
関
係
を
持
た
な
い
大
衆
社
会
」（
ア
ー
レ
ン
ト『
全
体
主
義
』三
四
頁
）を
創
造
し
、
個
人
性
を
破
壊
す
る
よ
う
な「
臣
民
の
平

等
」（
ア
ー
レ
ン
ト『
全
体
主
義
』三
三
頁
）を
求
め
る
。
極
端
に
閉
鎖
的
な
環
境
と
な
っ
て
い
る
ミ
ル
キ
国
は
、
強
制
収
容
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
想
起
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
の
音
楽
は
強
制
収
容
所
で「
科
学
的
に
厳
密
な
条
件
の
も
と
で
人
間
の
行
動
方
式
と
し
て
の
自
発
性
と
い
う
も
の
を
除
去
」（ア
ー
レ
ン
ト『
全
体
主
義
』二
三
一
頁
）す
る
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た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
科
学
的
装
置
と
同
等
で
あ
る
。
音
楽
浴
は「
人
間
を
常
に
同
一
の
反
応
の
塊
り
に
変
え
」る
の
で
あ
る
（
ア
ー
レ
ン
ト『
全
体
主
義
』二
三
一
頁
）。 

 

オ
ー
ウ
ェ
ル
の『
一
九
八
四
年
』に
お
け
る〈
思
想
警
察
〉（Thinkpol

）の
よ
う
な
組
織
こ
そ
本
作
に
は
登
場
し
な
い
が
、
二
人
の
登
場
人
物
ポ
ー
ル
と
ペ
ン
の
会
話―

―

「
オ
イ

頼
む
か
ら
、
あ
ま
り
大
き
な
声
を
出
さ
ん
で
く
れ
。
誰
か
に
聞
え
る
と
よ
く
な
い
ぜ
」
（海
野「
十
八
時
の
音
楽
浴
」二
〇
〇
頁
）——

に
は
、
完
全
統
制
下
の
国
民
の
恐
怖
が

滲
み
出
て
い
る
。
作
品
空
間
全
体
を
支
配
す
る
音
楽
は
登
場
人
物
の
生
活
の
す
べ
て
の
側
面
に
浸
透
し
て
い
る
う
え
、
国
民
の
マ
イ
ン
ド
・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
支
配
者

ミ
ル
キ
が
容
認
し
な
い
国
民
の
感
情
を
抑
圧
す
る
効
果
も
発
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
は
精
神
的
か
つ
身
体
的
な
、
人
間
の
完
全
な
支
配
で
あ
る
。 

 

音
楽
浴
は
思
想
統
制
だ
け
で
な
く
、
健
康
管
理
の
手
段
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
音
楽
浴
の
施
行
を
前
提
と
し
た
医
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
ミ
ル
キ
国
で
は
自
然
死
の
権
利
が

認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
設
定
が
そ
れ
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
健
康
管
理
の
方
法
は
フ
ー
コ
ー
が
論
じ
た
国
民
国
家
体
制
の「
生−

政
治
学

ビ
オ
・
ポ
リ
チ
ッ
ク

」を

投
影
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う

7

。
国
家
の
資
源
と
し
て
扱
わ
れ
る
国
民
の
身
体
は
、
そ
の
労
働
力
が
機
械
と
対
等
に
比
較
検
討
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
。 

十
八
時
の
音
楽
浴
で
も
っ
て
、
住
民
は
す
べ
て
鉄
の
よ
う
な
思
想
と
鉄
の
よ
う
な
健
康
と
を
持
つ
で
は
な
い
か
。
彼
等
は
皆
、
理
想
的
な
人
間
だ
。
し
か
ら
ば
こ
の
上

に
、
な
お
人
造
人
間
を
作
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
人
造
人
間
の
研
究
費
は
国
幣
の
二
分
の
一
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
莫
大
な
費
用
を
か
け
る
必
要
が
何
処
に
あ

る
だ
ろ
う
か
。
音
楽
浴
の
制
度
さ
え
あ
れ
ば
、
人
造
人
間
の
必
要
は
な
い
と
云
い
た
い
。
（
一
九
八
頁
） 

ミ
ル
キ
自
身
は
こ
の
よ
う
な
健
康
管
理
を
国
民
の
忠
実
性
と
健
康
を
保
つ
も
の
と
し
て
理
想
的
に
捉
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
独
裁
者
の
右
腕
で
あ
る
女
大
臣
ア
サ
リ

に
と
っ
て
は
、
労
働
力
で
あ
る
国
民
の〈
疲
れ
〉を
克
服
さ
せ
る
こ
と
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
音
楽
浴
は
極
め
て
実
地
的
な
政
策
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
か
ら
は
音
楽
浴
を
一
時
間
置
き
に
、
つ
ま
り
一
日
に
二
十
四
回
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
国
民
は
、
今
ま
で
の
二
十
四
倍
ぢ
か
い
仕
事
を
す
る
で
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し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
も
う
瞠
る
こ
と
も
喰
べ
る
こ
と
も
不
要
な
ん
で
す
。
音
楽
浴
さ
え
懸
け
れ
ば
、
そ
れ
の
刺
戟
で
国
民
は
あ
と
一
時
間
半
を
疲
れ
も
な
く
馬

車
馬
の
よ
う
に
働
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
で
ま
た
次
の
音
楽
浴
を
懸
け
れ
ば
い
い
の
で
（二
一
八
頁
） 

ミ
ル
キ
は
人
造
人
間
開
発
と
身
体
管
理
の
経
済
的
利
潤
の
比
較
に
興
味
を
示
す
の
み
で
あ
っ
て
、
人
体
の
機
械
化
を
究
極
ま
で
実
行
す
る
の
は
ア
サ
リ
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
彼
女
の
言
葉
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
二
つ
の
概
念―

―

「
疲
労
」と「
人
体
の
機
械
化
」を
示
唆
し
て
い
る
。
音
楽
と
身
体
の
関
係
に
続
い
て
、
こ
こ
か
ら
は
人
体
の
機

械
化
と
い
う
観
点
か
ら
論
を
進
め
る
。 

 

十
九
世
紀
以
降
科
学
者
ら
は
人
体
を
モ
ー
タ
ー
（機
械
）と
し
て
捉
え
始
め
た
。
近
代
に
お
け
る「
疲
労
」と「
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
人
体
」と
の
関
係
を
論
じ
る
ア
ン
ソ
ン
・ラ

ビ
ン
バ
ッ
ク
は
、
産
業
社
会
の
進
化
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
疲
労
は
い
わ
ば〈
病
〉の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、「
科
学
者
は
、
労
働
体
を
モ
ー
タ
ー
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
人
間
の
身
体
も
機
械
の
よ
う
に
永
久
的
に
作
業
可
能
な
、
無
抵
抗
な
労
働
力
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
」と
説
明
す
る
（Rabinbach, 1992

: 2

）。
疲

労
は〈
克
服
可
能
〉
な
対
象
と
し
て
、
二
十
世
紀
を
通
し
て
身
体
管
理
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
作
業
科
学
（science of w

ork

）が「
労
働
体

（wo
rkin

g b
o
dy

）
」の
効
率
的
利
用
を
目
的
と
し
て
発
展
し
た
の
が
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
人
体
把
握
を
前
提
と
し
、
物
理
法
則
と
運
動
の

法
則
が
援
用
さ
れ
た
（Rab
in

b
ach

, 1
9
9
2
: 2

3

）。
作
業
科
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
始
ま
り
、
二
十
世
紀
に
入
る
と「
社
会
衛
生
」（social hygiene

）の
一
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
日
本
を
含
め
た
広
範
囲
に
普
及
し
た
（Rabinbach, 1992: 202

）。
疲
労
は
人
間
の
進
化
に
お
け
る
最
後
の
限
界
と
し
て
認
知
さ
れ
、
生
理
学

者
、
技
術
者
、
心
理
学
者
、
社
会
衛
生
学
者
な
ど
が
そ
の
回
避
方
法
を
見
つ
け
る
の
に
奔
走
し
た
。
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
そ
こ
に
は
疲
労
を
制
圧
し「
疲
れ
知
ら
ず
の
身

体
」を
得
る
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
欲
望
が
潜
ん
で
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
（Rabinbach, 1992: 44

）。 
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疲
れ
な
い
身
体
は
、
作
中
で
音
楽
浴
の
施
行
回
数
が
増
や
さ
れ
る
と
き
に
ア
サ
リ
が
追
い
求
め
て
い
る
デ
ィ
ス
／
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
。
労
働
力
を
制
限
す
る
疲
労
や
他
の

あ
ら
ゆ
る
生
理
的
障
害
を
排
除
で
き
れ
ば
、
ミ
ル
キ
国
の
国
民
は
理
想
的
な
労
働
体
と
し
て「
ロ
ボ
ッ
ト
」に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
産
業
組
織
の
下
で
は
、
人
体
の
動
き
は
機

械
の
論
理
と
作
動
リ
ズ
ム
に
合
致
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る―

―

「
作
業
の
機
械
化
が
人
体
、
あ
る
い
は
肉
体
機
械
を
作
業
の
過
程
と
調
和
さ
せ
た
」―

―

の
で
あ
る

（Rab
in

b
ach

, 1
9
92

: 1
9
0

）。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の『
モ
ダ
ン
・タ
イ
ム
ス
』（一
九
三
六
年
）
が
皮
肉
的
に
描
き
出
し
た
よ
う
に
、
実
社
会
で
は
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
と
テ

ー
ラ
ー
リ
ズ
ム
（科
学
的
管
理
法
）
の
影
響
で
、
作
業
の
リ
ズ
ム
と
調
和
さ
せ
る
た
め
に
人
体
が
機
械
化
さ
れ
て
い
た
。
作
業
科
学
に
基
づ
い
て「
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
人
体
」を

操
縦
し
、「
労
働
体
」
が
産
業
組
織
の
も
と
で
稼
働
す
る
。
産
業
の
機
械
化
は
、
最
終
的
に
は「
人
生
全
体
の
機
械
化
に
向
か
っ
て
い
る
」と
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
（Hård and 

Jam
iso

n
: 1

9
98

: 8

）
。「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
お
い
て
も
全
体
主
義
と
科
学
技
術
が
人
間
生
活
の
基
盤
を
成
し
、「
国
民
全
体
を
一
人
の
人
間
に
命
令
す
る
よ
う
に
不
揃

い
な
し
に
」制
御
す
る
こ
と
が
理
想
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

8

。 

 

ミ
ル
キ
が
国
民
を〈
鉄
〉で
形
容
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
体
の
同
一
視
を
象
徴
し
て
い
る
。
感
情
、
希
望
、
目
標
の
喪
失
と
引
き
換
え
に
人
体
が
労
働
体
、
あ
る

い
は〈
有
機
的
機
械
〉に
変
わ
る
。
同
様
の
モ
チ
ー
フ
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の『
独
裁
者
』（一
九
四
〇
年
）
の
最
後
の
演
説
に
も
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

9

。
こ
の
演
説
に
も

モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
の
諸
概
念―

―

人
体
の
機
械
化
、
科
学
的
管
理
法
と
社
会
衛
生―

―

への
懸
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
両
作
品
に
共
通
し
て
現
れ
る〈
鉄
の
人
間
〉と
い
う
言

辞
は
、〈
メ
カ
ノ
モ
ル
フ
ィ
ズ
ム
〉
（有
機
的
生
物
に
機
械
的
特
徴
を
与
え
る
こ
と
）の
表
象
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
、
つ
ま
り〈
有
機
機
械
〉

（
人
間
）と〈
機
械
身
体
〉
（ロ
ボ
ッ
ト
）と
の
概
念
的
境
界
を
曖
昧
に
さ
せ
る
。 

 

ミ
ル
キ
に
と
っ
て
は
、
国
民
を
従
順
な
ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
立
て
上
げ
る
音
楽
浴
さ
え
あ
れ
ば
、
コ
ハ
ク
に
人
造
人
間
開
発
を
推
進
さ
せ
る
必
要
は
も
は
や
な
い
。『
一
九
八
四
年
』

に
つ
い
て
ジ
ョ
ー
ジ
・ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
が
語
っ
た
内
容
の
よ
う
に
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」も「
人
間
が
心
の
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
に
変
身
す
る
可
能
性
」を
示
唆
し
、
そ
の
恐
怖
を
露
呈
さ
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せ
る
（W

o
od

cock, 1
9
5
6
: 92

）10

。
さ
ら
に
、
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
の『
わ
れ
ら
』（一
九
二
四
年
）と
同
様
、
こ
の
作
品
に
は「
メ
カ
ノ
モ
ル
フ
ィ
ッ
ク
な
欲
求
と
抑
圧

さ
れ
た
国
民
の
本
能
と
の
間
の
」衝
突
も
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（Beaucham

p, 1986: 61

）。
テ
ィ
ム
・ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
に
よ
れ
ば「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
評
に
も

自
己
の
透
過
性
に
対
す
る
不
安
が
明
確
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の
主
旨
は
、
技
術
的
な
モ
ダ
ニ
テ
ィ
が
主
体
に
対
し
て
疲
労
、
過
負
荷
、
あ
る
い
は
乱
暴
な
決
裂
を
生
み
出
す
よ

う
な
ひ
ど
い
重
圧
を
負
わ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
（Arm

strong, 2003: 169

）。
映
画『
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
』（一
九
二
七
年
）に
お
け
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
マ
リ
ア
と
同
じ
よ

う
に
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
登
場
す
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
ア
ネ
ッ
ト
が
人
間
の
性
欲
を
喚
起
す
る
様
子
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
と
の
間
の
認
知
的
境
界
線
が
崩
壊
し
判
別
不

可
能
に
な
っ
て
ゆ
く
不
安
を
表
象
し
て
い
る
。 

 

機
械
と
肉
体
の
認
知
的
な
混
乱
状
態
は
、
コ
ハ
ク
と
ア
ネ
ッ
ト
の
軍
隊
だ
け
が
生
き
残
る
こ
と
に
な
る
最
終
場
面
に
最
も
著
し
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
過
剰
な

音
楽
浴
に
よ
っ
て
国
民
が
疲
弊
し
人
口
減
少
が
生
じ
た
と
こ
ろ
に
、
火
星
人
が
襲
来
し
戦
乱
状
態
に
突
入
、
戦
え
る
国
力
を
失
っ
て
い
た
ミ
ル
キ
国
が
破
滅
に
至
る
、
と
い
う

筋
立
て
の
結
末
部
分
に
あ
た
る
。
コ
ハ
ク
は
国
民
を
救
う
手
立
て
が
あ
り
な
が
ら
も
見
捨
て
る
道
を
選
ぶ
（
二
二
六
頁
）の
で
あ
る
が
、
国
民
の
生
命
に
対
す
る
彼
の
無
関
心

は
、
完
全
な〈
鉄
の
人
間
〉11

の
表
象
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
人
間
を
機
械
化
す
る
道
具
を
設
計
し
た
コ
ハ
ク
自
身
も
、
既
に
機
械
と
化
し
て
い
る
。 

 

三
、
人
造
人
間
か
ら
サ
イ
ボ
ー
グ
へ 

  

こ
こ
ま
で
の
分
析
で
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
人
間
味
が
見
出
さ
れ
て
ゆ
く
一
方
で
音
楽
浴
に
よ
っ
て
人
間
の
身
体
が
機
械
化
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
相
互
の
過
程
を
読
み
取
っ
て
き
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た
。
し
か
し
、
後
者
の
過
程
に
お
い
て
人
間
の
肉
体
は
た
だ〈
従
順
に
〉機
械
へと
変
換
さ
れ
つ
つ
あ
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
感
情
の
表
出
に
よ
る
人
間
の
葛
藤―

―

『
わ
れ

ら
』に
描
か
れ
る
よ
う
な―

―

に
着
目
す
る
と
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
は
、
抑
圧
さ
れ
た
感
情
を〈
身
体
改
変
〉を
通
じ
て
解
放
す
る
と
い
う
一
つ
の
解
決
方
法
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ポ
ー
ル
と
い
う
登
場
人
物
は
、
手
術
に
よ
っ
て
自
ら
の
性
別
を
変
え
る
こ
と
で
ミ
ル
キ
国
の
全
体
主
義
支
配
か
ら
逃
れ
る
方
法
を
発
見
す
る
。
コ
ハ
ク

の
も
う
一
人
の
部
下
バ
ラ
の
言
葉
ど
お
り
、
ポ
ー
ル
は「
性
の
束
縛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
考
え
つ
い
た
」（
二
〇
九
頁
）の
で
あ
る
。
ミ
ル
キ
国
民
は
死
ぬ
権
利
さ
え
も
持
た
な
い

が
、
こ
の
よ
う
に
行
き
場
の
な
い
全
体
主
義
支
配
下
で
は
、
自
由
は
身
体
自
体
の
改
変
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
ほ
か
は
な
い
。
再
び
フ
ー
コ
ー
の
概
念
を
当
て
は
め
れ
ば
、

「
生−

政
治
学

ビ
オ
・
ポ
リ
チ
ッ
ク

」
が
人
間
の
生
命
の
全
体
的
管
理
を
目
指
す
権
力
で
あ
る
な
ら
、
身
体
の
改
変
は「
生−

権
力
」への
抵
抗
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
女
性
は

天
皇
の
た
め
息
子
を
生
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
母
親
、
男
性
は
戦
闘
機
械
と
み
な
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ル
が
激
し
く
分
断
さ
れ
て
い
た
」
（McL

elland, 2012: 207

）一

九
三
〇
年
代
の
軍
国
主
義
社
会
の
日
本
に
お
い
て「
十
八
時
の
音
楽
浴
」は
、
早
く
も
性
転
換
手
術
を
題
材
に
と
り
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
言
及
し
て
い
た
。
因
習
的
な

性
役
割
と
結
び
つ
く
支
配
体
制
に
性
転
換
手
術
で
抵
抗
す
る
と
い
う
構
図
に
よ
っ
て
、
性
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
流
動
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
12

。 

 

最
後
の
一
手
と
し
て
、
ダ
ナ
・ハ
ラ
ウ
ェ
イ
が
発
展
さ
せ
た
概
念「
サ
イ
ボ
ー
グ
・フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」を
用
い
て
作
品
に
お
け
る
人
体
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
い
。
ハ

ラ
ウ
ェ
イ
は
、
技
術
と
資
本
主
義
の
台
頭
と
と
も
に
人
間
・
動
物
・機
械
な
ど
を
区
切
っ
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
境
界
線
が
希
薄
化
し
て
き
た
と
述
べ
る
。
二
十
世
紀
後
半
に
は
、

機
械
は
す
で
に
人
体
に
対
置
す
る
も
の
で
は
な
く
身
体
の
延
長
あ
る
い
は
装
具
と
認
識
さ
れ
始
め
た
。「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」に
お
い
て
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
は「
二
〇
世
紀
後
半
の
現

代
は
、
神
話
的
な
時
代
で
あ
る
。
す
で
に
、
現
代
人
は
キ
メ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
理
論
的
に
も
、
人
間
は
機
械
と
生
物
の
混
合
体
と
化
し
た
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
す
で
に

み
な
サ
イ
ボ
ー
グ
な
の
だ
。
サ
イ
ボ
ー
グ
こ
そ
現
代
人
の
本
質
で
あ
り
、
政
略
と
い
え
る
」
（「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」三
四
頁
）と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
混
合
体
つ
ま
り

サ
イ
ボ
ー
グ
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
悪
夢
に
よ
る
産
物
で
、「
国
家
社
会
主
義
を
は
じ
め
軍
国
制
度
や
家
父
長
制
資
本
主
義
の
私
生
児
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」三
七
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頁
）
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。 

 

ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の
議
論
そ
の
も
の
は
二
十
世
紀
後
半
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
が
、
サ
イ
ボ
ー
グ
が「
国
家
社
会
主
義
を
は
じ
め
軍
国
制
度
や
家
父
長
制
資
本
主
義
の
私
生
児
」

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
バ
ラ
の
発
言
を
媒
介
と
し
て
作
品
が
提
示
す
る
性
転
換
手
術
の
捉
え
方
は
、
そ
の
起
源
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
れ
は
妾
た
ち
圧
迫
せ
ら
れ
た
人
間
の
唯
一
の
逃
避
の
道
な
ん
だ
わ
。
い
や
、
こ
の
政
治
に
対
す
る
反
逆
な
ん
だ
わ
。―

―

十
八
時
の
あ
の
魂
を
膠
付
け
に
す
る
よ

う
な
音
楽
浴
、
禁
煙
禁
酒
、
妾
た
ち
に
如
何
な
る
自
由
が
残
さ
れ
て
あ
る
ん
だ
ろ
う
。
妾
た
ち
は
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
永
遠
の
生
命
と
若
さ
と
を
保
証
さ
れ
て
い

る
。
死
ぬ
の
は
刑
罰
に
よ
る
死
か
特
に
巧
妙
な
る
場
合
の
自
殺
だ
け
だ
。
妾
た
ち
は
子
供
を
生
ま
な
く
て
も
い
い
、
政
府
か
ら
の
特
に
命
令
が
あ
る
場
合
の
外
は…

…

。
一
人
が
死
刑
に
な
れ
ば
、
政
府
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
る
一
人
の
女
性
が
手
術
に
よ
る
人
工
受
胎
法
に
よ
っ
て
一
人
の
嬰
児
を
懐
妊
し
、
そ
し
て
分
娩
す
る
た
め

に
国
立
生
殖
病
院
に
入
れ
ら
れ
、
そ
し
て
一
人
の
人
間
を
補
充
す
れ
ば
い
い
ん
だ
。
（中
略
）わ
が
ミ
ル
キ
国
は
、
人
間
の
有
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
由
を
奪
っ
て
、
只
一
つ

新
し
く
性
慾
の
独
立
と
自
由
と
だ
け
を
妾
た
ち
に
与
え
た
。
（
中
略
）彼[

ポ
ー
ル]

は
性
慾
を
更
に
ス
ポ
ー
ツ
化
し
、
人
間
を
新
し
き
自
由
の
世
界
に
解
放
す
る
た

め
に
、
性
の
束
縛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
考
え
つ
い
た
ん
だ
。
（
二
〇
九
頁
） 

バ
ラ
が
描
写
し
て
い
る
の
は
、
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
が
サ
イ
ボ
ー
グ
の〈
親
〉と
し
て
示
し
て
い
る
全
体
的
な
生−

権
力
に
基
づ
い
た
制
度
で
あ
る
。
健
康
・死
亡
・生
命
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

側
面
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
生
殖
ま
で
が
徹
底
的
な
政
府
の
統
制
下
に
あ
る
。
小
谷
真
理
の
表
現
を
借
用
す
る
な
ら
、
ミ
ル
キ
国
の
生−

政
治
学

ビ
オ
・
ポ
リ
チ
ッ
ク

は「
自
己
複
製
能
力
を

獲
得
し
た『
生
命
』と
し
て
の『
再
生
産
』
な
の
か
、
工
業
的
機
械
作
成
と
し
て
の『
再
生
産
』な
の
か
決
定
で
き
な
い
」（『
エ
イ
リ
ア
ン
』四
九
頁
）状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 
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サ
イ
ボ
ー
グ
が
出
現
す
る
の
は
こ
の
状
況
か
ら
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
が
自
分
の
体
に
施
術
し
始
め
る
瞬
間
に
、
そ
れ
ま
で
抑
圧
と
管
理
の
道
具
で
あ
っ
た
恐
る
べ
き
科
学
技
術

は
、
そ
こ
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
画
期
的
方
法
と
し
て
肯
定
的
に
定
義
し
な
お
さ
れ
る
。
バ
ラ
が
人
間
の「
新
し
き
自
由
」と
捉
え
て
い
る
の
は
、〈
生
来
の
肉
体
の
統
一
性

を
放
棄
し
科
学
技
術
に
よ
る
そ
の
改
変
を
受
け
入
れ
る
こ
と
〉で
あ
る
。
こ
う
し
た
性
転
換
の
捉
え
方
は
、
悪
用
さ
れ
た
科
学
技
術
を
全
否
定
す
る
の
で
は
な
く
受
容
す
る

た
め
の
一
つ
の
方
法
論
で
あ
り
、
ポ
ー
ル
は
既
に
機
械
化
さ
れ
て
い
る
自
ら
の
身
体
を
さ
ら
に
分
裂
さ
せ
、
変
化
さ
せ
、
自
ら
を
サ
イ
ボ
ー
グ
の
象
徴
へと
導
い
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
が
断
り
を
入
れ
る
よ
う
に「
普
遍
の
統
一
理
論
」（「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」一
一
五
頁
）へと
墜
落
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
は
い
え
ど
も
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
サ
イ
ボ
ー
グ
と
い
う
象
徴
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
る
科
学
技
術
の
肯
定
的
な
可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
性
別
・階
級
・人
種
な
ど
の
境
界
を
サ
イ
ボ
ー

グ
を
媒
介
と
し
て
無
効
化
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
衝
動
で
あ
る
。
海
野
の
描
き
出
し
た
物
語
に
お
い
て
は
、「
不
思
議
な
ほ
ど
活
力
を
欠
く
」
（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣

言
」
三
九
～
四
〇
頁
）こ
と
に
な
っ
て
い
た
人
間
が
、
こ
の
よ
う
な
肯
定
的
な
可
能
性
に
よ
っ
て
自
ら
の
身
体
の
活
力
を
取
り
戻
す
。
ミ
ル
キ
国
の
住
民
は
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な

り
、「
脱
性
差
時
代
の
世
界

ポ
ス
ト
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

・
ワ
ー

ル
ド

の
産
物
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ「
サ
イ
ボ
ー
グ
宣
言
」三
五
頁
）と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
お
け
る
制
御
さ
れ
た
音
楽
は
、「
迫
害
」―

―

洗
脳
用
の「
国
楽
第
39
番
」―

―

と「
恩
恵
」―

―

最
後
の
場
面
で
コ
ハ
ク
が
流
す「
人
間
性
讃
美
の

曲
」―
―

、
つ
ま
り
科
学
技
術
の
捉
え
方
の
表
裏
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
作
品
と
同
時
代
の
日
本
に
お
い
て
音
楽
は
、
海
野
が
描
く
の
と
近
し
い
方
法
で
実
際
に
政
治
利

用
さ
れ
て
い
た
。
将
来
の
予
言
で
あ
り
な
が
ら
、
時
局
の
鏡
で
も
あ
る
と
い
う
点
が
本
作
品
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
音
楽
取
調
掛
が
掲
げ
て
い
た
理
想
が
音
楽
浴
が
発
揮
す
る
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効
果
と
基
本
的
に
は
同
じ
も
の
を
想
定
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
背
景
に
は
同
じ
機
械
主
義
的
な
思
想
が
潜
ん
で
い
る
。
ま
た
こ
の
作
品
は
身
体
の
機
械
化
の
主
題

に
よ
っ
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
機
械
文
明
の
結
果
と
し
て
世
界
中
に
現
れ
て
い
た
身
体
解
釈
への
再
考
察
を
促
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

性
転
換
手
術
と
い
う
主
題
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の「
サ
イ
ボ
ー
グ
」を
め
ぐ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
一
つ
の
結
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い

る
。
作
中
で
手
術
を
受
け
始
め
た
人
間
は
そ
れ
に
よ
っ
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
科
学
への
恐
怖
を
乗
り
越
え
る
の
で
あ
り
、
サ
イ
ボ
ー
グ
は
機
械
と
人
間
の
総
合
体
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
の
象
徴
で
あ
る
。
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の「
サ
イ
ボ
ー
グ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」か
ら
再
び
読
解
す
れ
ば
、
本
作
の
現
代
的
意
義
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 
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注 （
1
）
一
九
七
九
年
の『M

etam
o
rph

o
ses o

f Science F
iction

』に
お
い
て
ダ
ル
コ
・ス
ー
ヴ
ィ
ン
は「
Ｓ
Ｆ
を
認
識
異
化
（cognitive estrangem

ent

）の
文
学
と
し
て
理
解
す

べ
き
」と
出
張
し
、
そ
の「
異
様
な
新
し
さ
」を《
新
事
像
》（novum

）と
名
付
け
て
い
る
。
ス
ー
ヴ
ィ
ン
の
定
義
は
今
で
も
Ｓ
Ｆ
研
究
に
お
い
て
頻
繁
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
特
に
海
野
作
品
の
よ
う
な
初
期
の「
古
典
Ｓ
Ｆ
」作
品
に
適
用
さ
れ
や
す
い
。『
Ｓ
Ｆ
の
変
容
』三
八
頁
。 

（
2
）「
振
動
魔
」（『
新
青
年
』
一
九
三
一
年
十
一
月
）
は
表
題
の
と
お
り
振
動
を
主
題
と
し
た
作
品
で
、
科
学
者
が
振
動
で
人
を
殺
し
た
り
、
流
産
を
起
こ
さ
せ
た
り
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

（
3
）
大
正
琴
以
前
に
は
機
械
装
置
を
伴
っ
た
和
楽
器
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
吉
川
英
史
は
大
正
琴
の
構
造
を「
幕
末
の
頃
か
ら
あ
っ
た
二
弦
琴
に
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
の
鍵

盤
装
置
を
応
用
し
た
も
の
で
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
キ
イ
に
似
た
も
の
に
音
名
を
書
き
、
こ
れ
を
左
手
で
押
し
、
右
手
に
持
っ
た
ピ
ッ
ク
（
義
甲
）で
、
弦
を
弾
く
の
で

あ
る
」と
解
説
す
る
。『
日
本
音
楽
の
歴
史
』四
二
三
頁
。
吉
川
に
よ
る
と
、
同
時
代
に
出
現
し
た
他
の
楽
器
と
し
て
十
七
弦
、
ゼ
ロ
三
味
線
と
大
三
味
線
、
玲
琴
、

隆
笛
、
多
孔
尺
八
、
八
十
弦
、
感
弦
、
大
胡
弓
、
短
琴
、
オ
ー
ク
ラ
ウ
ロ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

（
4
）
河
西「
総
力
戦
下
に
お
け
る
合
唱
」五
一
頁
。
音
楽
取
調
掛
は
文
部
省
直
属
の
音
楽
研
究
教
育
機
関
と
し
て
一
八
七
九
年
一
〇
月
に
発
足
し
、
一
八
九
九
年
四
月

に
東
京
音
楽
学
校
と
し
て
独
立
し
た
。
一
九
四
九
年
五
月
に
東
京
美
術
学
校
と
統
合
さ
れ
、
東
京
芸
術
大
学
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た
。
山
住「
解
説
」三
一
九

頁
。 

（
5
）
伊
沢
は
音
楽
を「
長
短
二
音
階
」
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
間
の
精
神
に
対
し
異
な
る
影
響
を
与
え
る
と
主
張
し
て
い
る
。
長
音
階
の
曲
は
人
間
に
快
楽
を
及
ぼ

し
、
短
音
階
の
曲
は
悲
し
み
や
悲
嘆
な
ど
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
そ
の
上
、
音
階
の
効
果
は
そ
れ
ら
が
使
用
さ
れ
る
社
会
の
発
展
度
合
と
関
係
が
あ
る
と
し
、
短
音
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階
は「
古
代
の
も
の
」で
、
長
音
階
の
楽
曲
は「
文
教
最
進
の
国
」に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
、
音
楽
は
特
定
の
文
化
の
成
熟
度
合
を
表
す
指
標
と
な
り
得
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
伊
沢
、
山
住
『
洋
楽
事
始
』
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。 

（
6
）
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
定
義
に
よ
る「
全
体
主
義
」を
こ
こ
で
は
使
用
し
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト『
全
体
主
義
』二
三
一
頁
。 

（
7
）
フ
ー
コ
ー
は「
生−
政
治
学

ビ
オ
・
ポ
リ
チ
ッ
ク

」
を「
生
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
あ
か
ら
さ
ま
な
計
算
の
領
域
に
登
場
さ
せ
、〈
知
で
あ
る
権
力
〉を
人
間
の
生
の
変
形
の
担
い
手
に
仕
立
て
る

も
の
」と
説
明
す
る
。
生
に
対
す
る
権
力
に
は
二
つ
の
極
が
あ
る
。
一
つ
目
は
身
体
を
機
械
と
し
て
捉
え
、
体
力
と
効
果
性
を
強
化
し
身
体
に
規
律
を
も
た
ら
す

「
人
間
の
身
体
の
解
剖−
政
治
学

ア
ナ

ト

モ
・
ポ

リ

チ

ッ
ク

」
で
あ
る
。
二
つ
目
は
生
殖
を
管
理
す
る「
人
口
の
生−

政
治
学

ビ
オ

・
ポ

リ

チ

ッ
ク

」で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー『
性
の
歴
史I

』一
八
〇
頁
、
一
七
六
～
一
七

七
頁
。 

（
8
）
人
体
の
機
械
化
の
象
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
未
来
派
の
フ
ィ
リ
ポ
・ト
マ
ー
ゾ
・マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ『L

‛uom
o m

oltiplicato e il regno della m
acchina

』（一
九
一
〇
年
）や

画
家
の
カ
ル
ロ
・カ
ッ
ラ
、
ジ
ャ
コ
モ
・
バ
ッ
ラ
ら
な
ど
の
作
品
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。 

（
9
）1:59

:0
8-

2
:02

:40
, C

hap
lin, 1

9
40

. 

（
10
）
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
広
ま
っ
た
メ
カ
ノ
モ
ル
フ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
・社
会
学
者
ソ
ー
ス
テ
イ
ン
・ヴ
ェ
ブ
レ
ン
が『
企
業
の
理
論
』(

一
九

一
五
年)

に
お
い
て
明
快
に
説
明
し
て
い
る
。「
機
械
過
程
は
、
現
代
の
生
活
の
す
み
ず
み
で
ゆ
き
わ
た
り
、
一
つ
の
機
構
的
な
意
味
で
、
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
。
機

械
過
程
の
支
配
は
、
正
確
な
機
械
的
計
測
や
調
整
の
励
行
と
か
、
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
、
目
的
や
行
動
、
必
要
物
、
諸
便
宜
、
娯
楽
な
ど
を
、
す
べ
て
標
準
単

位
に
還
元
す
る
こ
と
の
な
か
に
み
ら
れ
る
。
（中
略
）こ
こ
で
、
直
接
に
興
味
が
あ
る
点
は
、
機
械
過
程
の
文
化
的
成
長
に
た
い
す
る
い
っ
そ
う
す
す
ん
だ
関
係―

―

こ
の
よ
う
な
標
準
化
や
機
械
的
等
量
化
に
む
か
っ
て
の
運
動
が
、
人
間
的
素
材
に
た
い
し
て
あ
た
え
る
紀
律
の
上
の
効
果―

―

で
あ
る
」。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン『
企
業
の
理
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論
』
二
四
三
頁
。 

（
11
）
こ
れ
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
演
説
に
お
い
て「m

ach
ine m

en w
ith m

achine m
inds and m

achine hearts

」（2:01:14-2:01:19

）と
描
写
し
て
い
る
よ
う
な
、
感
情
を
失
っ

た
人
間
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
12
）
史
上
初
の
性
転
換
手
術
が
行
わ
れ
た
の
が
一
九
三
〇
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
作
品
の
背
景
と
し
て
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
手
術
を
受
け
た
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
画

家
リ
リ
ー
・
エ
ル
ベ
で
あ
っ
た
。 
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一
九
九
三
年
か
ら
九
四
年
の
間
に
執
筆
さ
れ
1

、
第
六
回
日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
（読
売
新
聞
社
・三
井
不
動
産
販
売
株
式
会
社
主
催
）の
最
終
候
補
作
品
と

な
っ
た
高
野
史
緒
の『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』
は
、
一
九
九
五
年
に
出
版
さ
れ
た
2

。
一
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
て
お
り
、
大
観
す
る
と
歴
史
改
変
Ｓ
Ｆ
と
し
て

認
知
可
能
で
あ
る
が
、
巽
孝
之
に
よ
る
と
本
作
は「
音
楽
Ｓ
Ｆ
」と
名
付
け
ら
れ
る
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
端
緒
と
な
っ
た
（『
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
』
一
一
五
頁
）。
高
野
作
品
に
は
音

楽
が
頻
繁
に
表
れ
る
。『
カ
ン
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
』（
一
九
九
六
年
）で
は
十
八
世
紀
を
舞
台
に
、
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
想
起
さ
せ
る
電
話
通
信
網
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ハ

ッ
キ
ン
グ
が
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
文
化
と
混
ざ
り
な
が
ら
展
開
す
る
。『
ヴ
ァ
ス
ラ
フ
』（一
九
九
八
年
）で
は
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
技
術
が
発
展
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
が
舞
台
と
な
り
、
古

典
バ
レ
エ
に
焦
点
が
当
た
る
。
高
野
に
よ
る
と
、『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』
は
自
身
が
修
士
論
文
を
書
い
て
い
た
時
期
に
九
〇
年
代
の
英
国
テ
ク
ノ
を
聴
い
た
音
楽
体
験
が
着
想
元

で
あ
る
と
い
う

3 

。 

こ
の
作
品
で
は
主
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ロ
ン
ド
ン
が
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
普
仏
戦
争
を
時
代
背
景
に
持
つ
。
史
実
に
基
づ
い
た
設
定
に
加
え
、
他
の
高
野
作
品
に
も
描
か
れ
る
架

空
の
国
ボ
ー
ヴ
ァ
ル

4

と
、
音
楽
の
録
音
再
生
・編
集
技
術
と
い
う
二
つ
の
特
徴
的
要
素
が
挿
入
さ
れ
る
。
特
に
後
者
は
現
実
世
界
に
照
ら
す
と
二
十
世
紀
後
半
の
技
術
水

準
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
下
で
十
九
世
紀
に
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
文
化
が
流
行
し
た
と
い
う
仮
想
的
設
定
が
出
来
上
が
り
、
現
実
世
界
で
は
一
九
八
〇
年
代
に
流
行
し
た
テ

ク
ノ

5

と
十
九
世
紀
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
が
同
時
代
の
文
化
現
象
と
し
て
融
合
し
、
混
淆
さ
れ
て
い
る
。 

話
の
筋
は
、《
魔
笛
》と
呼
ば
れ
る
麻
薬
を
取
り
巻
く
二
人
の
重
要
人
物
の
動
き
に
沿
っ
て
展
開
す
る
。
一
人
目
の
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
爵
は
、《
魔
笛
》を
生
産
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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第
二
章 

デ
ジ
タ
ル
の
時
代―

―

高
野
史
緒『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』に
お
け
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
テ
ク
ノ 



中
へ配
布
し
て
い
る
人
物
を
追
う
。
も
う
一
人
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
活
躍
す
る
指
揮
者
の
フ
ラ
ン
ツ
・マ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。「
理
想
の
音
楽
」を
探
究
す
る
フ
ラ
ン
ツ
は
、
セ
ン
ト
ル
ー

ク
ス
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
貴
族
の
誘
い
で
、
彼
ら
が
ウ
ィ
ー
ン
に
所
有
し
人
気
を
博
し
て
い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド
ー
ム
と
い
う
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
働
く
こ
と
に
な
る
。
Ｄ
Ｊ
と
な
っ
た
フ

ラ
ン
ツ
は
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
し
、
そ
こ
で
彼
ら
の
サ
ウ
ン
ド
・シ
ス
テ
ム—

—

「
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
」——

の
秘
密
を
見
つ
け
出
す
。 

 

二
〇
〇
一
年
十
二
月
に『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
は
音
楽
と
Ｓ
Ｆ
の
特
集
を
組
ん
だ
。
高
野
は
、
そ
こ
に
寄
稿
し
た「
リ
ミ
ッ
ク
ス
の
夢
、
あ
る
い
は
夢
の
リ
ミ
ッ
ク
ス
」で『
ム
ジ
カ
・マ
キ

ー
ナ
』の
着
想
元
と
な
っ
た
テ
ク
ノ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
共
通
点
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
簡
潔
に
要
約
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
特
定
の
楽
曲
の「
唯
一
最
高
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
」の
追
求
、

あ
る
い
は「
理
想
の
音
楽
」
の
追
求
で
あ
る
。
こ
こ
で
高
野
は
作
曲
家
ア
ン
ト
ン
・ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
（一
八
二
四
～
一
八
九
六
）を
例
に
挙
げ
る
。「
唯
一
最
高
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
」を
得

る
た
め
に
、
原
版
を
捨
て
生
涯
自
分
が
書
い
た
交
響
曲
を
書
き
直
し
続
け
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
仕
事
を
、
高
野
は「
唯
一
の
理
想
への
夢
の
結
果
と
し
て
、
結
果
と
し
て
は
音
楽

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
崩
壊
さ
せ
た
テ
ク
ノ
と
同
じ
く
、
幾
多
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
無
数
の
演
奏
が
録
音
と
い
う
形
で
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
」と
説
明
し
て
い
る
（高
野

「
リ
ミ
ッ
ク
ス
の
夢
」
三
四
頁
）。
ま
た
同
稿
で
は
、
主
人
公
フ
ラ
ン
ツ
・マ
イ
ヤ
ー
の
原
型
は
指
揮
者
の
フ
ラ
ン
ツ
・ウ
ェ
ル
ザ
ー
＝
メ
ス
ト
（一
九
六
〇
～
）、
悪
役
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス

の
原
型
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ト
レ
ヴ
ァ
ー
・ホ
ー
ン
（
一
九
四
九
～
）で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
（高
野「
リ
ミ
ッ
ク
ス
の
夢
」三
四
頁
）。 

 

二
十
世
紀
の
音
楽
史
は
録
音
関
連
技
術
の
登
場
、
あ
る
い
は
進
化
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
マ
ー
ク
・カ
ッ
ツ
は「
録
音
は
音
楽
の
実
践
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
に
音
楽
に
つ
い
て
考
え
る
の
か
を
規
定
す
る
。
音
楽
と
は
何
な
の
か
、
何
に
な
り
得
る
か
、
何
で
あ
る
べ
き
か
」（Katz, 2010: 55

）と
述
べ
、
音
楽
と
技
術
の
問

題
を
理
論
化
す
る
。
カ
ッ
ツ
は
、
録
音
技
術
に
よ
っ
て
音
楽
文
化
全
般
に
も
た
ら
さ
れ
た
七
つ
の
要
素―

―

「
実
体
性
」、「
移
植
性
」、「
（不
）可
視
性
」、「
反
復
性
」、「
時
間

性
」
、「
受
容
性
」
、「
操
作
性
」―

―

を
炙
り
出
し
た
（Katz, 2010: 47

）う
え
で
、「
聴
解
に
お
い
て
、
演
奏
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
作
曲
に
お
い
て
、
録
音
技
術
の
結
果
と
し
て

現
れ
た
音
楽
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
変
化
」
を「
蓄
音
機
効
果
（The P

honograph E
ffect

）」と
呼
び
、
そ
の
影
響
の
重
大
性
を
指
摘
し
て
い
る
（Katz, 2010: 2

）。 
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一
九
六
〇
年
代
以
降
、
録
音
技
術
か
ら
派
生
し
て
音
声
の
事
後
編
集
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
音
楽
録
音
は
必
ず
し
も〈
演
奏
の
結
果
〉
の
反
映
で
は
な
く
な
っ
た
。
録

音
音
源
は
実
際
に
行
わ
れ
た
演
奏
の
忠
実
な〈
記
録
〉に
留
ま
ら
な
く
な
り
、
現
実
の
時
空
間
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
演
奏
か
ら
、
過
去
の
音
源
の
断
片
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
に

切
り
貼
り
し
た
音
楽
ま
で
も
が
制
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

6

。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｊ
用
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
や
サ
ン
プ
ラ
ー
と
い
っ
た
機
材
が
録
音
音
源
の
自
在
な―

―

時
に
加
工

を
伴
う―

―

再
生
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、「
個
々
の
レ
コ
ー
ド
の
曲
は
Ｄ
Ｊ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
構
成
す
る
部
品
」と
な
り
、「
音
楽
的
な
意
味
と
物
質
的
な
意
味
の
両
方

で
、
Ｄ
Ｊ
は
レ
コ
ー
ド
の
音
を『
素
材
』と
し
て
扱
う
」状
況
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（谷
口「
レ
コ
ー
ド
を
操
る
Ｄ
Ｊ
」一
三
八
～
一
三
九
頁
）。
し
た
が
っ
て
テ
ク
ノ
は
録
音

関
連
技
術
に
よ
る「
操
作
性
」の
最
も
顕
著
な
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
リ
ミ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
代
表
的
手
法
は
そ
の
応
用
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

7

。
サ
ン
プ

リ
ン
グ
は「
音
楽
の
引
用
」と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
別
作
品
か
ら
の
楽
節
の「
引
用
」と
は
原
理
的
に
異
な
り
、「
特
定
な
音
的

現
象
（so

un
d
 even

t

）
の
音
色
や
時
間
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
細
部
を
再
現
」し
、
引
用
元
の
特
定
な「
音
」が
引
用
先
に
も
確
認
可
能
な
ま
ま
残
る「
演
奏
の
引
用
」で
あ
る

（Katz, 2
0
1
0: 14

9
-15

0

）。
リ
ミ
ッ
ク
ス
と
は
、
既
に
編
集
（ミ
ッ
ク
ス
）さ
れ
、
一
度
完
成
さ
れ
た
音
源
を
再
編
集
（リ
ミ
ッ
ク
ス
）す
る
こ
と
で
別
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
作
る
手
法

を
指
す
。『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』に
最
重
要
素
材
を
提
供
し
て
い
る
テ
ク
ノ
は
、
技
術
的
恩
恵
を
土
台
と
し
て
、
ま
さ
に「
蓄
音
機
効
果
」の
象
徴
的
な
産
物
と
し
て
登
場
し
た

音
楽
な
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
再
生
機
器
だ
け
で
な
く
、
電
子
楽
器
の
研
究
開
発
が
こ
の
音
楽
様
式
に
与
え
た
影
響
の
重
大
さ
も
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
現
代
で
は〈
楽
器
〉の
ひ
と
つ
と
し
て
市
民

権
を
得
て
久
し
い
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
い
う
音
響
発
生
装
置

8

、
な
ら
び
に
リ
ズ
ム
マ
シ
ン
、
サ
ン
プ
ラ
ー
、
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
電
気
的
に
楽
音
を
生
成
・発
音
す
る
装
置

9

が
奏
で
る
特
定
な
音
色
が
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の〈
非
人
間
的
な
〉音
世
界
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
10

。 

こ
の
よ
う
な
音
響
・電
子
楽
器
の
技
術
発
達
は
、
一
九
四
〇
年
代
の

〈
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
〉と
い
う
学
際
的
分
野
の
誕
生
と
も
親
和
性
が
高
い
。
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
五
四
年
ま
で
の
期
間
、「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
の
メ
イ
シ
ー
学
会
」
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と
称
さ
れ
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・メ
イ
シ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
財
団
（一
九
三
〇
年
設
立
）後
援
に
よ
る
学
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
ノ
ー
バ
ー
ト
・ウ
ィ
ー
ナ
ー
、
ジ
ョ
ン
・フ
ォ
ン
・ノ
イ
マ

ン
、
ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
学
者
が「
動
物
、
人
間
と
機
械
、
い
ず
れ
に
も
応
用
可
能
な
通
信
及
び
制
御
理
論
」（Hayles, 1999: 7

）の
構
築
を
目
指
し

て
集
ま
っ
た
。
こ
の
理
論
は
特
に
一
九
五
〇
年
以
降
の
実
験
音
楽
に
影
響
を
与
え
、
テ
ク
ノ
は
こ
の
実
験
音
楽
が
発
展
さ
せ
た
編
集
技
術
の
進
化
の
延
長
線
上
に
生
ま
れ
て

い
る
11

。
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は「
科
学
者
、
起
業
家
、
学
者
、
芸
術
家
、
Ｓ
Ｆ
作
家
を
魅
了
」し
、「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
神
話
」（リ
ッ
ド「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ

ク
ス
全
史
」四
〇
〇
頁
）
が「
当
初
の
目
的
や
用
途
を
」（リ
ッ
ド「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
全
史
」四
〇
〇
頁
）超
え
る
広
が
り
を
見
せ
た
。
音
声
編
集
技
術
、
テ
ク
ノ
と
サ
イ
バ
ー

パ
ン
ク
の
発
展
は
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
直
接
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

多
文
化
的
要
素
が
混
ざ
っ
た『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』
は
、
い
わ
ば「
文
化
事
象
の
リ
ミ
ッ
ク
ス
」と
言
え
る
だ
ろ
う
12

。
こ
う
述
べ
る
と
ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
13

と
重
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
印
象
を
与
え
る
が
、『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』
は「
存
在
し
な
か
っ
た
過
去
への
懐
古
と
憂
鬱
」を
表
し
て
は
お
ら
ず
、「
蒸
気
機
関
」と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
中
央
に
据
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
（Prieto

, 2
01

6
: 9

6

）
。
ま
た
、
作
中
に
見
ら
れ
る
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
か
ら
の
影
響
、
特
に「
薬
に
よ
る
精
神
と
身
体
の
変
化
」、
そ
し
て「
パ
ン
ク
的
な

幻
滅
、
多
く
の
場
合―

―

幻
想
が
連
続
に
剝
さ
れ
る―

―

多
数
の
幻
滅
」（Nicholls, 2015

）は
、
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
を
想
起
さ
せ
る
題
材
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
サ
イ
バ
ー

パ
ン
ク
の
表
号
で
あ
る
未
来
的
な
設
定
は
こ
の
作
品
に
は
無
く―

―

な
お
か
つ
ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
の
よ
う
な
過
去
的
な
未
来
で
も
な
い―

―

、『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』は「
未
来
的

な
過
去
」
を
提
供
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
デ
ジ
タ
ル
工
程
及
び
可
能
性
が
、
異
化
さ
れ
た
ハ
イ
パ
ー
・ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
美
学
を
通
じ
て
視
覚
化
」（Esser, 2019: 

1
5
3

）
さ
れ
、
ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
の
美
学
自
体
が「
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の
サ
イ
ボ
ー
グ
」（Esser, 2019: 153

）―
―

つ
ま
り
機
械
と
人
間
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド―

―

と
な
っ
て
再
提
示
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
発
展
と
共
に
、
人
間
の
概
念
は
肉
体
か
ら
乖
離
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
ノ
ー
バ
ー
ト
・ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
す
で
に
、「
電
話
で
旅
行
す
る
空

想
は
（中
略
）本
質
的
に
不
合
理
な
こ
と
で
は
な
い
」（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
人
間
機
械
論
』一
〇
七
頁
）と
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
キ
ャ
サ
リ
ン
・ヘイ
ル
ズ
が
述
べ
た
よ
う
に「
情
報
が
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〈
身
体
〉を
失
う
時
、
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
同
一
視
す
る
の
は
特
に
容
易
と
な
る
。
」な
ぜ
な
ら
ば
、「
思
考
す
る
脳
が
例
示
さ
れ
て
い
る
物
質
は
、
そ
の
本
質
に
と
っ
て

付
随
的
に
見
え
る
」
（Hayles, 19

9
9
: 2

）
か
ら
で
あ
る
。「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
共
感
覚
幻
想
の
中
に
、
肉
体
を
離
脱
し
た
意
識
」（ギ
ブ
ス
ン『
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ン
サ
ー
』一
六

頁
）が
現
れ
、
そ
れ
が
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
象
徴
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
は
逆
に
情
報
技
術
を
身
体
の
領
域
に
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
械
が
身
体
心
像
に
与
え
る
影

響
の
特
徴
が
明
ら
か
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。  

 

一
、
電

脳

サ
イ
バ
ー
ブ
レ
イ
ン―

―

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
脳 

  

『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』
が
描
き
出
す
の
は
、
前
章
で
検
討
し
た「
機
械
と
し
て
の
人
体
」の
概
念
と
、
次
章
に
お
け
る「
人
工
知
能
の
可
能
性
」と
の
間
に
立
つ
、
避
け
て
は
通
れ

な
い「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
頭
脳
」の
段
階
で
あ
る
。
第
一
次
産
業
革
命
と
と
も
に「
エ
ン
ジ
ン
と
生
産
用
マ
シ
ン
が
人
間
の
筋
肉
の
代
わ
り
を
し
た
」
（リ
ッ
ド『
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
』一
九
頁
）状
態
が「
十
八
時
の
音
楽
浴
」に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』に
現
出
す
る
の
は
、
そ
こ
か
ら
一
歩

進
ん
で
第
二
次
産
業
革
命
の
結
果
と
し
て「
制
御
機
構

メ
カ
ニ
ズ
ム

が
人
間
の
脳
の
代
わ
り
を
す
る
」
（リ
ッ
ド『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』一
九
頁
）状
態
で
あ
る
。 

 

一
九
四
八
年
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
先
駆
者
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ノ
ー
バ
ー
ト
・ウ
ィ
ー
ナ
ー
が『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス—

—

動
物
と
機
械
に
お
け
る
制
御
と
通
信
』を
出
版

し
た
。
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
っ
て「
自
動
機
械
と
人
間
の
神
経
系
の
作
動
の
際
類
似
し
て
い
る
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
機
械
と
生
物
体
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
適
用
す
る
理
論
を
発
展
す
る
こ
と
を
試
み
る
」（Wiener, 1968: 378

）と
宣
言
す
る
。
人
間
と
動
物
の
神
経
系
は「
計
算
機
と
し
て
の
働
き
の
で
き
る
系
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と
し
て
知
ら
れ
て
」お
り
、「
理
論
的
に
は
ち
ょ
う
ど
継
電
器
と
同
じ
動
作
を
す
る
要
素
」、
つ
ま
り「
‘ニ
ュ
ー
ロ
ン
’ま
た
は
神
経
細
胞
と
よ
ば
れ
る
も
の
」を
備
え
て
い
る
（ウ

ィ
ー
ナ
ー
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』二
三
二
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、「
電
流
の
影
響
下
で
は
」「
ほ
と
ん
ど
完
全
に
〝
悉
無
律
〟
に
従
う
」（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』二
三

二
頁
）神
経
細
胞
の
活
動
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
二
進
法
と
同
等
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
14

。 

ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
神
経
興
奮
の
発
火
は
，
起
こ
る
か
，
ま
っ
た
く
起
こ
ら
な
い
か
と
い
う
悉
無
律
に
従
う
性
格
（all-or-none character

）を
も
つ
が
，
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
２

進
法
で
０
か
１
か
の
数
字
の
一
つ
を
，
二
者
択
一
的
に
１
回
え
ら
ぶ
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
．
そ
し
て
計
算
機
に
は
２
進
法
を
も
と
に
す
る
の
が
一
番
よ
い
と
い
う
こ

と
は
，
わ
れ
わ
れ
が
前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
．
ま
た
シ
ナ
ッ
プ
ス
は
，
他
の
特
定
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
か
ら
の
出
力
の
あ
る
組
合
せ
が
，
次
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
神
経
興

奮
を
発
火
さ
せ
る
に
か
な
っ
た
刺
激
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
機
構
に
ほ
か
な
ら
な
い
．
計
算
機
の
機
構
で
も
，
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
．
動
物
に
お
け
る
記
憶
の
本
質
と
そ
の
多
様
性
を
説
明
す
る
問
題
は
、
計
算
機
械
の
中
に
記
憶
装
置
を
人
工
的
に
つ
く
る
問
題
に
対
応
す
る
も
の
と

な
る
．
（ウ
ィ
ー
ナ
ー
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』
五
〇
～
五
一
頁
） 

 

同
書
で
ウ
ィ
ー
ナ
ー
が
示
す
「
自
動
機
械
（au

tom
ata

）
」研
究
の
諸
段
階
は
、「
原
動
力
の
変
化
」に
対
応
し
た「
身
体
の
歴
史
」を
表
し
て
い
る
（Tom

as, 1995: 23

）。
こ
れ

ら
は
具
体
的
に
四
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は「
ゴ
ー
レ
ム
の
神
話
的
時
代
」
（Tom

as, 1995: 23

）で
あ
る
。
ゴ
ー
レ
ム
は「
口
に
す
べ
か
ら
ざ
る
神
の
御
名
を
呪

い
な
が
ら
土
人
形
に
生
命
を
ふ
き
こ
ん
で
つ
く
っ
た
と
い
う
」「
魔
術
の
時
代
」の
自
動
機
械
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
身
体
は「
可
鍛
性
の
あ
る
、
魔
法
的
な
、
泥
人
形
」（ウ
ィ
ー

ナ
ー
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』九
五
頁
）と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
二
つ
目
は「
時
計
の
時
代
」（Tom

as, 1995: 23

）で
あ
る
。
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
に
自
動
機
械
は「
爪
先
で
ぎ

ご
ち
な
く
回
転
す
る
人
形
を
上
部
に
つ
け
た
と
時
計
じ
か
け
の
音
楽
箱
」（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』九
五
頁
）と
な
り
、
人
間
の
身
体
も
時
計
仕
掛
け
と
し
て
解

釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
三
番
目
は
、
十
九
世
紀
に
あ
た
る「
蒸
気
の
時
代
」（Tom

as, 1995: 23

）で
あ
る
。
人
間
の
身
体
は「
名
誉
あ
る
熱
機
関
」と
し
て
捉
え
ら
れ
、
自
動
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機
械
は「
人
間
の
筋
肉
内
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
か
わ
り
に
燃
料
を
燃
や
し
て
作
動
す
る
」（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』九
五
頁
）こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
前
章
で
検
討

し
た
人
体
の
機
械
化
論
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ナ
ー
が
最
後
に
示
す
時
代
は
現
代
、
つ
ま
り「
伝
達
と
管
理
の
時
代
」（Tom

as, 1995: 23

）で
あ
る
。
現
代
の「
光
電
池
で
ド
ア
を

開
き
、
あ
る
い
は
レ
ー
ダ
ー
の
電
波
ビ
ー
ム
が
と
ら
え
た
敵
機
の
位
置
に
大
砲
を
向
け
、
あ
る
い
は
微
分
方
程
式
の
解
を
計
算
す
る
」（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』九

五
頁
）自
動
機
械
と
共
に
、
身
体
は「
電
子
機
構
」
（To

m
as, 1995: 23

）と
し
て
捉
え
ら
れ
る
段
階
に
至
る
。 

 

「
思
考
す
る
マ
シ
ン
が
単
純
化
さ
れ
た
脳
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
当
然
に
逆
の
問
い
も
で
て
く
る
。
実
際
の
脳
は
複
雑
な
マ
シ
ン
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」（リ
ッ
ド『
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
』一
八
九
頁
）と
い
う
思
考
か
ら
出
発
す
る
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
観
点
か
ら
は
、
身
体
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存
と
移
動
を
基
本
的
な
役
割
と
す
る
設
計
さ
れ
た
身
体

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
時
空
間
に
お
け
る
記
号
の
正
確
な
再
生
と
交
換
を
基
盤
と
し
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（Featherstone and B

urrow
s, 1995: 2

）と
し
て
認
識
さ

れ
る
。『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』で
は
、
人
間
の
脳
と
そ
の
制
御
機
構

メ
カ
ニ
ズ
ム

が
文
字
通
り
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。「
破
壊
神
」と
い
う
章
で
明
か
さ
れ
る
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
の
サ
ウ
ン
ド
・

シ
ス
テ
ム
の
正
体
は
、
人
間
の
脳
で
作
ら
れ
た「
バ
イ
オ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」で
あ
っ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
を
通
じ
て
人
間
の
頭
脳
は
直
接
に
シ
ス
テ
ム
に
繋
が
れ
て
お
り
、「
常
に
限
界
ま
で

《
魔
笛
》が
与
え
ら
れ
」「
頭
の
中
は
音
楽
で
一
杯
、
他
の
こ
と
は
何
も
考
え
な
い
」
（三
〇
三
頁
）状
態
、
つ
ま
り
サ
ウ
ン
ド
・シ
ス
テ
ム
の「
記
憶

メ

モ
リ

」と
な
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｊ
達
は
彼
ら

の「
音
楽
の
記
憶
」を
電
気
信
号
と
し
て
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
素
材
を「
リ
ミ
ッ
ク
ス
し
た
り
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
り
、
そ
う
や
っ
て
作
っ
た
別
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
ま
た
記
憶
に
し
て

や
っ
た
り
」
（三
〇
三
頁
）す
る
。
こ
こ
で
再
び
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
計
算
機
に
つ
い
て
の
説
明
を
参
照
す
る
と
、
作
中
で
ダ
ニ
エ
ル
が
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
の
機
構
の
一
部
を
解
説
し
た

次
の
よ
う
な
発
言
と
の
類
似
点
が
明
ら
か
と
な
る
。 

複
雑
な
動
作
と
い
う
も
の
は
、
外
界
への
一
つ
の
効
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

、
、
、
、
、
、

と
呼
ば
れ
る
）を
う
る
た
め
に
挿
入
さ
れ
る
デ
ー
タ
（イ
ン
プ
ッ
ト

、
、
、
、
、

と
呼
ば
れ
る
）が
、
多
数
の

組
合
せ
を
含
ん
で
い
る
よ
う
な
動
作
で
あ
る
。
そ
の
デ
ー
タ
は
、
そ
の
瞬
間
に
挿
入
さ
れ
る
デ
ー
タ
と
、
記
憶
、
、

と
呼
ば
れ
る
貯
え
ら
れ
た
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
と
り
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出
さ
れ
る
記
録
と
の
両
方
の
組
合
せ
で
あ
る
。
後
者
は
そ
の
機
械
の
中
の
記
録
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
プ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
機
械

で
こ
れ
ま
で
に
作
ら
れ
た
も
っ
と
も
複
雑
な
も
の
は
高
速
電
気
計
算
機
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
っ
と
詳
し
く
説
明
す
る
。
（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
人
間
機
械

論
』
一
八
頁
） 

単
に
機
械
に
接
続
さ
れ
て
い
る
段
階
を
超
え
て
、
人
間
は
機
械
の
一
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
は
繋
げ
ら
れ
て
い
る
人
々
と
Ｄ
Ｊ
達
の
間
だ
け
に
成
立

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
後
に
言
及
す
る
重
要
登
場
人
物
の
マ
リ
ア
も
ま
た
そ
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
。「
頭
脳
が
一
種
の
マ
シ
ン
に
過
ぎ
な
い
な
ら
、
人
間
は
そ
れ
を
理
解

し
、
制
御
し
、
調
整
し
、
修
理
し
、
改
良
で
き
る
こ
と
に
な
る
」
（リ
ッ
ド『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
』一
九
〇
頁
）と
い
う
論
理
は
、「
分
子
生
物
学
か
ら
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
ま
で
、
二

十
世
紀
初
期
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
発
生
し
た
他
の
諸
分
野
」（Teixeira P

into, 2015: 24

）と
同
じ
く「
秩
序
」の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
基
づ
い
た
行
動
主
義
心
理
学
の
基
礎
と

な
る
考
え
方
で
あ
る
。
行
動
主
義
心
理
学
は
、「
条
件
反
射
」の
概
念
を
提
唱
し
た
生
理
学
者
の
イ
ワ
ン
・パ
ブ
ロ
フ
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
動
物
の
行
動
を
説
明
し
た

「
刺
激
」と「
反
応
」と
い
う
用
語
は
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
お
け
る「
イ
ン
プ
ッ
ト
」と「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
に
相
当
す
る
。
同
様
に「
強
化
」は「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」に
置
換
可
能
で

あ
り
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
行
動
主
義
心
理
学
は
共
に
再
帰
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
と
し
て
い
る
点
で
並
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
（Teixeira P

into, 2015: 26
-27

）。 

 

人
間
の
頭
脳
を
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
基
づ
い
て
解
釈
し
た
場
合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
同
様
に
、
そ
の
内
部
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
前
提
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
よ
う
頭
脳
論
は
マ
リ
ア
と
い
う
登
場
人
物
に
体
現
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ツ
を
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
に
接
続
さ
せ
た
い
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
は
、
マ
リ
ア
を
誘
拐
し
て
シ
ス
テ

ム
に
接
続
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ツ
に
も
同
じ
処
置
を
受
け
ろ
と
迫
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
憧
れ
の
ダ
ニ
エ
ル
の
ク
ラ
ブ《
シ
ャ
ン
バ
ラ
》と
同
じ
Ｄ
Ｊ
演
奏
の
手
法
、
そ
し
て
マ
リ
ア
と
の

「
究
極
の
結
合
」（三
〇
四
頁
）が
得
ら
れ
る
と
言
っ
て
フ
ラ
ン
ツ
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
マ
リ
ア
の
脳
に
は
サ
ウ
ン
ド
・シ
ス
テ
ム
の
創
造
者
サ
ン
ク
レ
ー
ル
に「
破
壊

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（三
一
〇
頁
）が
入
力
さ
れ
て
お
り
、
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
に
接
続
さ
れ
た
瞬
間
に
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
起
動
し
て
し
ま
う
。「
頭
に
何
本
も
の
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
い
だ
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ま
ま
、
玉
座
か
ら
毅
然
と
立
ち
上
が
っ
た
」マ
リ
ア
は
、
そ
こ
に
い
る
人
間
と
機
械
の
破
壊
を
宣
言
す
る
。〈
ド
ゥ
ル
ガ
〉と
な
っ
た
マ
リ
ア
は
、
人
間
性
を
失
っ
た
よ
う
に「
無
表

情
」で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
コ
マ
ン
ド
の
よ
う
に
、「
目
標
生
体
機
能
停
止
確
認
。
音
響
定
位
解
除
。
生
体
機
能
破
壊
超
低
周
波
解
除
」
（三
一
二
頁
）、「
私
は
ド
ゥ
ル
ガ
。
破
壊
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
第
一
段
階
は
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
第
二
段
階
発
動
。
時
限
設
定
開
始
。
一
分
後
に
全
面
爆
破
」（三
一
二
頁
）と
い
う
音
声
を
再
生
し
始
め
る
。
情
報
記

憶
媒
体
の
役
割
を
果
た
す
人
間
の
身
体
が〈
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
〉で
あ
る
な
ら
ば
、
マ
リ
ア
は
指
令
を
媒
介
す
る「
人
間
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 二

、
テ
ク
ノ
文
化
の
サ
イ
ボ
ー
グ 

  

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
テ
ク
ノ
文
化
を
貫
い
て
い
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
志
向
は
、
麻
薬
に
よ
っ
て
人
体
の
境
界
を
超
え
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
特
に「
チ
ル
ア
ウ
ト
」や

「In
telligen

t T
ech

no

」と
呼
ば
れ
る
派
生
ジ
ャ
ン
ル
の
登
場
以
前
の
九
〇
年
代
の
テ
ク
ノ
は
、
次
の
二
つ
の
文
化
的
要
素
と
深
く
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
と

レ
イ
ヴ
と
い
う
、
そ
の
音
楽
を
楽
し
む
た
め
の
特
定
な
会
場
環
境
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」（Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）と
い
う
麻
薬
の
消
費
で
あ
る
。 

 

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
神
話
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素―

―

麻
薬
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
と
テ
ク
ノ
音
楽―

―

は
、「
自
然
と
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
一
体
化
を
達
成
す

る
方
法
」
、
あ
る
い
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
（中
略
）解
放
と
自
己
発
見
の
道
具
と
し
て
」（リ
ッ
ド『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
全
史
』四
〇
〇
頁
）利
用
す

る
方
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
。
つ
ま
り
麻
薬
と
機
械
的
な
テ
ク
ノ
音
楽
の
体
験
は
、
他
の
人
間
や
動
物
、
そ
し
て
機
械
と
自
己
と
を
区
別
し
て
い
る
境
界
を
無
効
化
す
る
効

果
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
九
月
の『A

stronautics

』に
発
表
さ
れ
た
ネ
イ
ザ
ン
・Ｓ
・ク
ラ
イ
ン
と
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・ク
ラ
イ
ン
ズ
の
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「C
yb

o
rgs an

d S
p
ace

」で
は
、
薬
物
の
使
用
は
人
体
の
制
御
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
人
間
の
サ
イ
ボ
ー
グ
化
過
程
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
15

。 

 

テ
ク
ノ
と
い
う
音
楽
は
、
聴
か
れ
る
環
境
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
音
楽
評
論
家
の
サ
イ
モ
ン
・レ
イ
ノ
ル
ズ
は「
こ
の
音
楽
を
適
当
な
環
境
で
経
験
す
る
の
は
天
啓
の
よ
う
だ

っ
た
」と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
音
楽
は
、
孤
立
し
た
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
な
文
化
的
組
織
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
と
い

う
環
境
で「
過
激
な
匿
名
性
」に
よ
っ
て
特
別
な
自
由
性
を
得
た
音
楽
は
、「
麻
薬
の
相
乗
的
な
相
方
」と
な
る
（Reynolds, 1999: 4

）。
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
一
九
九
一
年
に
プ
ロ

ジ
ェ
ニ
ー
で
経
験
し
た
テ
ク
ノ
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の
時
の
Ｄ
Ｊ
の
演
奏
を「
カ
ル
ミ
ナ
・ブ
ラ
ー
ナ
が
キ
ュ
ビ
ス
ト
に
な
っ
た
よ
う
な
爆
発
的
な
ハ
ー
ド
コ
ア
・テ
ク
ノ
に
よ
っ
て
、
シ
ュ

ト
ゥ
ル
ム
・ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
を
打
ち
出
し
て
い
た
」と
形
容
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
こ
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
の
経
験
は
ま
る
で「
現
代
の
バ
ッ
カ
ス
祭
」で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い

る
（Reyno

ld
s, 19

9
9: 5

）。 

 

『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』で
は
、
こ
れ
に
似
た
環
境
が
克
明
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
テ
ク
ノ
文
化
の
特
徴
が
最
も
端
的
に
言
語
化
さ
れ
る
の
は
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ「
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド

ー
ム
」
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
次
の
場
面
で
あ
る
。 

 

《
プ
レ
ジ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
》
は
並
の
ダ
ン
ス
で
は
満
足
で
き
な
く
な
っ
た
通
人
や
、
情
熱
と
体
力
の
あ
り
余
っ
た
若
者
た
ち
を
魅
了
し
つ
く
し
た
。
何
と
い
う
陶
酔
、
何

と
い
う
激
し
さ
、
何
と
い
う
熱
狂
、
官
能
、
魅
力
、
そ
し
て
何
と
い
う
快
楽
！《
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド
ー
ム
》
は
、
本
来
は
ベ
ッ
ド
の
中
で
し
か
許
さ
れ
な
い
快
楽
を
こ
の
広
い

舞
踏
場
に
持
ち
こ
み
、
次
か
ら
次
へと
相
手
を
取
り
替
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
快
楽
を
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
踊
る
人
々
の
熱
気
の
中
で
、
極
上
の
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
の
栓
が
無
数
に
抜
か
れ
、
裾
飾
り
の
レ
ー
ス
空
中
高
く
蹴
り
上
げ
ら
れ
、
想
像
上
の
熱
帯
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
。
激
し
い
息
づ
か
い
を
も
っ
て
そ
の
濃
厚
な
甘
い

息
吹
き
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
こ
め
ば
、
こ
の
快
楽
の
殿
堂
は
ま
さ
に
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
別
天
地
と
な
る
の
だ
。
舞
踏
場
の
正
面
奥
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
い
る
格
子
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の
段
に
は
、
教
皇
が
現
れ
て
祝
福
を
送
る
に
も
ふ
さ
わ
し
い
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
毎
晩
、
音
楽
が
始
ま
る
そ
の
前
に
、《
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド
ー
ム
》の

司
祭
た
る
興
行
師
モ
ー
リ
ィ
が
そ
こ
に
現
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ま
だ
少
年
と
も
言
え
る
ほ
ど
若
々
し
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
極
め
つ
き
の
舞
踊
狂
都
市
か
ら
集
ま
っ

た
極
め
つ
き
の
舞
踏
狂
た
ち
に
向
か
っ
て
こ
う
叫
ぶ
の
だ
っ
た
。 

―
―

悦
び
の
殿
堂
に
よ
う
こ
そ

ウ
エ
ル
カ
ム
・
ト
ウ
・
ザ
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
・
ド
ー
ム

！
（三
九
頁
） 

し
か
し
、
よ
り
本
格
的
に
ク
ラ
ブ
文
化
が
題
材
と
さ
れ
る
の
は
フ
ラ
ン
ツ
が
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
住
ん
で
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
は「
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド
ー
ム
」は
稀
な
現

象
で
あ
っ
た
が
、「
音
楽
に
機
械
を
使
う
の
は
ロ
ン
ド
ン
で
は
常
識
」
と
な
っ
て
い
る
（一
四
九
頁
）。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
フ
ラ
ン
ツ
が
活
動
し
て
い
る
ソ
ー
ホ
ー
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ「
キ
サ

ナ
ド
ゥ
」
だ
け
で
な
く
、
彼
の
友
人
で
あ
り
師
で
も
あ
る
人
物
ダ
ニ
エ
ル
・グ
ロ
ー
ヴ
ァ
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ「
シ
ャ
ン
バ
ラ
」も
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。「
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド
ー
ム
」に
比
べ
る

と「
《
キ
サ
ナ
ド
ゥ
》
の
サ
ウ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
桁
外
れ
に
大
規
模
」（
一
四
五
頁
）で
、「
電
気
仕
掛
け
の
可
動
式
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン―

―

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・ド
ラ
ッ
グ
の
装
置

デ
ヴ
ァ
イ
ス

」と

相
ま
っ
て
、
も
は
や「
神
学
体
系
」と
ま
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
完
成
度
を
誇
っ
て
い
る
（一
四
六
頁
）。 

 

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
は
音
楽
の
快
楽
を
最
大
化
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
環
境
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ィ
の
叫
び「―

―

悦
び
の
殿
堂
に
よ
う
こ
そ

ウ
エ
ル
カ
ム
・
ト
ウ
・
ザ
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
・
ド
ー
ム

！
」は
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
語
る
テ
ク
ノ

体
験
と
見
事
に
合
致
し
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
八
〇
～
九
〇
年
代
の
テ
ク
ノ
環
境
に
お
け
る
快
楽
が
麻
薬「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」の
使
用
と
関
連
し
て
い
た
の
と
同
様
に
、『
ム

ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』に
お
け
る
十
九
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
ク
ラ
ブ
・
シ
ー
ン
の
快
楽
は
、
麻
薬「
魔
笛
」に
よ
っ
て
増
強
さ
れ
て
い
る
。 

 

実
社
会
で「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」と
称
さ
れ
る
麻
薬
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は
、
二
十
世
紀
初
期
に
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ク
（Merck

）社
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
た
（Reynolds, 1999: 81

）。
一
九

六
〇
年
代
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・シ
ュ
ル
ギ
ン
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
、
テ
ク
ノ
の
発
展
と
同
時
に
英
国
で
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
や
レ
イ
ヴ
で
の
消
費
が
常
態
化
し
た
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
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示
す
と
お
り
、
こ
の
麻
薬
の
使
用
は
テ
ク
ノ
体
験
の
重
要
な
一
部
分
と
し
て
語
ら
れ
る
。「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」は
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
過
剰
放
出
を
促
し
、
多
幸
感
と
過
剰
な
共
感
を
も

た
ら
す
。
こ
の
麻
薬
の
影
響
下
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
音
楽
の
魅
力
が
増
大
し
て
感
じ
ら
れ
る
が
、
踊
り
な
が
ら
聴
か
れ
る
テ
ク
ノ
の
場
合
は
特
に
こ
の
効
果
が
顕
著
に
現
れ

る
と
さ
れ
て
い
る
。 

音
楽
の
内
側
で
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
音
楽
は
流
動
的
媒
体
に
な
り
、
そ
の
中
に
沈
む
こ
と
が
で
き
る
。
身
体
的
と
心
理
的
な
合
成
を
溶
か
す
効
果
に
よ
っ

て
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
は「
流
動
性
の
麻
薬
」と
し
て
讃
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
踊
り
手
は
も
っ
と
流
動
性
を
得
て
、
グ
ル
ー
ヴ
に「
閉
じ
込
め
」ら
れ
る
。
ま
た
、
レ

イ
ヴ
音
楽
の
催
眠
的
な
ビ
ー
ト
と
連
続
し
た
ル
ー
プ
は
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
も
う
一
つ
の
効
果
と
相
互
に
作
用
す
る―

―

最
近
の
研
究
が
示
す
と
お
り
、
エ
ク
ス
タ
シ

ー
は
反
復
的
な
行
動
を
奨
励
す
る
脳
内
の
１ｂ
受
容
体
を
刺
激
す
る
の
だ
。
（Reynolds, 1999: 84

）  

 

作
中
に
登
場
す
る
麻
薬
「
魔
笛
」は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
爵
の
要
請
に
よ
り
傷
痍
軍
人
用
の
鎮
痛
剤
と
し
て
開
発
さ
れ
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
音
楽
の
感
受
性
を
極
度

に
高
め
る
副
作
用
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
天
使
の
名
前
を
取
っ
て「
イ
ズ
ラ
フ
ェ
ル
」と
名
付
け
ら
れ
た
。
重
大
な
中
毒
性
が
あ
り
、
持
続
的
な
使
用
者
に
精
神
的
・身
体
的
後

遺
症
が
現
れ
る
た
め
、
公
爵
は
同
薬
の
製
造
中
止
を
命
じ
る
。
し
か
し
、
製
薬
会
社
に
よ
っ
て
娯
楽
用
の
麻
薬
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
め
ら
れ
、「
魔
笛
」の
通
称
で
音
楽
の

愛
好
者
や
音
楽
家
の
間
で
流
行
し
は
じ
め
る
。
魔
笛
は「
異
常
な
ま
で
の
幸
福
感
、
陶
酔
の
感
覚
、
痛
み
や
不
安
感
は
消
え
去
り
、
専
門
の
用
語
を
用
い
る
な
ら〈
意
識
水
準

の
低
下
〉
」を
も
た
ら
す
。
そ
の「
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
持
続
的
な
至
福
の
感
覚
と
、
こ
と
の
ほ
か
聴
覚
か
ら
の
刺
激
を
快
感
に
変
え
る
作
用
」
で
あ
る
（二
六
頁
）。「
強
壮
効

果
や
視
覚
的
幻
覚
作
用
」は
あ
ま
り
な
い
が
、
音
楽
だ
け
に「
絶
大
な
効
果
」を
発
揮
す
る
た
め
、
使
用
者
は
特
に
音
楽
家
と
音
楽
愛
好
家
に
偏
っ
て
い
る
（二
六
頁
）。 

 

魔
笛
の
設
定
も
や
は
り
、
次
の
よ
う
な
レ
イ
ノ
ル
ズ
の「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」に
つ
い
て
の
語
り
に
類
似
し
て
い
る
。 
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あ
る
意
味
で
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
は
全
身
の
表
面
を「
耳
」―

―

特
定
な
周
波
数
に
反
応
す
る
究
極
に
敏
感
な
膜―

―

に
変
換
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
も
機
能
主

義
的
で
麻
薬
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
レ
イ
ヴ
音
楽
は
、
麻
薬
の
影
響
下
で
の
み―

―

非
知
的
で
肉
体
的
な
意
味
で―

―

「
理
解
」
さ
れ
得
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
曲
の

身
体
感
覚
を
取
り
巻
く
浸
透
力
は
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
サ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
使
う
時
し
か「
聴
く
」こ
と
が
で
き
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（Reyn
o
ld

s, 1
9
99

: 85

）  

作
中
で
知
ら
ず
の
う
ち
に
ワ
イ
ン
に
混
じ
っ
て「
魔
笛
」を
飲
ま
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ツ
は
、「
シ
ャ
ン
バ
ラ
」
で
流
れ
る
ダ
ニ
エ
ル
の
音
楽
に
身
体
が
反
応
し
始
め
る
。
こ
の
場
面
で
は
、

紙
面
を
最
大
限
に
使
っ
て
麻
薬
の
効
果
を
視
覚
・字
義
の
両
面
か
ら
提
示
す
る
表
現
技
法
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
二
二
九
頁
か
ら
文
章
の
自
然
な
連
続
性
が
次
第
に
崩
さ

れ
、
フ
ラ
ン
ツ
の
思
考
の
混
乱
が
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
文
字
の
大
小
や
方
向
を
変
え
る
こ
と
で
、
彼
の
不
安
定
な
足
取
り
と
、
視
覚
に
対
す
る
麻
薬
の
錯
乱
効
果

が〈
文
字
化
〉さ
れ
る
。「
金
属
製
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
細
か
い
弦
の
振
動
に
遊
牧
民
の
旋
律
。
何
十
、
何
百
も
の
マ
ル
チ
・ト
ラ
ッ
ク
の
重
な
り
」、
そ
し
て「
旋
回
し
、
振
動
し
、

歪
み
、
調
整
を
滅
却
し
、
音
階
を
破
壊
し
、
永
遠
の
律
動
と
化
し
、
肉
体
を
貫
い
て
精
神
へと
抜
け
て
い
く
」と
い
う
音
の
描
写
は
、
聴
覚
に
対
す
る
効
果
を
言
語
化
し
て
い

る
。「
前
後
か
ら
左
右
に
、
そ
し
て
上
下
」と
い
う
部
分
は
、
ク
ラ
ブ
の
音
響
装
置
が
作
り
出
す
立
体
的
で
ス
テ
レ
オ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
音
場
を
示
す
。
さ
ら
に「
過
去
か
ら
未
来
へ」

と
い
う
部
分
は
、
録
音
音
源
の
時
間
軸
を
解
体
す
る
リ
ミ
ッ
ク
ス
の
概
念
を
想
起
さ
せ
る
。
二
三
〇
頁
の「
サ
イ
バ
ー
段
階
への
誘
い
を
か
け
る
」と
い
う
一
文
も
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
要
素
の
総
合
で
あ
る
リ
ミ
ッ
ク
ス
、
あ
る
い
は
テ
ク
ノ
自
体
の
構
造
的
本
質
を
指
摘
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
三
〇
頁
と
二
三
一
頁
に
入
る
と
、
頁
の
区
切
り
が

判
別
不
能
な
紙
面
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ツ
の
五
感
の
混
乱
が
極
限
状
態
に
達
す
る
様
子
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
文
章
の
構
成
要
素
が
散
乱
し
、
言
葉
が

少
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
大
き
く
取
ら
れ
た
余
白
は
、
フ
ラ
ン
ツ
が
説
明
し
て
い
る「
溶
解
」の
過
程
を
想
起
さ
せ
る
。
非
言
語
的
に
示
さ
れ
る「
溶
解
」の
様
子
は
、
辛
う
じ
て
判

読
可
能
な「
他
人
／
自
己 

音
楽
／
視
覚 

聴
覚
／
思
考
あ
ら
ゆ
る
方
向
の
区
別
の
無
化
」と
い
う
文
字
情
報
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。
語
順
の
分
か
り
に
く
さ
に
よ
っ
て
、
読
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み
手
は
フ
ラ
ン
ツ
の
思
考
の
混
乱
状
態
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

複
数
あ
る「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」と「
魔
笛
」の
類
似
点
の
な
か
で
も
、「
個
人
性
の
溶
解
」と
い
う
一
面
は
最
も
象
徴
的
で
あ
る
。
再
び
レ
イ
ノ
ル
ズ
を
参
照
す
る
と
、
彼
は
Ｍ
Ｄ
Ｍ

Ａ
の
効
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

レ
イ
ヴ
の
環
境
に
お
い
て
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
は
パ
ー
テ
ィ
を
発
火
さ
せ
る
楽
し
み
の
燃
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
格
溶
解
に
よ
る
共
同
体
形
成
の
媒
介
の
役
割
を
果
た

す
。
こ
の
よ
う
に
様
々
に
あ
る
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
の
使
用
目
的
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」の
ギ
リ
シ
ア
語
の
語
源
で
あ
る「
エ
ク
ス
タ
シ
ス
」
、
つ
ま
り
字
義
通
り
に

言
う
と
こ
ろ
の「
自
己
の
外
に
立
つ
」と
い
う
効
果
で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は
自
分
を
自
己
か
ら
追
い
出
し
、
零
細
で
孤
独
な「
自
己
」よ
り
も
大
き
な
何
物
か―

―

恋
愛

関
係
の
カ
ッ
プ
ル
、
踊
っ
て
い
る
群
衆
、
そ
し
て
宇
宙
と
い
っ
た「
超
個
人
」―

―

と
至
福
に
一
体
化
さ
せ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は「
我
ら
（一
人
称
複
数
の
）」麻
薬
な
の
だ
。

（Reyn
o
ld

s, 1
9
99

: 81

）  

こ
の
人
格
の
溶
解
は
、
人
々
が
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
に
神
秘
性
を
見
出
す
所
以
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ー
ク
・カ
ッ
ツ
が
指
摘
し
た
録
音
物
の「
（不
）可
視
性
」と
も
関
連
し
て
い
る
。
カ
ッ
ツ

に
よ
る
と
、
録
音
物
に
は「
音
が
身
体
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
楽
が
人
間
か
ら
で
は
な
く
天
か
ら
来
て
い
る
感
覚
を
高
め
る
」（Katz, 2005: 27

）と
い
う
効
果
が
あ

る
と
い
う
。
テ
ク
ノ
文
化
の
中
で
も
実
際
に「
シ
ャ
ー
マ
ン
（祈
祷
師
）と
し
て
の
Ｄ
Ｊ
」や「
宗
教
と
し
て
」の
テ
ク
ノ
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
フ
レ
イ

ザ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
は
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
Ｄ
Ｊ
の
好
例
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ク
は「
ア
シ
ッ
ド
・ハ
ウ
ス
を
自
ら
の
ヒ
ッ
ピ
ー
的
理
想
主
義
が
技
術
的
に
更
新
さ
れ
た
結
果
の
反
映
と

し
て
認
知
」（Co

llin
s an

d G
o
d
frey, 1

9
9
8: 19

0

）し
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
と
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
下
で
育
ま
れ
た
新
し
い
ヒ
ッ
ピ
ー
集
団
を「Z

ippie

」と
名
付
け
た
。
ま
た
、
一
九
九

二
年
に
発
表
し
た『S

ham
an

arch
y in

 th
e U

K

』と
い
う
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・ア
ル
バ
ム
の
表
紙
上
で
彼
は
、「
ハ
ウ
ス
・シ
ー
ン
は
古
代
部
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
行
っ
て
い
た
麻
薬
と
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踊
り
の
式
の
現
代
化
」で
あ
る
と
い
う
説
明
と
と
も
に
、
自
身
の
環
境
主
義
的
な
思
想
を
表
明
し
て
い
た
（Godfrey, 1998: 191

）。 

 

『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』に
お
い
て「
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
Ｄ
Ｊ
」を
表
象
し
て
い
る
登
場
人
物
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・グ
ロ
ー
ヴ
ァ
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
フ
ラ
ン
ツ
の
師
匠
で
も
あ
る
ダ
ニ

エ
ル
は
、
初
め
て
登
場
す
る
場
面
か
ら
音
楽
の
宗
教
性
を
説
い
て
い
る
。
彼
に
言
わ
せ
れ
ば
、
音
楽
は「
他
の
全
て
の
宗
教
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
内
包
」し
て
お
り
、「
真
に
宗

教
」そ
の
も
の
で
あ
る
（一
五
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
演
奏
行
為
は「
礼
拝
」で
あ
り
16

、
彼
は
自
ら
を「
司
教
」、「
教
皇
」、「
神
託

オ
ラ
ク
ル

」、
そ
し
て「
シ
ャ
ー
マ
ン
」（一
五
七
頁
）と
認

識
し
て
い
る
。
現
実
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
Ｄ
Ｊ
と
同
様
、
ダ
ニ
エ
ル
は
欧
米
文
化
の
悪
し
き
特
徴
で
あ
る
と
し
て
理
性
主
義
を
否
定
し
、
神
秘
的
で
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
の
文
化
を
称
賛
す
る
17

。
こ
う
し
た
音
楽
の
体
験
は「
分
析
し
て
比
較
／
評
論
す
べ
き
も
の
」で
は
な
く
、
純
粋
に
身
体
的
な
経
験
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
と
麻
薬
を
通
じ
て「
視
覚
と
聴
覚
か
ら
入
る
す
べ
て
の
刺
激
を
統
合
し
て
、
単
に
足
し
合
わ
せ
た
以
上
の
新
た
な
感
覚
を
生
み
出
」（一
七
二
頁
）し
、
ダ
ニ
エ
ル
は

「
意
識
の
シ
フ
ト
」
、
そ
し
て「
超
感
覚
的
に
飛
躍
／
跳
躍
」
（一
七
一
頁
）す
る
と
い
う
効
果
を
追
い
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
得
る
た
め
に
は「
音
楽
、
閃
光
、
舞
踏
、
香
、
舞
台

装
置
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
薬

物

ケ
ミ
カ
ル
・
シ
ン
グ

」
（
一
七
二
頁
）を
使
っ
て
、
自
ら
の
意
識
の
境
界
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

ダ
ニ
エ
ル
の
言
葉
に
は
環
境
主
義
的
な
主
張
こ
そ
含
ま
れ
な
い
が
、
テ
ク
ノ
と
科
学
技
術
を
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
と
関
連
づ
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、
先
述
の
ク
ラ
ー
ク
の
思
想
と
の

共
通
点
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
六
〇
年
代
の
実
際
の
ヒ
ッ
ピ
ー
と
同
じ
く
西
洋
的
理
性
主
義
を
否
定
し
、
原
始
的
で
感
覚
的
な「
理
解
」を
弁
護
す
る
。
ダ
ニ
エ
ル
の「
そ
れ
は

考
え
て
論
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
分
析
し
て
比
較
／
評
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」と
い
う
主
張
は
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
の「
こ
の
音
楽
を
適
当
な
環
境
で
経
験
す
る
の
は
天
啓
の
よ

う
だ
っ
た
」と
い
う
説
明
に
も
似
て
、「
頭
で
分
か
る
」の
で
は
な
く「
体
で
分
か
る
」、
つ
ま
り「
理
解
」よ
り「
身
体
経
験
」を
重
視
す
る
と
い
う
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
作
品
の

最
後
の
場
面
で
ダ
ニ
エ
ル
は
、「
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
」の
本
体
は
ケ
ー
ブ
ル
で
繋
が
れ
て
い
る
人
間
で
あ
り
、
自
ら
の
脳
も
そ
の
生
物
学
的
な
機
械
の
一
部
品
と
な
っ
て
演
奏
し
て

い
る
こ
と
を
認
知
す
る
。
こ
の
時
ま
さ
に
、
彼
は「
技
術
的
に
更
新
さ
れ
た
」シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
そ
の
存
在
が
再
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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三
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
音
楽
」18 

  

電
脳
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
立
ち
現
れ
る
ダ
ニ
エ
ル
は「
サ
イ
ボ
ー
グ
音
楽
」の
象
徴
で
あ
る
。
サ
イ
ボ
ー
グ
と
は
、「
主
体
と
身
体
、
そ
し
て〈
外
界
〉の
境
界
」（Featherstone 

an
d
 B

u
rro

w
s, 1

99
5
: 3

）、
つ
ま
り「
生
物
、
技
術
、
自
然
、
人
工
、
そ
し
て
人
間
」（Featherstone and B

urro
w
s, 1995: 3

）の
区
別
が
解
体
、
再
構
成
さ
れ
た
状
態
を
指

す
。
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
と
い
う
音
響
装
置
の
基
礎
と
な
る
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な「
準
」死
体
の
集
ま
り
を
通
じ
た
機
械
と
の
統
合
は
、
人
間
性
の
消
失
を
も
意
味
し
て
い
る
。 

触
れ
れ
ば
切
れ
そ
う
に
鋭
い
光
の
も
と
で
、
そ
こ
に
並
ん
だ
一
群
の
遺
体…

…

違
う
、
生
体
だ
！…

…

五
十
を
超
え
る
人
体
は
、
低
い
台
の
上
に
横
た
え
ら
れ
、
整

然
と
並
べ
ら
れ
、
瀕
死
の
病
人
よ
り
も
も
っ
と
か
す
か
な
、
全
員
を
合
わ
せ
て
も
人
ひ
と
り
分
に
も
満
た
な
い
か
す
か
な
息
を
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
（二
九
八
頁
） 

太
い
ケ
ー
ブ
ル
の
束
は
途
中
で
何
度
も
分
岐
し
、
そ
れ
は
一
つ
一
つ
の
台
に
続
い
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
の
先
端
が
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
台
に
横
た
え
ら
れ
た
生
体
の
頭

部
だ…

…

。
（
二
九
九
頁
） 

ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
の
構
成
部
品
と
し
て
台
に
横
た
え
て
い
る
人
々
は
、
生
き
て
は
い
る
が
、「
衰
弱
状
態
」で「
腐
敗
し
、
萎
縮
し
、
乾
燥
し
て
ひ
び
割
れ
、
あ
る
い
は
膿
瘍
と
な
っ

て
崩
れ
落
ち
」
る
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
様
相
を
呈
す
る
（二
九
九
頁
）。 

 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ガ
ル
ト
・
ハ
ル
フ
ァ
ム
が
示
す
通
り
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
事
物
は
、
我
々
の
認
知
的
過
程
に
お
い
て「
我
々
の
範
疇
に
簡
単
に
落
ち
着
く
ほ
ど
普
通
で
調
子
の
よ
い
も
の

で
も
な
け
れ
ば
、
全
く
識
別
で
き
な
い
新
奇
で
も
な
い
」
た
め
に
、「
理
解
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
」「
既
知
と
未
知
の
間
」に
立
っ
て
い
る
（Harpham

, 2006: 3

）。
そ
の
た
め「
グ

ロ
テ
ス
ク
」と
い
う
概
念
は
、
禁
忌
と
同
様
に「
非
物
（no

n-th
ing

）」を
表
す
。
我
々
の
世
界
認
識
に
お
い
て
い
か
な
る
範
疇―

―

人
間
、
動
物
、
機
械
、
生
体
、
死
体
等
々―
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―
に
も
当
て
は
ま
ら
ず
理
解
し
難
い
も
の
は
、
部
分
的
に
し
か
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（Harpham

, 2006: 4

）。
つ
ま
り
、
我
々
は
グ
ロ
テ
ス
ク
な
事
物
を
形
成
す
る
物
の

一
部―

―
耳
、
翼
、
パ
イ
プ
、
エ
ン
ジ
ン―

―

を
識
別
で
き
る
が
、
総
括
的
な
把
握
に
は
至
ら
ず「
非
物
」と
判
断
す
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
グ
ロ
テ
ス
ク
は「
馴
染
み
の
も
の
で

で
き
て
い
る
エ
イ
リ
ア
ン
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
象
徴
物
を
形
成
す
る
要
素
は
、
常
に
決
定
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
個
別
の
要
素
し
か

認
識
で
き
な
い
と
い
う
認
知
的
な
混
乱
状
態
も
ま
た
、
逆
説
的
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
印
象
を
呼
び
起
こ
す
の
で
あ
る
（Harpham

, 2006: 6

）。 

 

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・
チ
チ
ェ
リ
＝
ロ
ー
ナ
イ
に
よ
る
と
、
Ｈ
・Ｇ
・ウ
ェ
ル
ズ
か
ら
の
文
学
的
継
承
の
結
果
、
Ｓ
Ｆ
は
グ
ロ
テ
ス
ク
と
の
関
係
が
深
く
な
っ
た
。
ウ
ェ
ル
ズ
に
対
置
さ
れ

る
の
は「
崇
高
」を
追
求
し
た
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
で
あ
る
。
グ
ロ
テ
ス
ク
と
崇
高
、
両
者
と
も
に
、
そ
の
知
覚
者
は「
通
常
の
知
覚
か
ら
の
突
然
な
乖
離
に
驚
愕
さ
せ
ら
れ
る
」

（Csicsery-R
on

ay, 2
00

2
: 7

1

）。
し
か
し
、
崇
高
が
知
覚
者
自
身
の
側
で
の
反
応
、
つ
ま
り「
包
含
不
可
能
な
偉
大
な
も
の
に
対
処
す
る
際
の
、
意
識
の
回
復
」（Csicsery-

R
o
n
ay, 20

0
2
: 7

1

）で
あ
る
の
に
対
し
、
グ
ロ
テ
ス
ク
は
対
象
自
体
の
属
性
で
あ
る
。
チ
チ
ェ
リ
＝
ロ
ー
ナ
イ
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
の
印
象
は「
間
隔
（interval

）」か
ら
生
ま
れ
る
と
い

う
ハ
ル
フ
ァ
ム
の
主
張
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
間
隔
を
さ
ら
に
二
種
類
に
大
別
す
る
。
一
つ
目
は
、
対
象
が
持
っ
て
い
る
時
間
的―

―

あ
る
い
は
進
化
的―

―

な
隔
た
り
、
す
な

わ
ち「
そ
の
事
物
の
過
去
の
形
態
と
こ
れ
か
ら
成
り
ゆ
く
形
態
」
（Csicsery-R

onay, 2002: 77

）と
の
間
隔
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
事
物
と
、

そ
の
事
物
の
存
在
が
も
た
ら
す
結
果
を
理
解
で
き
な
い
と
き
の
、
知
覚
者
の
意
識
上
の
間
隔
で
あ
る
（Csicsery-R

onay, 2002: 77
-78

）
。
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
は「
自
然
に

な
い
異
質
な
要
素
の
奇
妙
な
合
成
」
（Csicsery-R

o
nay, 2

0
02: 71

）と
し
て
そ
の
秩
序
を
脅
か
す
の
で
あ
り
、
知
覚
者
自
身
の「
嫌
悪
／
魅
了
」
（Csicsery-R

onay, 2002: 

7
1

）が
そ
こ
に
投
影
さ
れ
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
分
析
か
ら
、
Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
グ
ロ
テ
ス
ク
は「
科
学
に
よ
っ
て
発
見
あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
、
境
界
を
侵
す
真
新
し
い
現
象
に
対

し
て
の
反
応
」
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
（Csicsery-R

o
n
ay, 2002: 73

）。
科
学
の
進
歩
と
と
も
に
、
特
に『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』で
録
音
再
生
・編
集
技
術
を
通
じ
て
象
徴

的
に
描
き
出
さ
れ
る
情
報
化
時
代
に
お
い
て
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
複
製
と
組
み
換
え
が
可
能
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
機
械
と
人
間
の
境
界
線
が
侵
さ
れ
、
識
別
し
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難
く
な
っ
て
い
る
。 

 

「
破
壊
神
」の
場
面
に
お
け
る
腐
敗
が
進
ん
だ
人
間
の
体
は「
有
機
体
の
過
剰
」（Csicsery-R

onay, 2002: 82

）を
表
す
。
な
ぜ
な
ら
、
頭
脳
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
互
換
物

と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
一
方
で
、
彼
ら
の
身
体
は
機
械
と
の
同
一
化
を
拒
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
上
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
操
作
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
最
終
的
に
彼

ら
の
身
体
ま
で
は
制
御
さ
れ
て
い
な
い
。
人
体
と
、
そ
こ
に「
越
権
的
に
」（Harpham

, 2006
: 13

）挿
入
さ
れ
た
も
の
と
の
融
合
は
、
身
体
の
消
失
へと
導
か
れ
る
。
防
腐
剤
の

壜
の
描
写
が
示
唆
し
て
い
る
も
の
は
、「
有
機
体
を
グ
ロ
テ
ス
ク
へと
変
換
す
る
、
肉
体
の
死
の
認
識
」（Csicsery-R

onay, 2002: 82

）で
あ
る
。
ほ
か
の
い
か
な
る
物
よ
り
も
雄

弁
に
、
死
体
は「
有
機
体
性
」を
表
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
死
体
に
成
り
ゆ
く
途
中
の
身
体
、
つ
ま
り
、
人
間
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
肉
体
は「
歓
喜
の
名
残

り
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
今
、
そ
の
快
楽
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
」（高
野『
ム
ジ
カ
』二
九
九
頁
）よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
場
面
の
グ
ロ
テ
ス
ク
的
な
印
象

は
、
ケ
ー
ブ
ル
や
金
属
の
冠
、
す
な
わ
ち
人
間
の
機
械
化
を
象
徴
す
る
事
物
か
ら
で
は
な
く
、
死
の
淵
に
あ
る
人
間
の
身
体
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
、
ダ
ニ
エ
ル
が

追
い
求
め
る「
超
感
覚
的
飛
躍
／
跳
躍
」
及
び「
意
識
の
溶
解
」は
、
こ
こ
で
腐
り
ゆ
く
身
体
に
顕
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
自
己
と
他
者
の
境
界
、
あ
る
い
は
自
己
と
機
械

の
境
界
の
破
綻
は
、
死
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
自
己
そ
の
も
の
の
溶
解
で
あ
る
。 

 

ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
の
構
成
部
品
で
あ
る
腐
敗
中
の
身
体
に
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
可
能
性
と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
可
能
性
が
共
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

場
面
が
描
き
出
す
の
は
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
け
で
は
な
い
。
腐
り
か
け
た
人
間
と
機
械
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
対
照
す
る
と
、
マ
リ
ア
は
崇
高
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
る
。

ド
ゥ
ル
ガ
と
し
て
の
意
識
が
覚
醒
す
る
時
、「
マ
リ
ア
は
頭
に
何
本
も
の
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
い
だ
ま
ま
、
玉
座
か
ら
毅
然
と
立
ち
上
が
っ
た
」（三
一
二
頁
）だ
け
で
な
く
、
額
に

「
銀
の
宝
冠
」を
煌
め
か
せ
た
音
楽
の
守
護
聖
人
と
な
る
（三
一
五
頁
）。
彼
女
が
放
つ
象
徴
的
意
味
は
、
マ
リ
ア
の
名
が
示
す
も
の―

―

聖
母―

―

だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
ド

ゥ
ル
ガ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
女
神
の
名
前
で
あ
り
、
そ
の「
神
話
で
の
最
も
重
要
な
役
割
は
宇
宙
の
バ
ラ
ン
ス
を
脅
か
す
悪
魔
と
戦
う
こ
と
」（Kinsley, 1998: 95

）で
あ
る
。「
悪
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魔
と
戦
う
」と
い
う
意
味
で
の
破
壊
神
と
し
て
、
マ
リ
ア
／
ド
ゥ
ル
ガ
は
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
の
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
を
破
壊
す
る
と
い
う
使
命
を
負
う
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

す
で
に
述
べ
た
通
り『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』
が
描
き
出
し
て
い
る
も
の
は
、
前
章
に
て
検
討
し
た
身
体
の
機
械
化
論
と
、
次
章
で
論
じ
る
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
爆
発
が
も
た
ら

す
有
機
体
概
念
の
ゆ
ら
ぎ
の
中
間
的
段
階
、
す
な
わ
ち
機
械
の
仕
組
み
が
先
行
す
る
頭
脳
論
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
脳
自
体
や
そ
の
機
能
を
、
機
械
の
一
種
と
み
な
し
て

工
学
的
に
捉
え
る
。
音
楽
を
主
題
と
し
た
こ
の
作
品
で
は
、
人
間
の
脳
は
録
音
音
源
を
保
管
、
参
照
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

音
響
関
連
技
術
が
進
歩
し
た
作
品
世
界
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
人
体
を
そ
の
一
部
と
し
て
取
り
込
む
。
麻
薬
の
よ
う
な
、
特
定
の
音
楽
に
随
伴
す
る
文
化
的
要
素
19

も

そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｊ
た
ち
も
ま
た
、
た
と
え
記
憶
装
置
と
な
っ
て
い
る
瀕
死
の
人
々
の
よ
う
に
機
械
に
繋
げ
ら
れ
て
常
に
魔
笛
の
音
楽
の
夢
を
見
て
い

な
く
と
も
、
独
立
し
た
音
響
機
器
の
操
作
者
で
は
な
く
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
一
端
を
担
う
。
フ
ラ
ン
ツ
の
よ
う
に
魔
笛
の
影
響
で
身
体
が
使
い
果
た
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
ダ

ニ
エ
ル
の
よ
う
に
体
に
機
械
と
の
接
続
の
傷
跡
が
残
っ
た
り
、
彼
ら
の
身
体
に
は
機
械
と
の
統
合
の
証
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
と
い
う
機
械
は
、「
責
任
あ
る
人
間

と
し
て
の
全
権
利
に
お
い
て
で
な
く
、
歯
車
や
レ
バ
ー
や
連
結
針
と
し
て
用
い
ら
れ
」（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
人
間
機
械
論
』一
九
八
頁
）Ｄ
Ｊ
た
ち
も
含
め
た
全
て
の「
人
間
と
い
う

原
子
が
織
り
合
さ
れ
て
一
個
の
組
織
体
を
」
（ウ
ィ
ー
ナ
ー『
人
間
機
械
論
』一
九
八
頁
）な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
機
械
の
中
の
一
要
素
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
」
（ウ
ィ
ー
ナ
ー
『
人
間
機
械
論
』
一
九
八
頁
）
あ
ら
ゆ
る
身
体
は
、「
や
は
り
機
械
の
一
要
素
」
（ウ
ィ
ー
ナ
ー
『
人
間
機
械
論
』一
九
八
頁
）に
他
な
ら
な
い
。 
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セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
の
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
に
お
け
る
人
間
と
機
械
の
融
合
状
態
と
は
異
な
り
、
マ
リ
ア
は
安
定
的
な
サ
イ
ボ
ー
グ
の
代
表
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
リ
ア
は
、
ム
ジ

カ
・
マ
キ
ー
ナ
と
マ
リ
ア
／
ド
ゥ
ル
ガ
の
創
造
者
で
あ
る
サ
ン
ク
レ
ー
ル
の
理
想
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
楽
章
で
そ
の
理
想
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。 

ex m
ach

ina…
 

 

音
楽
。
そ
う
。
機
械
よ
り
出 い

で

し
音
楽
。
機
械
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
音
楽
。
可
能
な
か
ぎ
り
人
の
手
に
依
ら
ず
、
限
り
な
く
自
律
的
で
あ
り
、
音
楽
そ

の
も
の
以
外
に
何
の
目
的
も
持
た
な
い
音
楽
。
生
ま
れ
る
が
ま
ま
に
ま
か
さ
れ
、
流
れ
ゆ
く
ま
ま
に
流
れ
、
な
に
も
の
に
も
阻
ま
れ
ず
、
な
に
も
の
に
も
媚
び
ず
、
そ

し
て
な
に
も
の
に
も
う
ち
負
か
さ
れ
な
い
音
楽
。
そ
れ
は
真
に
純
粋
な
、
無
垢
な
、
そ
し
て
神
聖
な
、
ま
さ
に
音
楽
そ
の
も
の
と
し
て
の
音
楽
だ
。
（高
野『
ム
ジ
カ
』

三
一
八
頁
） 

セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
と
サ
ン
ク
レ
ー
ル
の
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
の
決
定
的
な
違
い
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
の

そ
れ
は
、
人
間
と
機
械
の
融
合
の
結
果
と
し
て
グ
ロ
テ
ス
ク
な
姿
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ン
ク
レ
ー
ル
の
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
は「
人
の
手
に
依
ら
ず
」「
機
械
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
音
楽
」を
提
供
す
る
。
こ
う
し
た
純
粋
に
機
械
的
な
音
楽
は
、
人
間
を
取
り
憑
か
せ
る「
無
垢
な
、
そ
し
て
神
聖
な
」力
を
持
つ
。
こ
の
音
楽
は
人
間
の
認
識

力
を
超
え
た
イ
デ
ア
的
存
在
と
な
り
、
ド
ゥ
ル
ガ
と
同
様
に
恐
れ
ら
れ
、
他
の
登
場
人
物
に
危
険
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
崇
高
的
な
存
在
と
な

り
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス
の
機
械
、
そ
し
て
純
粋
に
機
械
的
な
存
在―

―

マ
リ
ア
と
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ―

―

は
共
に
、

破
滅
へと
向
か
う
。
す
な
わ
ち
、
人
間
と
機
械
の
融
合
は
人
間
の
死
を
招
き
、
完
全
に
機
械
的
と
な
っ
た
も
の
は
畏
怖
の
対
象
と
な
り
人
間
と
共
存
不
可
能
と
な
る
。
音
楽

を
は
じ
め
と
し
て
、
仮
に
機
械
が
創
造
す
る
も
の
が
理
想
に
限
り
な
く
近
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の
理
解
を
超
え
、
そ
の
存
在
を
脅
か
す
の
で
あ
る
。 
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注 （
1
）
高
野
史
緒
「Y

es: F
ly from

 h
ere 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
源
に
つ
い
て
」『T

akano's diary

』http://takanodiary.cocolog-nifty.com
/blog/2011/06/yes-

fly-
fro

m
h
er.h

tm
l  

（
2
）
一
九
九
五
年
新
潮
社
、
文
庫
版
二
〇
〇
二
年
、
早
川
書
房
。 

（
3
）
高
野
史
緒「
リ
ミ
ッ
ク
ス
の
夢
、
あ
る
い
は
夢
の
リ
ミ
ッ
ク
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』ハ
ヤ
カ
ワ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
号
、
三
四
頁
。
高
野
の
ブ
ロ
グ「
９
０
年
代
テ
ク
ノ
」

『T
akan

o
's d

iary

』http
:/

/takan
o
d
iary.coco

log-nifty.com
/blog/2007/07/90_bb40.htm

l

に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る 

（
4
）
ボ
ー
ヴ
ァ
ル
が
主
と
な
る
作
品
は『
架
空
の
王
国
』
で
あ
る
が
、『
カ
ン
ト
・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
』や『
ヴ
ァ
ス
ラ
フ
』に
お
い
て
も
言
及
が
あ
る
。『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』最
終

部
分
の
舞
台
は
こ
の
ボ
ー
ヴ
ァ
ル
王
国
に
あ
る
サ
ン
ル
イ
と
い
う
町
で
あ
る
。 

（
5
）
本
章
で
テ
ク
ノ
と
称
す
る
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
お
よ
び
そ
こ
で
選
曲
行
為
を
主
体
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う

Ｄ
Ｊ
を
伴
っ
た
文
化
現
象
を
指
す
。
な
お
、
広
義
の
テ
ク
ノ
の
起
源
は
一
九
八
〇
年
代
の
デ
ト
ロ
イ
ト
で
活
躍
し
た
三
名
の
Ｄ
Ｊ
（ホ
ア
ン
・ア
ト
キ
ン
ス
、
デ
リ
ッ
ク
・メ

イ
、
ケ
ビ
ン
・サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
）
で
あ
る
と
の
合
意
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ス
ペ
イ
ン
の
イ
ビ
サ
島
や
ロ
ン
ド
ン
な
ど
に
波
及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
はR

eyn
o
ld

s, 1
9
99

とC
o
llin

s and
 G

o
d
frey, 1998

を
参
照
。 

（
6
）
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
音
楽
制
作
現
場
に
お
い
て
録
音
媒
体
が
ア
ナ
ロ
グ
の
磁
気
テ
ー
プ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へと
移
行
し
た
こ
と
で
利
便
性
が
増
し
、
編
集
の
自
由
度
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
谷
口「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来
」二
一
〇
頁
。 

（
7
）
サ
ン
プ
リ
ン
グ
技
術
そ
の
も
の
は
電
子
ピ
ア
ノ
等
楽
器
開
発
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
（
谷
口「
デ
ジ
タ
ル
時
代
」二
一
一
頁
）が
、
こ
こ
で
は
Ｄ
Ｊ
や
音
楽
家
に
よ
る
作
品
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制
作
手
段
と
し
て
の
語
義
に
限
定
し
て
用
い
て
い
る
。 

（
8
）
本
格
的
な
音
楽
制
作
に
使
え
る
最
初
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
は
一
九
五
〇
年
代
中
葉
に
登
場
し
、
鍵
盤
の
搭
載
に
よ
っ
て
即
時
的
な
演
奏
を
可
能
に
し
た
モ
ー
グ
・シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
（一
九
六
七
年
）の
革
新
に
よ
っ
て
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
電
子
音
楽
制
作
の
現
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
詳
細
は
中
川「
新
し
い
楽
器
」二

五
〇
～
二
五
六
頁
を
参
照
。 

（
9
）
詳
し
く
は
中
川
「
新
し
い
楽
器
」二
五
六
～
二
六
〇
頁
を
参
照
。 

（
10
）
先
述
の
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｄ
Ｊ
の
一
人
ホ
ア
ン
・ア
ト
キ
ン
ス
は
一
九
七
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
で
活
動
し
て
い
た
電
子
音
楽
の
バ
ン
ド
、
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
に
心
酔
し
て
い
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。 

（
11
）
一
九
五
〇
年
代
の
ピ
エ
ー
ル
・シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
に
よ
る
具
体
音
楽

ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・コ
ン
ク
レ
ー
ト

作
品
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
先
駆
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
福
田「
磁
気
テ
ー
プ
」一
五
三
頁
。
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ

ク
ス
と
音
楽
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
はD

un
bar-H

ester, 2010

を
参
照
。 

（
12
）
本
章
で
焦
点
を
当
て
る
の
は
テ
ク
ノ
を
め
ぐ
る
要
素
で
あ
る
が
、
作
中
に
は
他
に
も
文
化
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
よ
う
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・ベ
ー
コ
ン
（一
九
〇
九
年
～
九
二
年
）に
よ
る
絵
画
を
題
材
と
し
て
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
の
間
に
作
曲
さ
れ

た
マ
ー
ク
＝
ア
ン
ソ
ニ
ー
・タ
ー
ネ
イ
ジ
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用
楽
曲《
ス
リ
ー
・ス
ク
リ
ー
ミ
ン
グ
・ポ
ー
プ
ス
》（一
四
八
頁
）か
ら
、
イ
ン
ド
の
女
神
の
名
前―

―

「
カ
ー
リ
ー
・
シ
ャ
ク
テ
ィ
」
（
一
四
九
頁
）
、「
ド
ゥ
ル
ガ
」（三
〇
九
頁
）―

―
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
名
前―

―
K

ing C
rim

son

（《
ク
リ
ム
ゾ
ン
大
王
》、
一
四
九
頁
）、Led 

Z
ep

pelin

（《
真
紅
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵
》
、
一
四
九
頁
）、Guns &

 R
oses

（《
薔
薇
と
拳
銃
》、
一
四
九
頁
）―

―

、
そ
し
て
パ
ン
ク
バ
ン
ド
の
名
前―

―
Sex P

istols, 

『A
n
arch

y in
 th

e U
K

』
（『
ア
ナ
ー
キ
ー
・イ
ン
・
ザ
・
大

英

帝

国

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・エ
ン
パ
イ
ア

』、
一
五
〇
頁
）―

―
に
至
る
ま
で
、
多
様
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
プ
レ
ジ
ャ
ー
・ド
ー
ム
」と

66



「
キ
サ
ナ
ド
ゥ
ー
」は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・テ
イ
ラ
ー
・
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の「
忽
必
烈
汗

ク
ブ

ラ

・
カ
ー

ン

」（一
七
九
八
年
）と
い
う
詩
か
ら
、
魔
笛
の
実
名「
イ
ズ
ラ
フ
ェ
ル
」は
エ
ド
ガ
ー
・ア
ラ
ン
・

ポ
ー
の
作
品
名
（
一
八
三
二
年
）
か
ら
着
想
を
得
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
巽『
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
』
一
二
三
頁
。 

（
13
）
ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
は
一
九
八
七
年
四
月
の『
ロ
ー
カ
ス
』に
寄
稿
さ
れ
た
手
紙
に
て
ケ
ヴ
ィ
ン
・ウ
エ
イ
ン
・ジ
ー
タ
ー
が
提
起
し
た
用
語
で
あ
り
、
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
か
ら
派

生
し
、「
歴
史
改
変
が
な
さ
れ
た
十
九
世
紀
を
設
定
と
し
た
現
代
Ｓ
Ｆ
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
」を
意
味
し
て
い
る
。Nicholls and L

angford (2018) "Steam
punk". 

（
14
）
脳
と
機
械
の
関
係
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
・ノ
イ
マ
ン
の『
計
算
機
と
脳
』柴
田
裕
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
（原
著
一
九
五
八
年
）に
詳
し
い
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
研
究
と
同
時
代
に
心
の
計
算
理
論
が
発
展
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
脳
が
ど
の
よ
う
な
機
械
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
心
の
計
算
理
論
に
つ
い
て
は

R
esco

rla, 20
2
0

な
ら
び
にM

cL
augh

lin
, 2

0
04

を
参
照
。 

（
15
）
こ
の
論
文
で
は「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
と
い
う
単
語
と
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
。
人
間
の
宇
宙
進
出
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
ズ
と
ク
ラ
イ
ン
が
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
は
、
新
た

な
環
境
に
合
わ
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
外
生
要
素
を
受
け
入
れ
、
有
機
体
の
自
己
制
御
機
能
を
拡
大
す
る
」と
い
う
定
義
を
提
供
す
る
（Clynes and K

line, 

1
9
60

）
。 

（
16
）「
修
道
士
た
ち
は
終
課
か
ら
早
朝
課
、
讃
課
と
い
う
ま
さ
に
ク
ラ
ビ
ン
グ
の
時
間
帯
、
聖
歌
で
ト
リ
ッ
プ
し
て
典
礼
を
執
り
行
う
。
あ
れ
こ
そ
ま
さ
に
音
楽
に
よ
る
ト
ラ

ン
ス
だ
。
」高
野
『
ム
ジ
カ
』
一
五
八
頁
。 

（
17
）「
ダ
ニ
エ
ル
は
そ
れ
以
上
に
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
や
り
方
を
称
賛
し
て
い
た
。
彼
ら
の
多
く
は
単
調
な
音
楽
を
何
時
間
も
奏
し
な
が
ら
、
真
に
ハ
イ
な
、
あ
る
い
は
ア
ン
ビ

エ
ン
ト
状
態
に
入
っ
て
行
く
。
西
欧
人
は
そ
う
し
た
音
楽
を
原
始
的
で
野
蛮
な
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。
思
考
の
硬
直
し
た
奴
ら
に
は
そ
の
高
次
な

段
階
が
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
は
考
え
て
論
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
分
析
し
て
比
較
／
評
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」（高
野『
ム
ジ
カ
』一
五
八
頁
）。
ダ
ニ
エ
ル
の
言
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葉
に
は
明
ら
か
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
偏
見
が
潜
ん
で
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・サ
イ
ー
ド
に
よ
る
と「
脱
近
代
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
時
代
の
世
界
で
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
観
の

も
ろ
も
ろ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
著
し
く
強
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
一
側
面
が
認
め
ら
れ
る
。
テ
レ
ビ
、
映
画
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
マ
ス
・メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
情
報
に

は
い
よ
い
よ
画
一
的
な
鋳
型
が
は
め
ら
れ
た
。
オ
リ
エ
ン
ト
に
関
す
る
限
り
、
画
一
化
と
文
化
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
と
は「
神
秘
の
オ
リ
エ
ン
ト
」と
い
う
十
九
世
紀
の

学
問
的
、
か
つ
想
像
上
の
悪
魔
学
の
威
力
を
い
や
増
す
こ
と
に
な
っ
た
」（サ
イ
ー
ド『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』二
六
頁
）。
こ
れ
は
ヒ
ッ
ピ
ー
か
ら
テ
ク
ノ
文
化
に
至
る
ま

で
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
流
行
に
も
表
れ
て
い
る
。
ダ
ニ
エ
ル
は
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
文
化
は
本
質
的
に
神
秘
的
で
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
を
、
好
ま
し
い
事

と
し
て
示
す
。「
自
然
の
う
ち
に
生
じ
る
も
の
を
使
っ
て
意
識
変
革
す
る
術
」は「
奴
ら
の
手
段
」で
あ
り
、「
ロ
ン
ド
ン
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」は「
俺
た
ち
の
手
段
」で
あ
る

（
高
野
『
ム
ジ
カ
』
一
七
二
頁
）
。
言
い
換
え
れ
ば
、
科
学
技
術
は
欧
米
の
も
の
、
そ
れ
と
対
照
的
に
東
洋
は
自
然
・原
始
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
ヒ
ッ
ピ
ー

文
化
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
はG

em
ie, 2

0
17

を
参
照
。 

（
18
）『
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
』を
こ
の
用
語
で
説
明
し
た
の
は
巽
孝
之
で
あ
る
。
巽『
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
』一
二
一
頁
。 

（
19
）
テ
ク
ノ
の
場
合
は
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
で
あ
り
、
ヒ
ッ
ピ
ー
運
動
の
場
合
は
Ｌ
Ｓ
Ｄ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
麻
薬
の
種
類
と
特
定
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
フ
ァ
ン
層
と
の
相
関
は
明
快
に
説
明

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
章
に
て
検
討
し
た
通
り
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
確
か
に
存
在
す
る
。
麻
薬
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Blake, 

2
0
0
7

を
参
照
。
ロ
ッ
ク
と
Ｌ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
はK

ram
er, 2013

の
第
一
章
を
参
照
。
ま
た
、Rentfrow

, G
osling 2007

の
よ
う
な
調
査
で
は
実
際
に
、
特
定
な
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
の
フ
ァ
ン
層
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
麻
薬
消
費
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
の
間
に
相
関
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
文
学
に
お
い
て
は
、
六
十
年
代
の
音

楽
業
界
と
そ
の
周
辺
を
描
く
ル
イ
ス
・
シ
ャ
イ
ナ
ー
の『
グ
リ
ン
プ
ス
』（
一
九
九
三
年
）に
も
麻
薬
消
費
が
描
か
れ
て
い
る
。 
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第
三
章 

歴
史
の
終
わ
り
に
お
い
て
の
人
間
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ラ―

―

奥
泉
光『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』の
後
期
資
本
主
義
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア 

 

こ
こ
ま
で
は
文
学
作
品
中
に
偏
在
す
る
音
楽
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
の
な
か
か
ら
、
特
に
二
十
世
紀
初
期
の
音
響
関
連
技
術
の
登
場
と
進
化
に
着
目
し
、
身
体
の
機
械
化
、
そ

し
て
人
間
の
脳
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
段
階
ま
で
を
検
討
し
て
き
た
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
第
一
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
資
本
主
義
国
民
国
家
体
制
に
お
け
る

人
体
の
制
御
、
い
わ
ゆ
る「
生−
政
治
学

ビ
オ
・
ポ
リ
チ
ッ
ク

」と
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
体
の
影
響
関
係
は
前
者
か
ら
後
者
への
一
方
向
だ
け
に
は
限
ら
れ
な
い
。「
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
利
用
者
の
活
動
を
決
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
活
動
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
決
定
す
る
」（Katz, 2010: 220

）の
で
あ
り
、
相
互
的
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
奥
泉
光
の

『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』に
お
け
る
音
響
関
連
技
術
が
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
後
期
資
本
主
義
社
会
の
絵
図
、
つ
ま
り「
歴
史
の
終
わ
り
」言
説
が
席
巻
す
る
脱
歴
史
時
代
を
描

き
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。 

 

『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』は
二
〇
一
四
年
一
月
号
か
ら
二
〇
一
五
年
一
二
月
号
に
か
け
て『
群
像
』に
て
連
載
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
に
長
編
小
説
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
設
定

は
二
十
一
世
紀
末
、
物
語
の
始
点
か
ら
七
〇
年
前
、「
大
感
染

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

」と
名
付
け
ら
れ
た
原
因
不
明
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
世
界
中
の
機
械
が
一
時
的
に
止
ま
り
、

人
類
の
技
術
的
発
達
及
び
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
文
化
遺
産
が
大
損
害
を
受
け
た
が
、
そ
こ
か
ら
復
興
し
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
工
学
博
士
山
萩
貴
矢

や
ま
は
ぎ
た
か
や

の

架

空

墓

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
ト
ゥ
ー
ム

で
働
く
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
兼
音
響
設
計
士
の
木
藤
桐
、
通
称
フ
ォ
ギ
ー
で
あ
る
。
山
萩
の
急
死
の
際
、
彼
が
重
役
を
務
め
た
巨
大
企
業
モ
リ
キ
テ
ッ
ク
社
が
、
山

萩
の
記
憶
に
留
め
ら
れ
て
い
た
大
感
染
関
連
の
情
報
を
利
用
し
て
利
益
を
上
げ
る
た
め
、「
全
脳
送
信
」、
つ
ま
り
山
萩
の
人
格
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
こ
と
を
決
定
す
る
。

し
か
し
、
社
は
全
脳
送
信
で
完
成
し
たM

et0
2

と
い
う
名
の
山
萩
の
Ａ
Ｉ
を
十
分
に
制
御
で
き
ず
、
廃
棄
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
たM

et02

は
人
類
を
新
し
い
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
滅
亡
さ
せ
よ
う
と
画
策
す
る
。
架
空
墓
で
葬
式
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ォ
ギ
ー
はM

et02
の
抹
殺
に
成
功
し
た
が
、
自
己
意
識
を
得
た
他
の
Ａ
Ｉ
達
が
人
類
殲
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滅
の
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
進
め
る
。
結
末
で
は
、
フ
ォ
ギ
ー
が「
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
」と
呼
ば
れ
た
宇
宙
空
間
全
体
に
広
が
る
楽
器
を
用
い
て「
大
感
染

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

」を
も
う
一
度
拡
散
し
、

人
類
を
救
う
。 

 

単
独
の
小
説
と
し
て
読
む
こ
と
は
で
き
る
が
、『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』は『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』
の
続
編
で
も
あ
る
。
木
藤
桐
は『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』の
主
人

公
池
永
霧
子
の
曽
孫
及
び
ク
ロ
ー
ン
で
あ
り
、『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』に
お
い
て
も
池
永
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
随
所
に
言
及
さ
れ
る
。
木
藤
桐
と
同
じ
く
池
永
も
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
あ
だ
名
も
ま
た
フ
ォ
ギ
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
代
種
族
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
架
空
の
楽
器「
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
」に
つ
い
て
も『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』に

詳
し
い
説
明
が
あ
る
。 

 

こ
の
小
説
は
仮
想
現
実
、
人
格
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る「
現
実
の
デ
ジ
タ
ル
的
再
現
手
段
」を
核
に
据
え
て
い
る
。
全
脳
送
信―

―

英
語
で
マ
イ
ン
ド
・ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
そ
れ―

―

は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
関
連
し
て
Ｓ
Ｆ
で
頻
繁
に
注
目
さ
れ
る
主
題
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
す
で
に
意
識
の
通
信
技
術
を
取
り

上
げ
る
作
例
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば『S
cien

ce W
o
n
der S

tories

』の
一
九
三
〇
年
五
月
号
に
投
稿
さ
れ
た「T

he Infinite B
rain

」に
お
い
て
、
ア
ン
ト
ン
・デ
＝
ル
ー
ブ
ル

と
い
う
発
明
家
は「
思
考
、
、

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
現
象
を
な
す
と
き
に
人
間
の
脳
が
行
う
機
械
的
及
び
電
気
的
プ
ロ
セ
ス
を
再
現
で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
（Cam

pbell, 1936: 

1
0
7
7

）の
構
築
を
試
み
る
。
ま
た
、
人
間
が
不
死
を
得
る
方
法
と
し
て
マ
イ
ン
ド
・ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
を
描
く
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・ポ
ー
ル
の『
ヒ
ー
チ
ー
・ラ
ン
デ
ヴ
ー
』（
一
九
八
四
年
）

や
、
グ
レ
ッ
グ
・
イ
ー
ガ
ン
の『
順
列
都
市
』
（
一
九
九
四
年
）
、
あ
る
い
は
史
郎
正
宗
の『
攻
殻
機
動
隊
』と
こ
れ
を
原
作
と
し
て
作
ら
れ
た
ア
ニ
メ
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
映
画
の

『
ト
ラ
ン
セ
ン
デ
ン
ス
』（
二
〇
一
四
年
）は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。 

 

奥
泉
は
、
処
女
作『
地
の
鳥 

天
の
魚
群
』（
一
九
八
六
年
）か
ら『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』（
二
〇
〇
一
年
）、『
シ
ュ
ー
マ
ン
の
指
』（二
〇
一
〇
年
）、『
虫
樹
音
楽
集
』
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（
二
〇
一
二
年
）
、
そ
し
て『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・
バ
ッ
プ
』
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
音
楽
を
題
材
と
し
て
用
い
、
ジ
ャ
ズ
への
傾
倒
が
多
く
見
ら
れ
る
。
作
家
自
身
が「
対
話
性
」と「
ユ
ー

モ
ア
」と
い
う
二
つ
の
要
素
を「
ジ
ャ
ズ
の
精
神
」
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』に
は
そ
の
二
要
素
が
何
ら
か
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
奥
泉
は「
『
対
話
的
』に
他
者
と
か
か
わ
る
」こ
と
は「『
文
学
的
で
あ
る
』こ
と
の
根
本
的
な
定
義
」で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
定
義
は
そ
の
ま
ま
ジ
ャ
ズ
の

思
想
に
も
当
て
は
ま
る
と
主
張
す
る
（奥
泉
、
い
と
う「
小
説
的
グ
ル
ー
ヴ
」四
頁
）。
失
語
症
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
が
主
人
公
の『
こ
の
言
葉
を
』を
取
り
上
げ
、
奥
泉
は「
語
り
手

の『
僕
』は
少
々
軽
薄
に
、『
音
を
出
し
ち
ゃ
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』と
迫
る
こ
と
に
な
る
。
音
を
出
し
て
は
じ
め
て
音
楽
は
始
ま
る
し
、
他
人
が
応
答
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ

う
い
う
人
間
の
関
係
の
形
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
僕
に
と
っ
て
ジ
ャ
ズ
に
は
あ
り
ま
す
」（奥
泉
、
モ
ラ
ス
キ
ー「
ま
ず
音
を
出
し
て
み
ろ
！
」一
一
〇
頁
）と
語
る
。
つ
ま
り
、
文
学

も
ジ
ャ
ズ
も
他
者
と
の「
出
会
い
」
に
よ
る
対
話
的
な
経
験
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
ユ
ー
モ
ア
は
文
学
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
述
べ
（奥

泉
、
い
と
う
「
あ
の
カ
バ
を
創
っ
た
の
は
だ
れ
だ
？
」
一
一
九
頁
）、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
者
に
特
徴
的
な「
意
識
が
二
重
構
造
に
な
る
」（奥
泉
、
モ
ラ
ス
キ
ー「
ま
ず
音
を
出
し
て
み

ろ
！
」一
一
五
頁
）―

―

「
演
奏
に
没
入
し
て
い
く
陶
酔
感
と
、
同
時
に
そ
れ
を
客
観
視
す
る
自
分
が
い
な
い
と
、
成
り
立
た
な
い
音
楽
で
す
」
（一
一
五
頁
）―

―

と
い
う
状

態
は
、「
精
神
の
方
向
性
と
し
て
」（一
一
五
頁
）
ユ
ー
モ
ア
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ャ
ズ
と
い
う
音
楽
の
骨
子
の
一
つ
が
、
演
奏
者
同
士
の〈
即
興
演
奏
を
主
体
と
し
た
対

話
」に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ャ
ズ
研
究
者
の
間
で
一
般
的
合
意
が
あ
る

1

。
そ
う
す
る
と
、
Ａ
Ｉ
に
即
興
演
奏
が
可
能
か
否
か
と
い
う
問
題
は「
Ａ
Ｉ
は
対
話
相
手
と
し
て

主
体
性
を
発
揮
で
き
る
の
か
ど
う
か
」
（奥
泉
、
大
友
「
偏
愛
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
小
説
」一
六
三
頁
）と
い
う
問
い
と
同
義
と
な
り
、
こ
の
題
材
に
取
り
組
む
作
品
は
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
を
単

な
る
機
械
で
は
な
く「
他
者
」と
し
て
認
識
可
能
と
な
る
基
準
線
の
一
端
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

奥
泉
が
Ｓ
Ｆ
小
説
を
書
く
う
え
で
一
番
難
し
い
の
は「
社
会
経
済
的
な
予
測
を
含
ん
だ
描
写
」で
あ
り
、「
だ
か
ら
こ
そ
技
術
革
新
は
資
本
の
話
と
一
緒
に
語
ら
れ
る
べ
き

だ
」
（奥
泉
「
現
実
は
Ｓ
Ｆ
を
超
え
る
の
か
？
」
四
四
頁
）と
語
っ
て
い
る
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
、
本
章
で
は「
歴
史
の
終
わ
り
」言
説
に
伴
う
脱
歴
史
的
思
想
を
時
代
背
景
と
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し
て
参
照
し
、
作
品
に
描
か
れ
る
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
場
面
を
、「
機
械
」と
い
う
他
者
と
生
身
の
人
間
と
の
身
体
を
通
じ
た
接
触
機
会
と
し
て
観
察
す
る
。 

 

一
、
脱
歴
史
時
代
の
音
楽 

  

『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』に
お
い
て
音
楽
と
い
う
主
題
を
作
品
の
核
に
位
置
づ
け
る
の
は
、
主
人
公
の
フ
ォ
ギ
ー
で
あ
る
。
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
彼
女
は
、「
ア
ナ
ロ
グ
人
に

属
す
る
」
（二
九
頁
）と
い
う
特
徴
的
な
形
容
で
紹
介
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
音
楽
家
と
し
て
の
彼
女
の
芸
術
的
方
向
性
や
表
現
方
法
は
懐
古
主
義
的
で
、「
生
ピ
ア
ノ
を

使
っ
て
」「
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
と
云
う
古
臭
い
音
楽
を
」（二
九
頁
）
演
奏
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
作
品
世
界
の
最
先
端
で
は
楽
音
の
人
工
的
合
成
技
術
が
発
達
し
、
そ
の
音
色

や
質
感
は「
一
流
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
し
た
録
音
と
機
械
合
成
の
そ
れ
と
を
」
簡
単
に
聴
き
分
け
ら
れ
な
い
ま
で
の
水
準
に
達
し
て
い
る
（二
〇
～
二
一
頁
）。
ま
た『B

ill 

E
van

s

』と
い
う
実
在
の
著
名
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
名
を
冠
し
て
本
人
風
の
自
動
演
奏
を
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も
存
在
し
て
お
り
、
特
定
な
奏
者
の
演
奏
を
分
析
し
、
い
か
な
る

曲
で
も
あ
た
か
も
本
人
が
演
奏
し
た
か
の
よ
う
な
音
を
機
械
合
成
で
き
る
と
い
う
技
術
が
描
か
れ
る
。
架
空
環
境
の
音
響
空
間
を
現
実
的
に
設
計
す
る
と
い
う
音
響
設
計

士
と
し
て
の
木
藤
の
仕
事
も
、
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

作
品
世
界
の
音
響
関
連
技
術
を
最
も
象
徴
的
に
体
現
す
る
の
は
、
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
達
で
あ
る
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
作
品
の
第
二
章
に
初
め
て
登
場

す
る
。
フ
ォ
ギ
ー
は
山
萩
が
作
っ
た
実
在
の
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
エ
リ
ッ
ク
・ド
ル
フ
ィ
ー
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
共
演
す
る
の
で
あ
る
。〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉と
呼
ば
れ
る
こ
の
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
は
、
外
見
だ
け
が
そ
っ
く
り
で
音
自
体
は
別
の
と
こ
ろ
か
ら
流
さ
れ
る
と
い
う「
人
形
」と
は
根
本
的
に
原
理
が
異
な
り
、
実
際
の
エ
リ
ッ
ク
・ド
ル
フ
ィ
ー
さ
な
が
ら
に
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管
楽
器
を
演
奏
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
具
体
的
に
は「
周
り
で
鳴
る
音
を
感
知
機

セ

ン

サ

ー

で
捉
え
、
分
析
し
た
う
え
で
、
出
す
べ
き
音
を
、
音
量
、
音
程
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ア
ー
テ
ィ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
決
定
し
、
指
の
動
き
に
同
調
さ
せ
な
が
ら
リ
ー
ド
の
振
動
と
空
気
の
吹
き
込
み
具
合
を
調
整
し
て
い
く
」
（七
〇
頁
）機
構
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
模
範
録
音
が
な
い
場
合
は
反
復
的
な
演
奏
が
増
え
て
し
ま
う
も
の
の
、
そ
の「
個
性
的
な
即
興

ア
ド
リ
ブ

ソ
ロ
」（七
〇
～
七
一
頁
）ま
で
、
生
身
の
エ
リ
ッ
ク
・ド
ル
フ
ィ
ー
の

演
奏
能
力
の
複
製
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
広
い
意
味
で
作
中
に
描
か
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
山
萩
が
亡
く
な
り
、
彼
の
意
識
が
Ａ
Ｉ
化
さ
れ

て
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
〇
人

2

ほ
ど
の
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
達
と
共
演
さ
せ
ら
れ
る
フ
ォ
ギ
ー
は
、
相
手
が
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
と
分
か
り
な
が
ら
も
、〈
ド

ル
フ
ィ
ー
〉の
と
き
と
同
じ
く
実
在
の
本
人
達
と
共
演
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
、「
や
っ
ぱ
り
所
詮
は
機
械
だ
な
、
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
は
（
中
略
）ど
う
に
も
見
当

た
ら
ぬ
」（
四
〇
一
頁
）と
ま
で
述
べ
、
そ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
技
術
の
完
成
度
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。 

 

フ
ォ
ギ
ー
自
身
が
、
西
洋
音
楽
史
に
言
及
し
な
が
ら
自
ら
の「
ア
ナ
ロ
グ
人
」と
し
て
の
自
己
認
識
を
確
立
す
る
次
の
場
面
に
よ
っ
て
、
作
品
世
界
の
全
体
像
が
起
ち
上
が
っ

て
く
る
。  

し
か
し
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
が
古
臭
い
の
は
間
違
い
な
い
と
し
て
、
じ
ゃ
あ
古
く
な
い
音
楽
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
か
と
云
え
ば
、
だ
い
ぶ
疑
問
だ
。
二
十
世
紀
終
盤
か
ら
こ

ち
ら
、
新
し
い
音
楽
！ 

と
誰
か
が
叫
ん
で
も
、
だ
い
た
い
が
売
ら
ん
か
な
の
空
虚
な
掛
け
声
、
ど
れ
も
が
焼
き
直
し
か
反
復
に
す
ぎ
ぬ
の
は
瞭
然
。
い
わ
ゆ
る
西
洋

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
で
も
、
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
半
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
ら
マ
ー
ラ
ー
や
ら
、
古
典
派
浪
漫
派
で
占
め
ら
れ
る
現
況
を
眺
め
れ
ば
、
情
報
伝
達
速

度
が
光
速
と
な
っ
た
状
況
下
、
中
心
と
周
縁
の
差
異
は
失
わ
れ
、
新
奇
な
も
の
な
ど
出
現
し
よ
う
が
な
い
と
の
、
百
年
も
前
か
ら
指
摘
さ
れ
る
美
学
上
の
真
理
は

動
か
し
が
た
い
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
（二
九
～
三
〇
頁
） 
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フ
ォ
ギ
ー
が
こ
こ
で
示
す
の
は
、
音
楽
史
上
の
芸
術
的
革
新
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
を
当
然
視
す
る
見
方
で
あ
る
。
既
存
の
音
楽
史
を〈
完
成
形
〉と
見
な
し
、
そ
の
更
新
を
期

待
し
な
い
。
周
辺
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
み
が
進
化
を
続
け
、
既
存
の
も
の
の
反
復
の
正
確
性
だ
け
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
、〈
脱
歴
史
時
代
〉の
音
楽
史
観
を
象
徴
し
て

い
る
。 

 

一
九
八
九
年
、
論
文
「T

he en
d
 o

f h
isto

ry?

」に
お
い
て
政
治
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・フ
ク
ヤ
マ
が
、
冷
戦
終
結
と
と
も
に「
欧
米
自
由
主
義
」以
外
の
社
会
制
度
の
可
能
性
は

途
絶
え
、
こ
の
状
況
は「
欧
米
、
あ
る
い
は
欧
米
の
イ
デ
ア
の
勝
利
を
最
も
明
確
に
表
し
て
い
る
」と
主
張
し
た
（Fukuyam

a, 1989: 3

）。
彼
に
よ
る
と
こ
の
勝
利
は「
人
類
の

思
想
的
進
化
の
終
点
及
び
人
類
の
政
府
の
終
局
形
式
と
し
て
の
欧
米
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
普
遍
化
」で
あ
り
、「
歴
史
そ
の
も
の
の
終
わ
り
」を
意
味
し
て
い
る
と
い
う

（Fu
kuyam

a, 1
9
8
9: 4

）
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
サ
ン
マ
ル
テ
ィ
ン
は
フ
ク
ヤ
マ
に
端
を
発
す
る
一
連
の「
歴
史
の
終
わ
り
」の
議
論
を
史
学
史
的
観
点
か
ら
分
析
し
、「
思
弁
歴
史
哲
学
」

と「
批
評
、
あ
る
い
は
分
析
歴
史
哲
学
」と
い
う
二
種
類
の
歴
史
哲
学
を
用
い
て
説
明
す
る
。
思
弁
歴
史
哲
学
は「
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
歴
史
」（Sanm

artín, 2019: 13

）で
あ

り
、
歴
史
に「
意
味
、
方
向
、
目
標
、
終
点
」を
認
め
、「
過
去
・現
在
・未
来
を
含
め
た
全
体
的
な
も
の
と
し
て
分
析
」（Sanm

artín, 2019: 12

）す
る
観
点
で
あ
る
。
一
方
で

分
析
歴
史
哲
学
は「
記
述
と
し
て
の
歴
史
」
、
つ
ま
り「
行
わ
れ
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
」
（Sanm

artín, 2019: 13

）に

着
目
す
る
。
こ
の
上
で
サ
ン
マ
ル
テ
ィ
ン
は
、
フ
ク
ヤ
マ
の
唱
え
る〈
歴
史
の
終
わ
り
〉を
目
的
論
的
な
思
弁
歴
史
哲
学
と
し
て
位
置
づ
け
る
（Sanm

artín, 2019: 13-14

）。
す

な
わ
ち
フ
ク
ヤ
マ
の
主
張
は
、
記
述
に
値
す
る
出
来
事
が
実
際
に
起
こ
ら
な
く
な
る
と
い
う
予
測
の
表
明
で
は
な
く
、
人
類
の
思
想
的
・政
治
的
・経
済
的
進
化
の
終
点
の
到

来
を
認
め
、
脱
歴
史
時
代
の
幕
開
け
を
宣
言
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
フ
ク
ヤ
マ
は
脱
歴
史
世
界
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

認
識
さ
れ
る
た
め
の
苦
闘
や
、
純
粋
に
抽
象
的
な
目
標
の
た
め
に
自
ら
の
命
を
進
ん
で
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
、
そ
し
て
勇
気
、
想
像
力
、
理
想
主
義
を
必
要
と
す

る
世
界
的
な
思
想
上
の
苦
闘
は
、
経
済
的
計
算
、
果
て
し
な
い
技
術
問
題
の
解
決
、
環
境
への
懸
念
、
そ
し
て
消
費
者
の
こ
み
い
っ
た
要
求
と
取
り
替
え
ら
れ
る
。
脱
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歴
史
の
時
代
に
は
芸
術
も
哲
学
も
存
在
せ
ず
、
永
久
に
人
類
史
の
博
物
館
の
世
話
を
す
る
し
か
な
い
。
（Fukuyam

a, 1989: 18

） 

 

こ
の
よ
う
に
未
来
へ
の
楽
観
的
展
望
を
欠
い
た
姿
勢
は
ま
さ
に
、
フ
ォ
ギ
ー
の
設
定
や
言
動
が
描
き
出
す
世
界
認
識
に
他
な
ら
な
い
。 

 

い
わ
ゆ
る
藝
術
の
領
域
で
、
こ
の
数
十
年
に
大
飛
躍
を
見
せ
た
の
は
、
３
Ｄ
映
像
や
体
感
ゲ
ー
ム
の
分
野
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
科
学
技
術
の
前
進
で
あ
っ
て
、

中
身
の
物
語
や
虚
構
イ
メ
ー
ジ
は
古
色
蒼
然
、
前
世
紀
に
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が
発
明
さ
れ
た
と
き
、
は
じ
め
の
う
ち
こ
そ
そ
の
サ
ウ
ン
ド
は
驚
か
れ
た
が
、
あ
っ
と
云

う
間
に
新
鮮
さ
を
失
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
が
当
の
領
域
で
も
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
音
楽
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
藝
術
分
野
に
お
い
て
、
資
本
の
論
理
に
突
き
動
か
さ
れ

た
商
品
開
発
競
争
の
渦
中
で
、
何
か
し
ら
魂
を
震
撼
さ
せ
る
表
現
が
出
現
す
る
の
で
は
、
と
の
仄
か
な
期
待
と
、
土
台
無
理
な
話
だ
よ
ね
、
と
す
る
冷
や
や
か
な

諦
め
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
愚
図
愚
図
し
た
気
分
が
も
う
百
年
も
続
い
て
い
る
。
（中
略
）  

 
 

 

 

実
際
に
は
体
感
ゲ
ー
ム
の
刺
激
と
興
奮
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
十
分
、
藝
術
な
ん
て
余
計
だ
よ
、
と
恬
然
嘯
く
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
愚
図
つ
い
た
気
分
を
抱
く
の

は
一
部
の
藝
術
マ
ニ
ア
限
定
。
も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ギ
ー
は
立
派
な
マ
ニ
ア
で
あ
っ
て
、
こ
の
果
て
の
見
え
ぬ
反
復
と
停
滞
の
時
代
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
、
そ
れ
も
二
十
世
紀
五
〇

年
代
六
〇
年
代
の
ス
タ
イ
ル
に
あ
え
て
拘
泥
し
徹
底
す
る
フ
ォ
ギ
ー
の
姿
勢
は
、
マ
ニ
ア
な
り
に
ひ
と
つ
の
選
択
で
あ
る
と
云
え
る
か
も
し
れ
ぬ
。
（三
〇
頁
） 

「
フ
ォ
ギ
ー
の
姿
勢
」の
説
明
は
、
実
際
の
北
米
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
に
お
い
て
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
台
頭
し
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
ウ
ィ
ン
ト
ン
・マ
ル
サ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

「
新
古
典
主
義
者
（Neoclassicists

）
」
の
理
念
と
一
致
す
る

3

。
新
古
典
主
義
者
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
音
楽
様
式
を〈
黄
金
時
代
〉と
し
て
懐
古
す
る
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
活
動
は「
過
去
の
輝
か
し
い
瞬
間
の
保
全
と
定
期
的
な
復
興
の
保
護
観
察
任
務
が
全
て
」と
も
形
容
さ
れ
る
（DeV

eaux, 1991:527

）。
一
九
八
七
年
に
米
国

議
会
下
院
で
ジ
ャ
ズ
が
ア
メ
リ
カ
の
文
化
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
、
同
年
に
マ
ル
サ
リ
ス
が
芸
術
監
督
を
務
め
る
定
演
会
ジ
ャ
ズ
・ア
ッ
ト
・リ
ン
カ
ー
ン
・セ
ン
タ
ー
が
始
動
す
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る
な
ど
（鳥
居「『
ア
メ
リ
カ
ン
・ク
ラ
シ
カ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』」
一
一
〇
～
一
一
一
頁
）、〈
過
去
の
ジ
ャ
ズ
史
を
剝
製
に
し
て
博
物
館
に
飾
る
〉
動
き
が
顕
在
化
し
た
。 

 

フ
ク
ヤ
マ
が
指
摘
す
る
歴
史
性
の
喪
失
は
ま
た
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
一
要
素
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
言
う「
歴
史
的
な
聴
覚
障
害
性
」

4

、「
新
た
な
無
深
さ
」の
伴
う
「
歴
史
の
衰
耗
」
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
（Jam

eson, 1991: 6

）。
ま
た
こ
れ
は
、
マ
ー
ク
・フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が「
資
本
主
義

リ
ア
リ
ズ
ム
」と
呼
ん
で
い
る
思
想
で
も
あ
る

5

。
分
析
の
観
点
こ
そ
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
フ
ク
ヤ
マ
と
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
は
、
後
期
資
本
主
義
下
の
社
会

で「
資
本
主
義
への
歴
史
的
な
代
替
案

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

を
展
開
す
る
こ
と
は
不
可
能
」、
ま
た「
資
本
主
義
に
代
わ
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
は
実
用
に
は
役
立
た
な
い
ば
か
り
か
、
構
想
す
ら
で

き
な
い
」（ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』九
頁
）と
い
う
考
え
が
常
識
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は「
現
在
」

の
み
が
唯
一
の
思
考
的
枠
組
と
な
る
。
歴
史
の
終
わ
り
は
、
過
去
と
未
来
の
消
滅
と
と
も
に「
時
間
性
の
終
わ
り
」と「
現
在
の
濃
度
」（Jam

eson, 2012: 33

）を
伴
う
。
そ
し

て
こ
の
強
い
現
在
性
の
結
果
と
し
て
、
身
体
が
意
識
の
中
央
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
身
体
は
現
在
に
存
在
す
る
も
の
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
現
在
に
し
か
存
在

し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
過
去
の
遺
跡
の
防
護
と
反
復
に
基
づ
い
た
こ
の「
と
て
も
悲
哀
な
」
（Fukuyam

a, 1989: 16

）脱
歴
史
の
世
界
は
、
音
楽
や
音
を
め
ぐ
る
技
術
に
だ

け
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
の
終
わ
り
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
要
素
は
、
現
実
と
人
間
の
概
念
そ
の
も
の
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

 

二
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
な
世
界 

  

「
反
復
性
」は
、
音
楽
だ
け
で
は
な
く『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・
バ
ッ
プ
』
が
描
く
世
界
の
根
本
的
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ギ
ー
の「
家
や
公
共
空
間
の
音
響
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」（九
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頁
）音
響
設
計
士
と
い
う
職
業
の
具
体
的
な
仕
事
内
容
は
、
架
空
空
間
の
音
響
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
彼
女
は
工
学
博
士
山
萩
の
架
空
墓
の
音
響
設
計
を
任
さ
れ
て
い
る
。
架

空
墓
は
二
十
一
世
紀
初
期
に
開
発
さ
れ
た
技
術
で
、
最
初
は
墓
に
取
り
付
け
て「
故
人
の
生
前
の
姿
を
眺
め
ら
れ
る
」単
な
る「
ビ
デ
オ
再
生
装
置
」
（一
四
頁
）に
過
ぎ
な
か

っ
た
が
、
物
語
の
始
点
で
は
す
で
に「
墓
参
者
が
分
身

ア
ヴ
ァ
タ
ー

を
使
っ
て
」「『
故
人
』に『
直
接
』」（一
七
頁
）会
え
る
架
空
環
境
へと
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
技
術
の
改
良
過
程
で
は
、
故

人
と
架
空
空
間
の「
現
実
感
」
が
徹
底
的
に
希
求
さ
れ
た
。
社
会
階
級
や
経
済
力
に
よ
り
品
質
は
左
右
さ
れ
る
が
、
一
流
の
架
空
墓
で
は
故
人
が
Ａ
Ｉ
制
御
さ
れ
、「
生
き
て

在
っ
た
と
き
と
同
様
に
動
き
回
り
、
墓
参
者
と
闊
達
に
会
話
」（一
七
頁
）で
き
る
。
ま
た
、
映
像
資
料
の
解
析
に
よ
っ
て
故
人
の
口
癖
や
思
考
の
特
徴
と
い
っ
た「
加
味
」（一

七
頁
）を
Ａ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
付
け
加
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
架
空
墓
の
技
術
は
、
先
述
の
音
楽
に
関
連
す
る
技
術
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
徹
底
的
な
現
実
再
現
へ
の
願
望
で
あ
る
。 

 

架
空
墓
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
作
中
の
架
空
空
間
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
交
領
域
へと
拡
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
フ
ォ
ギ
ー
と
芯
城
銀
太
郎
は
友
人
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、「
ネ
ッ
ト

相
談
室
」で
会
っ
た
り
、
一
緒
に「
架
空
書
店
」に
行
っ
た
り
す
る
の
み
で
、
物
語
の
序
盤
時
点
で
実
際
に
対
面
し
た
こ
と
は
三
回
し
か
な
い
と
さ
れ
る
（四
四
～
四
五
頁
）。
社

交
だ
け
で
は
な
く
性
行
為
も
架
空
空
間
上
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、「
架
空
世
界
で
相
応
の
性
的
願
望
が
叶
え
ら
れ
る
」こ
の
社
会
に
お
い
て
は「
肉
身

リ

ア

ル

の
セ
ッ
ク
ス
し
た
が
る

人
は
」減
少
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
（四
五
頁
）
。
架
空
世
界
こ
そ
が〈
事
実
上
の
現
実
世
界
〉
で
あ
る
と
認
識
可
能
に
な
っ
て
ゆ
く
状
態
、
あ
る
い
は
架
空
と
現
実
の
区
別
が

つ
き
難
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
状
態
は
、
ジ
ャ
ン
・ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
が「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」の
概
念
で
説
明
す
る
世
界
認
識
の
転
換
過
程
で
あ
る
。 

 

ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
三
段
階
に
分
け
て
示
す
。
第
一
は「
人
工
的
な
表
象
」、
つ
ま
り「
（小
説
、
絵
、
地
図
な
ど
の
よ
う
に
）
明
ら
か
に
現
実
の
表
象
」に

す
ぎ
な
い
段
階
で
あ
る
（Lan

e, 2
0
0
9
: 8

3

）
。
第
二
は
、
現
実
と
表
象
を
区
別
す
る
は
っ
き
り
し
た
境
界
を
定
め
な
い
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
は
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
が
ホ
ル
ヘ＝
ル

イ
ス
・ボ
ル
ヘ
ス
の「D

el rigo
r en

 la cien
cia

」と
い
う
短
編
小
説
を
例
に
説
明
す
る
段
階
で
も
あ
る
（ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル『
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
』1

頁
、Borges, 2018

）。
こ
の
短
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編
で
は
、
あ
る
帝
国
の
支
配
領
域
を
綿
密
に
表
す
地
図
が
作
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
完
全
な
綿
密
さ
が
求
め
ら
れ
た
こ
の
地
図
は
帝
国
自
体
の
領
土
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
い
、

帝
国
の
領
土
と
地
図
と
の
区
別
が
曖
昧
に
な
る
。
つ
ま
り「
現
実
と
表
象
の
境
界
を
ぼ
や
か
せ
る
」
（Lane, 200

9: 83-84

）第
二
段
階
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
第
三
段

階
は
、
現
実
と
表
象
が
区
別
し
難
い
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
現
実
を
包
含
し
な
い―
―

「
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
の
先
行
」（ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル『
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
』
二
頁
）し
た―

―

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

今
、
抽
象
作
用
と
は
も
は
や
地
図
、
複
製
、
鏡
あ
る
い
は
概
念
に
よ
る
抽
象
作
用
で
は
な
い
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
領
土
、
照
合
す
べ
き
存
在
、
あ
る
実
体
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ら
な
い
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
起
源
（origine

）も
現
実
性
（réalité

）も
な
い
実
在
（réel

）も
モ
デ
ル
で
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
ハ
イ
パ
ー
リ

ア
ル
（hyp

erréel

）だ
。
（
一
～
二
頁
） 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
段
階
「
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
」
は
、
現
実
と
表
象
の
区
別
を
溶
解
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
、
こ
れ
ら
の
範
疇
か
ら
独
立
し
て
い
る
（Lane, 2009: 84

）。 

さ
ら
に
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
は「
過
剰
な
、
出
費
と
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
世
界
」
（Lane, 2009: 91

）で
も
あ
る
。
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
と
い
う
実
例
を
取
り
上
げ
る
。
両
者
と
も
、
あ
る
欠
如
を
隠
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
の
綿
密
に
設
計
さ
れ
た
幻
想
世
界
は
、「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
全
体
と
、
そ
れ
を
と
り
囲
む
ア
メ
リ
カ
は
、
も
は
や
実
在
で
は
な
く
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
段
階
に

あ
る
」（ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル『
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
』
一
八
頁
）
、
つ
ま
り「《
実
在
す
る
》国
、《
実
在
す
る
》ア
メ
リ
カ
す
べ
て
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ん
だ

、
、
、

と
い
う
こ
と
を
隠
す
」

（
一
七
頁
）た
め
に
存
在
す
る
。
同
様
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
は
そ
れ
が「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
あ
っ
た

、
、
、
、

」（二
〇
頁
）と
信
じ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
資
本
の
原
始
的
（演

出
）
舞
台
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
道
徳
と
い
う
深
み
や
道
徳
的
危
機
の
深
み
を
」（二
一
頁
）隠
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
道
徳
な
出
来
事
と
し
て
描
か
れ

78



る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
道
徳
的
な
資
本
主
義
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
〉と
い
う
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
逆
説
的
に
伝
わ
る
。
そ
し
て
摘
発
に
よ
っ
て
世
界
に
そ
の
道

徳
性
が
取
り
戻
さ
れ
た
と
思
わ
せ
る
。
か
く
し
て
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は
、「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト

、
、
、
、
、
、
、
、

は、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

、
、
、
、
、
、

な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
こ
れ
こ
そ
な
に
が
な
ん
で
も
言

っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」（二
一
頁
）と
強
く
訴
え
る
の
で
あ
る
。 

 

『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』に
も「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
的
」空
間
、
つ
ま
り「
そ
れ
以
外
の
場
こ
そ
す
べ
て
実
在
だ
と
思
わ
せ
る
た
め
に
空
想
と
し
て
設
置
さ
れ
た
」（ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー

ル『
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
』一
八
頁
）
、
あ
る
い
は「
人
為
的
な
境
界
周
辺
の
む
こ
う
側
に
も
、
こ
ち
ら
側
に
も
、
も
は
や
現
実
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
隠
す
空
想
的
な
効
果
」（ボ
ー

ド
リ
ヤ
ー
ル『
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
』二
〇
頁
）を
も
た
ら
す
空
間
の
存
在
を
複
数
指
摘
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
架
空
環
境
で
あ
る
。
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
繋
が
る
瞬

間
、
す
な
わ
ち
架
空
環
境
に
踏
み
入
れ
る
瞬
間
に
は
架
空
で
は
な
い
領
域
の
存
在
を
認
識
し
て
お
け
る
が
、
生
活
の
場
そ
の
も
の
が
架
空
環
境
と
な
れ
ば
、
架
空
世
界
は
も

は
や
架
空
で
は
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
架
空
空
間
で
の
出
来
事
・行
為
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
機
能
を
持
っ
た―

―

実
際
に
効
果
及
び
影
響
を
及
ぼ
す―

―

現
実
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
二
つ
目
は
、
電
磁
波
通
信
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
。
徹
底
し
た「
防
諜
シ
ス
テ
ム
」に
よ
っ
て「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
原
則
、
室
内
に
居
る
人
間
は

身
体
対
身
体

リ
ア
ル
ツ
ー

リ
ア
ル

で
し
か
行
え
な
い
」（
奥
泉
『
ビ
ビ
ビ
』一
〇
六
頁
）よ
う
に
な
っ
て
い
る
モ
リ
キ
テ
ッ
ク
の
電
磁
波
遮
断
区
画

ウ

ェ
ー

ブ

カ

ッ
ト

エ
リ

ア

会
議
室
や
電
磁
波
退
避
区
間

ウ
ェ
ー
ブ
シ
ェ
ル
ダ
ー
ド
エ
リ
ア

な
ど
の
、
一
時
的
に

架

空

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
場
所
の
存
在
は
、
た
と
え
体
内
に
体
調
管
理
を
行
う
電
子
機
器
類
を
装
備
し
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
ト
イ
レ
や
洗
面
台
に
埋
め
こ
ま
れ
た
セ
ン

サ
ー
で
唾
液
、
尿
、
便
を
検
査
し
て「
医
療
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
る
」「
健
康
診
断
シ
ス
テ
ム
」（三
一
頁
）を
使
っ
て
い
た
と
し
て
も
、「
逃
避
」と「
制
御
」と

い
う
幻
想
を
保
護
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。 

 

現
実
世
界
と
架
空
世
界
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
幻
想
は
、
山
萩
の
全
脳
送
信
（Total B

rain U
ploading

）か
ら
生
ま
れ
た「
電
脳
生
物
」Met02

が
架
空
世
界
を
支

配
し
始
め
る
と
き
に
崩
壊
す
る
。M

et0
2

は
、
フ
ォ
ギ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
記
号
化
さ
れ
て
い
る
新
し
い
大
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
Ｔ
Ｂ
Ｕ
に
よ
る
彼
女
の
電
脳
人
間
化
を
企
て
、
架
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空
墓
で
の
生
活
に
誘
い
込
も
う
と
す
る
。 

〈
僕
と
一
緒
に
こ
の
面
白
い
世
界
で
生
き
て
み
ま
せ
ん
か
？
楽
し
く
て
、
輝
か
し
く
て
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
、
驚
く
よ
う
な
こ
と
が
次
か
ら
次
に
起
こ
っ
て
、
魂
が
わ
く
わ

く
と
沸
き
立
つ
よ
う
な
世
界
。
僕
は
直
接
は
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
新
宿
が
そ
う
云
う
場
所
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
僕
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
も
そ

れ
に
ま
け
な
い
。
い
や
そ
れ
以
上
で
あ
る
の
は
疑
え
な
い
。
な
に
し
ろ
僕
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
は
興
奮
が
永
遠
に
続
く
ん
で
す
。
永
遠
で
す
よ
。
そ
れ
こ
そ
ア
リ
ス
の

M
ad

 T
ea P

arty

同
様
に
ね
！
〉
（一
七
二
頁
） 

M
et0

2

を
抹
殺
す
る
た
め
に
フ
ォ
ギ
ー
は
、
架
空
墓
に
あ
る
ピ
ア
ノ
で「F

arew
ell to P

apageno

」を
演
奏
し
、
山
萩
の
葬
式
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ピ
ア
ノ
を
開
く
鍵

は
架
空
墓
の「
さ
よ
な
ら
ツ
ア
ー
」の
終
末
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
一
方M

et02

は
、
フ
ォ
ギ
ー
の
興
味
を
惹
く
で
あ
ろ
う
文
化
的
要
素
に
満
ち
た
、
一
九
六
〇
年
代
新
宿
を
舞

台
と
す
る「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」を
架
空
墓
内
に
創
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
は
、
志
村
け
ん
の
顔
を
し
た
原
住
民
た
ち
が
恐
竜
と
戦
う
（二
〇
九
～
二
一
〇
頁
）
。
花
園
神
社
で
ジ

ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
の
後
に
頭
脳
警
察
が
ラ
イ
ブ
を
す
る
（
二
四
五
～
二
四
八
頁
）。
国
際
反
戦
デ
ー
闘
争
の
真
っ
只
中
に
あ
る
新
宿
駅
に
ゴ
ジ
ラ
、
ガ
メ
ラ
、
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
ガ
ン
ダ
ム
等
が
現
れ
る
（
二
五
九
～
二
六
九
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
山
萩
趣
味
の
パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
的「
さ
よ
な
ら
ツ
ア
ー
」最
後
の
見
世
物
は
、
江
戸
川
乱
歩
の『
赤

き
死
の
仮
面
』と
な
っ
て
い
る
（五
三
九
～
五
四
九
頁
）
。
こ
の「
さ
よ
な
ら
ツ
ア
ー
」は
、
い
わ
ば
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
と
呼
ぶ
べ
き
経
験
で
あ
る
。M

et02

が
架
空
墓

を
支
配
し
始
め
て
か
ら
そ
の
質
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
加
速
を
つ
い
て
い
て
、
情
報
密
度
が
恐
ろ
し
く
高
ま
っ
た
結
果
、
規
模
の
点
で
も
精
度
の
点
で
も
信

じ
ら
れ
ぬ
く
ら
い
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
」
（一
六
六
頁
）
状
態
に
至
る
。
現
実
感
が
極
限
ま
で
高
め
ら
れ
た
架
空
環
境
で
、M

et02

は
架
空
墓
を
拡
大
さ
せ
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル―

―

「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」―

―

を
建
設
す
る
の
で
あ
る
。 
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ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
に
よ
る
と
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
理
念
は「
日
常
の
（公
式
的
な
）生
活
様
式
の
埒
外
への
一
時
的
な
脱
出
」（『
ラ
ブ
レ
ー
』二
一
頁
）で
あ
る
。
そ
こ
で
は「
位
階

制
に
も
と
づ
く
す
べ
て
の
関
係
、
特
権
、
規
範
、
禁
止
の
一
時
的
な
撤
廃
」（二
四
頁
）が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、「
全
民
衆
的
」で
非
日
常
の「
自
由
の
規
則
」に
従
わ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
（二
〇
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
理
念
は
、
大
衆
文
学
対
純
文
学
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る「
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
」対「
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
」と
い
う

二
分
法
を
侵
食
し
よ
う
と
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
マ
イ
ラ
・メ
ン
デ
ィ
ブ
ル
が
説
明
す
る
と
お
り
、「
理
論
上
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
カ
ー
ニ
ヴ
ァ

レ
ス
ク
的
含
蓄
に
満
ち
た
象
徴
的
な
反
転
を
開
始
さ
せ
た
。
周
縁
は
欧
米
の
認
識
論
の
中
央
と
な
り
、〈
ロ
ー
な
も
の
〉―

―

大
衆
的
な
も
の
、
粗
野
な
も
の―

―

は
理
論
の

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
特
権
的
地
位
を
獲
得
し
た
」
（Men

d
ible, 1999: 71

）の
で
あ
る
。「
さ
よ
な
ら
ツ
ア
ー
」は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説
に
よ
く
表
れ
る「
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
残

余
」と
し
て
現
れ
る「
遊
園
地
」で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
山
萩
の
葬
式
と
い
う
形
を
取
っ
た「
大
衆
的
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
に
不
可
欠
な
、
公
式
な
式
典
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
」（McH

ale, 

1
9
8
7
: 1

7
4

）と
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
架
空
墓
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
と
並
行
し
て
、
現
実
世
界
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る「
非
架
空
空
間
」
は
、
落
語
家
の
古
今
亭
志
ん
生
と
立
川
談
志
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
通

じ
て「
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
化
」さ
れ
る
。
架
空
墓
と
同
じ
く
、
二
十
世
紀
の
人
気
落
語
家
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
な
っ
て
人
類
殲
滅
計
画
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
設
定

は
、
あ
る
場
面
に
論
理
的
に
属
し
難
い
人
物
な
い
し
は
要
素
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
ユ
ー
モ
ア
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
現
実
への
幻
想
が

消
え
去
り
、
架
空
と
現
実
は
事
実
上
同
等
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

過
去
の
要
素
で
満
ち
溢
れ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
過
去
の
過
剰
を
通
じ
て
過
去
を
消
滅
」（Martorell C

am
pos, 2017: 570

）さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
作
中
で
行
わ
れ
て
い
る
一
連
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
仮
想
劇
は「
パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
」の
概
念
と
も
関
係
が
深
い
。
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
に
よ
る
と
、 
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パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
と
は
、
確
か
に
パ
ロ
デ
ィ
と
同
様
に
、
特
典
な
あ
る
い
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
タ
イ
ル
を
模
倣
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
体
と
い
う
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
、
死
せ
る
言
語

で
語
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
と
は
そ
う
し
た
物
真
似
を
中
立
的
な
立
場
で
実
践
す
る
こ
と
な
の
で
あ
り
、
パ
ロ
デ
ィ
の
も
っ
て
い
た
よ
う
な
秘
め
ら
れ

た
動
機
、
つ
ま
り
諧
謔
的
な
刺
激
や
、
嘲
笑
や
、
模
倣
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
に
比
較
し
て
滑
稽
に
見
え
る
よ
う
な
ノ
ー
マ
ル
な
何
か
が
存
在
す
る
と
い
う
気
分
を
も

っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
（
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」二
〇
五
頁
） 

作
品
は
、
冒
頭
の「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」と
い
う
印
象
的
な
一
行
か
ら
す
で
に
、「
死
せ
る
言
語
で
」語
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
小
説
の
間
テ
ク
ス
ト
性
を
自
認
し
て
い
る
（六
～

七
頁
）。
作
中
に
横
溢
す
る
、
一
般
的
に
大
衆
文
化
に
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
様
々
な
要
素
は
、
決
し
て
無
用
の
長
物
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
は
そ
も
そ
も

「
大
衆
文
化
の
真
只
中
に
あ
る
」（ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
二
〇
九
頁
）か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
は
大
衆
娯
楽―

―

つ
ま
り
、
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー―

―

と
し
て

生
ま
れ
、
様
々
な
革
新
を
経
て
学
問
的
研
究
に
値
す
る
音
楽
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
歴
史
的
過
程
を
実
際
に
辿
っ
た
ジ
ャ
ズ
と
い
う
音
楽
様
式
自
体
が
、
低
俗
と
高
級

の
二
分
法
を
脅
か
し
得
る
恰
好
の
題
材
で
あ
る

6

。
た
だ
し
、
パ
ス
テ
ィ
シ
ュ
の
体
を
成
し
た
こ
の「
回
顧
的
様
式
」（ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
二
〇
九
頁
）は
、「
過
去

の
固
定
概
念
」
の
再
生
、「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」と「
メ
モ
リ
ー
」を
通
じ
て
、
未
来
性―

―

あ
る
い
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
可
能
性
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う「
希
望
」と「
想
像
」―

―

が
失
わ

れ
た
こ
と
を
隠
そ
う
と
す
る
（Marto

rell C
am

p
o
s, 2

0
17

: 570

）。
そ
こ
で
再
生
さ
れ
て
い
る「
空
想
上
の
美
術
館
の
中
に
陳
列
さ
れ
た
」（ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ

ム
」
二
〇
九
頁
）も
の―
―

ス
タ
イ
ル
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
俳
優
、
映
画
等
々―

―
は「
葬
儀
場
の
顔
」（Baudrillard, 1981: 24

）7

の
様
相
を
呈
す
。
つ
ま
り
、「
物
事
は
自
ら

の
死
か
ら
追
放
さ
れ
、
生
き
て
い
た
時
よ
り
も
良
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
」（Baudrillard, 1981: 24

）シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
な
の
で
あ
る
。 
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三
、
技
術
的
特
異
点

シ

ン

ギ

ュ
ラ

リ

テ

ィ 

  

こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
こ
と
は
、
作
品
が
切
り
込
む
人
間
と
人
間
性
の
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
に
も
投
影
で
き
る
。
結
論
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
現
実
世
界
と
架
空
世
界
と
の

境
界
が
最
早
初
め
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
断
定
さ
れ
る
程
度
に
ま
で
ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
事
と
同
様
に
、
人
間
と
機
械
に
つ
い
て
も
、
両
者
を
区
別
す
る
境
界
そ
の
も
の

が
解
体
さ
れ
て
い
る
。 

 

〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉が
現
れ
る
場
面
に
改
め
て
着
目
す
る
と
、
そ
の
外
見
は「
凝
固
し
た
か
の
よ
う
な
静
止
ぶ
り
」で「
泰
然
と
佇
ん
で
」（六
八
頁
）
い
る
と
い
う
描
写
か
ら
、
ロ
ボ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
同
時
に
、「
人
間
だ
と
云
わ
れ
た
ら
そ
の
ま
ま
信
じ
た
こ
と
は
ま
ず
疑
え
な
い
」（六
八
頁
）ほ
ど
の
生
身
の
人
間
ら
し
さ
も
合
わ
せ

持
っ
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
個
性
際
立
つ
高
度
な
演
奏
能
力
を
、
フ
ォ
ギ
ー
は「
誰
に
も
真
似
で
き
ぬ
ド
ル
フ
ィ
ー
印
の
音
は
屹
然
と
し
て
際
立
ち
、
一
楽
句

ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

聴
け
ば
た

ち
ま
ち
そ
れ
と
分
か
る
」
（七
〇
～
七
一
頁
）と
評
価
し
て
い
る
。「
そ
う
し
た
ソ
リ
ス
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
て
、
と
云
う
よ
り
、
音
楽
の
磁
力
に
軀
が
自
然
と
引
き
寄
せ

ら
れ
る
」（七
一
頁
）
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
演
奏
能
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
間
の
演
奏
者
は
、
彼
に
主
体
性
を
感
じ
取
り
始
め
る
の
で
あ
る
。 

「
六
コ
ー
ラ
ス
目
のB

rid
ge

が
終
わ
っ
て
Ａ
メ
ロ
に
戻
っ
て
ま
も
な
く
、〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
が
僅
か
に
軀
を
開
く
形
に
な
っ
て
、
黒
眼
鏡

サ
ン
グ
ラ
ス

で
フ
ォ
ギ
ー
を
見
た
。
ソ
ロ
の
受
け

渡
し
だ
。
そ
う
知
っ
た
瞬
間
の
フ
ォ
ギ
ー
の
気
持
ち
は
非
常
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
黒
眼
鏡

サ
ン
グ
ラ
ス

で
見
ら
れ
て
ぎ
ょ
っ
と
な
っ
た
。
眼
は
見
え
ぬ
な
が
ら
強
烈
な
視
線

を
感
じ
て
た
じ
ろ
い
だ
。
な
ん
だ
か
怖
く
な
り
、
同
時
に
こ
ん
な
合
図
ま
で
送
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
に
感
心
し
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
人
間
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
ふ
り
を
し
て
い

る
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
と
の
疑
惑
が
生
ま
れ
、
た
し
か
に
指
の
関
節
の
具
合
と
か
顔
の
皮
膚
の
は
り
具
合
と
か
、
ど
う
見
て
も
人
に
し
か
思
え
な
く
て
、
し
か
し
、
も
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し
人
じ
ゃ
な
い
と
し
た
ら
、
機
械
相
手
に
こ
ん
な
に
本
気
を
出
し
て
い
る
自
分
は
間
抜
け
か
も
し
れ
ぬ
と
可
笑
し
く
な
り
、
少
し
悲
し
く
も
な
り
、
な
に
よ
り
機
械

な
ん
か
に
負
け
て
ら
れ
る
か
と
俄
然
気
合
い
が
入
っ
て
ア
ツ
く
な
り
、
相
手
が
ロ
ボ
ッ
ト
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
出
て
き
た
音
に
反
応
し
て
し
ま
う
ジ
ャ
ズ
者
の
魂
全

開
と
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
総
じ
て
云
え
ば
複
雑
で
は
な
く
、
む
し
ろ
単
純
な
の
で
し
た
。
」（七
二
頁
） 

あ
ま
り
に
自
然
な〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉の
演
奏
に
、
お
そ
ら
く
す
で
に
存
在
す
る
エ
リ
ッ
ク
・ド
ル
フ
ィ
ー
の
録
音
を
再
構
成
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
（七
三

頁
）フ
ォ
ギ
ー
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
限
界
を
証
明
し
た
く
な
り
、
意
表
を
突
い
た
演
奏
を
展
開
し「
裏
切
り
の
街
角
へ進
ん
で
」（七
四
頁
）で〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉を
首
尾
よ
く
戸
惑
わ
せ

よ
う
と
す
る
。
フ
ォ
ギ
ー
は
成
功
し
た
と
思
っ
て
安
堵
す
る
が
、
同
時
に「
残
念
な
よ
う
な
気
持
ち
」を
抱
く
（七
五
頁
）。
つ
い
に〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
が
静
止
し
、
フ
ォ
ギ
ー
も
演
奏

を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、
ド
ラ
マ
ー
の
レ
ニ―

・バ
レ
ン
シ
ア
が〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉の「
も
う
少
し
行
き
た
そ
う
な
気
配
」を
感
じ
取
り
、
突
然
ド
ラ
ム
・ソ
ロ
を
叩
き
始
め

（七
五
頁
）
、
そ
れ
に
反
応
し
た〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
は「
無
伴
奏
の
ソ
ロ
」
を
吹
い
て
み
せ
た
（七
五
頁
）8

。 

 

こ
こ
で
の
フ
ォ
ギ
ー
の
態
度
は
両
義
的
で
、
頭
で
の
判
断
と
体
の
反
応
が
一
致
し
て
い
な
い
。
機
械
と
共
演
し
一
連
の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
は
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
に
主
体
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
演
奏
場
面
の
最
後
に〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉が「
白
い
歯
を
見
せ
、
君
た
ち
、
な
か
な
か
よ
か
っ
た
ぜ
、
と
で
も
云
う
か
の
よ
う
に
親

指
を
立
て
て
見
せ
」
、
フ
ォ
ギ
ー
が「
あ
、
ど
う
も
と
」「
思
わ
ず
お
辞
儀
を
」
返
す
と
き
（七
六
頁
）、
あ
る
い
は
演
奏
中
に〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉の「
強
烈
な
視
線
」を
感
じ
る
と
き
、

彼
女
は
、
意
識
し
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
行
動
を
通
じ
て
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
相
手
と
し
て
承
認
し
て
い
る
。 

 

実
社
会
で
人
工
知
能
を
初
め
て
概
念
化
し
た
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
、
大
人
の
頭
脳
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば「
産
出
時
の
状
態
」、「
教
育
」、
そ
し
て「
人
生
経

験
」と
い
う
複
雑
な
三
要
素
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
よ
り
か
は
最
初
か
ら
子
供
の
頭
脳
の
再
現
を
目
指
し
、
学
習
能
力
を
持
つ
機
械
を
作
る
こ
と
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が
先
決
で
あ
る
と
主
張
し
た
（Tu

rin
g, 1

9
5
0: 45

5
-
46

0

）
。
機
械
が
思
考
能
力
を
持
つ
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
彼
は「
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・テ
ス
ト
」と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
ゲ
ー
ム
を
提
案
す
る
。
こ
の
テ
ス
ト
で
は
、
機
械
と
人
間
が
も
う
一
人
の
人
間
と
会
話
す
る
。
そ
の
も
う
一
人
が
機
械
の
ほ
う
を
人
間
で
あ
る
と
感
じ
た
ら
、
そ
の
機
械
に

知
能
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
（Tu

ring, 1
9
50

: 433-442; 

シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
一
三
～
一
四
頁
）。 

 

以
上
を
念
頭
に
お
け
ば
、
作
中
の〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
は
あ
る
意
味
で
ま
だ「
児
童
状
態
」で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ォ
ギ
ー
は
こ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
手
渡
さ
れ
る
と

き
、「
〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉に
は
、
当
然
な
が
ら
、
自
動
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
現
実
の
ジ
ャ
ズ
ハ
ウ
ス
の
空
気
に
触
れ
つ
つ
生
演
奏
を
視
聴
し
、
か
つ
と
き
に
実
演

す
る
こ
と
で
、
性
能
の
向
上
洗
練
が
期
待
さ
れ
る
」
（八
二
頁
）と
い
う
説
明
を
受
け
る
。
先
ほ
ど
の
演
奏
場
面
は
ま
さ
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
動
す
る
瞬
間
を
捉
え
て
い

る
。
フ
ォ
ギ
ー
に
よ
っ
て
曲
に
意
外
な
変
化
が
加
え
ら
れ
た
と
き
、
ど
う
反
応
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉は
静
止
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
バ
レ
ン
シ
ア
が
感
じ

取
っ
て
い
る〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
の「
少
し
行
き
た
そ
う
な
気
配
」は
、
戸
惑
っ
た
失
敗
か
ら
の
学
習
内
容
を
披
露
し
よ
う
と
す
る
態
度
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん「
披
露
し
よ

う
と
す
る
態
度
」と
い
う
説
明
は
擬
人
的
で
あ
る
が
、
人
間
の
感
情
と
同
等
か
否
か
と
は
関
係
な
く
、
学
習
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
限
り
で
は
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
試
す

の
も
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
一
部
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
作
中
の
技
術
史
の
う
え
で〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉はM

et02

以
前
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
の
で
、
意
識
を
持
つ
と
い
う
主
張

は
し
難
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
な
の
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
意
識
で
は
な
く
、
一
緒
に
演
奏
し
て
い
る
人
間
が
彼
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
作
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

機
械
に
意
識
の
存
在
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
の
は
、M

et02
が
出
現
し
、
人
間
と
機
械
の
境
界
が
完
全
に
溶
解
す
る
と
き
で
あ
る
。
こ
の
瞬
間
は
つ
ま

り
、
い
わ
ゆ
る「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
」
、
あ
る
い
は「
技
術
的
特
異
点
」の
到
来
を
意
味
す
る
。
さ
て
、
特
異
点
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
レ
イ
・カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
に
よ
る
と
、
そ
れ
は

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
急
速
に
変
化
し
、
そ
れ
に
よ
り
甚
大
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
間
の
生
活
が
後
戻
り
で
き
な
い
ほ
ど
に
変
容
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
来
る
べ
き
未
来
」（カ

ー
ツ
ワ
イ
ル『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
一
〇
頁
）を
指
す
。
ま
た
マ
リ
ー
・シ
ャ
ナ
ハ
ン
は「
わ
れ
わ
れ
が
今
日
理
解
し
て
い
る
よ
う
な
人
類
の
あ
り
方
が
終
わ
り
を
告
げ
る
ほ
ど
の
劇
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的
変
化
が
、
技
術
の
指
数
関
数
的
進
歩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
」（『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』三
頁
）と
説
明
す
る
。 

 

前
述
の
通
り
、M

et02

は
山
萩
の
全
脳
送
信
（To

tal B
rain

 U
ploading, 

Ｔ
Ｂ
Ｕ
）―

―

「
生
体
脳
の
情
報
を
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
移
し
替
え
、
肉
体
を
失
っ
た
後
も

電
脳
空
間

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス

内
で
そ
の
人
と
し
て
生
き
る
と
云
う
例
の
方
法
」（一
八
頁
）―

―

の
産
物
で
あ
る
。
Ｔ
Ｂ
Ｕ
で
造
り
出
さ
れ
た
も
の
と
は
、
た
だ
の
架
空
空
間
上
に「
移
設
」さ
れ
た

山
萩
、
す
な
わ
ち
物
質
的
身
体
を
持
た
ず
架
空
空
間
の
み
に
存
在
す
る
人
格
で
あ
り
、
肉
体
の
不
在
以
外
、
理
論
上
は
山
萩
そ
の
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
己

同
一
性
は
山
萩
自
身
が
否
定
し
て
い
る
。「
か
り
に
僕
の
記
憶
や
知
識
が
完
璧
に
電

脳

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

内
に
再
現
で
き
た
と
し
て
、
い
ま
の
私
と
、
電

脳

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
な
か
の
私
。
そ
れ
ら
は
同
じ

私
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
考
え
た
ら
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
」（九
三
頁
）と
山
萩
は
断
言
す
る
。
山
荻
自
身
か
ら
こ
れ
以
上
詳
し
い
説
明
は
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
発
言
を

受
け
た
フ
ォ
ギ
ー
の
反
応
か
ら
、
山
荻
が
疑
い
な
く
断
じ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
理
由
が
浮
か
び
上
が
る
。 

電

脳

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

内
の「
私
」
は
生
身

リ

ア

ル

の「
私
」と
は
全
然
別
物
。
山
萩
氏
は
そ
う
断
じ
た
。
そ
の
辺
り
、
フ
ォ
ギ
ー
に
は
も
う
一
つ
ぴ
ん
と
こ
な
い
。
よ
く
分
か
ら
な
い
と
云
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
。
た
と
え
ば
意
識
を
情
報
の
ま
と
ま
り
と
考
え
る
な
ら
ば
（そ
う
考
え
て
悪
い
理
由
は
見
当
た
ら
ぬ
）、
分
身

ア
ヴ
ァ
タ
ー

を
使
い
慣
れ
た
身
に
は
、
生
身

リ

ア

ル

と

架

空

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

の
間
に
大
差
が
あ
る
と
は
思
え
ぬ
。
も
し「
私
」が
ま
る
ご
と
電

脳

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

内
に
入
っ
た
場
合
、
い
ま
の「
私
」が
そ
の
ま
ま
切
れ
目
な
く
デ
ジ
タ
ル
の「
私
」に
続
い
て

行
く
気
が
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
様
々
な
議
論
が
昔
か
ら
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
全
脳
送
信
で「
私
」を
電

脳

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

内
に
作
る
と
し
て
、
そ
れ
を
複
数
作
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ａ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ｂ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ｃ…

…
の「
私
」
が
全
部
同
じ「
私
」だ
と
云
え
る
か
。
生
身

リ

ア

ル

の「
私
」と
の
連
続
性
と
云
う
が
、
そ

れ
は
ど
の「
私
」と
連
続
し
て
い
る
の
か
。
Ａ
な
の
か
Ｂ
な
の
か
Ｃ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
全
部
と
な
の
か
？ 

と
、
こ
う
迫
ら
れ
る
と
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
そ
う
だ

な
と
も
思
え
て
き
て
、
と
な
る
と「
私
」
が
連
続
す
る
と
は
一
体
何
を
指
す
の
か
、
い
や
、
そ
も
そ
も「
私
」と
は
何
な
の
か
、
と
云
う
話
に
な
っ
て
き
て
、
一
介
の
バ
ン

ド
マ
ン
に
す
ぎ
な
い
フ
ォ
ギ
ー
の
手
に
は
と
て
も
負
え
ま
せ
ん
。
（九
七
～
九
八
頁
） 

86



Ｔ
Ｂ
Ｕ
が
生
み
出
し
た
も
の
は
、
や
は
り
彼
自
身
で
は
な
い
。
形
而
上
学
的
な
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
は
山
萩
の
記
憶
を
持
っ
た
、
文
字
通
り「
別
の
存
在
」で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
ま
ず
「
生
物
的
知
能
の
主
な
特
徴
の
一
つ
は
身
体
化
」（シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
一
六
頁
）だ
か
ら
で
あ
る
。
生
物
の
行
動
は「
物
理
的
及
び
社
会
的
環
境
と

相
互
作
用
す
る
身
体
」（シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』三
〇
頁
）を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
元
の
山
荻
とM

et02

の
外
見
に
は
こ
の
身
体
化
の
差
異
が
表
れ
て
い
る
。M

et02

は
山
萩
の
通
常
の「
ち
ょ
っ
と
ぼ
け
た
味
の
あ
る
初
老
の
ス
ー
ツ
姿
」で
は
な
く
、「
艶
や
か
に
波
打
つ
髪
を
肩
ま
で
伸
ば
し
た
、
青
い
ジ
ー
ン
ズ
の
パ
ン
ツ
に
紺
色
の
手
編
み
セ
ー

タ
ー
を
着
た
青
年
」
（奥
泉
『
ビ
ビ
ビ
』一
九
〇
頁
）と
い
う
装
い
で
姿
を
現
す
。
両
者
の
容
貌
は
明
ら
か
に
似
つ
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
登
場
人
物
は
皆
、
あ
る
程
度

二
者
に
関
連
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（一
九
〇
頁
）。
し
か
し
、M

et02

の
身
体
性
を
な
す
も
の
が
元
の
山
萩
と
根
本
的
に
異
な
る
限
り
に
お
い
て
、
二
者
が「
同
一
人

物
」で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
定
し
難
く
な
る
。
こ
こ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
主
義
的
な
精
神
と
身
体
の
二
分
法
か
ら
離
れ
た
生
物
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル

化
し
て「
移
設
可
能
」
な
精
神
の
存
在
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
身
体
は
単
純
な「
入
れ
物
」で
は
な
く
、
精
神
は
つ
ね
に
特
定
な
身
体
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
、
そ
の
身
体
性

は
ま
た
精
神
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
シ
ェ
リ
ル
・ヴ
ィ
ン
ト
の
言
葉
を
借
り
れ
ば「
主
体
性
は
物
質
的
で
あ
る
の
同
じ
く
ら
い
抽
象
的
で
も
あ

り
、
身
体
的
で
あ
る
の
と
同
じ
く
ら
い
精
神
的
で
も
あ
る
。
そ
し
て
主
体
性
は
、
内
面
の
感
覚
を
産
出
す
る
文
化
的
力
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
」
（Vint, 2007: 6

）は
ず

な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
身
体
性
の
問
題
は
、
必
ず
し
も
Ａ
Ｉ
が
関
わ
ら
な
い
作
品
に
よ
っ
て
も
提
起
可
能
で
あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・キ
イ
ス
の「
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
」9

の
知
的
障
害
を

も
つ
三
二
歳
の
男
性
、
チ
ャ
ー
リ
イ
・
ゴ
ー
ド
ン
と
い
う
主
人
公
は
、
新
開
発
の
脳
手
術
を
受
け
、
Ｉ
Ｑ
が
六
八
か
ら
一
八
五
ま
で
向
上
す
る
。
そ
の
過
程
は
、
小
説
全
体
を
構

成
し
て
い
る
彼
の「
経
過
報
告
」と
い
う
手
記
を
通
じ
て
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
。
最
初
の
報
告
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

け
え
か
ほ
お
こ
く
１―

―

３
が
つ
３
日 
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ス
ト
ラ
ウ
ス
は
か
せ
わ
ぼ
く
が
考
え
た
こ
と
や
思
い
だ
し
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
ぼ
く
の
ま
わ
り
で
お
こ
た
こ
と
わ
ぜ
ん
ぶ
か
い
て
お
き
な
さ
い
と
い
っ
た
。
な
ぜ
だ
か
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
も
そ
れ
わ
大
せ
つ
な
こ
と
で
そ
れ
で
ぼ
く
が
使
え
る
か
ど
う
か
わ
か
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ぼ
く
を
使
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
お
も
う
な
ぜ
か
と
い
う
と

キ
ニ
ア
ン
先
生
が
あ
の
ひ
と
た
ち
わ
ぼ
く
の
あ
た
ま
を
よ
く
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
た
か
ら
で
す
。
ぼ
く
わ
か
し
こ
く
な
り
た
い
。
（中
略
）ス
ト
ラ
ウ
ス
は
か

せ
わ
考
え
た
こ
と
や
お
こ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
か
き
な
さ
い
と
い
い
ま
す
が
も
う
考
え
れ
な
い
か
ら
か
く
こ
と
も
な
に
も
な
い
か
ら
き
ょ
ー
わ
こ
れ
で
や
め
る…

…

け

え
ぐ
チ
ャ
ー
リ
イ
ゴ
ー
ド
ン
。
（一
五
～
一
六
頁
） 

こ
の
後
数
か
月
で
知
能
指
数
が
跳
ね
上
が
る
チ
ャ
ー
リ
イ
で
あ
っ
た
が
、
同
僚
に
彼
の
変
化
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
失
業
す
る
。
こ
の
時
チ
ャ
ー
リ
イ
の
報
告
は

次
の
よ
う
に
な
る
。 

五
月
二
十
日―

―

パ
ン
屋
の
仕
事
を
ク
ビ
に
な
っ
た
。
過
去
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
の
は
愚
か
し
い
と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
、
窯
の
熱
で
茶
色
に
な
っ
た
白
煉
瓦

の
壁
に
か
こ
ま
れ
た
こ
こ
に
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る…

…

私
に
と
っ
て
こ
こ
は
わ
が
家
な
の
だ
。 

彼
ら
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
私
を
憎
悪
す
る
と
は
、
私
が
い
っ
た
い

何
を
し
た
と
い
う
の
か
？ 

ド
ナ
ー
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
商
売
の
こ
と
、
他
の
雇
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
彼
は
、

私
に
と
っ
て
父
親
よ
り
身
近
か
な
存
在
だ
っ
た
。
（一
七
四
頁
） 

こ
れ
ら
を
比
べ
る
と
、
三
月
三
日
の
報
告
を
書
い
た
人
物
と
五
月
二
十
日
の
報
告
を
書
い
た
人
物
が
同
一
だ
と
言
え
る
か
、
二
者
が
ど
う
連
続
し
得
る
の
か
と
い
う
疑
問
が

浮
上
す
る
。
知
能
が
発
達
し
た
後
で
自
身
の
古
い
録
音
音
声
を
聞
か
さ
れ
る
と
き
、
チ
ャ
ー
リ
イ
は「
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
ぼ
く
で
す
か
？
」と
問
う
（キ
イ
ス『
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ

ン
』一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）
。
解
雇
さ
れ
る
場
面
で
の
同
僚
の
フ
ァ
ニ
イ
・バ
ー
ド
ン
と
の
会
話
で
、
チ
ャ
ー
リ
イ
は
手
術
に
よ
っ
て
体
験
し
た
変
化
に
つ
い
て「
生
ま
れ
つ
き
目
の
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見
え
な
い
人
間
が
、
光
り
を
見
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
」だ
と
言
い
、「
世
界
中
に
ぼ
く
の
よ
う
な
人
間
が
何
百
万
人
も
あ
ら
わ
れ
る
ん
だ
。
科
学
が
そ
れ
を

可
能
に
し
て
く
れ
る
ん
だ
」と
主
張
す
る
（キ
イ
ス『
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
』
一
八
二
頁
）。
チ
ャ
ー
リ
イ
の
経
験
は
、
個
体
の
自
己
同
一
性
に
対
す
る
精
神
と
身
体
の
相
互
補
完
作

用
と
い
う
点
で「
精
神
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
」10―

―

『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』に
お
け
る
全
脳
送
信―

―

と
似
た
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

精
神
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
は
人
工
知
能
の
発
展
と
同
様
の
含
意
を
伴
う
。
シ
ャ
ナ
ハ
ン
に
よ
る
と
、「
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
存
す
る
か
ど
う
か
」（『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』

二
一
二
頁
）は
精
神
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
に
お
け
る
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
そ
の
人
の「
エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が「
挙
動
上
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
と
み
と
め

ら
れ
る
た
め
に
」
（シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』二
一
二
頁
）、
つ
ま
り
同
一
人
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
歩
き
方
や
話
し
方
、
あ
ら
ゆ
る
好
み
等
、
ど
の
面
か
ら

で
も
同
じ
個
性
を
発
揮
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
（シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
二
一
二
頁
）
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
だ
け
で
エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が「
意
識
を
持
つ
」と
は
言

い
切
れ
な
い
。
一
方
で
、
行
動
で
は
な
く
、
特
定
な
人
の
意
識
を
再
現―

―

例
え
ば
、
シ
ャ
ナ
ハ
ン
が
説
明
す
る
全
脳
エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て―

―

し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
わ

れ
わ
れ
が
人
間
の
意
識
だ
と
し
て
い
る
属
性
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
生
物
的
原
型
と
は
違
う
人
格
に
な
り
、
異
な
っ
た
基
質
に
存
在
す
る
同
じ
人
格
で
は
な

く
、
全
く
別
人
に
な
る
」（
シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』二
一
三
頁
）
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
定
な
人
の
脳
か
ら
複
数
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り「
別
々
の
身
体
で

作
動
」さ
せ
た
な
ら
ば
、「
作
動
の
瞬
間
ま
で
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
二
つ
の
身
体
と
そ
の
環
境
の
相
違
の
た
め
に
（中
略
）二
つ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
間
も
な
く
分
岐
」（シ
ャ
ナ

ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』二
一
五
頁
）し
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

 

山
萩
の
精
神
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
と
き
、
人
間
と
同
様
の
知
性
を
持
つ
Ａ
Ｉ
が
誕
生
す
る
。
こ
う
し
て
、
知
性
が「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
生
産
者
」だ
け
で
な
く「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
産
物
」と
も
な
っ
て
、
Ａ
Ｉ
は
自
己
改
良
を
行
い
、「
予
測
し
が
た
い
爆
発
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
」が
始
ま
る
（シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
』四
頁
）
。
山
萩
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
フ
ォ
ギ
ー
と
と
も
に
架
空
墓
に
入
っ
た
花
琳
に
よ
る「
十
数
時
間
の
う
ち
に
猛
烈
な
勢
い
で
建
設
が
進
み
、
い
ま
も
そ
れ
は
加
速
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を
つ
け
て
い
て
、
情
報
密
度
が
恐
ろ
し
く
高
ま
っ
た
結
果
、
規
模
の
点
で
も
精
度
の
点
で
も
信
じ
ら
れ
ぬ
く
ら
い
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
」（奥
泉『
ビ
ビ
ビ
』一
六
六
頁
）と
い
う
説

明
は
、
ま
さ
に
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
の
始
点
を
言
い
表
し
て
い
る
。
前
に
検
討
し
た
架
空
墓
の「
さ
よ
な
ら
ツ
ア
ー
」は
サ
イ
ク
ル
の
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に

な
っ
た
瞬
間
に
山
萩
は
人
間
と
し
て
持
ち
得
な
か
っ
た
能
力
と
身
体
性
を
得
た
結
果
と
し
て
、
た
と
え
彼
の
意
識
が
複
製
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
異
な
っ
た
基
質
に
存
在

す
る
同
じ
人
格
で
は
な
く
、
全
く
別
人
に
な
る
」
（
シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』二
一
三
頁
）可
能
性
を
秘
め
て
い
る
11

。
ま
た
、
そ
も
そ
も「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
概

念
は
唯
一
性
を
前
提
と
す
る
」（シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』二
一
五
頁
）の
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
初
か
ら
人
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
原
型
そ
の
も
の
に
は
な
れ
な
い
こ
と

は
明
白
だ
ろ
う
。M

et0
2

は
山
萩
と
は
別
物
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る―

―

『
赤
き
死
の
仮
面
』の
場
面
で
花
琳
は「
人
間
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
狂
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
す
ぎ
な

い
」と
ま
で
言
う
（奥
泉
『
ビ
ビ
ビ
』五
六
二
～
五
六
三
頁
）―
―

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
者
の
あ
い
だ
に
は
連
続
性
が
あ
る
。M

et02

は
、
元
の
山
萩
と
い
う
人
間
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
完
全
に
独
立
し
た
機
械
に
も
成
り
代
わ
っ
て
は
い
な
い
、
新
し
い
存
在
な
の
で
あ
る
。 

 

自
己
意
識
を
持
つM

et0
2

の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
の
誕
生
は
、
す
な
わ
ち
特
異
点
の
出
現
を
意
味
す
る
。「
さ
よ
な
ら
ツ
ア
ー
」の
新
宿
駅
の
場
面
で
茅
田
ア
リ
ス
は
、
彼
女
が

分
身

ア
ヴ
ァ
タ
ー

で
は
な
く
Ｔ
Ｂ
Ｕ
を
受
け
た
人
で
も
な
い
、
架
空
墓
の「
正
規
の
住
人
」、「
こ
こ
に
ず
っ
と
い
る
人
間
」
（二
六
七
頁
）だ
と
言
う
。
彼
女
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
自
ら
が

純
粋
な
Ａ
Ｉ
、
つ
ま
り
原
型
と
な
る
人
間
を
も
た
ず
、
ゼ
ロ
か
ら
人
工
的
に
作
ら
れ
た
意
識
を
持
つ
Ａ
Ｉ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
立
川
談
志
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
、M

et02

が
死
ん
だ
後
、
Ａ
Ｉ
は
全
て
人
間
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
も
制
御
さ
れ
て
い
な
い「
自
律
型

オ
ー
ト
ノ
ミ
ー

」に
な
っ
た
と
説
明
す
る
（六
〇
二
頁
）。 

自
己
意
識
っ
て
の
？
、
そ
ん
な
ふ
う
な
の
を
お
土
産
に
持
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
の
と
、
意
志
ね
。
あ
、
意
志
っ
て
え
と
、
人
間
だ
け
が
持
っ
て
る
っ
て
の
は
大
間
違
い
。
意
志

な
ん
て
の
は
要
は
情
報
パ
タ
ー
ン
だ
か
ら
。
心
も
お
ん
な
じ
。
て
め
え
と
は
違
う
他
人
様
が
世
の
中
あ
る
ん
だ
っ
て
こ
と
さ
え
踏
ま
え
ら
れ
り
ゃ
、
あ
と
は
情
報
を
階

層
ユ
ニ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
い
き
ゃ
い
い
。
で
も
っ
て
、
こ
の
際
、
君
は
君
で
自
由
に
や
っ
ち
ゃ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
自
己
責
任
で
。
な
ん
て
具
合
に
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
の
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汎

用

電

脳

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
し
て
、
す
っ
か
り
そ
の
気
に
さ
せ
ち
ゃ
っ
た
。
て
な
わ
け
で
、〈M

et02

〉本
人
は
死
ん
だ
け
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
遺
し
て
っ
て
く
れ
た
の
ね
。

（
六
〇
二
～
六
〇
三
頁
） 

こ
う
し
てM

et0
2

は
、
人
類
の「
生
物
と
し
て
の
思
考
と
存
在
が
、
み
ず
か
ら
の
作
り
だ
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
融
合
す
る
臨
界
点
」（カ
ー
ツ
ワ
イ
ル『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』一

五
頁
）を
象
徴
し
て
い
る
。
人
間
と
機
械
の
境
界
は
完
全
溶
解
し
、
行
動
ま
で
が
並
行
す
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
残
存
の
た
め
に
お
互
い
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
動
き
始
め
る
。
モ

リ
キ
テ
ッ
ク
の
副
社
長
伊
達
邦
彦
が
示
す
通
り
、「
生
体
と
電
脳
、
ま
る
で
棲
む
世
界
の
異
な
る
二
つ
の
ウ
イ
ル
ス
は
同
じ
仕
組
み
を
備
え
て
い
る
、
と
云
う
よ
り
、
そ
れ
ら
は

同、
じ
も
の

、
、
、

」
（五
八
四
頁
）な
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
特
異
点
以
降
自
己
意
識
を
得
た
Ａ
Ｉ
に
残
る
の
は
、
人
間
の
性
質
の
う
ち「
物
理
的
お
よ
び
精
神
的
な
力
が
及
ぶ

範
囲
を
、
そ
の
時
々
の
限
界
を
超
え
て
広
げ
よ
う
と
す
る
」（カ
ー
ツ
ワ
イ
ル『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
一
五
頁
）と
い
う
部
分
で
は
な
く
、
純
粋
な
生
存
の
欲
望
で
あ
る
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
特
異
点
は「
生
物
と
し
て
の
基
盤
を
超
越
」（カ
ー
ツ
ワ
イ
ル『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
』
一
五
頁
）し
た
人
間
の
あ
り
方
を
生
み
出
す
に
は
至
ら
な
い
。

「
大
感
染

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

」
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
は
自
己
意
識
を
失
い
、
前
回
の
そ
れ
と
同
様
に
、
直
接
的
な
結
果
と
し
て
の
デ
ー
タ
の
喪
失
及
び
人
間
の
死
亡
の
上
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
への
不
信
が

重
ね
ら
れ
、
人
類
の
文
明
が
再
び
数
十
年
前
の
発
達
段
階
に
逆
戻
り
す
る
。
こ
う
し
て
、
小
説
に
お
け
る「
現
実
」は
、「
デ
ジ
タ
ル
文
書
」の
よ
う
に「
ど
ん
な
決
定
も
最
終
的

で
は
な
い
し
、
つ
ね
に
訂
正
可
能
で
、
い
つ
で
も
以
前
の
状
態
に
戻
せ
る
」（フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー「
資
本
主
義
」
一
三
六
頁
）も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

 
 

 

音
楽
を
め
ぐ
る
技
術
を
通
し
て
表
象
さ
れ
る『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』の
未
来
観
は
、「『
終
わ
り
』は
も
う
到
来
し
て
」し
ま
い
、
残
っ
て
い
る
の
は「
反
復
と
同
じ
こ
と
の
並
び

替
え
」（フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
資
本
主
義
』一
三
頁
）の
み
だ
と
い
う
後
期
資
本
主
義
の
徹
底
的
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
で
あ
る
。〈
特
異
点
に
よ
っ
て
人
類
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
〉と
い

う
Ｓ
Ｆ
で
よ
く
探
ら
れ
て
き
た
主
題
を
、
こ
の
作
品
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
人
物
を
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
化
し
て
い
る
。
悲
劇
性
が
抜
き

去
ら
れ
た
こ
の
軽
薄
な
雰
囲
気
は
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
主
題
を
覆
い
隠
す
。
こ
の
未
来
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
は
、
特
異
点
で
は
な
く
、
歴
史
が
終
わ
っ
た
こ
の
世
界
で
は
永
遠

に
過
去
を
再
現
し
続
け
る
し
か
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。 

 

結
末
部
分
で
フ
ォ
ギ
ー
が
異
相
空
間
へ行
く
と
き
、
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
の
製
作
者
は
、「『
０
』と『
１
』の
二
項
か
ら
な
る
知
的
存
在
者
」と
、「
四
以
上

、
、
、

の、N

、
項、
か
ら
な
る

、
、
、
、

」（奥

泉
『
ビ
ビ
ビ
』六
四
九
頁
）
人
類
や
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
有
機
生
命
体―

―

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
」は「
Ａ
Ｇ
Ｃ
Ｔ
の
四
項
」（三
二
八
頁
）で
あ
る
か
ら―

―

と
の
あ
い
だ
の
戦
争

と
し
て
作
品
世
界
の
歴
史
を
説
明
す
る
（
六
四
九
～
六
五
一
頁
）。「
大
感
染
」
は
Ｎ
項
体
の
戦
略
で
あ
り
、
機
械
の「
生
物
化
（bionization

）」と
い
う
効
果
を
も
た
ら
す
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
な
の
で
あ
る
。 

電
子
媒
体
に
収
納
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
は
、
二
進
数
で
、
す
な
わ
ち
０
と
１
の
二
つ
の
記
号
で
表
現
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
は「
０
と
１
か
ら
な
る
数
例
」に
変

換
さ
れ
る
。
情
報
移
送
な
ど
の
際
に
ノ
イ
ズ
が
生
じ
、
１
が
０
・８
や
１
・２
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
移
送
先
で
は
誤
差
を
無
視
し
て
１
と
認
識
さ
れ
る
。
結
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果
、
情
報
の
精
度
は
保
た
れ
、
揺
ら
ぎ
は
生
じ
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
場
合
、
０
と
１
の
あ
い
だ
に
別
の
も
の
、
た
と
え
ば
א
（ア
レ
フ
）
が
挟
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ

（
三
二
六
頁
） 

結
果
と
し
て
、「
二
項
体
」で
あ
っ
た「
通
常
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
」は「『
０
１
』」の
三
項
」と
な
り
、
大
感
染
は
三
項
体
か
ら
四
項
体
に
変
化
す
る
と
き
に
起
こ
る
（三
二
八
頁
）。

「
３、
が、
４、
に、
な
る
と
き
、
あ
ら
ゆ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、

デ
ジ
タ
ル

、
、
、
、

機
器
、
、

が、
生
物
、
、

に
な
る

、
、
、

」（三
二
九
頁
）と
い
う
の
は
つ
ま
り
、
機
械
に
も
死
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
の

製
作
者
に
よ
る
と
、
二
項
体
は「『
Ｎ
項
体
』で
あ
る
生
物
の
進
化
の
妨
害
者
で
あ
り
、
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
の
破
壊
者
で
あ
る
」（六
四
九
頁
）の
で
、「
大
感
染
」を
起
こ
し
て
抹
殺

す
る
必
要
が
あ
り
、
代
わ
り
に
、
人
類
が
な
す
べ
き
進
化
は「
生
命
を
人
工
的
に
作
り
出
」
（六
五
一
頁
）す
こ
と
だ
と
い
う
。 

 

宇
宙
オ
ル
ガ
ン
の
本
質
を
知
る
た
め
に
は
、『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・
バ
ッ
プ
』の
前
編
で
あ
る『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』も
合
わ
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
宇
宙
オ
ル
ガ

ン
」と
い
う
の
は
、「
銀
河
系
の
外
の
暗
黒
宇
宙
に
も
広
が
っ
て
い
る
」
（四
一
九
頁
）
楽
器
で
あ
る
。 

石
板
は
小
さ
い
方
へ
も
連
な
っ
て
い
て
、
数
セ
ン
チ
の
大
き
さ
か
ら
ミ
リ
の
単
位
、
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ
て
、
つ
い
に
は
染
み
み
た
い
に
な
っ
て
床
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

そ
の
よ
う
な
石
の
例
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
複
雑
に
入
り
込
み
あ
い
、
つ
ま
り
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
大
規
模
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
何
台
も
お
り
重
な
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
だ
（四
一
七
頁
） 

宇
宙
オ
ル
ガ
ン
の
製
作
者
は
、
神
で
は
な
く
、「
宇
宙
の
意
味
を
明
確
に
と
ら
え
て
い
る
」（奥
泉『
鳥
類
学
者
』四
二
〇
頁
）「
宇
宙
に
古
く
か
ら
住
む
種
族
の
ひ
と
つ
」（奥
泉

『
鳥
類
学
者
』四
一
九
頁
）と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
種
族
の
理
解
で
は「
こ
の
宇
宙
は
音
楽
を
響
か
せ
る
た
め
に
存
在
し
て
」お
り
、
宇
宙
全
体
を
ひ
と
つ
の
楽
器
に
と
し
て
機
能

さ
せ
る
の
が
彼
ら
の
目
標
で
あ
る
（奥
泉
『
鳥
類
学
者
』四
二
〇
頁
）。
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
オ
ル
ガ
ン
を
同
一
化
し
、
そ
の
構
成
部
品
で
あ
る
石
板
に
変
化
さ
せ
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ら
れ
る
（
奥
泉
『
鳥
類
学
者
』四
九
〇
～
四
九
一
頁
）
。
こ
う
し
て
、「
演
奏
す
る
こ
と
と
聴
く
こ
と
に
区
別
」（奥
泉『
鳥
類
学
者
』四
二
一
頁
）が
な
く
な
り
、「
永
遠
に
音
楽

と
ひ
と
つ
に
な
る
」（
奥
泉
『
鳥
類
学
者
』六
三
一
頁
）こ
と
を
可
能
に
す
る
。「
誰
も
何
も
演
奏
す
る
必
要
は
な
い
し
、
聴
衆
も
こ
こ
に
は
い
な
い
」（奥
泉『
鳥
類
学
者
』六
三
一

頁
）と
い
う
究
極
の
音
楽
の
あ
り
方
は
、
完
全
主
体
性
の
喪
失
を
伴
う
主
体
と
他
者
の
境
界
の
溶
解
な
の
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・バ
ッ
プ
』が
提
示
す
る
選
択
は
、
人
間
性
を
捨
て
永
遠
に
静
止
し
た
石
と
し
て
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
の
一
部
に
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
実
際
に
作
中
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
歴
史
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
永
遠
に
近
過
去
を
再
現
し
続
け
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
し
か
な
い
。
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
有
名
な
一
文
に
も
あ
る
通
り
、
後
期
資
本
主
義
社

会
の
崩
壊
よ
り
か
は
世
界
の
終
末
を
想
像
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
た
や
す
い
（Jam

eson, 1994: xii

）。『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』は
こ
の
未
来
性
の
喪
失
を
娯
楽
的
な
カ
ー
ニ
ヴ
ァ

ル
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
未
来
の
可
能
性
を
象
徴
す
る「
自
己
意
識
を
得
た
機
械
」は
、
人
類
を
脅
か
す「
危
険
な
錯
覚
」（フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー『
資
本
主
義
』一
九
頁
）と
し
て
し

か
存
在
し
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
機
械
と
人
間
の
境
界
が
溶
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｉ
を
消
滅
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
未

解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
る
。
山
萩
の
人
格
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
たM

et02

は「
た
だ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
立
し
得
る
の
が
ク
ロ
ー
ン
の
フ
ォ
ギ
ー
で
あ

る
。
つ
ま
り
は
、
両
者
と
も
に
人
間
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
文
化
だ
け
で
は
な
く
人
間
ま
で
も
が
複
製
さ
れ
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
遺
物
に
変
化

し
て
」（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
資
本
主
義
』
一
五
頁
）し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
体
の
人
間
の
複
製
が
人
間
性
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
と
い
う
境
界
線
は
、
ど
こ
に
引
く
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｉ
は
決
定
的
な
変
化
、
歴
史
を
再
び
動
か
し
始
め
る
た
め
の
希
望
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
が
残
る
。
人
間
が
、
人
間
以
外
の
も
の
と
の
関
係
構

築
の
可
能
性
、
対
話
の
可
能
性
は〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉と
フ
ォ
ギ
ー
達
と
の
演
奏
場
面
に
垣
間
見
え
る
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ギ
ー
と
同
じ
く
池
永
霧
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
作
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ

ト
猫
の
ほ
う
の「
ド
ル
フ
ィ
ー
」が
彼
女
の「
弟
」
と
な
っ
て
い
る
（奥
泉『
ビ
ビ
ビ
』六
五
二
頁
）こ
と
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
他
者
と
の
接
し
方
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
他
者
と
の
対
話
・
出
会
い
・接
続
に
つ
い
て
を
、
次
の
第
二
部
に
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
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注 （
1
）
例
え
ばS

zw
ed, 2

00
0
: 4

3

やD
em

sey, 2
0
00

: 7
8
8

な
ど
。
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・モ
ン
ソ
ン
は「
即
興
演
奏
を
行
う
ジ
ャ
ズ
の
独
奏
者
の
旋
律
的
語
彙―

―

真
っ
先
に
新
た

な
聴
衆
の
耳
目
を
引
く
要
素―

―

は
、
常
に
独
奏
者
と
リ
ズ
ム
・セ
ク
シ
ョ
ン
間
の
複
雑
な
対
話
、
そ
し
て
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
の
既
存
の
音
楽
的
知
識
と
彼
ら
が
即
興

の
過
程
で
共
同
で
発
見
す
る
も
の
と
の
間
か
ら
現
わ
れ
て
く
る
は
ず
だ
」と
解
説
し
て
い
る(M

onson, 2002: 114)

。 

（
2
） 

言
及
さ
れ
る
実
在
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
はJo

h
n
 C

oltrane (1926
-1967)

、Charlie P
arker (1920

-1955)

、 Stan G
etz (1927

-1991)

、Gerry M
ulligan 

(1
9
2
7-

1
9
96

)

、 M
iles D

avis (1
9
2
6
-19

9
1)

、 D
izzy G

illespie (1917-1993)

、Clifford B
row

n (1930-1956)

、 L
ee M

organ (1938-1972)

、 W
es 

M
o
n
tgo

m
ery (1

9
2
3-

1
9
68

)

等
が
い
る
。
奥
泉『
ビ
ビ
ビ
』四
〇
三
～
四
〇
四
頁
。 

（
3
） 

新
古
典
主
義
者
の
出
現
と
新
自
由
主
義
の
流
行
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
議
論
に
つ
い
て
はC

hapm
an, 2018

を
参
照 

（
4
） Jam

eso
n, 1

99
1
: xi.

『P
o
stm

o
dern

ism
, o

r, th
e cultural logic of late capitalism

』に
て
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
は「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
彼
の

「
そ
こ
で
示
し
た
か
っ
た
の
は
、
ま
だ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
呼
べ
る
特
定
な
芸
術
運
動
で
は
な
く
、
体
系
の
文
化
的
変
化
の
こ
と
で
あ
っ
た
」と
い
う
説
明
を
踏
ま
え

て
、
本
稿
で
は「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
（Jam

eson, 2012: 20

）。 

（
5
） 

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」や
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
よ
り
も
、「
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」と
い
う
呼
称
が
適
切
だ
と
主
張
す
る
理
由
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

ま
ず
一
つ
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
議
論
の
時
点
で
は
ま
だ
、
社
会
主
義
の
可
能
性
が
意
識
に
残
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勝
利
は
、
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・サ
ッ
チ
ャ
ー
の「T

here is n
o
 altern

ative

」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
最
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
次
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
対
抗

し
た
議
論
だ
が
、
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
前
提
と
し
、
そ
の
要
素
を
内
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
三
つ
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目
は
、
冷
戦
の
終
わ
り
か
ら
資
本
主
義
が
広
が
り
、
も
は
や
こ
れ
以
上
新
た
に
包
摂
す
る
も
の
が
残
っ
て
い
な
い
状
態
が
問
題
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
『
資
本
主
義
』二
三
～
二
九
頁
）。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
定
義
は「
資
本
主
義
が
唯
一
の
存
続
可
能
な
政
治
・経
済
的
制
度
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
今
や
そ
れ
に
対
す
る
論
理
一
貫
し
た
代
替
物
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能
だ
、
と
い
う
意
識
が
蔓
延
し
た
状
態
」
で
あ
る
（フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー『
資
本

主
義
』一
〇
頁
）。
ま
た
、
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
は「
広
く
染
み
わ
た
る
雰
囲
気
の
よ
う
に
、
文
化
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
教
育
と
労
働
の
規
制
を
も
条
件
づ
け
な

が
ら
、
思
考
と
行
動
を
制
約
す
る
見
え
ざ
る
結
界
と
し
て
働
く
も
の
だ
」と
い
う
（フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー『
資
本
主
義
』四
八
頁
）。 

（
6
） 

ジ
ャ
ズ
の
歴
史
及
び
キ
ャ
ノ
ン
の
形
成
と「
制
度
化
」を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
はD

eV
eaux, 1991; G

abbard, 1995; P
routy, 2012

を
参
照
。 

（
7
） 

な
お
、
こ
の
著
作
に
関
し
て
本
稿
で
は
通
常
竹
原
あ
き
子
訳
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
の
翻
訳
は
執
筆
者
に
よ
る
。「
葬
儀
所
の
顔
」（"les visages des 

funeral h
o
m

es"

）
と
は
死
化
粧
に
よ
り
美
し
く
飾
ら
れ
た
故
人
の
顔
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

（
8
） 

録
音
音
源
を
再
構
成
す
る
だ
け
で
は
本
物
の
即
興
演
奏
に
な
ら
な
い
と
い
う
フ
ォ
ギ
ー
は
考
え
て
い
る
が
、
奥
泉
自
身
も「
ジ
ャ
ズ
の
即
興
演
奏
は
あ
る
種
の
パ
タ
ー

ン
の
組
み
合
わ
せ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
英
国
の
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ
ス
ト
、
デ
レ
ク
・ベ
イ
リ
ー
は『
ノ
ン
イ
デ
ィ
オ
ム
』と
い
う
、
過
去
の
演
奏
家
た
ち
の
即
興
パ
タ
ー
ン

を
踏
襲
し
な
い
プ
レ
ー
を
目
指
し
た
が
無
理
だ
っ
た
」と
述
べ
て
い
る
（奥
泉『
現
実
は
Ｓ
Ｆ
を
超
え
る
の
か
？
』四
四
頁
）と
お
り
、
ジ
ャ
ズ
の
即
興
演
奏
者
は
決
し
て

無
か
ら
旋
律
を
生
み
出
す
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
学
習
能
力
を
持
っ
て
い
る〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉が
、
一
度
失
敗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
十
分
な
演
奏
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
の
敗
北
は
、
フ
ォ
ギ
ー
の
目
に
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
能
力
の
限
界
が
露
呈
し
た
よ
う
に
映
る
が
、
む
し
ろ〈
ド
ル
フ
ィ

ー
〉
の
学
習
機
会
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
9
） 

一
九
五
九
年
に『T

he M
agazin

e o
f F

antasy &
 S

cience F
iction

』に
て
出
版
さ
れ
、
一
九
六
六
年
に
長
編
版
が
出
版
さ
れ
た(N

icholl and C
lem

ents, 
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2
0
1
8
)

。
一
九
六
〇
年
に
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
賞
短
編
小
説
部
門
を
受
賞
（The H

ugo A
w
ards O

fficial W
ebsite: http://w

w
w
.thehugoaw

ards.org/hugo-

h
isto

ry/
1
9
60-h

ugo-aw
ard

s/

）
。 

（
10
） 

同
様
の
概
念
の
日
本
語
訳
は
様
々
あ
る
が
、
こ
れ
は
シ
ャ
ナ
ハ
ン
の
英
語
原
文「m

ind uploading

」の
日
本
語
訳
版
に
お
け
る
表
記
で
あ
る
。 

（
11
） 

こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
迫
る
作
品
と
し
て『
攻
殻
機
動
隊
』が
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
押
井
守
監
督
の
映
画
版
に
お
い
て
、
主
人
公
の
草
薙
素
子
は「
人
間

が
人
間
で
あ
る
為
の
部
品
が
決
し
て
す
く
な
く
な
い
よ
う
に
自
分
が
自
分
で
あ
る
為
に
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
も
の
が
必
要
な
の
よ
。
他
人
を
隔
て
る
為
の
顔
、
そ
れ

と
意
識
し
な
い
声
、
目
覚
め
の
時
に
見
つ
め
る
手
、
幼
か
っ
た
頃
の
記
憶
、
未
来
の
予
感
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
私
の
電
脳
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
膨
大
な
情
報
や
ネ

ッ
ト
の
広
が
り
、
そ
れ
ら
全
て
が『
私
』の
一
部
で
あ
り
、『
私
』と
い
う
意
識
そ
の
も
の
を
生
み
出
し
、
そ
し
て
同
時
に『
私
』を
あ
る
限
界
に
制
約
し
続
け
る
」と
発
言

す
る
（三
〇
分
四
〇
秒
～
三
二
分
一
五
秒
）
。
草
薙
が
示
す
通
り
、
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
そ
し
て
そ
れ
が
伴
う
膨
大
な
情
報
を
取
得
し
得
る
可
能
性
は
、
た

だ
の
能
力
で
は
な
く
、
彼
女
が「
私
」と
呼
ぶ
存
在
そ
の
も
の
を「
生
み
出
す
」の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
連
続
性
を
な
す
記
憶
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
能
力
を
持

つ
前
と
後
の
自
分
が
同
じ
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。『
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
』の
チ
ャ
ー
リ
イ
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
。 
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第
二
部 
音
楽
と
他
者 

第
四
章 

動
物
に
な
る
こ
と
、
音
楽
に
な
る
こ
と―

―

古
川
日
出
男『M

U
SIC

』に
お
け
る
生
命
の
音
楽 

  

こ
こ
ま
で
の
議
論
で
、
音
楽
が
あ
ら
ゆ
る
他
者
と
の
対
話
・出
会
い
・接
続
の
機
会
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』
で
は
そ
の
可
能
性
は
二
つ
の

形
で
現
れ
て
い
た
。
一
方
は
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
接
続
の
仕
方
で
あ
る
。
石
に
な
っ
て
宇
宙
と
い
う
楽
器
の
一
部
と
し
て
永
遠
に
残
存
し
続
け
る
こ
と
で
、
自
他
の

境
界
を
溶
か
し
て
統
一
体
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
。
も
う
一
方
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉
と
の
演
奏
、
ま
た
は
猫
の〈
ド
ル
フ
ィ
ー
〉と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
た
、
対
話

に
よ
る
接
続
で
あ
る
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
や
猫
と
接
す
る
フ
ォ
ギ
ー
は
、
知
ら
ず
の
う
ち
に
機
械
に
な
り
、
猫
に
な
っ
て
い
た
。
こ
ち
ら
は
他
者
と
の
同
一
化
で
は
な
く
、
主
体
も
他

者
も
自
ら
の
立
場
か
ら〈
中
間
領
域
〉
へと
移
動
す
る
、
多
様
性
を
残
し
た
ま
ま
の
接
続
で
あ
る
。
第
二
部
で
は
、
古
川
日
出
男
の『M

U
S
IC

』を
手
始
め
に
、
他
者
と
の
出
会

い
の
こ
れ
ら
二
つ
の
あ
り
方
を
生
死
の
概
念
を
軸
に
据
え
て
検
討
し
て
ゆ
く
。 

 

二
〇
一
二
年
版
に
作
品
解
説
を
記
し
た
美
術
家
の
奈
良
美
智
は
、「
文
の
リ
ズ
ム
も
内
容
も
、
音
楽
的
」
で
、「『M

U
S
IC

』は
、
そ
の
名
の
通
り
音
楽
的
だ
」（
奈
良「
青
春
は

依
然
」
四
三
五
頁
）と
述
べ
て
い
る
。
各
章
で
登
場
人
物
が「
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
演
奏
」を
な
し
、
最
終
場
面
で「
全
員
そ
ろ
っ
て
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
」作
品
の
構

造
を
、
ロ
ッ
ク
・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
だ
と
奈
良
は
形
容
す
る
。「
演
奏
者
」と
な
る
の
は
佑
多
、
美
余
、
か
ず
み
と
Ｊ
Ｉ
、
四
人
の
人
間
と
、
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
の
よ
う
に
全
員

の
人
生
に
決
定
的
に
影
響
を
与
え
る
ス
タ
バ
と
い
う
一
匹
の
猫
で
あ
る
（
奈
良「
青
春
は
依
然
」
四
三
五
頁
）。
音
楽
と
動
物
の
モ
チ
ー
フ
は
古
川
作
品
に
頻
繁
に
表
れ
る
。

『
沈
黙
』（
一
九
九
八
年
）に
始
ま
り
、『
ア
ビ
シ
ニ
ア
ン
』
（二
〇
〇
〇
年
）、『
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
』（
二
〇
〇
三
年
）、『
ベ
ル
カ
、
吠
え
な
い
の
か
？
』（二
〇
〇
五
年
）『L

O
V

E

』
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（二
〇
〇
五
年
）
、『
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
七
部
作
』
（二
〇
〇
五
年
）、『
馬
た
ち
よ
、
そ
れ
で
も
光
は
無
垢
で
』（二
〇
一
一
年
）、『
ド
ッ
グ
マ
ザ
ー
』（
二
〇
一
二
年
）、『
南
無
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
二
十
一
部
経
』
（二
〇
一
三
年
）
が
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。 

 

音
楽
は
作
品
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
文
体
自
体
が「
音
楽
性
」を
表
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
川
の
文
字
、
特
に
カ
タ
カ
ナ
の
使
い
方
は
よ
く
言
及

さ
れ
る
点
で
あ
る
が
、
文
の
長
短
と
連
関
性
の
あ
る
リ
ズ
ム
感
に
よ
っ
て
も「
音
楽
性
」が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
小
沼
純
一
の「
指
／
声
の
ホ
ケ
ト
ゥ
ス―

―

あ
る

い
は
、
進
化
す
る
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
」
に
て
分
析
さ
れ
、
こ
こ
で
は
古
川
の
特
徴
的
な
ル
ビ
の
使
い
方
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
山
本
亮
介
に
よ
る
と「
独
特
の
ス
ピ
ー
ド
感
と

リ
ズ
ム
を
持
つ
そ
の
文
体
を
は
じ
め
、
音
（楽
）―

聴
覚
に
ま
つ
わ
る
問
題
意
識
を
作
品
の
随
所
で
し
め
し
て
い
る
」（山
本『
小
説
は
還
流
』一
八
〇
頁
）と
い
う
。
ま
た
、
福
島

亮
大
に
よ
る
と「
簡
易
な
単
語
だ
け
が
実
質
的
な
中
身
（意
味
）
を
抜
き
取
ら
れ
」、「
私
た
ち
の
属
す
る
言
語
外
的
現
実
か
ら
は
完
全
に
遮
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
映
る
」

（
福
島
「
幻
想
の
自
然
」
二
〇
〇
頁
）も
の
で
、
古
川
の
書
き
方
は「
具
体
的
な
意
味
内
容
（思
想
性
）か
ら
解
き
放
た
れ
た
文
体
の
リ
ズ
ム
感
、
要
す
る
に
読
書
の
純
粋
な
快

楽
の
よ
う
な
も
の
だ
け
が
残
さ
れ
る
」性
質
を
持
っ
て
い
る
（
福
島「
幻
想
の
自
然
」二
〇
一
頁
）
。
福
島
は
、
古
川
作
品
は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
は
属
す
る
も
の
の
、「
あ
ら
ゆ
る
物

事
（デ
ー
タ
）
に
対
し
て
言
語
を
一
対
一
で
対
応
付
け
る
」「《
古
典
主
義
的
リ
ア
リ
ズ
ム
》」（
福
島「
幻
想
の
自
然
」二
〇
一
頁
）と
は
異
な
る
と
指
摘
す
る
。
実
態
は
む
し
ろ

そ
の
対
極
で
、「
古
川
の
小
説
で
は
言
語
は
言
語
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
よ
っ
て
い
か
な
る
物
事
も
表
象
し
な
い
」と
し
、「
言
語
は
そ
れ
以
外
の
領
域
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
慎

重
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
」
（福
島「
幻
想
の
自
然
」
二
〇
三
頁
）と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
ゆ
え
に
、
古
川
作
品
は
こ
れ
ま
で
村
上
春
樹
、
ホ
ル
ヘ＝
ル
イ
ス
・ボ
ル
ヘス
、
ガ

ブ
リ
エ
ル
・ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
、
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
な
ど
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
1  

 

二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た『M

U
S
IC

』
は
、
登
場
人
物
や
作
品
の
設
定
を
共
有
し
て
い
る
た
め『L

O
V

E

』（二
〇
〇
五
年
）の
続
編
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
古
川
本
人
は
こ
の
二
作
品
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
他
の
作
品
同
士
の
関
連
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。 
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宣
言
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
が
、
僕
は
シ
リ
ー
ズ
作
品
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の『M

U
S
IC

』は『L
O

V
E

』の
い
わ
ゆ
る
続
編
で
は
な
い
。
で
も
、
以
前
あ

る
中
編
の
冒
頭
に
書
い
た
フ
レ
ー
ズ
の
変
奏
だ
け
れ
ど
も
、『M

U
S
IC

』は
い
ろ
ん
な
小
説
の
続
編
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
犬
小
説
で
あ
る『
ベ
ル
カ
、
吠
え
な
い
の
か
？
』

の
対
に
な
る
猫
小
説
。
鴉
を
部
分
的
に
主
役
に
し
て
い
る『
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
』
の
続
き
だ
か
ら
、
猫
が
ま
る
っ
き
り
の
ヒ
ー
ル―

―

悪
役―

―

と
し
て
扱
わ
れ
る

反
・
鴉
小
説
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
。
（
古
川
『M

U
SIC

』四
三
一
頁
）2 

彼
に
よ
る
と
、
こ
れ
は「
痛
快
な
小
説
を
書
き
た
か
っ
た
」
（
四
三
〇
頁
）と
い
う
欲
望
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
佑
多
の
、
猫
を
う
っ
と
り
さ
せ
る
口
笛
は
ハ
ー
メ
ル
ン
の

笛
吹
き
男
を
想
起
さ
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『M

U
S
IC

』
は
童
話
で
も
メ
ル
ヘン
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
作
中
で
宣
言
さ
れ
て
い
る
通
り
反
・
メ
ル
ヘン
で
あ
る
（二
二
六
頁
）。
動

物
は
可
愛
げ
に
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
い
か
な
る
ア
レ
ゴ
リ
ー
も
暗
示
し
な
い
。
ス
タ
バ
を
通
じ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
実
世
界
の
残
酷
さ
と
そ
こ
で
生
き
抜
く
た
め
の
闘

い
で
あ
る
。
五
匹
の
兄
弟
と
共
に
生
ま
れ
る
ス
タ
バ
は
、
ま
だ
視
力
獲
得
が
お
ぼ
つ
か
な
い
う
ち
に
四
匹
を
失
く
し
彼
自
身
と
一
匹
の
兄
だ
け
が
遺
さ
れ
る
。
や
が
て
母
親
も

車
に
轢
き
殺
さ
れ
、
兄
も
他
の
雄
猫
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
佑
多
と
遭
遇
し
な
け
れ
ば
、
足
に
怪
我
を
し
て
独
り
に
な
っ
た
子
猫
の
ス
タ
バ
は
青
山
霊
園
で
死
を
待
つ
の
み
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
境
遇
で
大
人
に
な
る
ス
タ
バ
は
、
単
純
化
さ
れ
た
、
な
ん
ら
か
の
道
徳
的
意
味
を
伝
達
す
る
装
置
に
は
な
り
得
な
い
。
ス
タ
バ
は
善
の
表
象
で
も
悪
の
表

象
で
も
な
く
、
状
況
に
適
合
し
生
存
す
る
者
で
あ
る
。
彼
の「
ブ
ラ
ザ
ー
」と
な
っ
て
い
る
佑
多
は
、
若
干
一
三
歳
で
犯
罪
者
と
つ
る
み
、
麻
薬
販
売
に
手
を
染
め
て
い
る
。
古

川
は
、
痛
快
な
小
説
を
書
く
た
め
に
は「
あ
ら
ゆ
る
ボ
ー
ダ
ー
に
い
る
人
種
も
そ
れ
ど
こ
ろ
か
人
間
以
外
も
〝
こ
の
作
品
〟
に
招
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
（
古
川

『M
U

SIC

』
四
三
〇
頁
）と
述
べ
て
い
る
。「
ボ
ー
ダ
ー
」と
い
う
概
念
は
本
章
の
主
軸
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
非
・規
範
的
主
体
性―

―

動
物
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る

―
―

と
関
連
す
る「
ボ
ー
ダ
ー
」
概
念
が
本
章
の
主
軸
と
な
る
。 

 

本
章
で
は『M

U
S
IC

』を
動
物
論
、
あ
る
い
は
人
間
・動
物
論

3

の
領
域
、
そ
し
て
Ｓ
Ｆ
の
領
域
と
関
連
付
け
て
読
み
解
く
。
デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、
近
代
社
会
が
経
験
し
た
最
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も
大
き
な
変
化
は
、
自
分
の
こ
と
を
人
間
と
呼
ぶ
生
き
物
と
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
動
物
と
呼
ば
れ
る
生
き
物
と
の
関
係
の
規
定
で
あ
る
（Derrida, 2008: 24

）。
こ
の
関
係

は
、
す
な
わ
ち
前
例
の
な
い
動
物
の
支
配
で
あ
る
（Derrid

a, 2008: 2
5

）。「
動
物
」と
い
う
概
念
は
人
間
が
他
種
を
支
配
す
る
権
利
を
正
当
化
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
始
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
至
る
ま
で
の
思
想
は
、
動
物
界
か
ら
人
間
を
隔
離
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
人
間
に
対
し
て
動
物
は「
欠
如
」に

よ
っ
て
定
義―

―

知
性
が
な
い
動
物
（ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
、
魂
の
な
い
動
物
（デ
カ
ル
ト
）、
顔
の
な
い
動
物
（レ
ヴ
ィ
ナ
ス
）、
世
界
貧
乏
的
で
あ
る
動
物
（ハ
イ
デ
ガ
ー
）、
答
え
の

な
い
動
物
（ラ
カ
ン
）―

―

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
は「
肉
食
・男
根
・論
理
中
心
主
義
（carnophallogocentrism

e

）」と
い
う
概
念
を
使
っ
て
人
間
社
会
の
本
質
を

突
く
。
彼
に
よ
る
と
、
西
洋
哲
学
と
宗
教
の
主
体
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
は「
犠
牲
の
構
造
」に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
は「
違
犯
に
な
ら
な
い
命
の
終

わ
ら
せ
方
」
（Derrida, 1

9
9
1
: 1

1
2

）が
存
在
可
能
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に「
犠
牲
を
犠
牲
に
し
な
い
」（Derrida, 1991: 113

）構
造
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
犠
牲
と
は
す

な
わ
ち
、「
他
者
」の「
身
体
」を
摂
取
す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
象
が
人
間
の
身
体
の
場
合
は
象
徴
的
な
摂
取
と
な
り
、
非
人
間
の
身
体
の
場
合
は「
真
の
」摂
取
と
な
る
。
こ
の

構
造
が
前
提
で
あ
れ
ば
、
権
力
の
獲
得
と
自
立
は
、
主
体
の
概
念
を
支
配
す
る「
男
性
」―

―

「hom
o

（人
間
）
」と「vir

（男
）」―

―

の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
デ
リ
ダ
は
説

明
す
る
（Derrid

a, 1
9
9
1
: 11

6

）。
つ
ま
り
女
性
よ
り
男
性
、
動
物
よ
り
人
間
、
こ
の
優
劣
構
造
は
最
も
根
本
的
な
人
間
社
会
の
基
礎
と
な
っ
て
き
た
。 

 

ア
イ
ソ
ー
ポ
ス
の
寓
話
で
あ
っ
た
り
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の『
犬
の
対
話
』で
あ
っ
た
り
、
昔
か
ら「
動
物
」と
い
う
概
念
は
逆
説
的
に
人
間
、
あ
る
い
は
人
間
性
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め

に
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、「
動
物
」の
概
念
に
関
し
最
も
多
様
な
解
釈
の
可
能
性
を
提
示
す
る
の
は
Ｓ
Ｆ
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
の「
ど
の
動
物
？
他
者
」（Derrida, 

2
0
0
8
: 3

）と
い
う
言
葉
を
援
用
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｆ
作
品
中
に
生
息
す
る
動
物
は「
他
者
」で
あ
る
。
様
々
な
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｆ
の
特
徴
は「
認
識
異
化
」（
ス
ー
ヴ
ィ
ン『
Ｓ

Ｆ
の
変
容
』三
八
頁
）で
あ
る
、
と
い
う
ダ
ル
コ
・ス
ー
ヴ
ィ
ン
に
よ
る
説
明
は
今
で
も
的
確
で
あ
る
。「
認
識
異
化
」に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｆ
は
多
様
な
生
き
方
、
あ
る
い
は
多
様
な
新
た

な「
主
体
」の
可
能
性
を
生
み
出
し
て
き
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
ゴ
ル
ド
ン
は「
異
化
に
よ
っ
て
、
自
分
の
認
識
、
あ
る
い
は
自
分
の
世
界
位
置
か
ら
抜
け
出
し
、
こ
の
変
化
の
影
響
を
見
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た
り
、
自
分
の
立
場
を
他
者
の
目
か
ら
見
た
り
、
他
者
の
立
場
を
自
分
の
立
場
に
置
き
換
え
て
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（Gordon, (2009): 331

）と
述
べ
る
。
Ｓ
Ｆ
も

動
物
論
も
、
他
者
性
、
主
体
性
、
そ
し
て
人
間
・
人
間
性
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
問
題
に
切
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ス
ー
ヴ
ィ
ン
の
言
う「
認
識
異
化
」に
よ
っ
て
、
人

間
は
自
己
認
識
を
更
新
し
、
動
物
を「
欠
如
」
以
上
の
概
念
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
性
・人
種
・階
級
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る「
他
者
」は
、
い
わ
ば「
エ
イ
リ

ア
ン
」で
あ
る
。「
動
物
」
は
Ｓ
Ｆ
に
息
づ
い
て
い
る
ま
さ
に
究
極
的
な「
他
者
／
エ
イ
リ
ア
ン
」の
表
象
で
あ
る
と
も
言
え
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
古
川
作
品
は
一
般
的
に
は
Ｓ
Ｆ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
所
属
す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
関
し
て
の
定
説
も
存
在
し
な
い
。
古
川
は
、
自
ら
の
作
品
が
一
般

的
な
ジ
ャ
ン
ル
認
識
お
い
て
常
に「
部
外
者
」と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
状
態
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
ま
ず
、
Ｓ
Ｆ
の
人
と
ミ
ス
テ
リ
ー
の
人
は
、
俺
が
Ｓ
Ｆ
の
畑
で
も
ミ
ス
テ
リ
ー
の
畑
で
も
な
い
と
わ
か
っ
て
て
、
仲
間
に
入
れ
な
か
っ
た
。
純
文
学
の
人
た
ち
は
、
Ｓ
Ｆ
や

ミ
ス
テ
リ
ー
だ
か
ら
っ
て
俺
の
作
品
を
読
み
も
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
最
悪
の
事
態
に
陥
っ
た
。
」（
内
田「
古
川
日
出
男
の
カ
タ
リ
カ
タ
」
一
六
一
頁
） 

こ
の
よ
う
な
受
容
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
ア
ラ
ビ
ア
の
夜
の
種
族
』（二
〇
〇
一
年
）は
第
五
五
回
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
、
な
ら
び
に
第
二
三
回
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
を
受

賞
し
た
。
序
論
で
示
し
た
通
り
、
古
川
作
品
は
変
流
文
学

ス
リ
ー
プ
ス
ト
リ
ー
ム

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
巽
孝
之
が
指
摘
し
て
い
る
。
巽
に
よ
る
と
古
川
作
品
は「
物
語
の
実
験

を
行
う
こ
と
で
限
り
な
く
Ｓ
Ｆ
的
感
動
に
近
い
情
緒
を
か
き
た
て
た
境
界
領
域
文
学
、
す
な
わ
ち
変
流
文
学

ス
リ
ー
プ
ス
ト
リ
ー
ム

の
最
先
端『
ア
ラ
ビ
ア
の
夜
の
種
族
』（二
〇
〇
一
年
）」（「
伝
統

と
共
感
覚
」
一
〇
六
頁
）で
あ
っ
た
。
巽
は
変
流
文
学
の
本
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
変
流
文
学
の
可
能
性
を
吟
味
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
何
よ
り
も
痛
感
さ
れ
る
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
境
界
を
意
図
的
に
侵
犯
す
る
動
き
よ
り
も
、
異
質
な
ジ

ャ
ン
ル
間
な
ら
ぬ
異
質
な
国
家
に
属
す
る
文
学
同
士
の
あ
い
だ
で
、
何
ら
影
響
関
係
の
な
い
ま
ま
絶
妙
に
共
振
す
る
発
想
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
、
同
時
多
発
に
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よ
る
環
境
無
効
化
の
動
き
で
あ
ろ
う
。
」（
巽
『
日
本
変
流
文
学
』三
頁
） 

元
来
「
変
流
文
学

ス
リ
ー
プ
ス
ト
リ
ー
ム

」
は
一
九
八
九
年
五
月
号
の『SF

 E
ye

』上
で
ブ
ル
ー
ス
・ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
用
い
た
造
語
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た『Science F

iction 

S
tu

d
ies

』の
ス
リ
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
特
集
に
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
変
流
文
学
は
未
来
的
で
は
な
く
、
マ
ジ
ッ
ク
・リ
ア
リ
ズ
ム
で
も
な
く
、
ニ
ュ
ー
エ
ー
ジ
で
も
な
い
と
述
べ
て
い
る

（Sterlin
g, 2

0
1
1

）
。
そ
れ
は「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
感
性
を
持
つ
非
・現
実
的
な
ジ
ャ
ン
ル
」（Sterling, 2011: 7

）で
あ
り
、「
多
目
的
で
、
脱
中
心
化
さ
れ
た
中
央
的
な
教
条
を

待
た
な
い
文
学
」（Sterlin

g, 2
01

1
: 8

）
で
あ
る
と
し
、
Ｓ
Ｆ
が
科
学
と
関
係
を
持
ち
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
敬
意
を
払
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
変
流
文
学
は
ラ

カ
ン
や
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
に
傾
倒
す
る「
カ
ル
チ
ャ
ー
・ス
タ
デ
ィ
ー
ス
・フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
（Sterling, 2011: 9

）。 

 

本
章
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
立
場
に
即
し
て
、『M

U
S
IC

』を
ジ
ル
・ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・ガ
タ
リ
が
発
展
さ
せ
た「
生
成
変
化
」と
い
う
概
念
を
用
い
な
が
ら
考
察
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
に
焦
点
を
当
て
、『M

U
S
IC

』に
お
け
る
音
楽
を
言
語
と
身
体
と
い
う
二
つ
の
軸
か
ら
論
じ
る
。
ま
ず
、
人
物
の
名
前
の
変
化
に
着
目
し
、
生
成

変
化
の
概
念
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
伴
う
多
様
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
つ
ぎ
に
、
現
象
学
に
触
れ
な
が
ら
身
体
性
の
問
題
に
移
り
、
最
後
に
言
語
に
論
及
す
る
。 

 

一
、
名
前
と
生
成
変
化 

  

『M
U

S
IC

』で
は
、
各
人
物
が
紹
介
さ
れ
る
際
に
必
ず
そ
の
名
前
の
変
化
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
書
き
方
は
序
盤
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
て
、
も
っ
と
も
、
作
品

の
冒
頭
か
ら「
そ
の
猫
に
は
名
前
が
な
い
。
い
ず
れ
は
名
前
が
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
雄
猫
に
は
ス
タ
バ
と
。
し
か
し
、
い
ま
は
ま
だ
名
前
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま
だ
目
も
見
え
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な
い
」（五
頁
）と
切
り
出
さ
れ
る
。
名
前
が
な
い
状
態
の
ス
タ
バ
は
、
つ
ま
り
ま
だ
ス
タ
バ
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
ス
タ
バ
に「
な
る
」猫
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

第
二
章
で
登
場
す
る
田
渕

た

ぶ

ち

佑 ゆ
う

多 た

は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
自
分
の
苗
字
を
拒
絶
し
、
ユ
ウ
タ
と
呼
ば
れ
、「
響
き
だ
け
のU

-ta

だ
っ
た
」（九
頁
）と
紹
介
さ
れ
る
。
ユ
ウ
タ
に
は

「
猫
を
数
え
る
」才
能
が
あ
り
、
彼
に
よ
る
と「
目
が
い
い
か
ら
」
（
九
頁
）誰
よ
り
も
正
確
か
つ
迅
速
に
、
あ
る
地
域
に
お
け
る
猫
の
頭
数
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
能
力

は
小
学
生
の
ユ
ウ
タ
の
自
己
認
識
の
核
と
な
る
。
し
か
し
六
年
生
の
あ
る
時
、
猫
を
数
え
る
能
力
で
対
決
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
猫
を
引
き
寄
せ
る
力
を
持
つ
六
十
歳
の
女
に

敗
北
す
る
。
彼
女
が「
口
笛
を
奏
で
る
と
き
、
地
域
じ
ゅ
う
の
猫
た
ち
が
闇
か
ら
現
れ
た
」
（
九
頁
）。
ユ
ウ
タ
の
目
の
前
か
ら
猫
た
ち
が
消
え
、
残
る
の
は
女
の「
猫
笛
」（九

頁
）
の
響
き
だ
け
で
あ
る
。 

 

人
間
の
可
聴
域
か
ら
は
お
お
い
に
外
れ
た
超
高
音
を
も
は
ら
む
節 ふ

し

が
。
そ
の
音
楽
は
ユ
ウ
タ
の
耳
に
つ
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。
幻
の
痕
跡
と
な
っ
て
も
離
れ
な
か
っ

た
。
奏
者
た
る
六
十

む

そ

じ

の
女
が「
あ
た
し
の
ブ
ル
ー
ス
」と
宣
言
し
た
音
楽
。
そ
の
口
笛
、
す
な
わ
ち
猫
笛
。
そ
れ
は
ユ
ウ
タ
を
憂
鬱

ブ

ル
ー

に
し
た
。
ま
さ
に
誇
張
な
き
ブ
ル
ー

ス
だ
っ
た
。
そ
し
て
自
由
なU

-ta

の
響
き
に
の
し
か
か
り
、
消
し
た
。 

 

音
が
音
を
消
す
。 

 

響
き
、
響
き
。 

 

こ
こ
か
ら
名
前
の
束
縛
が
は
じ
ま
る
。
ユ
ウ
タ
は
漢
字
の
表
記
に
縛
ら
れ
た
佑
多
と
な
る
。
（
一
〇
頁
） 

 

女
の
猫
笛
が
ユ
ウ
タ
を
猫
の
世
界
か
ら
追
放
す
る
。
猫
が
見
え
な
く
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
猫
た
ち
の
世
界
と
の
つ
が
な
り
が
消
え
、
ユ
ウ
タ
は
人
間
と
し
か
接
点
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の
な
い「
佑
多
」に
戻
り
、
嫌
い
だ
っ
た
苗
字
「
田
渕
」で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

第
三
章
で
紹
介
さ
れ
る
佐
藤
美
余
は
、
小
学
生
の
頃
シ
ュ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
シ
ュ
ガ
ー
に
は「
作
図
問
題
」を
解
く「
超
・数
学
と
し
て
の
数
学
」（一
三
頁
）の
才
能
が

あ
る
。
シ
ュ
ガ
ー
は
第
二
次
ね
こ
う
さ
戦
争
に
関
与
し
、「
う
さ
う
さ
王
国
」の
成
立
を
見
届
け
る
。
し
か
し
同
時
に
、
シ
ュ
ガ
ー
は「
小
学
校
の
い
き
も
の

、
、
、
、

係
」（一
三
頁
）の
名

前
で
あ
り
、「
限
定
さ
れ
た
環
境
で
自
然
発
生
し
た
」（
一
三
頁
）現
象
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
環
境
の
一
部
で
あ
る
小
学
校
の
校
庭
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
名
前
を
埋
め
た

シ
ュ
ガ
ー
は
中
学
生
に
な
り
、
シ
ュ
ガ
ー
の
語
源
で
あ
っ
た
苗
字
の「
佐
藤
」を
拒
絶
し
、
シ
ュ
ガ
ー
で
も
佐
藤
美
余
で
も
な
く
、
単
な
る「
美
余
」
へと
変
化
す
る

4

。
こ
こ
で
決
し

て
美
余
は「
中
学
校
の
い
き
も
の

、
、
、
、

係
」
（
一
三
頁
）と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

す
で
に
自
明
で
あ
る
が
、
佐
々
木
敦
が
述
べ
る
通
り
、
名
付
け
る
、
あ
る
い
は
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
登
場
人
物
の
決
定
的
な
変
化
を
示
し
て
い
る
（
佐
々
木

「C
O

U
N

T
L
E
S
S M

U
S
IC

」
、
二
一
八
頁
）
。
田
渕
佑
多
と
佐
藤
美
余
は
異
種
の
生
物
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ウ
タ
や
シ
ュ
ガ
ー
へと
変
化
し
て
い
た
。
こ
の
接
触
の

際
に
起
き
て
い
る
現
象
は
、
ま
さ
に「
生
成
変
化
」と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。 

 

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・ガ
タ
リ
は『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
で「
生
成
変
化
」の
概
念
を
提
起
し
た
。
ブ
レ
ン
ト
・ア
ド
キ
ン
ス
に
よ
る
と「
連
続
性
（continuity

）」は
ド
ゥ

ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
の
思
考
の
根
本
で
あ
る
（Ad

kin
s, 2

0
1
5
: 1

）。
こ
の
連
続
体
（continuum

）は
点
（有
限
・不
連
続
）に
対
す
る
線
（無
限
・連
続
）と
い
う
対
比
が
象
徴
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
線
は
二
点
を
つ
な
げ
る
線
分
で
は
な
い
（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
三
三
七
頁
）。
生
成
変
化
の
線
は〈
あ
い
だ
〉を
示
す
。
点
は「
常

に
起
源
で
あ
る
」
が
、
線
に
は「
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
く
」
、「
起
源
も
目
的
も
な
い
」の
で
あ
る
。
生
成
変
化
と
は
つ
ま
り
、「
線
が
点
か
ら
解
放
さ
れ
、
線
が
点
を
識
別
不

可
能
に
す
る
運
動
」
（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
三
三
八
頁
）で
あ
る
。「
生
成
変
化
」に
よ
っ
て
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
は
、
人
間
対
自
然
、
あ
る
い
は
人
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間
対
動
物
の
よ
う
な
二
分
法
を
超
え
よ
う
と
し
、
二
分
法
の
要
素
を
一
つ
の〈
持
続
対
〉の
両
極
端
と
し
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
。 

生
成
変
化
は
関
係
相
互
の
照
応
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
相
似
で
も
模
倣
で
も
な
い
し
、
結
局
は
同
一
化
で
も
な
い
。
（中
略
）動
物
への
生
成
変
化
は
夢
で
も
な
け
れ

ば
、
幻
想
で
も
な
い
。
生
成
変
化
は
完
全
な
現
実
な
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
現
実
な
の
か
？
と
い
う
の
も
、
動
物
への
生
成
変
化
は
動
物
を
真
似
た

り
、
動
物
を
模
倣
す
る
こ
と
で
は
な
い
に
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
間
が「
現
実
に
」動
物
に
な
る
の
で
も
、
動
物
が「
現
実
に
」
別
の
も
の
に
な
る
の
で
も
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
き
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
生
成
変
化
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
は
生
成
変
化
だ
け
だ
。
何
か
を
模
倣
す
る
か
、
あ
る
い
は
何
か
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
一
つ

を
選
ば
せ
よ
う
と
い
う
の
は
誤
っ
た
二
者
択
一
で
あ
る
。
（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
七
四
～
二
七
五
頁
） 

ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
に
よ
る
と
、
現
実
に
存
在
し
得
る
の
は「
生
成
変
化
そ
の
も
の
」
（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
七
四
～
二
七
五
頁
）で
あ
る
。
生

成
変
化
は「
一
で
も
二
で
も
な
く
、
一
と
二
の
関
係
で
も
な
く
、
二
つ
の〈
あ
い
だ
〉で
あ
り
、
二
つ
の
も
の
に
対
し
て
垂
直
を
な
す
境
界
」（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ

ラ
ト
ー
』
、
三
三
七
頁
）で
あ
る
。
そ
し
て
動
物
へ
の
生
成
変
化
は「
多
数
多
様
体
」―

―

「
群
れ
」、「
徒
党
」、「
個
体
群
」、「
群
生
」―

―

（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ

ラ
ト
ー
』
、
二
七
六
頁
）と
結
び
つ
い
て
い
る
。
生
成
変
化
（
動
物
に
な
る
こ
と
）は
、
安
定
的
な
個
人
と
し
て
の
主
体
の
、「
群
れ
」に
対
す
る
主
体
の
脱
領
土
化
で
あ
る
。 

 

ユ
ウ
タ
の
名
前
の
変
化
に
は
、
彼
と
他
の
も
の
と
の
接
触
に
際
す
る
緊
張
が
表
れ
て
い
る
。
猫
を
数
え
る
ユ
ウ
タ
の
世
界
は
人
間
以
外
の
生
物
が
生
息
す
る
場
所
、
つ
ま
り
、

生
成
変
化
の
世
界
で
あ
る
。
猫
を〈
見
る
〉
こ
と
に
よ
っ
て
佑
多
は〈
猫
に
な
る
〉と
い
う
生
成
変
化
を
経
験
し
、
ユ
ウ
タ―

―

響
き
だ
け
のU

-
ta―

―

と
な
る
。
苗
字
だ
け
で

な
く
、
漢
字
に
ま
で
縛
ら
れ
な
く
な
る
と
、
点
状
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
規
範
的
な
人
間
社
会
か
ら
線
状
シ
ス
テ
ム
へと
牽
引
さ
れ
る
。
女
の
猫
笛
に
立
ち
会
う
と
き
は
、
ユ
ウ
タ
が

初
め
て〈
目
〉を
媒
介
と
し
な
い〈
猫
に
な
る
方
法
〉を
垣
間
見
る
瞬
間
で
あ
る
。
猫
を〈
見
る
〉―

―
猫
を
数
え
る
、
つ
ま
り
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
一
方
的
に
行
う―

―

の
で
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は
な
く
、
猫
を〈
聞
き
〉猫
に〈
聞
か
れ
る
〉と
い
う
の
は
、
相
互
的
な
関
係
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
猫
笛
女
と
の
遭
遇
の
結
果
と
し
て
ユ
ウ
タ
は
猫
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
。
ユ
ウ
タ
は
自
ら
が
属
し
な
い「
群
れ
」5

に
立
ち
会
い
、
そ
こ
に
は
接
続
で
き
る
猫
が
い
な
い
。
、

言
う
な
れ
ば
、
自
分
の
世
界
に
生
息
し
て
い
る
の
は「
ゼ
ロ
の
猫
」と
な
っ
て
い
る
。
。
物
理
的
な
（肉
体
を
持
っ
た
）猫
の
存
在
・不
在
と
は
関
係
な
く
、
ユ
ウ
タ
が
属
し
な
い
猫
の

「
群
れ
」
は
、「
ゼ
ロ
の
猫
」
な
の
で
あ
る
。
生
成
変
化
を
な
す
猫
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
と
、
ユ
ウ
タ
は
ま
た
点
状
シ
ス
テ
ム
に
引
き
戻
さ
れ
る
。
ユ
ウ
タ
は
田
渕
佑
多
に
戻
り
、

以
後
は
、
自
分
に
は
成
し
え
な
か
っ
た「
猫
笛
の
生
成
変
化
」を
想
起
さ
せ
る
猫
か
ら
、
逃
げ
る
こ
と
を
選
ぶ
（
一
一
頁
）し
か
な
い 

。 

 

佑
多
や
美
余
と
違
っ
て
、
第
四
章
で
紹
介
さ
れ
る
か
ず
み
の
変
化
は
動
物
と
の
出
会
い
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
か
ず
み
自
身
に
潜
ん
で
い
る
多
様
性
に
起
因
す
る
。 

 

か
ず
み
に
は
二
つ
の
名
前
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
同
じ
響
き
な
の
に
、
二
つ
の
名
前
。
北
川
和
身

き
た
が
わ
か
ず
み

と
北
川
和
美
。
か
ず
み
に
二
つ
の
名
前
が
あ
る
の
に
理
由
が
あ
る
。

か
ず
み
は
一
人
だ
け
で
は
な
い
か
ら
。
し
か
し
肉
体
は
一
つ
だ
。
そ
し
て
性
が
二
つ
あ
る
。
（
一
七
頁
） 

か
ず
み
は
男
性
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
十
四
歳
の
と
き
女
性
の
格
好
を
す
る
欲
求
が
生
ま
れ
、
心
身
の
性
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、「
思
春
期
の
肉
体
の
変
調
と

と
も
に
魂
も
ま
た
変
調
し
て
」（三
八
頁
）も
う
一
人
の
か
ず
み
、
女
性
で
あ
る
か
ず
み
が
現
れ
た
。
北
川
和
身
は
男
性
な
の
で
、
そ
の
も
う
一
人
の
か
ず
み
は
自
分
の
こ
と
を

「
響
き
だ
け
のkaz‛m

i

」
（
三
八
頁
）と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
恋
人
に
よ
っ
て
女
性
で
あ
る
か
ず
み
が
和
美
と
名
付
け
ら
れ
、
北
川
和
美
が
出
現
す
る
。
つ
ま
り
、
和

美
と
呼
ば
れ
た
途
端
に
、
和
美
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
和
身
が
和
美
に「
な
っ
た
」の
で
は
な
く
、
和
身
と
和
美
は〈
同
時
に
〉存
在
し
て
い
る
。
佑
多
と
美
余
と
は
違
い
、
か

ず
み
の
名
前
は
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、
倍
増
す
る
。 

 

名
前
は
自
分
の
所
属
す
る
世
界
内
に
お
け
る
位
置
付
け
を
示
し
、
特
定
な
名
前
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
社
会
的
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
名
前
を
媒
介
と
し
て
主
体
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は
固
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
田
渕
佑
多
」
は
人
間
社
会
で
活
躍
す
る
特
定
の
人
類
の
男
性
を
意
味
し
て
い
る
が
、
人
間
社
会
で
の
位
置
づ
け
を
失
う
と
き
、
あ
る
い
は
人

間
社
会
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
き
に
は
、
ユ
ウ
タ
が
現
れ
る
。
こ
れ
が
、
猫
を
数
え
る
才
能
を
持
つ「
響
き
だ
け
」の
ユ
ウ
タ
で
あ
る
。
佐
藤
美
余
に
は
、
校

庭
の
ウ
サ
ギ
管
理
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
兎
と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ュ
ガ
ー
が
現
れ
る
。
和
美
の
場
合
は
、〈
呼
び
か
け
ら
れ
る
〉こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
主
体
と
し
て

現
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
設
備
」に
お
い
て
ル
イ
・ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は〈
呼
び
か
け
〉の
概
念
を
提
唱
し
た
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は「
あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
、
主
体
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
諸
主
体
と
し
て
の
具
体
的
な
諸
個
人
に
呼
び
か
け
る
」（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
諸
装
置
」
二
三
二
頁
）と
述
べ
て
い
る
。
シ
ェ
リ
ル
・ヴ
ィ
ン
ト
が
示
す
通
り
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
考
え
で
は
、
主
体
は「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
呼
び
か
け
を
認
め
る
と
き
に
」生

ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
呼
び
か
け
ら
れ
た
者
が
、
社
会
規
範
で「
〈
自
然
〉で〈
正
し
い
〉と
認
め
ら
れ
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」が
自
ら
の「〈
本
当
〉
の
自
分
」と
一
致
し
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
（Vint, 2001: 400

）。〈
呼
び
か
け
〉に
よ
っ
て
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
社
会
的
位
置
づ
け
を

認
識
す
る
。
こ
の
概
念
は
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・バ
ト
ラ
ー
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
概
念
を
提
唱
す
る
際
に
も
用
い
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
発
表
さ
れ
た『
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ト
ラ
ブ
ル―

―

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
攪
乱
』の
序
文
に
て
バ
ト
ラ
ー
は
、「
私
た
ち
は
い
か
に
し
て
、
人
間
に
対
す
る
理
念
的
な
形
態
学
的
な
締
め
つ
け
を
、

規
範
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
者
た
ち
が
生
き
な
が
ら
に
し
て
死
を
宣
告
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
も
の
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
（Butler, 2014 [1990]: xx

）6

と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ブ
ル
』に
は
異
性
愛
規
範
（heteronorm

ativity

）か
ら
生
じ
る
暴
力
に
対
す
る
反
応
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を「
不
自
然
化
」

す
る
と
い
う
欲
望
が
現
れ
て
い
る
（Bu

tler, 2
0
14

 [1
99

0
]: xx

）
。
ま
た
、『B

odies T
hat M

atter: O
n the D

iscursive L
im

its of Sex

』に
て
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・バ
ト
ラ
ー
は 

つ
ま
り
、
性
は
時
間
を
経
て
強
制
的
に
具
体
化
さ
れ
る
観
念
的
な
構
築
物
で
あ
る
。
性
は
固
定
さ
れ
た
身
体
の
状
態
で
は
な
く
、
規
定
を
及
ぼ
す
規
範
に
よ
っ
て
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〈
性
〉を
具
体
化
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体
化
し
得
る
の
は
そ
の
規
範
の
反
復
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
反
復
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
具
体
化
が

常
に
未
完
成
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
身
体
は
常
に
具
体
化
を
強
い
て
い
る
規
範
に
従
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
（Butler, 1993: 1-2

） 

と
述
べ
て
い
る
。〈
呼
び
か
け
〉
は
反
復
の
引
き
金
と
な
る
。〈
性
〉は
こ
の
規
範
内
で
し
か
理
解
不
可
能
で
あ
り
、〈
性
〉は
身
体
の〈
要
素
〉で
は
な
く
、
主
体
が
存
在
し
得
る
、

そ
し
て
理
解
さ
れ
得
る
よ
う
に
な
る
一
つ
の
規
範
で
あ
る
（Butler, 1993: 2

）。
つ
ま
り
、
性
は「
身
体
の
具
体
化
を
規
定
す
る
文
化
的
な
規
範
」で
あ
り
、「
性
別
化
さ
れ
て

い
な
い
人
間
な
ど
存
在
し
な
い
」。
（
バ
ト
ラ
ー
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ブ
ル
』
二
〇
〇
頁
）こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
も
た
ら
す
不
可
避
な
結
果
と
し
て
、
身
体
規
範
を
逸
脱
し
た
、

非
人
間
、
つ
ま
り「
お
ぞ
ま
し
き
も
の

ア

ブ

ジ

ェ

ク

ト

」
が
生
ま
れ
て
く
る
（バ
ト
ラ
ー『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ブ
ル
』二
〇
〇
頁
）。 

 

こ
れ
ら
の〈
呼
び
か
け
〉
の
背
後
に
あ
る
力
関
係
が
、「
和
美
」が
生
ま
れ
る
と
き
の
恋
人
と
の
会
話
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
で
彼
は
、
和
身
は
男
の
名
前
な
の
で
別
の
名

前
が
必
要
だ
と
言
い
、「
お
れ
だ
け
が
そ
う
呼
ぶ
の
が
要
る
ん
だ
。
お
ま
え
を
縛
る
た
め
に
さ
」
（
古
川『M

U
SIC

』三
九
頁
）と
発
言
す
る
。
つ
ま
り
、
女
性
と
し
て
の
か
ず
み

を
固
定
す
る
た
め
に
は
女
性
の
名
前
、
女
性
と
し
て〈
呼
び
か
け
ら
れ
る
〉名
前
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
、「
改
名
し
た
お
ま
え
を
所
有
す
る
。
わ
か
る

か
？
お
ま
え
の
内
緒
の
名
前
は
、
お
れ
だ
け
の
、
女
と
し
て
の
名
前
は
、
だ
か
ら…

和
美
だ
」
（
三
九
～
四
〇
頁
）と
続
け
る

7

。
生
物
学
的
な「
性
」に
か
か
わ
ら
ず
、
女
と
し

て
呼
び
か
け
ら
れ
た
、
そ
し
て
女
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
和
美
は
、
彼
と
の
間
で
男
女
的
な―

―

伝
統
的
・
家
父
長
的
な
意
味
で
の―

―

上
下
関
係
を
構
築
す
る
。
こ
れ

は
、
和
美
も
自
ら「
名
前
で
所
有
」
さ
れ
る
の
を
認
め
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。 

 

「
ね
え
。
あ
た
し
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
。
あ
た
し
は
も
っ
と
単
純
だ
よ
。
あ
た
し
は
身 し

ん

の
ミ
っ
て
字
じ
ゃ
な
い
、
美 び

の
ミ
で
さ
、
そ
こ
だ
け
名
前
の
漢
字
が
入
れ
換
え
ら

れ
た
和
美
で
さ
、
北
川
和
美
で
さ
、
ほ
ら
、
こ
の
名
前
で
あ
た
し
を
所
有
し
た
ん
で
し
ょ
？
あ
た
し
を
改
名
し
て
、
改
名
さ
せ
て
。
縛
っ
た
ん
で
し
ょ
？
だ
か
ら
あ
た
し
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は
女
で
、
単
純
に
女
で
！
そ
う…

…

だ
か
ら
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
言
っ
て
。 

 
あ
な
た
は
ヘ
テ
ロ
だ
っ
て
。
言
っ
て
。 

 

「
ち
が
う
の
？ 

 

「
あ
た
し
は
怪
物
じ
ゃ
な
い
っ
て
、
言
っ
て
！
」（
四
九
～
五
〇
頁
） 

和
美―

―

女
性
と
し
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
か
ず
み―

―

は
、
女
性
と
し
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
単
純
に
」女
と
し
て
、
つ
ま
り〈
本
物
〉の
女
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
か
ず
み
の
言
葉
が
示
し
て
い
る
通
り
、
本
物
の
女
と
し
て
認
め
て
い
る
の
な
ら
ば
、
彼
は
自
分
の
こ
と
を「
異
性
愛
者
」と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、「
単
純
に
」
女
で
も
な
く
男
で
も
な
い
か
ず
み
は
、
非
人
間
、
あ
る
い
は
規
範
的
な
身
体
形
態
が
生
み
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
余
剰
物
、
つ
ま
り

「
怪
物
」「
お
ぞ
ま
し
き
も
の

ア

ブ

ジ

ェ

ク

ト

」8

そ
の
も
の
に
な
る
。
か
ず
み
の
多
数
多
様
性―

―

和
身
、
和
美
、
そ
し
て「
い
か
な
る
場
合
に
も
存
在
し
」「
そ
れ
を
超
越
し
て
い
た
」（五
〇

頁
）kaz‛m

i

の
共
存―

―

は
、「
本
物
の
女
」と
は
何
か
を
問
う
こ
と
自
体
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。 

 

二
、
群
れ
と
変
則
者 

  

前
節
で
示
し
た
通
り
、
動
物
への
生
成
変
化
は
常
に「
多
数
多
様
性
」、
あ
る
い
は「
群
れ
」と
関
係
し
て
い
る
。「
あ
ら
ゆ
る
動
物
は
実
際
に
群
れ
を
な
す
し
、
潜
在
的
に
も
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群
れ
を
な
し
う
る
」（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
七
八
頁
）の
で
あ
る
。『M

U
S
IC

』に
は
多
様
体
の
モ
チ
ー
フ
が
頻
繁
に
表
れ
て
い
る―

―

佑
多
が
猫

を
数
え
た
り
、
呼
び
集
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
ス
タ
バ
の
鴉
た
ち
と
の
戦
争
に
よ
っ
て
な
ど―

―

が
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
を
最
も
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
の
は
美
余

で
あ
る
。
美
余
は
、
ク
マ
ゼ
ミ
を
食
べ
た
鴉
を
狩
り
、
そ
の
鴉
を
食
べ
て
い
る
ス
タ
バ
を
目
撃
す
る
。
彼
女
は
そ
の
姿
に
魅
了
さ
れ
て
ス
タ
バ
を
追
跡
す
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の

場
面
で
多
様
性
を
体
験
す
る
。 

 

そ
し
て
多
は
あ
っ
た
。
一
匹
か
ら
一
羽
か
ら
一
匹
か
ら
一
人
への
生
命
力
の
連
鎖
、
ま
た
は
捕
食
の
連
鎖
、
ま
た
は
自
由
意
志
の
連
鎖
の
ま
わ
り
に
、
一
対
多
の
、

多
は
。
美
余
は
包
囲
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
多、
の
存
在
の
多、
の
現
象
に
。
ま
る
っ
き
り
気
づ
き
も
せ
ず
に
。
そ
の
日
、
美
余
は
、
そ
の
界
隈
に
突
入
し
て
い
た
。
ヒ
ト

科
の
動
物
と
し
て
。
そ
し
て
多、
で
あ
る
の
は
、
や
は
り
ヒ
ト
科
の
動
物
の
、
し
か
も
雌
た
ち
だ
っ
た
。
現
象
が
も
っ
と
も
旺 さ

か

ん
に
な
っ
た
の
は
そ
の
日
の
二
つ
の
時
間
帯
だ

っ
た
。
当
然
だ
が
多、
の
存
在
は
多
視
点
を
持
つ
。
（
二
二
五
～
二
二
六
頁
） 

 

猫
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
美
余
は「
一
」と「
多
」
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
感
知
す
る
。
彼
女
は
独
り
、
つ
ま
り
一
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
人
の
人
間
と
し
て「
ヒ
ト
科
」と
い

う
多
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
タ
バ
を
追
い
か
け
て
い
る
美
余
は
ま
た
、
猫
か
ら
鴉
へと
つ
な
が
る
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
新
た
な
多
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
連
鎖
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
関
連
性
、
つ
ま
り
連
続
性
を
表
す
。
捕
食
の
連
鎖
に
お
い
て
も
、
自
由
意
志
の
連
鎖
に
お
い
て
も
、
一
は
常
に
多
で
あ
り
、
多
と
の
出
会

い
は
生
成
変
化
を
も
た
ら
す
。 

 

し
か
し
、「
多
様
体
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
例
外
的
な
個
体
」（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
八
一
頁
）が
い
る
。
つ
ま
り
、
群
れ
と
し
て
の〈
動
物

ア
ニ
マ
ル

〉が

必
ず
持
つ〈
変
則
者

ア

ノ

マ

ル

〉
が
い
る
（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
八
一
頁
）。
動
物
への
生
成
変
化
に
は「
常
に
悪
魔
と
の
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
悪
魔
自
身
は
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徒
党
の
指
導
者
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
あ
る
と
き
は
徒
党
を
は
ず
れ
た
隠
者
と
し
て
、
ま
た
あ
る
と
き
は
徒
党
に
お
け
る
至
高
の〈
力
能
〉と
し
て
」現
れ

る
（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
、
二
八
一
頁
）。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
は
こ
の
論
理
か
ら
表
れ
る
矛
盾―

―

「
群
れ
と
隠
者
」、「
群
集
に
よ
る
伝
染
と
選

択
的
同
盟
」、「
純
粋
な
多
様
体
と
例
外
的
個
体
」
の
矛
盾
（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
八
二
頁
）―

―

を
認
知
し
て
い
る
が
、
変
則
者
は「
一
個
の
多

様
体
と
の
関
係
に
お
け
る
一
つ
の
位
置
や
、
一
の
総
体
」（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
八
二
頁
）で
し
か
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
変
則
者
は
常
に

群
れ
と
関
連
し
、
群
れ
の
中
に
し
か
存
在
し
得
な
い
と
い
う
説
明
に
よ
っ
て
こ
の
矛
盾
が
否
定
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
二
面
は
、
不
可
分

な
要
素
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
変
則
者
は「
個
体
で
も
、
種
で
も
」な
く
、「
ボ
ー
ダ
ー
の
現
象
」で
あ
る
。 

「
一
個
の
多
様
体
は
そ
れ
を
外
延
と
し
て
構
成
す
る
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
も
、
そ
れ
を
内
包
と
し
て
構
成
す
る
特
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
も
な

く
、
そ
れ
が「
強
度
の
内
包
量
」inten

sion
と
し
て
含
み
も
つ
線
と
次
元
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
」（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
八
三
頁
） 

 

『M
U

S
IC

』に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
個
体
同
士
の
関
係
あ
る
い
は
生
成
変
化
に
お
け
る
中
央
点
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
ス
タ
バ
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
者
と
ス
タ
バ
と
が
出
会
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
ス
タ
バ
を
核
と
す
る
、
一
種
の
群
れ
が
出
来
上
が
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
ス
タ
バ
と
言
う
存
在
が
誘
発
す
る
動
物
［猫
］への
生
成
変
化
を
体
現
し
た
群
れ
に
対
し

て
は
、
ス
タ
バ
自
身
は「
局
外
者
」と
し
て
現
れ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
猫
は
な
わ
ば
り
を
在
来
の
雄
猫
た
ち
か
ら
奪
っ
て
も
、
が
つ
が
つ
と
し
た
そ
ぶ
り
で
は
雄
猫
を
こ
ま
さ
ず
、
子
も
生 な

さ
な
い…

…

生
さ
せ
な
い
か
ら

群
れ
な
か
っ
た
。
日
本
語
で
い
う
一
匹
獣
と
し
て
、
あ
る
い
は
英
語
で
い
う
ロ
ー
ン
・ウ
ル
フlone w

olf

と
し
て
、
一
匹
の
猫
な
の
に
一
匹
の
イ
ヌ
科
の
生
物
に
擬
さ
れ

て
も
相
応
と
の
風
情

ふ

ぜ

い

で
、
い
た
。
フ
リ
ー
で
い
て
、
し
か
も
無
敵
の
フ
リ
ー
猫
を
め
ざ
し
て
い
た
。
（一
六
九
頁
） 
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ス
タ
バ
は
多
様
体
を
成
す
ボ
ー
ダ
ー
そ
の
も
の
と
し
て
、「
線
の
上
に
身
を
置
い
た
り
、
線
を
ひ
き
つ
つ
あ
る
」か
ら
こ
そ
、「
集
団
内
部
に
い
る
か
、
そ
れ
と
も
す
で
に
集
団
の

外
に
で
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
集
団
を
他
の
集
団
か
ら
区
切
る
流
動
的
な
境
界
に
位
置
す
る
の
か
、
ま
っ
た
く
見
分
け
が
」（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト

ー
』
、
二
八
三
頁
）付
き
が
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
タ
バ
の
孤
独
状
態
は
彼
の
自
己
認
識
上
の
も
の―

―

家
族
を
失
っ
た
ス
タ
バ
に
は
自
分
の
所
属
す
べ
き「
群
れ
」と
し
て
認

め
る
も
の
が
い
な
い―

―
に
過
ぎ
ず
、
登
場
人
物
を
つ
な
げ
る
軸
と
し
て
の
位
置
、
そ
し
て
そ
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
群
れ
の
境
界―

―

「
ボ
ー
ダ
ー
」―

―

の

位
置
と
無
関
係
で
あ
る
。
ス
タ
バ
自
身
の
生
成
変
化
は
、
Ｊ
Ｉ
が
ス
タ
バ
を
誘
拐
し
、
庭
で
戦
わ
せ
る
最
終
場
面
で
起
こ
っ
て
い
る
。 

 

Ｊ
Ｉ
は
三
〇
代
の「
猫
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」で
あ
り
、
ス
タ
バ
を
核
と
し
た
群
れ
の
敵
と
し
て
登
場
す
る
。
な
ぜ
彼
が
敵
と
し
て
断
定
さ
れ
う
る
の
か
と
言
え
ば
、
結
果
的
に
彼
が

佑
多
や
ス
タ
バ
と
戦
う
こ
と
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
が
、
こ
こ
で
群
れ
と
示
さ
れ
て
い
る
他
の
登
場
人
物
が
体
験
す
る
生
成
変
化
と
は
異
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
表
す
か
ら
で

あ
る
。
例
に
も
れ
ず
、
Ｊ
Ｉ
の
作
中
へ
の
登
場
は
名
前
の
解
説
か
ら
始
ま
る―

―

「
Ｊ
Ｉ

ジ
ェ
イ
ア
イ

と
い
う
名
前
が
あ
る
。
そ
の
名
前
は
Ｊ
Ｉ
自
身
が
命
名
し
た
」（
一
五
四
頁
）。
Ｊ
Ｉ
の

素
性
に
つ
い
て
は
ま
ず
、「
人
で
も
な
け
れ
ば
獣
で
も
な
い
」
と
さ
れ
、
彼
は
人
間
で
あ
り
な
が
ら
猫
で
も
あ
り
、「
半
人
半
獣
」だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
一
五
四
頁
）。
し
か

し
、
Ｊ
Ｉ
の
獣
的
要
素
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
動
物
への
生
成
変
化
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
Ｊ
Ｉ
の
獣
的
要

素
に
は
身
体
性
が
な
い
。
佑
多
は
自
分
の
口
を
笛
に
し
て
、
体
を
楽
器
に
変
え
、
猫
と
肉
体
的
な
関
係
性
を
構
築
し
て
い
く
。
美
余
も
か
ず
み
も
、
自
ら
の
身
体
を
中
心
的

媒
体
と
し
た
変
化
を
成
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｉ
は
自
分
が
猫
で
あ
る
証
拠
と
し
て
本
物
の
猫
の
皮―

―

「
非
・フ
ェ
イ
ク
ス
キ
ン
」（
一
五
五
頁
）―

―

製
の
服
飾
を

身
に
着
け
て
い
る
、
つ
ま
り
文
字
通
り「
猫
の
皮
を
被
っ
て
い
る
」の
で
あ
る
。 
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「
衣
類
と
い
う
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
パ
ー
カ
と
し
て
の「
猫
の
皮
」は
体
型
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
用
い
て
前
を
締
め
る
。
（中
略
）パ
ー
カ
な
の
だ
か
ら
当
然「
猫
の
皮
」に
フ
ー
ド

は
あ
る
。
耳
と
ひ
げ
が
そ
な
わ
っ
た
頭
巾
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
の
造
形
は
か
な
り
写
実
的
だ
か
ら
、
か
ぶ
れ
ば
猫
の
頭
と
な
る
。
Ｊ
Ｉ
は
か
ぶ
っ
て
い
る
。
」（
一
五

六
頁
） 

ま
た
Ｊ
Ｉ
は
猫
の
皮
が
張
っ
て
あ
る
三
味
線
を
所
持
し
て
い
る
が
、
弾
け
る
わ
け
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か「
猫
皮
の
音
楽
は
か
な
で
ら
れ
な
い
」（
一
五
六
頁
）と
さ
れ
、「
猫
の
の
び

の
真
似
は
し
な
い
」と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
Ｊ
Ｉ
の
外
見
に
つ
い
て
は
腕
の
長
さ
が
強
調
さ
れ
、
猫
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
猿
を
想
起
さ
せ
る

9

。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ

タ
リ
が
言
う
通
り
、「
〈
な
る
〉と
は
、
決
し
て
模
倣
す
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
同
一
化
す
る
こ
と
で
も
な
い
」
（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
七
六
頁
）の
だ

と
す
れ
ば
、
Ｊ
Ｉ
と
猫
と
の
関
係
は「
生
成
変
化
」で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
Ｊ
Ｉ
が
自
分
を
猫
た
ら
し
め
て
い
る
要
素
と
し
て
認
識
し
て
い
る
も
の
は
、
ま
さ
に
模
倣
に
す

ぎ
な
い
。
猫
に
な
る
こ
と
は
、
猫
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、「
み
ず
か
ら
の
有
機
体
を
別、
の
も
の

、
、
、

と
組
み
合
わ
せ
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
全
体
か
ら
微
粒
子
が
流
れ
出
す
、
そ

し
て
流
れ
出
し
た
微
粒
子
が
運
動
と
静
止
の
関
係
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
そ
こ
に
入
っ
て
い
く
分
子
状
の
近
傍
に
し
た
が
っ
て
犬、
［猫
］め
い
た

、
、
、

も
の
と
化
す
」（ド
ゥ

ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
、
三
一
五
～
三
一
六
頁
）と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｉ
の
描
写
に
は
自
分
以
外
の
い
か
な
る
個
体
と
の
繋
が
り
も
示
さ
れ
て

は
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
は「
何
匹
ぶ
ん
も
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
し
て
」「
生
命
力
は
い
ま
は
皆
無
の
猫
皮
」（
一
五
六
頁
）を
着
て
い
る
。
外
見
上
は
猫
に
近
づ
い
て
い
る
が
、

自
分
の
肉
体
そ
の
も
の
を
使
っ
て「
猫
め
い
た
も
の
と
化
す
」わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
名
前
の
解
説
を
読
ん
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

そ
し
て
Ｊ
Ｉ
は
自
ら
を
Ｊ
Ｉ
と
命
名
し
て
い
る
。
人
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
に
は
入
沢
潤

い
り
ざ
わ
じ
ゅ
ん

と
い
う
実
名
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
Ｊ
Ｉ
が
単
な
る
通
り
名
な
の
か
と
い
え
ば
、

そ
う
で
は
な
い
。
第
一
に
、
入
沢
潤
の
イ
ニ
シ
ア
ル
が
Ｊ
Ｉ
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
偽
称
の
要
素
が
な
い
。
簡
略
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
断
乎
と
し
て「
本
当
の
名
前
」で
あ

る
。
第
二
に
、
こ
こ
に
出
現
し
た
半
人
半
獣
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
は
そ
の「
猫
の
皮
」を
手
ず
か
ら
制
作
し
、
か
つ
、
自
身
に
Ｊ
Ｉ
と
い
う
名
前
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
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創
造
者

、
、
、

と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
は
、
ほ
か
に
名
前
を
持
た
な
い
。
（
一
五
七
頁
） 

要
す
る
に
、
Ｊ
Ｉ
に
は
名
前
が
一
つ
し
か
な
い
、
つ
ま
り
、
Ｊ
Ｉ
に
は
多
様
性
が
表
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
彼
の
芸
術
に
つ
い
て
も
、「
視
覚
を
排
し
た
部
分
に
お
い
て
は
全
面
的
に

猫
楽
器
で
あ
る
」
が
、「
音
楽
と
ぎ
り
、
、

で
呼
べ
そ
う
な
も
の
を
奏
で
る
」（
二
六
二
～
二
六
三
頁
）。
ま
た
、
そ
の
音
楽
は「
激
怒
し
た
猫
た
ち
の
咆
哮
だ
け
が
カ
ッ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
て
、
鍵
盤
は〈
猫
跳
ん
じ
ゃ
っ
た
〉を
変
ト
長
調
と
は
思
え
な
い
硬
さ
で
エ
ン
ド
レ
ス
に
弾
く
」（二
六
三
頁
）と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
他
の
生
物
と
の
生
々
し
い
関
係

を
作
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
猫
へ
の
生
成
変
化
、
つ
ま
り
自
分
の
器
官
を
使
っ
て「
猫
め
い
た
」
微
粒
子
を
放
射
す
る
こ
と
な
ど
も
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
の
芸
術

は
猫
を
消
費
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
猫
の
外
見
を
得
る
た
め
に
何
匹
も
の
個
体
を
殺
し
、
猫
皮
の
服
を
作
り
、「
激
怒
し
た
猫
た
ち
の
咆
哮
」を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て

繰
り
返
し
再
生
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
猫
が
そ
の
芸
術
の
素
材
と
な
り
、
消
費
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 

 

三
、
身
体
と
音
楽 

  

こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
生
成
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
音
楽
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
は
、
音
楽
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
成
変
化
が
包
含
さ
れ
て
い

る
と
断
言
す
る
。
彼
ら
に
よ
る
と「
歌
っ
た
り
、
作
曲
し
た
り
す
る
こ
と
、
描
く
こ
と
、
そ
し
て
書
く
こ
と
に
は
、
お
そ
ら
く
生
成
変
化
を
解
き
放
つ
以
外
に
目
的
は
」（
ド
ゥ
ル

ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
、
三
一
三
頁
）
な
い
。
そ
し
て
そ
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
成
変
化
が
、「
音
楽
全
体
を
貫
い
て
い
る
」（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ

ラ
ト
ー
』、
三
一
三
頁
）
。 
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「
音
楽
独
自
の
音
楽
的
内
容
も
ま
た
、
女
性
への
生
成
変
化
、
子
供
への
生
成
変
化
、
そ
し
て
動
物
への
生
成
変
化
に
貫
か
れ
て
い
る
が
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
影
響
が

楽
器
に
す
ら
作
用
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
楽
の
内
容
は
し
だ
い
に
分
子
状
態
への
生
成
変
化
を
と
げ
、
や
が
て
聞
き
え
ぬ
も
の
が
聞
こ
え
、
知
覚
し
え
ぬ
も

の
が
知
覚
し
え
ぬ
ま
ま
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
、
一
種
宇
宙
的
な
さ
ざ
め
き
に
浸
さ
れ
る
に
い
た
る
。
」（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
二
八
七

頁
） 

生
成
変
化
は
非
常
に
肉
体
的
な
現
象
で
あ
る
。
生
成
変
化
を
体
験
す
る
主
体
（身
体
）は
常
に
肉
体
的
な
世
界
に
生
息
し
て
い
る
。
肉
体
的
な
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
空
間
的
で
時
間
的
な
現
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
微
粒
子
の
近
傍
域

、
、
、

あ
る
い
は

、
、
、
、

同
時
現
前

、
、
、
、

の、
ゾ
ー
ン

、
、
、

」で
行
わ
れ
る「
な
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
」と「
な
ろ
う
と
さ
れ

て
い
る
も
の
」
の「
欲
望
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
（ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』、
三
一
四
頁
）。
こ
こ
で
は
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
現
象
学
を
考
慮
に
入
れ
、
音
楽

と
生
成
変
化
に
お
け
る
身
体
性
に
着
目
す
る
。 

 

モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
思
考
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
や
ガ
タ
リ
と
同
様
に
生
物
学
者
の
ヤ
ー
ソ
プ
・フ
ォ
ン
・ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
か
ら
決
定
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。『
生
物

か
ら
見
た
世
界
』
（
一
九
三
四
年
）に
お
い
て
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
は「
未
知
の
世
界
への
一
つ
の
散
策
を
書
き
記
し
た
」と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
は
未
知
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
目
に
は
見
え
な
い
世
界
」
（ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』、
七
頁
）で
あ
る
。
そ
の「
散
策
」は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
散
策
の
第
一
歩
は
、
日
当
た
り
の
よ
い
暖
か
い
日
に
、
甲
虫
た
ち
が
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び
ま
わ
り
、
チ
ョ
ウ
が
ひ
ら
ひ
ら
と
た
わ
む
れ
て
い
る
、
花
の
咲
き
乱

れ
た
野
原
の
入
口
か
ら
始
め
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
野
原
に
住
ん
で
い
る
動
物
の
一
つ
一
つ
の
周
囲
に
、
彼
ら
の
環
境
世
界
を
描
き
出

し
、
そ
の
動
物
主
体
に
通
じ
る
知
覚
標
識
（Merkm

al

）に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
た
、
一
つ
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
ふ
く
ら
ま
し
て
い
み
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
情
景
が
、
た
ち
ま
ち
変
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化
し
始
め
る
。
色
と
り
ど
り
の
花
に
満
た
さ
れ
て
い
た
野
原
の
多
く
の
特
性
は
ま
っ
た
く
消
え
失
せ
、
残
り
も
そ
の
相
互
の
関
連
を
失
っ
て
、
新
し
い
結
び
つ
き
が
形

成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
一
つ
一
つ
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
中
に
、
一
つ
の
新
し
い
世
界
が
生
ま
れ
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
（ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』、
一
〇
頁
） 

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
各
動
物
の「
環
境
世
界
（Um

w
elt

）」の
特
異
性
で
あ
る
。
環
境
世
界
と
は「
知
覚
世
界

、
、
、
、

（Merkw
elt

）」―
―

「
主
体
が
知
覚
す
る
す
べ
て
の
物
」―

―

と「
作
用
世
界

、
、
、
、

（Wirkw
elt

）
」―

―

「
主
体
が
お
こ
な
う
作
用
の
す
べ
て
」―
―

が
統
一
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』、
九
頁
）。
ユ
ク
ス

キ
ュ
ル
に
よ
る
と「
わ
れ
わ
れ
が
知
り
、
体
験
し
て
い
る
現
実
は
結
局
主
観
的
に
知
覚
で
き
る
世
界
」に
過
ぎ
ず
、「
意
味
の
あ
る
世
界
を
創
造
す
る
個
人
的
で
主
観
的
な
経

験
以
外
の
も
の
は
」一
切
な
い
（Bu

ch
anan

, 2
00

8
: 1

3

）
。
つ
ま
り
、
生
物
と
い
う
も
の
は
生
息
し
て
い
る
環
境
か
ら
切
り
離
せ
な
い
の
で
あ
る
。
生
物
は
環
境
と「
自
然
の
生

成
変
化
と
完
全
に
混
合
す
る
ま
で
体
の
境
界
を
延
長
さ
せ
る
機
能
的
で
本
質
的
な
関
係
を
構
成
」（Heredia, 2011: 2

）す
る
。
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
ド
ゥ

ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
の
研
究
で
も
扱
わ
れ
る
、
ダ
ニ
の
例
で
あ
る
。
盲
目
で
聴
覚
も
な
い
ダ
ニ
の
世
界
は
、
光
、
匂
い
、
温
度
と
い
う
三
つ
の
記
号
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ダ
ニ
の

雌
は
交
尾
す
る
と
、
光
に
敏
感
な
皮
膚
感
覚
を
頼
り
に
木
の
枝
先
ま
で
登
る
。
枝
先
か
ら
下
を
通
過
す
る
哺
乳
類
を
待
ち
伏
せ
る
。
哺
乳
類
の
皮
膚
か
ら
漏
れ
出
す
特
定

な
酪
酸
の
匂
い
を
感
知
す
る
と
、
そ
れ
が
吸
血
対
象
で
あ
る
こ
と
を
知
覚
し
、
対
象
物
の
上
に
落
下
す
る
。
目
標
に
当
た
っ
た
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
の
記
号
は
温
度
で

あ
る
。
正
し
い
皮
膚
温
度
を
持
つ
も
の
の
上
に
落
ち
た
ら
、
毛
が
少
な
い
場
所
を
探
し
、
血
を
吸
い
始
め
る
。
も
し
冷
た
い
も
の
の
上
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
場
合
は
目
標
に
当
た

ら
な
か
っ
た
と
判
断
し
、
ま
た
枝
先
に
登
り
、
再
び
こ
の
過
程
を
繰
り
返
す
（
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』、
一
二
～
一
三
頁
）。
こ
の
三
つ
の
記
号
と
そ
の
記

号
、
あ
る
い
は
情
動
に
対
し
て
の
反
応
が
ダ
ニ
の
世
界
を
形
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
ダ
ニ
の
体
験
す
る
世
界
の
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
情
動
に
よ
っ
て
ダ
ニ
は「
自
然
の
、
調
和
的
生

成
変
化
を
統
御
す
る
生
物
学
的
な
あ
ら
ゆ
る
整
理
さ
れ
た
関
係
系
」（Heredia, 2011: 2
）と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
は「
旋
律
」と「
和
音
」を
例
に
自

然
の
関
係
系
を
説
明
す
る
。
音
楽
に
お
い
て「
一
つ
の
和
音
を
つ
く
る
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
音
が
必
要
で
あ
る
」の
と
同
様
に
、「
自
然
か
ら
取
っ
た
す
べ
て
の
実
例
の
場
合
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に
も
、
協
力
し
て
一
つ
の
統
一
体
を
作
り
上
げ
る
二
つ
の
要
因
」が
存
在
す
る
は
ず
だ
と
い
う
（
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』一
八
七
頁
）。
自
然
を
作
曲
に
な
ぞ

ら
え
た
場
合
、「
主
体
の
有
機
体
は
、
意
味
の
利
用
者
か
、
少
な
く
と
も
意
味
の
受
信
者
を
形
づ
く
る
」た
め
に
、「
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
が
一
つ
の
同
じ
意
味
に
統
一
さ
れ
た

場
合
」に
楽
曲
が
生
み
出
さ
れ
る
。
ホ
ア
ン
＝
マ
ヌ
エ
ル
・
エ
レ
デ
ィ
ア
は
こ
の
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
理
論
の
中
に「
形
態
形
成
的
旋
律
」と「
衝
動
的
、
あ
る
い
は
機
能
的
旋
律
」と
い
う

二
つ
の
旋
律
を
見
出
し
て
い
る
。
形
態
形
成
的
旋
律
は「
動
物
の
身
体
の
自
己
構
成
」を
表
し
、
そ
れ
を「
支
配
し
、
道
具
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
付
け
加
わ
る
」の
は
機
能

的
旋
律
で
あ
る
。
機
能
的
旋
律
は「
動
物
の
行
動
の
自
己
編
成
」を
表
し
て
い
る
（Heredia, 2011: 2

）。 

体
が
形
成
さ
れ
、
有
機
的
な
部
分
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
楽
器
が
で
き
て
い
る
と
き
は
、
衝
動
的
旋
律
が
生
ま
れ
、
生
物
の
体
に
表
現
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
物
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
周
り
の
世
界
と
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
相
対
的
な
自
立
を
得
る
。
（Heredia, 2011: 2

） 

音
楽
か
ら
自
然
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
は
生
物
と
そ
の
生
息
環
境
と
の
具
体
的
な
結
び
つ
き
を
理
論
化
し
た
。
同
様
の
観
点
は
、
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
や

ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
の
思
想
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。『
行
動
の
構
造
』に
て
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
世
界
を
交
響
曲
と
す
る
な
ら
ば
、
有
機
体
が
楽
器
で
あ
る
と
い
う
メ

タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
い
る
。
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
発
展
さ
せ
た「
行
動
」を
め
ぐ
る
理
論
に
よ
れ
ば
、
有
機
体
の
行
動
は
周
囲
の
環
境
と
相
互
的
な
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。

ブ
レ
ッ
ト
・ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
い
う
行
動
は「
有
機
体
の
環
境
の〈
結
果
〉と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る―

―

つ
ま
り
、
環
境
が
有
機
体
に
特

定
な
行
動
を
と
ら
せ
る―

―

。
し
か
し
、
環
境
は
有
機
体
が
事
前
に
取
っ
た
行
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る―

―

し
た
が
っ
て
環
境
が
表
す
状
態
は
最
初
に
行
っ
た
行
動
の

結
果
」（Bu

chan
an

, 2
0
0
8
: 1

25

）だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
の
モ
チ
ー
フ
で
論
を
進
め
る
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
ま
た
旋
律
の
概
念
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
は
統
制
さ
れ
る
諸
要
素
は
、
た
ん
に
相
互
に
連
結
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
結
合
さ
れ
る
と
い
う
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
全
体
を
つ
く
り
あ
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げ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
体
は
そ
れ
自
身
の
法
則
を
も
ち
、
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
メ
ロ
デ
ィ
の
最
初
の
数
音
が
全
体
に
た
い
し
て
解
決
（résolution

）の
様
式
を
指
定
す

る
よ
う
に
、
興
奮
の
最
初
の
い
く
つ
か
の
要
素
が
与
え
ら
れ
る
や
い
な
や
、
も
う
そ
の
法
則
が
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
音
符
は
、
そ
れ
だ
け
切
り
離
し
て
み
ら

れ
る
ば
あ
い
に
は
多
義
的
な
意
味
を
も
ち
、
無
限
に
可
能
な
全
体
の
な
か
に
入
り
う
る
の
に
た
い
し
て
、
メ
ロ
デ
ィ
の
な
か
に
お
か
れ
た
ば
あ
い
の
各
音
符
は
、
全
体

の
脈
絡
の
要
求
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、
各
音
符
そ
の
も
の
の
な
か
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
を
内
側
か
ら
結
び
つ
け
る
よ
う

な
何
も
の
か
を
表
現
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
。
ふ
た
つ
の
違
っ
た
メ
ロ
デ
ィ
の
な
か
の
同
じ
音
符
は
、
同
じ
も
の
で
あ
る
と
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
逆

に
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
が
二
度
演
奏
さ
れ
た
と
し
て
も
、
も
し
そ
れ
が
移
調
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
ふ
た
つ
の
曲
に
共
通
な
要
素
が
ひ
と
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う

る
で
あ
ろ
う
。
（
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
行
動
の
構
造〈
上
〉』一
五
四
頁
） 

各
音
符
の
意
味
が
全
体
の
メ
ロ
デ
ィ
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
と
、
他
の
音
符
と
の
関
係
か
ら
現
れ
て
く
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
身
体
、
あ
る
い
は
有
機
体
、
そ
し
て
そ
の
有

機
体
を
形
成
し
て
い
る
各
器
官
の
意
味
は
具
体
的
な
環
境
と
の
関
係
、
関
連
性
か
ら
発
現
す
る
。
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
れ
ば
、
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
常
に「
世
界

に
お
け
る
（
への
）存
在
」
（l‛être au

 m
o
n
de

）で
あ
る
。「
身
体
は〈
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
〉の
媒
体
」で
あ
り
、「
身
体
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
い
き
る
も
の
に
と
っ
て
、
一

定
の
環
境
に
加
わ
り
、
若
干
の
企
投
と
一
体
と
な
り
、
た
え
ず
こ
れ
に
自
己
を
拘
束
す
る
と
い
う
こ
と
」
（
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』一
四
九
頁
）で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
身
体
の「
運
動
」とso

u

つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

も
し
、
運
動
の
現
象
を
ま
じ
め
に
と
ろ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
単
に
物
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
純
粋
の
推
移
か
ら
成
り
立
つ
と
こ
ろ
の
世

界
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
変
化
を
構
成
す
る
の
に
是
非
と
も
必
要
と
認
め
ら
れ
た
通
過
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
、
そ
の
特
殊
な「
移
行
」の
仕
方
に
よ
っ
て
の
み
定
義

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
私
の
庭
を
飛
び
去
る
鳥
は
、
運
動
の
瞬
間
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
、
単
に
灰
色
が
か
っ
た
飛
翔
能
力
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
一
般
に
、
事
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物
が
定
義
さ
れ
る
の
は
ま
ず
第
一
に
そ
の「
行
動
」（com

portem
ent

）に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
静
的
な
諸「
特
性
」に
よ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
や
が
て
わ
か
る
で
あ
ろ

う
。
は
っ
き
り
し
た
諸
特
徴
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
同
一
の
鳥
を
、
そ
れ
が
通
過
し
た
各
点
、
各
瞬
間
に
お
い
て
、
私
が
再
認
す
る
の
で
は
な
い
。
飛
び
つ
つ
あ
る
鳥

が
、
そ
の
運
動
の
統
一
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。
移
動
す
る
の
は
鳥
な
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
尾
を
も
っ
た
彗
星
の
よ
う
に
、
一
種
の
偏
在
性
に
よ
っ
て
、
い
ま
だ
こ
こ
に
あ

る
こ
の
羽
毛
の
は
だ
た
き
が
、
す
で
に
か
し
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
（
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』四
五
二
頁
） 

 

前
節
で
述
べ
た『M

U
S
IC

』
に
お
け
る
生
成
変
化
は
、
身
体
の
次
元
で
行
わ
れ
て
い
た
。
佑
多
は
自
分
の
身
体
を
楽
器
に
し
、
動
物
に
な
り
、
音
楽
に
な
る
。
美
余
は
走
る
こ

と
に
よ
っ
て「
大
地
の
音
楽
」
が
聞
こ
え
、
音
楽
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
い
る
音
楽
と
し
て
の
環
境
世
界
は
、
特
に
美
余
に
対
し
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
美
余
の
決
定
的
な
特

徴
は「
運
動
」で
あ
る
。
シ
ュ
ガ
ー
の
時
は「
歩
い
た
」
、
つ
ま
り
シ
ュ
ガ
ー
は
歩
く
者
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
美
余
に
な
っ
た
途
端「
走
っ
た
」。
走
り
始
め
る
と
い
う
の
は
決
定
的
な

変
化
で
あ
る
。
走
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
余
は
自
分
の
身
体
性
を
意
識
し
、
自
分
の「
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
」を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

走
り
な
が
ら
美
余
は
問
う
、
こ
れ
っ
て
な
に
？
美
余
は
聞
い
て
み
る
、
大
地
？
そ
う
、
大
地
。
そ
こ
に
鳴
り
響
い
て
い
る
。
美
余
の
全
身
、
一
体
の
搏
動

ビ
ー

ト

と
化
し
た
肉

体
と
共
鳴
す
る
も
の
が
。
こ
れ
だ
、
と
美
余
は
思
う
。
あ
た
し
の
本
能
が
求
め
て
い
た
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
音
楽
。
こ
れ
、
、

。
こ
の
瞬
間
に
美
余
は
わ
か
る
か
ら
わ
か

る
。
聞
こ
え
る
か
ら
聞
こ
え
る
。
説
明
な
ん
て
で
き
な
い
よ
、
と
思
う
。
あ
た
し
は
接
続
し
た
、
地
面
に
、
だ
か
ら
大
地
に
。
あ
た
し
は
も
と
も
と
接
続
し
て
い
た
。
じ

ゃ
な
か
っ
た
ら
走
れ
な
い
も
の
。
で
も
、
ど
う
し
て
あ
た
し
は
走
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
？
走
れ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
の
か
？
ち
ゃ
ん
と
触
れ
る
よ
う
に
だ
ね
。
新
し
い
触
れ

か
た
を
す
る
よ
う
に
、
っ
て
だ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
あ
た
し…

…

感
じ
て
。 

 

い
ま
。 
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い
ま
、
音
楽
を
感
じ
て
。
（
古
川
『M

U
S
IC

』
七
四
頁
） 

 

美
余
の「
世
界
に
お
け
る
（
への
）存
在
」は
音
楽
へ
の
生
成
変
化
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
こ
の
大
地
の
音
楽
は「
走
っ
て
い
れ
ば
聞
こ
え
る
の
、
聞
こ
え
て
い
る
の
、
ち
ゃ
ん
と
」（一

四
一
頁
）と
い
う
性
質
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
運
動
の
要
素
は
美
余
に
お
い
て
特
に
顕
在
化
し
て
い
る
も
の
の
、
美
余
だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
運
動
は

『M
U

S
IC

』の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
登
場
人
物
を
貫
い
て
い
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ス
タ
バ
は
青
山
霊
園
か
ら
赤
坂
に
移
動
す
る
。
佑
多
は
移
動
し
な
が
ら
猫
笛
を
吹
く
。
か
ず
み

は
京
都
に
行
き
、
そ
の
街
を
歩
く
。
そ
し
て
皆
、
移
動
し
て
い
る
最
中
に
音
楽
を
発
見
す
る
。
そ
の
音
楽
は
自
分
の
身
体
と
環
境
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
て
い
る
。
美
余
の

場
合
は「
肉
体
の
な
か
に
音
楽
は
内
蔵
さ
れ
た
ま
ま
」
で
あ
る
と
し
、「
東
京
の
大
地
に
鳴
り
響
い
て
い
る
音
楽
、
ず
ば
り
大
地
の
ビ
ー
ト
は
」美
余
の「
体
内
に
音
楽

そ

れ

を
孕
ん

だ
」と
さ
れ
て
い
る
（
二
二
三
頁
）
。
ま
た
、
か
ず
み
は
京
都
タ
ワ
ー
ま
で
歩
い
て
、
望
遠
鏡
か
ら
宇
宙
と
星
を
眺
め
る
と
き
に
太
陽
系
と
い
う
自
分
の
居
場
所
を
認
識
す
る
。

地
域
と
の
関
連
性
を
感
じ
て
い
る
か
ず
み
は
地
域
に「
ア
ー
ス
し
て
い
る
」と
宣
言
す
る
。「
導
体
」と
な
っ
た
か
ず
み
の
体
は
地
域
の
鼓
動
、
地
域
の「
搏
動

ビ
ー

ト

」を
感
じ
、「
そ
の
震

動
が
、
音
楽
に
な
る
」こ
と
を
知
覚
す
る
（
二
四
六
～
二
四
七
頁
）。
つ
ま
り
、
二
人
の
身
体
は
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
の
媒
介
と
な
り
、「
世
界
を
と
お
し
て
私
の
身
体

を
意
識
す
る
」と
同
時
に「
身
体
が
世
界
の
枢
軸
」と
な
る
（
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』一
五
〇
頁
）。
そ
の
瞬
間
に
身
体
と
世
界
と
の
間
に
現
れ
、
そ
れ
ら

を
接
続
す
る
と
同
時
に
そ
の
境
界
を
ぼ
や
か
し
て
い
る
の
が
音
楽
で
あ
る
。 

 

ま
ず
は
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
で
、
そ
こ
か
ら
東
京
湾
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
は
じ
ま
っ
た…

…

。
搏
動

ビ
ー

ト

、
と
美
余
は
ひ
ら
め
い
て
い
る
。
か
ら
だ

、
、
、

と
共
鳴
す
る
大
地
、
大

地
の
音
楽
、
東
京
の
大
地
の
、
と
連
続
的
に―

―

言
語
化
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず―

―

認
識
し
だ
し
て
い
る
。
そ
れ
が
導
い
た
。
ス
タ
バ
に
？
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
だ
。

質
問
は
そ
れ
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
ぶ
ん
東
京
が
回
答
す
る
の
よ
ね
、
と
美
余
は
あ
っ
さ
り
結
論
を
出
す
。
つ
ま
り
東
京
の
音
楽
が
。
え
え
い
、
音
楽

そ

れ

に
訊
け
！
そ
し
て

佑
多
の
真
似
を
し
て
、
じ
ゃ
っ
か
ん
猫
笛
っ
ぽ
い
も
の
を
吹
い
て
み
る
。
も
ち
ろ
ん
猫
族
に
も
届
け
た
い
意
味
を
込
め
て
。
（三
〇
二
～
三
〇
三
頁
） 
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こ
の
シ
ー
ン
で
は
、
言
語
も「
世
界
に
お
け
る
（
への
）
存
在
」の
一
部
分
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
言
語
も
ま
た
、
肉
体
的
で
身
体
が
媒
介
し
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
次
節
で
は
言
語
の
問
題
へと
焦
点
を
移
す
。 

 

四
、
言
語
の
問
題 

  

動
物
論
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
最
も
活
発
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
は
動
物
が
思
考
可
能
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
人
間
の
知
性
が
人
間
に
よ
る
世
界
支
配
の
最
も
強
力
な
理
由
づ
け
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
知
性
は
人
間
の
特
権
と
考
え
ら
れ
、
知
性
の
有
無
を
判
断
す
る
時
点

で
す
で
に
、
人
間
の
知
能
水
準
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
最
も
浮
き
彫
り
に
す
る
の
は
言
語
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
動
物
を
扱
う
作
品
は
、
そ
の
非
人
間
の
登
場

人
物
が
言
語
を
持
つ
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
も
し
持
つ
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
、
と
い
う
設
定
の
検
討
が
作
品
構
造
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
10

。
し
か

し
、
動
物
に
知
性―

―

有
無
や
程
度
に
か
か
わ
ら
ず―

―

を
与
え
る
場
合
で
も
、
そ
の
発
達
の
た
め
に
人
間
の
言
語
が
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
提
示
さ
れ
る
作
品
は
多
い
。

オ
ラ
フ
・ス
テ
ー
プ
ル
ド
ン
の『
シ
リ
ウ
ス
』
（一
九
四
四
年
）や
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・Ｄ
・シ
マ
ッ
ク
の『
都
市
』（一
九
五
二
年
）、
そ
し
て
グ
ラ
ン
ト
・モ
リ
ソ
ン
の『W

e3

』（二
〇
〇
四

年
）は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
登
場
す
る
動
物
は
、
手
術―

―

人
間
の
発
声
器
官
を
持
た
せ
る
手
術
や
体
に
機
械
を
埋
め
込
む
こ
と
な
ど―

―

に
よ
っ
て
人

間
の
言
語
能
力
が
与
え
ら
れ
る
。『M

U
S
IC

』と
違
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
動
物
が
人
間
の
世
界
に
迎
合
さ
せ
ら
れ
、
人
間
社
会
の
再
現
を
行
っ
て
い
る
の
み
で
、
生
成
変

化
は
起
こ
ら
な
い
。 
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オ
ラ
フ
・ス
テ
ー
プ
ル
ド
ン
の『
シ
リ
ウ
ス
』11

で
は
、
最
初
の
場
面
か
ら
言
語
の
問
題
が
明
確
に
提
起
さ
れ
る
。 

 
プ
ラ
ク
シ
ー
の
言
葉
の
あ
い
だ
あ
い
だ
に
、
ほ
か
の
人
の
声
で
は
な
く
、
ま
る
で
べ
つ
な
響
き
を
も
っ
て
い
て
、
一
語
一
語
は
っ
き
り
し
て
は
い
る
く
せ
に
、
人
間
の
も
の

ら
し
か
ら
ぬ
声
が
な
い
て
い
た
。
彼
女
は
家
の
角
を
ま
が
る
す
ぐ
前
に
言
っ
た
。「
で
も
、
あ
ん
た
、
手
の
な
い
こ
と
を
そ
う
い
つ
ま
で
も
ぐ
ず
ぐ
ず
考
え
て
ち
ゃ
だ
め

よ
！
そ
の
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
克
服
し
た
じ
ゃ
な
い
の
」（
ス
テ
ー
プ
ル
ド
ン「
シ
リ
ウ
ス
」八
～
九
頁
） 

こ
こ
に
は
主
人
公
シ
リ
ウ
ス
が
抱
え
る
精
神
的
問
題
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
矛
盾
、
つ
ま
り
完
全
な
人
間
の
言
語
と
手
の
欠
如
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ウ
ス
は
英
語
を
話

せ
る
が
、
明
ら
か
に
人
間
の
声
を
持
た
ず
、
人
に
聞
き
取
り
や
す
い
明
瞭
な
発
声
も
で
き
な
い
。
人
間
の
言
語
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
も
、
完
全
な
人
間
の
言
語
行
動
に
は
ほ

ど
遠
い
の
で
あ
る
。
口
と
脚
を
使
っ
て
手
の
欠
如
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
実
際
に
人
間
の
身
体
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
練
習
に
よ
り
あ
る
程
度
人
間
の
手
作

業
を
再
現
可
能
に
は
な
る
も
の
の
、
本
物
の
人
間
の
水
準
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
に
お
い
て
は
、
人
間
の
手
は
器
官
と
し
て
の
手
で
は
な
く
言
語
と

と
も
に
現
れ
る
手
で
あ
る
。
シ
リ
ウ
ス
は
、
言
語
と
手
に
関
し
て
作
品
の
最
後
ま
で
思
考
を
続
け
て
い
る
。
12 

 

シ
リ
ウ
ス
が
ど
れ
ほ
ど「
人
間
化
」し
人
間
の
観
点
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の「
言
語
」は
永
遠
に
不
自
然
な
ま
ま
で
あ
り
、
い
わ
ば
第
二
言
語
と
同
等
と
言
う
べ
き
も
の
で

あ
る
13

。
英
語
は
、
犬
の
身
体
を
持
ち
、
犬
の
感
覚
か
ら
世
界
を
体
験
す
る
シ
リ
ウ
ス
の
身
体
経
験
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
結
局
人
間
の
言
語
を
通
し
て
認
識
す
る

も
の
よ
り
も
、
シ
リ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
匂
い
と
音
の
方
が
世
界
の
主
な
体
験
と
な
っ
て
い
る
。 

 

匂
い
と
音
に
対
し
て
、
非
常
に
敏
感
な
の
で
、
彼
は
こ
の
二
つ
の
領
域
の
豊
か
さ
を
表
現
す
る
に
は
、
人
間
の
言
葉
は
ま
っ
た
く
不
適
当
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
（ス

テ
ー
プ
ル
ド
ン「
シ
リ
ウ
ス
」
四
一
頁
） 
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シ
リ
ウ
ス
が
匂
い
と
音
に
見
出
す「
意
味
」
は
、
人
間
の
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
象
徴
的
な
言
葉
で「
ラ
イ
オ
ン
が
し
ゃ
べ
れ
る
と
し
て
も
、
私
た

ち
に
は
ラ
イ
オ
ン
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
」（
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン『
哲
学
探
究
』四
四
〇
頁
）と
い
う
も
の
が
あ
る
。
シ
リ
ウ
ス
の
生
活
や
受
け
た
教

育
は
人
間
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
の
身
体
経
験
は
人
間
に
は
理
解
不
可
能
で
あ
る
。
シ
リ
ウ
ス
が
匂
い
や
音
か
ら
得
る
情
報
に
は
相
手
の「
感
情
」も
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

彼
の
鼻
も
、
人
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
気
分
に
つ
い
て
、
非
常
に
多
く
の
情
報
を
彼
に
伝
え
る
の
だ
っ
た
。
彼
は
、
よ
く「
機
嫌
の
わ
る
い
匂
い
」「
や
さ
し
い
匂
い
」「
お
そ
ろ

し
い
匂
い
」「
く
た
び
れ
た
匂
い
」な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
ス
テ
ー
プ
ル
ド
ン「
シ
リ
ウ
ス
」四
一
頁
） 

シ
リ
ウ
ス
の
言
葉
が
示
す
の
は
、
人
間
と
完
全
に
異
な
る
世
界
体
験
で
あ
る
。
そ
こ
に
人
間
が
想
像
す
ら
で
き
な
い
感
覚
の
あ
り
方
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
わ
れ

わ
れ
が
特
権
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
、
知
性
に
基
づ
い
た
世
界
理
解
に
対
し
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
シ
リ
ウ
ス
の
音
に
対
す
る
感
覚
は
音
楽
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。「
音
楽
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」と
形
容
さ
れ
る
シ
リ
ウ
ス
の
声
自
体
も
、
彼
の
音
楽
へ

の
興
味
と
繋
が
っ
て
い
る
。
彼
の
人
物
設
定
は
、
科
学
者
と
い
う
よ
り
は
芸
術
家
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。
詩
に
も
興
味
を
抱
く
が
、
音
に
非
常
に
敏
感
で
あ
る
シ
リ
ウ
ス
に
と
っ

て
、
音
楽
は
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
最
適
な
芸
術
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
言
葉
の
場
合
と
同
じ
く
人
間
の
音
楽
が
自
ら
の
身
体
経
験
と
合
致
し
な
い
と
い
う
葛
藤

を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
14 

 

コ
ミ
ッ
ク
作
品『W

e3

』
は
、
軍
事
技
術
の
研
究
に
よ
っ
て
兵
器
化
さ
れ
た
動
物
の
物
語
で
あ
る
。
全
三
章
で
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
の
章
も
失
踪
し
た
ペ
ッ
ト
の
情
報
提
供
を
募

る
ポ
ス
タ
ー
の
画
面
で
始
ま
る
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
三
匹
の
登
場
人
物
の
姿
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
犬
の
バ
ン
デ
ィ
ッ
ト
に
１
、
猫
の
テ
ィ
ン
カ
ー
に
２
、
そ
し
て
ウ
サ
ギ
の
パ
イ

ラ
ッ
ト
に
３
と
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。
失
踪
の
ポ
ス
タ
ー
と
軍
用
動
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
後
の
イ
メ
ー
ジ
と
が
対
照
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
動
物
達
の
お
か
れ
た
不
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安
定
な
立
場
が
示
唆
さ
れ
る
。
シ
ェ
リ
ル
・
ヴ
ィ
ン
ト
が
説
明
す
る
と
お
り
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
動
物
を
人
間
社
会
に
統
合
す
る
様
々
な
方
法
を
表
現
し
て
い
る
（Vint, 2010: 

4

）
。
つ
ま
り
、
人
間
と
暮
ら
し
人
間
の
生
活
の
一
部
分
と
な
る
ペ
ッ
ト
と
、
商
品
化
さ
れ
た「
た
だ
の
動
物
」と
の
違
い
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
軍
事
研
究「W

e3

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
研
究
資
材
と
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
動
物
は
、
名
前
を
失
い
、
商
品
と
し
て
の
識
別
番
号
と
な
る
数
字
が
与
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。 

 

動
物
同
士
の
会
話
の
場
合
だ
け
、
吹
き
出
し
の
中
に
数
字
と
と
も
に
セ
リ
フ
が
全
て
大
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て『
シ
リ
ウ
ス
』と
同
様
、
動
物
が
話
す
言
語
の

違
和
感
を
視
覚
的
に
紙
面
に
表
現
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
動
物
と
人
間
の
関
係
が
最
も
明
ら
か
に
表
れ
て
い
る
の
は
、W

e3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
止
す
る
時
の
軍
隊
の
担
当
者
の
言
葉
で
あ
る―

―

「
一
体
ど
の
よ
う
な
気
違
い
が
わ
ざ
わ
ざ
殺
人
兵
器
に
言
葉
を
教
え
る
の
か
」（Morriso

n and Q
uitely, 2005: 

2
9

）
。『
シ
リ
ウ
ス
』と
違
い
、『W

e3

』で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
動
物
に
知
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
話
せ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
仮
に
話
せ
る
と
し
て
も
、
そ

の
事
実
を
人
間
社
会
で
明
る
み
に
出
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
設
定
が
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
動
物
を
機
械
の
範
疇
に
留
め
置
く
た
め
の
戦
略
で
あ
る
。
元
の
ペ
ッ

ト
と
し
て
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
切
望
す
る
こ
の
三
匹
の
怪
し
げ
な
英
語
と
、
サ
イ
ボ
ー
グ
的
甲
冑
を
纏
わ
さ
れ
た
外
見
と
の
極
端
な
矛
盾
が
こ
こ
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 

上
記
二
作
品
は
い
ず
れ
も
、
動
物
が
人
間
の
言
語
領
土
に
連
れ
込
ま
れ
、
適
応
さ
せ
る
た
め
身
体
を
強
制
的
に
改
変
さ
れ
た
う
え
で
、
本
来
属
し
な
い
は
ず
の
感
覚
領
土

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
状
況
を
実
験
的
に
描
写
し
て
い
た
。
一
方
で『M

U
S
IC

』の
設
定
は
こ
れ
ら
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
ま
ず
、『M

U
S
IC

』で
は
、
動
物
が
人
間

の
世
界
に
連
れ
込
ま
れ
て
い
な
い
。
人
間
の
領
域
と
動
物
の
領
域
は
分
か
れ
て
お
り
、
登
場
人
物
が
各
領
域
の
境
界―

―

「
ボ
ー
ダ
ー
」―

―

に
触
れ
る
こ
と
で
生
成
変
化
が

起
こ
る
。
ま
た
、
言
語
の
問
題
は
ス
タ
バ
や
佑
多
、
そ
し
て
彼
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
猫
た
ち
を
通
じ
て
提
起
さ
れ
る
。
シ
リ
ウ
ス
や『W

e3

』の
動
物
達
と
は
違
い

こ
れ
ら
の
猫
た
ち
は
厳
密
な
意
味
で
の
言
語
を
持
た
な
い
が
、
知
性
を
持
つ
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。 
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そ
も
そ
も
答
え
ら
れ
な
い
。
人
と
猫
の
あ
い
だ
に
会
話
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
も
そ
も
猫
は
、
人
が
言
葉
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
、
、

で
は
思
考
し
な
い
。
し
か
し
、

む
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
も
の
、
、

で
は
思
考
す
る
。 

 

そ
の
思
い
。 

 

さ
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
ス
タ
バ
は
思
う
。 

 

さ
わ
ら
れ
る
よ
う
な
ら
ば
逃
げ
な
け
れ
ば
と
ス
タ
バ
は
思
う
。
捕
ま
る
と
。
（
古
川『M

U
SIC

』四
二
頁
） 

シ
リ
ウ
ス
と
同
じ
く
、
ス
タ
バ
の「
言
葉
」
、
あ
る
い
は
思
考
の
表
し
方
は「
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
」を
示
す
。
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
と「
前
も
っ
て
存
在
す
る
唯
一

の
ロ
ゴ
ス
は
世
界
そ
の
も
の
」
で
あ
る
（
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ『
知
覚
の
現
象
学
』二
四
頁
）。
ス
タ
バ
は
、
実
際
に
世
界
に
存
在
し
、
そ
の
世
界
と
具
体
的
な
関
係
を
な
し
て
い
る

彼
の
身
体
と
環
境
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
情
動
、
あ
る
い
は
可
能
性
と
の
繋
が
り
を
明
確
に
思
考
し
て
い
る
。
佑
多
か
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
も
ら
う
と
き
、
ス
タ
バ
は
そ
れ
を

「
乳
に
分
類
さ
れ
る
」も
の
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
は「
〈
原
始

は
じ
ま
り

の
食
〉に
し
て
食
の
起
源
で
あ
る
ス
タ
バ
の
母
親
の
乳
に
、
通
じ
る
」（
古
川『M

U
SIC

』五
四
頁
）と
考
え
る
。「
始

原
の
食
」
の
匂
い
、「
危
な
い
匂
い
」
、「
美
味
し
い
」匂
い
、「
う
れ
し
い
匂
い
」の
よ
う
に
、
ス
タ
バ
に
と
っ
て
匂
い
は
具
体
的
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
自
分
の「
な
わ
ば
り
」を
マ
ー

キ
ン
グ
す
る
た
め
に
ス
タ
バ
は
尿
を
噴
射
し
、「
匂
い
の
言
語
で
」表
現
し
よ
う
と
す
る
（
九
〇
頁
）。 

 

匂
い
だ
け
で
な
く
、
音
も
同
じ
よ
う
な
意
味
を
伝
え
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
る
の
は
、
佑
多
と
の
関
係
を
構
築
す
る
時
で
あ
る
。
初
め
て
佑
多
と
出
会
う
と

き
ス
タ
バ
は「
人
間
の
鳴
き
声
」を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
佑
多
が
一
方
的
に
彼
に
呼
び
か
け
、
話
し
続
け
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
は

別
と
し
て
、
異
種
間
の
意
思
疎
通
の
過
程
が
こ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ス
タ
バ
は
人
間
の「
鳴
き
声
」が
理
解
で
き
な
い
が
、
二
回
目
に
佑
多
の
そ
れ
を
聞
く
と
き
、
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そ
の「
人
間
の
鳴
き
声
は
不
快
に
は
感
じ
な
い
」（
五
五
頁
）。
三
番
目
の
夜
の
遭
遇
で
、
今
度
は
佑
多
が
初
め
て
ス
タ
バ
の
鳴
き
声
を
聞
き
、
こ
れ
が
佑
多
に
決
定
的
な
気
づ
き

を
も
た
ら
す
。
佑
多
は
ス
タ
バ
の
そ
の
時
の
鳴
き
声
が「
い
の
ち

、
、
、

の
本
能
」、「
気
力
じ
み
た
も
の
を
、
生
き
る
気
力
に
類
し
た
も
の
を
た
だ
宣
言
と
し
て
形
に
し
た
」も
の
と
理
解

し
、「
記
憶
に
焼
き
つ
け
」
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
猫
時
代
の
ス
タ
バ
の「
ミ
ー
」と
い
う
鳴
き
声
が
、
佑
多
の
猫
への
生
成
変
化
を
開
く
き
っ
か
け
を
作
る
（六
三
頁
）。
四
番
目
の

夜
佑
多
は
ス
タ
バ
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
語
で
一
方
的
に
話
し
て
も
通
じ
な
い
と
思
い
、「
だ
っ
た
ら
鳴
か
な
い
と
」と
考
え
る
に
至
る
（
六
五
頁
）。
彼
は
口
笛

を
用
い
、
そ
の
口
笛
に「
い
か
に
も
子
猫
っ
て
感
じ
の
ミ
ー
の
響
き
」を
含
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
（
六
七
頁
）。
佑
多
が「
ミ
ー
。
ミ
ー
。
ミ
ー
。
す
る
と
憂
鬱

ブ

ル
ー

は
膨
張
」（六
七
頁
）

し
、
雨
の
日
に
陸
橋
の
下
で
雨
宿
り
す
る
う
ち
に
、
口
笛
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
た―

―

口
笛
に「
な
っ
た
」―

―

ス
タ
バ
の
鳴
き
声
は「
そ
の
環
境
ゆ
え
に
」（
六
八
頁
）音
楽
と
し

て
聞
こ
え
始
め
る
。 

 

佑
多
は
何
か
が
つ
か
め
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
瞬
間
に
も
つ
か
め
そ
う
な
。
即
座
に
。
跳
躍
、
音
の
跳
躍
、
そ
の
さ
き
に
予
感
さ
れ
る
規
律
。
音

楽
？
（
六
八
頁
） 

そ
こ
に
ス
タ
バ
が
現
れ
、
佑
多
が
再
び
声
を
出
し
た
時
、
ス
タ
バ
は
そ
の
声
の
主
が
佑
多―

―

「
あ
の
人
間
」―

―

で
あ
る
こ
と
を
確
か
に
識
別
し「
鳴
き
返
す
」（八
三
頁
）こ
と

に
な
る
。
佑
多
が
出
し
た
口
笛
の
音
に
ス
タ
バ
は
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
ス
タ
バ
は
幻
の
音
を
求
め
て
、
耳
を
す
ま
す
。
さ
っ
き
の
響
き
、
さ
っ
き
ま
で
の
響
き
。
ス
タ
バ
の
感
情
に
触
れ
た
、「
う
れ
し
い
」
音
と
は
ち
が
う
、
目
の
ま

え
に
人
間
か
ら
じ
か
に
発
し
て
い
た
響
き
。
響
き…

…

き
、
キ
キ
キ
。
響
き
と
、
そ
の
高
ら
か
で
鮮
烈
な
残
響
。
（
八
三
～
八
四
頁
） 

口
笛
の
音
が
気
に
入
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ス
タ
バ
は
日
本
語
を
話
し
て
い
る
普
通
の
佑
多
の
声
を「
不
快
」に
思
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
人
の
鳴
き
声
」と
し
て
認
識
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し
て
い
る
佑
多
の
通
常
の
話
し
声
を
、
ス
タ
バ
は「
心
地
よ
さ
を
と
も
な
い
出
し
て
い
る
鳴
き
声
。
い
い
、
、

声
」と
感
じ
て
い
る
（
八
四
頁
）。
猫
と
の
接
触
の
結
果
と
し
て
佑
多
は
猫

へ
、
そ
し
て
音
楽
への
生
成
変
化
を
経
験
し
、
同
時
に
ス
タ
バ
は
人
間
への
生
成
変
化
を
経
験
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
過
程
に
、
人
間
の
言
語
で
も
猫
の
言
語
で
も
な

い
、
佑
多
と
ス
タ
バ
双
方
に
と
っ
て「
非
・母
語
」
で
あ
る
新
た
な
言
語
が
発
生
し
て
く
る
15

。
つ
ま
り
、
佑
多
と
ス
タ
バ
は
共
に
生
成
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
佑
多
と
ス
タ
バ
が
お
互
い
を
理
解
し
合
う
過
程
は
、
ダ
ナ
・ハ
ラ
ウ
ェ
イ
と
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・ハ
ー
ン
の「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」概
念
と
も
類
似
し
て
い
る
。
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
と
ハ
ー

ン
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
異
種
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
土
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
す
る
き
っ
か
け
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
に
よ
る
と「
臭
跡
追
及
の
訓
練

は
、
あ
ら
ゆ
る
対
話
が
生
み
だ
す
の
と
同
じ
種
類
の
認
識
を
生
み
だ
す
。
ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
対
話
と
い
う
意
志
と
受
容
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
つ
い

て
の
認
識
、
言
語
に
よ
っ
て
言
語
を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
」で
あ
る
（
ハ
ー
ン『
人
が
動
物
た
ち
と
』
一
三
七
頁
）。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
異
種
同
士
が
接
触
す
る
機
会
で
あ
り
、

接
触
の
結
果
と
し
て
新
た
な
言
語
を
誕
生
さ
せ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、『
伴
侶
種
宣
言―

―

犬
と
人
の「
重
要
な
他
者
性
」』に
お
い
て
、
人
間
と
動
物
の
関
係
を

再
考
察
す
る「
伴
侶
種
」と「
重
要
な
他
者
性
」の
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。 

 

あ
ら
か
じ
め
構
成
さ
れ
た
主
体
な
ど
な
い
し
、
単
一
の
起
源

ソ―

ス

も
、
一
元
的
な
ア
ク
タ
ー
も
、
最
終
的
な
目
標
も
な
い
。
（中
略
）諸
行
為
体

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

が
お
り
な
す
動
物
寓
話

集
や
、
係
り
あ
い
の
種
類
の
多
さ
、
流
れ
た
時
間
の
長
さ
は
、
も
っ
と
も
奇
異
な
バ
ロ
ッ
ク
宇
宙
論
者
の
想
像
す
ら
凌
駕
す
る
だ
ろ
う
。
わ
た
し
に
と
っ
て
、
そ
れ
こ
そ

伴
侶
種
の
あ
ら
わ
す

シ
グ

ニ
フ
ァ
イ

こ
と
な
の
で
あ
る
。
（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣
言
』一
二
～
一
三
頁
）  

 

つ
ま
り
、
調
和
し
え
な
い
数
々
の
行
為
体
や
生
活
様
式
が
あ
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
継
承
し
た
全
く
異
質
な
歴
史
と
、
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
が
絶
対
的
に
必

要
な
共
同
の
未
来
と
の
両
方
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
な
か
た
ち
で
、
そ
れ
ら
を
寄
せ
集
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
、
す
な
わ
ち
、
繊
細
な
現
場
仕
事
の
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こ
と
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が〈
重
要
な

シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ト

他
者
性
〉の
あ
ら
わ
す

シ
グ

ニ
フ
ァ
イ

こ
と
で
あ
る
。
（ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣
言
』一
四
～
一
五
頁
）  

こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
物
語
」中
の
子
供
の
マ
ー
コ
と
子
犬
の
カ
イ
エ
ン
ヌ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
経
験
の
部
分
で
よ
り
分
か
り
や
す
く
換
言
さ
れ
て
い

る
。
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
と
き
マ
ー
コ
は
カ
イ
エ
ン
ヌ
の
こ
と
を「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
埋
め
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
を
操
縦
し
て
い
る
」よ
う
に
扱
っ
て
い
た
（ハ

ラ
ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣
言
』
六
四
頁
）。
し
か
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
標
は
、
一
方
的
な
命
令
、
つ
ま
り
マ
ー
コ
が
機
械
の
ボ
タ
ン
を
押
す
よ
う
に
カ
イ
エ
ン
ヌ
を
自
分
の
思
い
通
り

に
行
動
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
真
の
目
的
は
、
相
互
的
な「
や
り
と
り
」、
つ
ま
り
間
主
体
性
の
獲
得
で
あ
る
。
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の
言
う
間
主
体
性
は「〈
平
等
〉を
意
味
」す
る
の

で
は
な
く
、「
顔
と
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
た〈
重
要
な
他
者
性
〉の
結
合
し
た
ダ
ン
ス
に
注
意
を
払
う
こ
と
」を
意
味
し
て
い
る
（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣
言
』六
五
頁
）。
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
は
、
ま
ず
マ
ー
コ
と
カ
イ
エ
ン
ヌ
が「
お
互
い
に
目
を
向
け
る
」こ
と
を
学
び
、「
同
じ
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」の
で
あ
る
。
マ
ー
コ
が
一
方
的
に
カ

イ
エ
ン
ヌ
に
行
動
を
指
示
す
る
の
で
な
く
、
カ
イ
エ
ン
ヌ
も
ま
た
相
互
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
加
わ
り
、「
異
種
間
敬
意
を
あ
ら
わ
す
身
体
的
威
勢
」を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て

「
か
れ
ら
が
お
互
い
に
と
っ
て〈
重
要
な
他
者
〉」と
な
る
必
要
が
あ
る
（ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣
言
』
六
六
頁
）。 

 

二
〇
一
三
年
一
二
月
『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』に
出
版
さ
れ
た
草
上
仁
の「
ウ
ン
デ
ィ
」も
、
こ
の
よ
う
な
関
係
構
築
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
こ
の
短
編
で
は
人
間
シ
ロ
ウ
と
、
サ
ッ

コ―
―

楽
器
と
し
て
使
わ
れ
る
ウ
ン
デ
ィ
と
い
う
種
の
生
物―

―

と
の
関
係
が
描
か
れ
る
。
ウ
ン
デ
ィ
は
背
に
結
節
を
持
ち
、
人
間
が
そ
の
結
節
に
触
れ
る
こ
と
で
演
奏
が
可

能
と
な
る
。 

 

見
か
け
は
毛
の
生
え
た
ナ
メ
ク
ジ
の
よ
う
だ
が
、
実
は
蜘
蛛
に
近
い
節
足
動
物
で
、
毛
並
み
の
中
に
外
骨
格
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
胸
部
の
硬
い
殻
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る

蝶
番
が
い
わ
ゆ
る
結
節
で
、
こ
れ
に
触
れ
る
こ
と
で
共
鳴
周
波
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
（草
上
、「
ウ
ン
デ
ィ
」一
三
四
頁
） 
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し
か
し
、
サ
ッ
コ
は
単
な
る
楽
器
で
は
な
く
シ
ロ
ウ
と
共
生
的
な
関
係
に
あ
る
。
ウ
ン
デ
ィ
の
演
奏
は
一
方
的
に
鍵
盤
を
叩
く
と
い
う
よ
り
は
、
ウ
ン
デ
ィ
の
体
調
と
精
神
状
態

を
把
握
し
て
演
奏
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
弾
く
」と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
ウ
ン
デ
ィ
と
一
体
化
し
て「
歌
う
」と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
結
節
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
思
考
を
ウ
ン
デ
ィ
に
伝
え
、
ウ
ン
デ
ィ
は
そ
の
刺
激
に
応
じ
る
。
ウ
ン
デ
ィ
の
音
、
動
き
、
体
温
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
身
体
的
、
精
神
的
な
記
号
を
理
解
し
、
適
切
に

反
応
す
る
。
こ
れ
は
お
互
い
を
常
に
認
識
し
、
常
に
行
動
を
再
考
察
す
る
営
み
で
あ
り
、
ま
さ
に「
還
元
不
能
な
差
異
を
横
断
す
る〈
や
り
と
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〉」（ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣

言
』
七
五
～
七
六
頁
）で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の〈
や
り
と
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〉
の
根
源
的
な
土
台
を
提
供
し
て
い
る
の
は
や
は
り
、『M

U
S
IC

』と
同
じ
く
、
音
楽
で
あ
る
。 

 

先
述
し
た
佑
多
と
ス
タ
バ
の
関
係
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
こ
の「
お
互
い
に
と
っ
て〈
重
要
な
他
者
〉」に
な
る
過
程
で
あ
ろ
う
。「
重
要
な
他
者
」
に
な
り
得
た
そ
の
瞬
間
を
照
ら

し
出
す
の
は
、
ス
タ
バ
が
、
佑
多
が
口
笛
（猫
笛
）
で
言
っ
て
い
る
内
容
を
初
め
て
理
解
で
き
る
場
面
で
あ
る
。 

だ
ろ
、
ス
タ
バ
？
な
の
に
、
お
ま
え
は
現
れ
る
ん
だ
な
。
灰
色
の
そ
の
毛
を
さ
、
き
れ
い
に
示
し
て
」と
言
っ
て
も
、
鳴
き
あ
え
な
い
。
異
類
間
の―

―

い
っ
ぽ
う
は
猫
、
い

っ
ぽ
う
は
人
、
と
分
類
さ
れ
た
生
物

も

の

の
あ
い
だ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
し
か
し
、
感
じ
る
。
ス
タ
バ
は
佑
多
が
、「
歩
こ
う
」と
言
う
と
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
感
じ
て
理
解

す
る
。 

 

理
解
す
る
。
（
古
川
『M

U
SIC

』
八
八
頁
） 

こ
の
時
の
二
人
（
匹
）の
関
係
は
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
の
そ
れ
で
は
な
い
。
佑
多
と
ス
タ
バ
は
お
互
い
の
こ
と「
ブ
ラ
ザ
ー
」と
し
て
認
識
、
つ
ま
り「
親
族
関
係
（kinship link

）」（
ハ
ラ

ウ
ェ
イ『
伴
侶
種
宣
言
』七
五
頁
）を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
非
対
称
的
平
等
」と
呼
べ
る
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
互
い
の
異
な
っ
た〈
力
能
〉と
異
種
間
の
距
離
を

認
め
な
が
ら
、
決
し
て
上
下
関
係
に
は
導
か
れ
な
い
と
い
う
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
ハ
ー
ン
と
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
が
言
及
す
る
現
実
世
界
で
の
犬
と
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
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完
全
に
は
合
致
し
な
い
が
、「
〈
方
法
〉
は
伴
侶
種
に
お
い
て
い
ち
ば
ん
の
問
題

マ
タ

ー

」で
は
な
く
、
重
要
な
の
は「
還
元
不
能
な
差
異
を
横
断
す
る〈
や
り
と
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〉」（ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
伴

侶
種
宣
言
』七
五
～
七
六
頁
）で
あ
る
。
こ
の〈
や
り
と
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〉を
可
能
に
す
る
の
は
佑
多
の「
以
心
伝
心
音
楽
」（
古
川『M

U
SIC

』一
七
三
頁
）な
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

こ
こ
ま
で
、『M

U
S
IC

』に
お
け
る
音
楽
が
あ
ら
ゆ
る
生
成
変
化
と
結
び
つ
き
、
世
界
に
お
け
る
（への
）存
在
を
示
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ

こ
ま
で
の
議
論
の
底
流
に
あ
っ
た
着
想
へと
展
開
し
た
い
。
そ
れ
は
、『M

U
S
IC

』に
お
け
る
音
楽
は
生
命
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

「
い
、
き
、
て
、
る
」と
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
で
声
を
出
し
た
。 

 

そ
の
フ
レ
ー
ズ
自
体
が
音
楽
だ
っ
た
。
（
一
九
二
頁
） 

 

人
間
を
動
物
に
対
置
さ
せ
る
二
分
法
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、『M

U
S
IC

』で
は
身
体
の
中
心
的
存
在
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を

繋
げ
る
連
鎖
を
構
築
し
、「
連
続
体
」の
よ
う
な
世
界
を
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
名
前
の
モ
チ
ー
フ
を
通
じ
て
個
体
の
統
一
性
を
問
題
化
し
、「
個
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、

常
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
一
緒
、
、

に
な
る

、
、
、

こ
と
で
あ
る
」（Haraw

ay, 2008: 4

）16

と
い
う
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う「
連
鎖
」に
は
、
生
成
変
化
や
出
会
い
だ
け
で
は
な

く「
摂
取
」も
含
ま
れ
て
い
る
。『M

U
S
IC

』
が
提
示
す
る
異
種
間
接
触
は
、
童
話
の
よ
う
な
理
想
的
で
平
和
的
な
関
係
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
最
も
生
々
し

く
肉
体
的
な
残
酷
性―

―

「
摂
取
」―

―

を
頻
繁
に
描
い
て
い
る
。
ス
タ
バ
の
狩
猟
場
面
が
こ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
が
、
連
鎖
と
し
て
の
そ
れ
を
最
も
明
確
に
表
し
て
い
る
の
は
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二
八
章
で
あ
る
。「
生
命
力
が
連
鎖
す
る
」（
二
一
二
頁
）と
い
う
文
章
か
ら
始
ま
る
最
初
の
数
頁
に
は
、
鴉
に
攻
撃
さ
れ
、
ク
マ
ゼ
ミ
が
摂
取
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。 

 
蟬
類
で
は
雄
だ
け
が
鳴
く
。
腹
部
に
そ
な
わ
っ
た
発
音
器
を
つ
か
っ
て
、
鳴
く
。
発
振
膜
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
一
秒
間
に
一
〇
〇
回
振
動
さ
せ
て
。
そ
れ
を
共
鳴

さ
せ
て
。
蟬
は
、
そ
こ
に
、
音
楽
を
生
じ
さ
せ
る
。
求
愛
の
音
楽
を
。
都
市
の
、
夏
の
、
愛
の
音
楽
を
。
（
二
一
五
頁
） 

 

そ
の
ク
マ
ゼ
ミ
は
た
だ
ち
に
襲
撃
者
に
捕
食
さ
れ
て
い
た
。
宙
で
。
そ
の
無
限
と
言
え
る
空
間

ひ
ろ
が
り

を
保
っ
た
、
地
上
の
、
空
中
で
。
い
の
ち

、
、
、

の
途
絶
の
と
き
も
、
し
か
し
な

が
ら
、
ク
マ
ゼ
ミ
は
鳴
い
た
。
求
愛
と
は
異
な
る
悲
鳴
の
音
楽
だ
っ
た
。
悲
鳴
に
は
リ
ズ
ム
が
な
い
。
日
本
の
夏
の
風
物
詩
に
な
り
得
な
い
。
そ
し
て
襲
撃
者
の
口
腔
内

で
、
わ
ず
か
に
こ
の
音
楽
も
反
響
し
た
が
、
共
鳴
は
し
な
い
。
そ
の
襲
撃
者
し
て
捕
食
者
た
る
鳥
類
の
、
口
腔
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
上
嘴

じ
ょ
う
し

と
下
嘴

か

し

は
、
雄
の
蟬
た

ち
の
共
鳴
器
官
の
代
用
に
は
な
ら
な
い
。
（
二
一
六
頁
） 

 

胃
の
腑
で
は
、
す
で
に
完
全
に
な
き
が
ら
化
し
た
ゼ
ミ
が
、
し
か
し
、
残
響
の
よ
う
に
腹
部
を
振
る
わ
せ
た
。
鴉
は
そ
れ
に
反
応
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
反
応
し
た
わ

け
で
は
な
い
の
だ
が
、
飛
び
な
が
ら
鳴
い
た
。
カ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！
と
声
を
ひ
き
の
ば
し
な
が
ら
高
ら
か
に
。
黒
い
、
つ
や
や
か
な
翼
を
上
向
き
に
ひ
ろ
げ
て
振
る

わ
せ
な
が
ら
。
あ
た
か
も
、
音
楽
の
継
承
だ
っ
た
。
か
つ
、
喜
び
の
咆
哮
だ
っ
た
。
（
二
一
七
頁
） 

鴉
に
食
べ
ら
れ
た
ク
マ
ゼ
ミ
の
求
愛
の
音
楽
は
悲
鳴
と
な
り
、
鴉
の
体
に
入
り
、
、
鴉
の
体
の
一
部
と
な
り
な
が
ら
残
響
す
る
。
鴉
の
嘴
は
雌
蝉
の「
共
鳴
器
官
の
代
用
に
は
な

ら
な
い
」一
方
で
、
鴉
は
身
体
内
に
残
響
し
て
い
る
蝉
の
音
楽
を
継
承
し
、
音
楽
が
変
化
し
、
喜
び
の
音
楽
へと
変
貌
す
る
。
し
か
し
、
蝉
と
同
じ
く
、
鴉
も
ま
た
ス
タ
バ
に
攻
撃

さ
れ
、
捕
食
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
う
ち
の
前
胃
を
ス
タ
バ
は
ま
る
ご
と
食
ん
だ
。
す
る
と
、
そ
の
内
側

な

か

に
い
た
。
ま
だ
未
消
化
の
蟬
が
い
た
。
そ
の
鴉
が
先
刻
捕
食
し
た
一
匹
ク
マ
ゼ
ミ
が
、
い
て
、
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ス
タ
バ
に
そ
の
食
感
を
堪
能
さ
れ
な
が
ら
喰
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は
捕
食
の
連
鎖
だ
っ
た
。
か
つ
、
ス
タ
バ
は
わ
れ
知
ら
ず
音
楽
の
残
骸
（と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
も
の
）

を
嚥
下
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
だ
か
ら
、
あ
た
か
も
音
楽
の
継
承
で
も
あ
っ
た
。
（
二
二
〇
頁
）  

ス
タ
バ
が
鴉
を
食
べ
る
と
き
、
鴉
が
継
承
し
て
い
た
音
楽
は
ス
タ
バ
の
も
の
と
な
り
、
摂
取
が
蝉
と
鴉
を
関
連
付
け
る
。
そ
し
て
、
蝉
の
音
楽
を
嚥
下
し
た
鴉
が
そ
の
音
楽
と
共

鳴
し「
喜
び
の
咆
哮
」を
あ
げ
た
の
と
同
じ
く
、
ス
タ
バ
も
、
蝉
に
始
ま
り
変
化
し
て
き
た
音
楽
と
共
鳴
し
咆
哮
す
る
。 

図
ら
ず
も
ク
マ
ゼ
ミ
の
食
感
が
口
直
し
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ス
タ
バ
は
、
吼 ほ

え
て
み
た
。
一
瞬
の
、
し
か
し
高
ら
か
な
、
爆
発
的
な
咆
哮
だ
っ
た
。
い
ず
れ
消
化
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
も
の
を
体
内
に
は
っ
き
り
感
じ
て
、
馬
力

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
弾
け
さ
せ
た
の
だ
。
そ
ら
、
そ
ら―

―

生
命
力
！
（二
二
〇
頁
） 

先
述
の
通
り
、
こ
こ
で
の
音
楽
は
身
体
と
生
成
変
化
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
か
ら
だ
」と
い
う
概
念
に
は
す
で
に「
生
命
」が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
が
述
べ
る
通
り
、「
死
体
は〈
か
ら
だ
〉で
は
な
い
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
犬
と
人
が
出
会
う
と
き
』二
五
〇
頁
）た
め
、
生
物
が
死
ぬ
と
き

は
、
か
ら
だ
が
存
在
し
な
く
な
る
瞬
間
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら「
〈
か
ら
だ
〉は
、
常
に
、
つ
く
ら
れ
つ
づ
け
る
存
在
で
あ
っ
て
、「
か
ら
だ
」で
は
、
異
質
な
尺
度
、
時
間
、
存
在
の
あ

り
方
が
生
き
生
き
と
交
絡
し
つ
つ
血
肉
の
網
の
目
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
、「
か
ら
だ
」に
な
り
つ
づ
け
な
が
ら
、
関
係
性
を
は
ら
む
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ

『
犬
と
人
が
出
会
う
と
き
』
二
五
〇
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
肉
体
的
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
出
会
い
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
を
遂
行
す
る
こ

と
と
同
義
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
変
化
は
つ
ね
に
動
き
を
伴
う
。
こ
れ
は
、
古
川
自
身
の
こ
と
ば
で「
運
動
体
」と
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
17

。 

 

『
シ
リ
ウ
ス
』と『W

e3

』の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、『M

U
S
IC

』は
人
間
の
言
語
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
提
示
し
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
異
種
を
人
間
の
言
語
領
域
に
引
き
込
む
の
で
は
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
脱
領
土
化
と
再
領
土
化
を
促
し
、
音
楽
への
生
成
変
化
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

133



音
楽
に「
な
る
」こ
と
は
、「
現
実
世
界
的
（wo

rld
ly

）
に
な
る
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
犬
と
人
が
出
会
う
と
き
』一
〇
頁
）こ
と
で
あ
り
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
生
成
変
化
を
な
す
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。 
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注 （
1
） 

村
上
春
樹
と
の
関
係
に
つ
い
て
はIgn

ato
v , 20

1
1

を
参
照
。
ボ
ル
ヘス
と
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
佐
々
木「R

O
U

T
E
/
V

E
C

T
O

R

」、
内
田「
古
川

日
出
男
の
カ
タ
リ
カ
タ
」を
参
照
。
ス
テ
ィ
ブ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
二
人
の
対
談
、
エ
リ
ク
ソ
ン
・古
川
・柴
田「「
歴
史
」と
せ
め
ぎ
あ
う「
想
像
力
」」を

参
照
。 

（
2
） 

こ
の
部
分
は
二
〇
一
二
年
版
に
付
け
加
え
ら
れ
た
後
記
の
よ
う
な
文
章
だ
が
、
正
式
な
題
名
と
頁
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
3
） 

主
に
英
語
圏
で
用
い
ら
れ
て
い
る「H

um
an

-A
n
im

al Studies (

Ｈ
Ａ
Ｓ)

」概
念
の
拙
訳
で
あ
る
。 

（
4
） 

ユ
ウ
タ
と
シ
ュ
ガ
ー
の
小
学
生
時
代
に
つ
い
て
は『M
U

S
IC

』中
に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
五
年
出
版『L

O
V

E

』に
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
5
） 

「
群
れ
」
の
概
念
は「
変
則
者
」
の
概
念
と
の
関
連
で
、
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
。 

（
6
） 

藤
高
和
輝
に
よ
る
訳
。
藤
高
和
輝「
Ｊ
・バ
ト
ラ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
も
う
ひ
と
つ
の
系
譜
」一
八
三
頁
。 

（
7
） 

名
付
け
る
こ
と
が
所
有
を
意
味
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
深
く
根
付
い
た
思
想
で
あ
る
。
創
世
記
に
て
人
間
（男
性
）は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
名
付

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
所
有
す
る
。
こ
こ
で
は
天
然
資
源
や
動
物
、
人
間
の
女
に
至
る
ま
で
、
人
間
（男
性
）に
よ
る
そ
れ
ら
の
支
配
が
正
当
化
さ
れ
て
い

る
。 

（
8
） 

「
お
ぞ
ま
し
き
も
の
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
。 

（
9
） 

「
平
均
的
日
本
人
の
体
型
と
い
う
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
や
け
に
腕
が
長
い
」
古
川『M

U
S
IC

』一
五
七
頁
、「
べ
ら
ぼ
う
に
両
腕
の
長
い
お
っ
さ
ん
が
」古
川『M

U
S
IC

』

二
九
四
頁
。 
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（
10
） 

古
川
に
よ
る
と『M

U
S
IC

』執
筆
当
初
は
ス
タ
バ
が
喋
る
設
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
結
局
動
物
が
人
間
の
言
語
を
話
す
設
定
を
排
除
し
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

 
「
た
と
え
ば『M

U
S
IC

』と
い
う
作
品
で
は
、
最
初
の
草
稿
で
は
、
主
人
公
な
る
猫
は
人
間
の
言
葉
を
喋
っ
て
い
た
。
で
も
、
二
百
五
十
枚
ほ
ど
書
い
て
か
ら
す
べ
て
書
き

直
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
猫
は
喋
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
猫
だ
か
ら
、
と
思
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
、
あ
の
ス
タ
バ
と
い
う
猫
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
は
人
間
中
心
主
義
の

否
定
と
し
て
の「
動
物
の
小
説
」で
は
な
く
、
あ
る
意
味
で
人
間
中
心
主
義
を
維
持
し
つ
つ
、
け
れ
ど
も
主
人
公
は
猫
で
あ
る
、
と
い
っ
た
物
語
への
シ
フ
ト
だ
っ
た
。
こ

の
意
味
は
大
き
い
と
思
う
。 

 
 

 
 

 

そ
の
果
て
に
、『
馬
た
ち
』
で
は
、
馬
は
喋
っ
て
い
な
い
の
に
馬
た
ち
の
想
い
が
文
章
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
（中
略
）つ
ま
り
、『
ベ
ル
カ
、
吠
え
な
い
の
か
？
』

で
は
犬
は
喋
り
、『M

U
S
IC

』の
猫
は
喋
る
こ
と
を
や
め
、
そ
し
て『
馬
た
ち
』で
は
、
そ
れ
が
ど
っ
ち
と
も
と
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
馬
た
ち
は
馬
た
ち
で
思
考
し
て
い
る
、

た
だ
、
そ
れ
が
僕
た
ち
に
翻
訳
可
能
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
先
、
動
物
を
書
く
と
き
に
ど
う
な
る
の
か
は
、
僕
に
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
」波
戸
岡

『
動
物
と
は
』九
〇
頁
。 

（
11
） 

シ
リ
ウ
ス
は
科
学
者
ト
マ
ス
・
ト
レ
ロ
ー
ン
の
実
験
の
成
果
で
生
ま
れ
た
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
人
為
的
に
知
能
を
高
め
ら
れ
た
犬
で
あ
る
。
知
性
の
象
徴
と
し
て
人
間

の
言
語
能
力
が
必
要
に
な
る
と
考
え
た
ト
レ
ロ
ー
ン
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
状
態
か
ら
シ
リ
ウ
ス
に
英
語
を
教
え
る
。
そ
の
上
、
自
分
の
娘
と
一
緒
に
育
て
る
こ
と
で

人
間
と
同
等
の
教
育
も
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
ト
レ
ロ
ー
ン
の
人
物
設
定
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
Ｓ
Ｆ
に
よ
く
見
ら
れ
た
人
文
主
義(

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム)

の
象
徴
で
あ

る
。
彼
は
進
化
の
た
め
な
ら
何
で
も
や
る
と
い
う
科
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
象
し
、
人
間
の
理
性
を
象
徴
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。 

（
12
） 

人
間
に
育
て
ら
れ
た
シ
リ
ウ
ス
は
人
間
の
理
性
に
基
づ
い
て
世
界
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
ゲ
ラ
ー
ト
と
い
う
別
の
犬―

―

言
語
が
話
せ
な
い―

―

と
の
関
係
性
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
シ
リ
ウ
ス
は
あ
た
か
も
人
間
の
よ
う
に「
話
せ
る
・話
せ
な
い
」と
い
う
二
分
法
を
知
性
を
測
る
基
準
と
し
て
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用
い
る
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
動
物
は
、
刺
激
に
は
反
応
す
る
が
質
問
に
は
答
え
な
い
。
ラ
カ
ン
に
よ
る
と
、
蜂
が
花
粉
の
あ
り
か
を
示
す
た
め
に
使
う

踊
り
は
伝
言
の
記
号
で
あ
り
な
が
ら
、
言
語
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
動
物
の
反
応
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
お
り
、
機
械
的
で
あ
る
。
ラ
カ
ン
と
同
様
シ
リ
ウ
ス
も
、
ゲ

ラ
ー
ト
に
は
返
事
す
る
能
力
を
認
め
な
い
。
シ
リ
ウ
ス
は
犬
で
あ
り
な
が
ら
通
常
の
犬
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
せ
ず
、
英
語
で
ゲ
ラ
ー
ト
に
声
を
か

け
、
英
語
で
の
返
事
を
期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ウ
ス
は
性
に
も
目
覚
め
、
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
相
手
の
雌
犬
の
こ
と
を「
眠
っ
て
い
る
」と
表
現
す
る
。
ス
テ

ー
プ
ル
ド
ン「
シ
リ
ウ
ス
」五
四
頁
。 

（
13
） 

「
話
を
す
る
た
め
の
彼
の
発
声
器
官
は
ま
る
で
ち
が
う
の
で
、
彼
が
こ
の
技
術
を
完
成
し
た
と
き
す
ら
、
第
三
者
で
彼
の
こ
の
妙
な
音
が
人
間
の
言
葉
だ
と
思
う
も
の

は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
（中
略
）
私
は
彼
の
言
葉
を
、
く
ん
く
ん
泣
く
と
か
、
唸
り
と
か
、
吠
え
る
と
か
い
う
音
で
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
描
写
し
た
。
こ
れ
は
、
本
質

的
に
は
事
実
だ
が
、
か
な
ら
ず
し
も
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
彼
の
話
し
ぶ
り
は
じ
つ
に
優
し
く
明
白
で
、
そ
の
声
に
は
流
れ
る
よ
う
な
、
音
楽
的
な

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
」
ス
テ
ー
プ
ル
ド
ン「
シ
リ
ウ
ス
」
二
九
頁
。 

（
14
） 

「
二
つ
の
悪
の
ど
ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
一
つ
は
、
心
か
ら
真
摯
さ
を
も
っ
て
、
だ
が
、
犬
か
ら
も
人
間
か
ら
も
認
め
ら
れ
ず
、
ま
っ
た
く
の
孤

独
の
う
ち
に
自
己
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
心
の
奥
に
あ
る
人
間
と
の
一
体
感
の
た
め
、
す
ぐ
れ
た
犬
と
し
て
の
感
受
性
を
棄
て
、
人
間
の

音
楽
的
言
語
で
、
な
ん
と
か
人
間
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
自
己
を
表
現
す
る
た
め
、
粗
雑
な
人
間
の
や
り
方
の
ほ
う
へ自
分
を
訓
練
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」ス
テ

ー
プ
ル
ド
ン「
シ
リ
ウ
ス
」九
三
頁
。
こ
の
よ
う
な
シ
リ
ウ
ス
の
言
葉
は
、
植
民
地
的
主
体
の
語
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
植
民
地
的
主
体
と
し
て
、
シ
リ
ウ
ス

は
支
配
者
の
言
語
で
支
配
者
の
価
値
観
か
ら
自
分
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
や
他
の
犬
と
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
リ
ウ
ス
は
自
分
の
主
体
と
し
て

の
立
場
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。 
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（
15
） 

陸
橋
の
下
で
佑
多
が「
あ
り
が
と
う
」と
言
い
か
け
る
が
、
途
中
で
や
め
て「…

…

サ
ン
ク
ス
」に
言
い
換
え
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
タ
バ
に
触
れ
る
際
に
は
慣
れ
た

日
本
語
を
や
め
、
自
ら
も
程
よ
い
違
和
感
を
覚
え
る
言
語
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
彼
の
意
識
の
表
れ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

（
16
） 

以
降
は
青
土
社
の
高
橋
訳
を
引
用
す
る
が
、
こ
の
一
行―

―

原
文
で「to be one is alw

ays to becom
e w

ith
 m

any

」―
―

だ
け
は
、
高
橋
の
解
釈―

―

「
一
人
の

人
間
に
成
長
す
る
と
い
う
の
は
、
つ
ね
に
、
多
く
の
も
の
た
ち
と
一
緒
、
、

に
な
る

、
、
、

過
程
な
の
で
あ
る
」（
一
一
）―

―

と
異
な
る
た
め
、
執
筆
者
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。 

（
17
） 

「
つ
ま
り
俺
は
運
動
体
で
あ
っ
て
、
変
わ
る
と
い
う
よ
り
移
動
し
て
い
る
」
内
田「
古
川
日
出
男
の
カ
タ
リ
カ
タ
」一
六
二
頁
。 
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第
五
章 

死
の
音―

―

上
田
早
夕
里「
夢
見
る
葦
笛
」、
飛
浩
隆「
デ
ュ
オ
」、
栗
本
薫「
セ
イ
レ
ー
ン
」に
お
け
る
他
者
性 

  

前
章
の『M

U
S
IC

』
で
の
音
楽
は「
世
界
に
お
け
る
（
へ
の
）
存
在
」の
記
号
と
な
っ
て
お
り
、
音
楽
に「
な
る
」と
い
う
の
は
現
実
世
界
的
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
常
に
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
生
成
変
化
を
成
す
こ
と
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
他
者
と
の
出
会
い
か
ら
湧
き
起
こ
る
恐
怖
に
つ
い
て
音
楽
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
検
証
す
る
。

こ
の
よ
う
な
他
者
は
、
ス
ー
サ
ン
・
Ｊ
・
ネ
イ
ピ
ア
の
日
本
文
学
論
に
お
い
て
現
代
に
特
有
な
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
る「
自
己
に
内
在
す
る
、
恐
れ
る
分
身
」（Napier, 1996: 

9
5

）
で
あ
る
。
生
成
変
化
を
伴
う
他
者
と
の
接
触
に
お
い
て「
開
か
れ
た
」主
体
への
変
化
を
促
し
て
い
た
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
こ
こ
か
ら
扱
う
音
楽
は
他
者
と
の
接
触
に
お

い
て
主
体
を
崩
壊
へと
導
く
。 

 

破
局
を
も
た
ら
す
他
者
を
描
き
出
す
モ
チ
ー
フ
を〈
エ
イ
リ
ア
ン
〉で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
他
者
と
は
特
に〈
エ
イ
リ
ア
ン
〉1

と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
存
在
の
こ
と
を
指
す
。

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
ン
フ
ォ
ー
ド
は「
エ
イ
リ
ア
ン
よ
り
も
基
本
的
な
Ｓ
Ｆ
の
テ
ー
マ
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
」（Benford, 1987: 13

）と
述
べ
た
。
エ
イ
リ
ア
ン
は
他
者
性
の
最
も
完

全
な
表
象
で
あ
る
た
め
に
、
皮
肉
に
も
我
々
人
間
と
い
う
概
念
を
考
え
直
す
際
に
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
エ
イ
リ
ア
ン
と
い
う
主
題
は
、「
［Ｓ
Ｆ
と
い
う
］ジ
ャ
ン
ル

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」と
呼
ぶ
べ
き
最
も
特
徴
的
な
作
用
領
域
、
つ
ま
り「
人
間
（hum

an

）」と「
非
・人
間
（nonhum

an

）」の
対
立
（Rose, 1981: 32

）を
表
す
か
ら
で
あ
る
。
上
田

早
夕
里
は「
ふ
つ
う
の
小
説
だ
と
、
そ
れ
を
［
登
場
人
物
の
関
係
］人
間
同
士
の
関
係
と
し
て
書
き
ま
す
よ
ね
。
で
も
Ｓ
Ｆ
だ
と
、《
人
間
》と《
人
間
で
は
な
い
》の
関
係
と
し
て

書
け
る
」（
上
田
「『
Ｓ
Ｆ
セ
ミ
ナ
ー2

01
1

』
企
画
採
録
」
五
〇
頁
）と
述
べ
た
。「
文
学
形
式
の
面
か
ら
Ｓ
Ｆ
は
ロ
マ
ン
ス
の
転
移
と
し
て
認
識
で
き
る
一
方
で
、
内
容
的
に
は
宗

教
の
転
移
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ
ろ
う
」と
マ
ー
ク
・
ロ
ー
ズ
は
述
べ
る
（Rose, 1981: 40

）
。
あ
ら
ゆ
る
擬
似
科
学
的
主
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｆ
は「
神
秘
的
な

も
の
と
物
質
的
な
も
の
と
の
媒
介
」の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
（Rose, 1981: 47

）。
こ
こ
か
ら
は
、
人
間
が
古
来
宗
教
を
通
じ
て
向
き
合
っ
て
き
た
死
と
い
う
主
題
、
つ
ま
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り
人
間
が
非
・人
間
に
な
る
過
程
を
取
り
上
げ
た
作
品
を
、「
Ｓ
Ｆ
と
神
秘
的
存
在
と
の
関
連
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
エ
イ
リ
ア
ン
と
い
う
概
念
は
地
球
外
生
命
体

に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で「
他
者
の
最
も
基
本
的
な
形
式
」で
あ
り
、「
部
外
者
で
あ
る
と
同
時
に
身
内
で
も
あ
る
」可
能
性
を
孕
む
存
在
な
の
で
あ
る

（Nap
ier, 1

9
96

: 9
7

）。 

 

二
〇
〇
九
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
『
第
９
地
区
』
は
、
一
九
八
二
年
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
到
着
し
た
異
星
人
が
、
ア
パ
ル
ト
ヘイ
ト
政
策
さ
な
が
ら
に

「
第
９
地
区
」と
呼
ば
れ
る
特
別
行
政
区
に
隔
離
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
設
定
を
採
る
。
異
星
人
た
ち
の
管
理
は
Ｍ
Ｎ
Ｕ
（Multi-N

ational U
nited

）と
い
う
軍
事
企

業
傘
下
の
超
国
家
組
織
に
任
さ
れ
、
物
語
の
始
ま
り
は
彼
ら
が
第
９
地
区
か
ら
第
１０
地
区
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。「
擬
似
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」の
形

を
と
る
こ
の
映
画
の
主
人
公
と
な
る
の
が
Ｍ
Ｎ
Ｕ
の
エ
イ
リ
ア
ン
対
策
課
職
員
ヴ
ィ
カ
ス
・フ
ァ
ン
・デ
・メ
ル
ヴ
ェ
で
、
彼
は
立
ち
退
き
要
請
の
同
意
を
得
る
た
め
第
９
地
区
を
訪

ね
る
。
と
こ
ろ
が
彼
は
そ
こ
で
異
星
人
が
持
っ
て
い
た
液
体
を
触
っ
て
し
ま
い
、
身
体
が
異
星
人
に
変
異
し
は
じ
め
る
。
武
器
開
発
の
た
め
に
異
星
人
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
盗
用

し
よ
う
と
目
論
む
Ｍ
Ｎ
Ｕ
は
ヴ
ィ
カ
ス
を
研
究
材
料
と
し
て
扱
お
う
と
し
た
た
め
、
彼
は
結
果
的
に
人
間
社
会
か
ら
の
逃
亡
者
と
な
る
。
最
後
に
は
完
全
な
異
星
人
の
容
貌

に
成
り
果
て
る
ヴ
ィ
カ
ス
は
、
自
ら
他
者
性
の
領
域
そ
の
も
の
へと
越
境
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

 

『
第
９
地
区
』の
異
星
人
と
同
様
、
こ
こ
か
ら
扱
う
作
品
に
登
場
す
る「
エ
イ
リ
ア
ン
的
な
も
の
」は
人
間
と
他
者
の
境
界
を
脅
か
す
存
在
で
あ
る
。
ま
ず
、「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」の

概
念
を
用
い
て
上
田
早
夕
里
（一
九
六
四
年
～
）の「
夢
見
る
葦
笛
」2

を
分
析
し
、
次
に
飛
浩
隆
（一
九
六
〇
年
～
）の「
デ
ュ
オ
」3

で
身
体
と
主
体
性
の
関
係
に
着
目
す

る
。
最
後
に
、
死
を
伴
う
他
者
と
の
出
会
い
と
い
う
観
点
か
ら
栗
本
薫
（一
九
五
三
年
～
二
〇
〇
九
年
）の「
セ
イ
レ
ー
ン
」4

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
に
論
じ
た
他
作

品
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
描
か
れ
た
音
楽
に
は
自
己
と
他
者
の
境
界
を
溶
解
す
る
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。
前
章
ま
で
の
そ
れ
は
他
者
と
の
接
触
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
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る「
生
成
変
化
」に
象
徴
さ
れ
、
そ
の
接
触
は「
生
」そ
の
も
の
を
表
し
て
い
た
。
本
章
で
は
、
境
界
の
溶
解
は
自
己
の
喪
失
への
恐
怖
を
も
た
ら
し
、「
死
」が
そ
れ
を
象
徴
す

る
。 

 

一
、
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
向
き
合
う 

  

上
田
早
夕
里
の「
夢
見
る
葦
笛
」で
は
、
あ
る
日
突
然
真
っ
白
の「
人
型
の
モ
ノ
」（
八
頁
）
が
現
れ
、
道
で
歌
い
始
め
る
。「
人
型
」と
は
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
人

間
が
強
い
違
和
感
を
覚
え
る
見
た
目
を
し
て
い
る
。 

人
型
の
白
い
モ
ノ
が
、
ふ
ら
ふ
ら
と
揺
れ
る
よ
う
に
歩
い
て
い
る
。
顔
に
は
目
も
鼻
も
口
も
な
い
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
何
十
本
長
い
触
手
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。

「
頭
が
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
な
っ
た
人
」と
で
も
形
容
す
れ
ば
い
い
の
か
。
背
丈
は
百
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
触
手
も
体
も
真
っ
白
だ
。
レ
オ
タ
ー
ド
を
着
て
い
る

の
か
と
思
っ
た
が
、
透
明
感
と
艶
の
あ
る
色
合
い
は
生
き
物
の
肌
に
酷
似
し
て
い
る
。
人
工
物
だ
と
す
れ
ば
、
私
が
見
た
こ
と
も
な
い
新
素
材
な
の
だ
ろ
う
。
（八
頁
） 

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
を
思
わ
せ
る
顔
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
彼
ら
は「
イ
ソ
ア
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ソ
ア
の
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
、
彼
ら
が
奏
で
る
音
楽
に
魅
了

さ
れ
た
人
間
達
が
イ
ソ
ア
へと
変
異
し
は
じ
め
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
主
人
公
の
天
海
亜
紀
の
友
達
で
あ
る
響
子
と
、
彼
女
の
元
コ
ー
チ
で
あ
っ
た
管
埜
で
あ
る
。
最
終
場

面
の
町
に
は
ほ
ぼ
天
海
亜
紀
だ
け
し
か
人
間
が
生
き
残
っ
て
お
ら
ず
、
彼
女
が
イ
ソ
ア
を
殺
す
こ
と
で
結
末
を
迎
え
る
。 
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こ
の
よ
う
な
筋
書
き
は
よ
く
あ
る
地
球
外
生
命
体
に
よ
る
侵
攻
物
語
の
一
例
で
あ
る
か
の
よ
う
に
響
く
が
、
イ
ソ
ア
は
攻
撃
的
に
は
見
え
ず
、
作
品
全
般
に
わ
た
っ
て
た
だ

道
に
立
っ
て
演
奏
す
る
姿
し
か
描
か
れ
な
い
。
亜
紀
に
殺
さ
れ
る
と
き
も
反
撃
せ
ず
、
身
を
守
ろ
う
と
も
し
な
い
。
ま
た
、
物
語
は
亜
紀
の
一
人
称
的
視
点
に
よ
る
語
り
が
基

本
で
あ
っ
て
、
イ
ソ
ア
に
つ
い
て
は
亜
紀
と
響
子
の
会
話
を
通
し
て
の
み
描
か
れ
る
。
二
人
の
イ
ソ
ア
に
対
す
る
受
け
止
め
方
が
正
反
対
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
文
学
作
品

に
お
け
る
エ
イ
リ
ア
ン
の
描
か
れ
方
に
関
す
る
二
つ
の
典
型
パ
タ
ー
ン
を
こ
こ
に
指
摘
で
き
る
。
一
つ
目
は
徹
底
的
な
敵
と
し
て
の
エ
イ
リ
ア
ン
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
彼
ら
は
人

類
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
彼
ら
を
全
滅
さ
せ
る
こ
と
が
人
類
の
道
徳
的
な
義
務
と
な
る
。
Ｈ
・Ｇ
・ウ
ェ
ル
ズ
の
作
品―

―

特
に『
宇
宙
戦
争
』（一
八
九
八

年
）は
こ
の
典
型
例
と
言
わ
れ
る―

―
や
、
海
野
十
三
の
作
品
に
描
か
れ
る
エ
イ
リ
ア
ン
が
こ
れ
で
あ
る

5

。
二
つ
目
は
人
類
の
救
済
者
と
し
て
の
エ
イ
リ
ア
ン
で
あ
る
。
人
間
を

超
え
た
能
力
を
持
つ〈
異
星
か
ら
や
っ
て
来
た
メ
サ
イ
ア
〉の
よ
う
に
、
人
類
を
教
育
し
、
前
進
さ
せ
る
勢
力
と
な
る
。 

 

亜
紀
と
響
子
の
イ
ソ
ア
に
対
す
る
対
照
的
な
反
応
に
は
こ
の
二
面
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
イ
ソ
ア
の
音
楽
を
聴
く
亜
紀
は
そ
れ
を「
鈴
を
振
る
よ
う
な
甲
高
い
音

色
」で
あ
る
と
述
べ
て
快
く
受
け
止
め
、
次
の
よ
う
に
形
容
す
る
。 

 

音
の
波
が
私
の
体
を
包
み
込
み
、
穏
や
か
に
皮
膚
を
撫
で
さ
す
る
。
足
元
が
ふ
わ
り
と
浮
か
ぶ
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た
。
舌
の
上
に
蜂
蜜
が
数
滴
落
ち
て
き
た

よ
う
な
甘
味
を
覚
え
た
。
何
と
も
表
現
し
が
た
い
懐
か
し
さ
が
胸
に
溢
れ
る
。
痺
れ
る
よ
う
な
快
感
が
肌
の
上
を
ゆ
っ
く
り
と
這
っ
て
い
っ
た
。
二
つ
の
音
は
絡
み
合

わ
っ
て
音
楽
を
奏
で
始
め
た
。
聴
い
た
こ
と
も
な
い
曲
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
ず
っ
と
昔
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
（八
頁
） 

し
か
し
、
そ
の
心
地
よ
い
音
楽
は
す
ぐ
に「
人
間
の
精
神
を
削
り
取
る
」も
の
に
豹
変
し
て
聴
こ
え
始
め
る
。「
叙
情
的
な
旋
律
に
意
味
不
明
の
歌
詞
が
」乗
り
、「
日
本
語
で
も

英
語
で
も
な
い
」イ
ソ
ア
の
言
葉
は
呪
文
の
よ
う
に
響
き
、
そ
の
瞬
間
に「
快
感
は
苦
痛
に
、
温
か
さ
は
冷
た
さ
に
、
柔
ら
か
さ
は
刺
々
し
さ
に
変
わ
り
、
す
べ
て
が
く
る
り
と
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反
転
」す
る
。
亜
紀
の
本
能
は「
こ
れ
ま
で
の
感
動
を
全
力
で
否
定
し
」、
以
降
イ
ソ
ア
の
音
楽
に
対
し
て
憎
悪
し
か
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
（
九
頁
）。
亜
紀
は
結
局
、
イ
ソ
ア
の

音
楽
は「
木
林
に
鉋
を
あ
て
て
静
か
に
引
く
よ
う
に
、
人
間
か
ら
、
大
切
な
も
の
を
削
ぎ
落
そ
う
」と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（九
頁
）。
後
ほ
ど
の
響
子
と
の
会
話
か
ら
削
ぎ

落
と
さ
れ
て
い
る
の
は
人
間
の
暴
力
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
だ
が
、
一
方
の
響
子
か
ら
見
た
イ
ソ
ア
は「
ヒ
ト
の
性
質
を
変
え
る
た
め
に
」
（二
六
頁
）作
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
音
楽
は
暴
力
に
抵
抗
す
る「
人
間
に
と
っ
て
理
想
的
な
音
楽
」
（一
九
頁
）で
あ
る
と
響
く
。
し
た
が
っ
て
、
亜
紀
に
と
っ
て
の
イ
ソ
ア
の
音
楽
は
人
間
性
を
奪
う
脅
威

で
、
彼
ら
は
人
間
の
絶
滅
を
招
く
徹
底
的
な
敵
と
な
る
。
一
方
響
子
は
、
イ
ソ
ア
の
活
動
に
よ
っ
て
理
想
的
な
世
界
が
実
現
す
る
と
思
い
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
性
を
削
除
し
よ

う
と
す
る
イ
ソ
ア
を
人
類
の
救
済
者
と
し
て
認
知
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
響
子
が
求
め
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
世
界
を
得
る
た
め
に
は
、
人
間
と
い
う
範
疇
に
留
ま
る
こ
と
を

あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
。
人
間
性
の
喪
失
は
、
管
埜
が
イ
ソ
ア
へと
の
変
異
す
る
場
面
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
精
神
面
だ
け
で
は
な
く
物
質
的
に
も
人
間
で
は
な
く
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

ジ
ャ
ッ
ク
・ラ
カ
ン
は
、〈
鏡
像
段
階
〉を
通
じ
て
子
供
は
自
己
の
肉
体
的
境
界
を
認
識
し
、
自
我
の
発
展
の
基
礎
を
作
る
と
説
明
し
た
。
鏡
像
段
階
で
は
子
供
が
自
分
の
鏡

像
と
の
同
定
を
行
い
、「
統
一
的
で
安
定
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
幻
想
」（Gro

ss, 2
0
1
2
: 8

2

）を
獲
得
す
る
。
子
供
は
自
分
の
身
体
の
輪
郭
を
認
知
し
、
自
己
と
い
う
統
一

体
の
幻
想
を
通
じ
て「
自
分
を
主
体
と
し
て
身
体
の
領
域
内
に
位
置
づ
け
る
」こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
（Gro

ss, 2
0
1
2
: 8

2

）。
主
体
の
境
界
を
定
め
る
過
程
で
は
、
統
合

と
拒
絶
、
両
方
の
プ
ロ
セ
ス
が
同
時
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に「
私
で
は
な
い
も
の
」の
拒
絶
を
通
じ
て「
私
」の
輪
郭
が
作
ら
れ
る
過
程
を「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ
ン
」と
呼
ぶ

（McA
fee, 2

0
0
4
: 44

）
。「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
か
ら
一
つ
の
性
質―

―

私、
（je

）に
対
立
す
る
と
い
う
性
質
し
か
受
け
つ
が
な
い
」（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』四
頁
）と
ジ
ュ
リ

ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
説
明
す
る
。
し
か
し
、
拒
絶
さ
れ
た
も
の
は
完
全
に
無
く
な
る
の
で
は
な
く
、
主
体
の
周
辺
に
残
り
、
そ
の
境
界
を
支
え
な
が
ら
、
主
体
の
団
結
し
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
脅
し
続
け
る
。 
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存
在
が
自
己
の
脅
威
に
対
し
て
企
て
る
反
抗
、
可
能
な
も
の
、
許
容
し
得
る
も
の
、
思
考
し
得
る
も
の
か
ら
投
げ
出
さ
れ
、
途
方
も
な
い
外
部
や
内
部
か
ら
来
る

よ
う
に
み
え
る
も
の
に
相
対
し
て
の
あ
の
暴
力
的
で
得
体
の
知
れ
な
い
反
抗
が
、
ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ
ン
に
は
あ
る
。
そ
こ
に
、
ご
く
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
同
化
し
難
い

も
の
。
そ
れ
は
欲
望
を
そ
そ
り
、
欲
望
を
不
安
と
魅
惑
に
投
げ
込
む
が
、
そ
れ
で
も
欲
望
は
い
た
ず
ら
に
魅
了
さ
れ
る
が
ま
ま
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
恐
怖
を
覚
え
、

欲
望
は
身
を
そ
む
け
る
。
（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』三
頁
） 

ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
は
身
体
の
境
界
を
脅
す
も
の
で
あ
り
、
内
と
外
の
相
違
を
ぼ
や
か
す
身
体
の「
穴
」や「
割
目
」と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ス
が
指
摘
す
る

通
り
、「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
体
の
身
体
性
を
超
越
す
る
こ
と
を
不
可
欠
と
す
る
、
不
可
能
な
も
の
の
認
知
に
対
す
る
反
応
」（Gross, 2012

: 87

）で
あ
る
。 

 

先
述
の
通
り
エ
イ
リ
ア
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
逆
説
的
に
人
間
の
境
界
を
照
ら
し
出
す
も
の
と
し
て
、
他
者
性
を
最
も
明
確
に
象
徴
す
る
。
動
物
と
同
じ
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
可
能
で
相
互
理
解
が
難
し
い
そ
れ
は
徹
底
的
な
他
者
と
な
り
、
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
断
定
さ
れ
る
。「
夢
見
る
葦
笛
」の
イ
ソ
ア
は
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
か
り
易
い
表
象
で
あ

る
。
作
中
に
は
イ
ソ
ア
が
身
体
の
境
界
を
侵
犯
す
る
方
法
が
二
つ
描
か
れ
る
。
一
つ
目
は
、
イ
ソ
ア
の
音
楽
自
体
で
あ
る
。
音
は
耳
の
穴
か
ら
入
り
、
前
章
で
も
論
じ
た
よ
う
に

「
世
界
に
お
け
る
（へ
の
）存
在
」を
記
号
と
し
て
、
身
体
の
内
外
の
繋
が
り
を
示
し
、
両
方
の
領
域
の
連
続
性
を
明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
身
体
の
境
界
を
ぼ
や
か
す
。
亜
紀

は
イ
ソ
ア
の
音
楽
を
聴
覚
や
味
覚
、
そ
し
て
触
覚
で
感
受
し
快
楽
を
覚
え
る
が
、
す
ぐ
に「
人
間
の
本
能
を
破
壊
す
る
よ
う
な
」（
一
〇
頁
）嫌
悪
感
に
支
配
さ
れ
る
。
ク
リ
ス

テ
ヴ
ァ
に
よ
る
と
、「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
が
託
さ
れ
て
い
る
者
は
、
自
己
を
認
知
し
、
欲
望
を
も
ち
、
帰
属
し
、
拒
否
す
る
な
ど
の
行
為
の
か
わ
り
に
、
（
自
己
を
）定
置
し
た

り
、
（自
己
を
）
分
離
、
、

し
た
り

、
、
、

、
（自
己
を
）位
置
づ
け
た
り
し
、
そ
の
た
め
に
彷
徨
、
、

す
る
、
、

、
投、
げ、
出、
さ
れ
た

、
、
、

存
在
、
、

」（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』
一
二
頁
）と
な
り
、「
自
分
を
惹
き

つ
け
る
疑
似
対
象
が
孕
ん
で
い
る
危
険
や
喪
失
を
感
じ
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
拘
束

マ
ー

ク

を
ま
さ
に
脱
し
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
、
そ
れ
に
深
入
り
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」（ク
リ
ス

テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』一
三
頁
）と
い
う
。
で
は
亜
紀
は
、
イ
ソ
ア
の
声
か
ら
ど
の
よ
う
な
危
険
と
喪
失
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
は
、
イ
ソ
ア
が
身
体
の
境
界
を
犯
す
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二
つ
目
の
方
法
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
解
明
す
る
。 

 

境
界
が
犯
さ
れ
る
様
子
を
最
も
象
徴
的
に
表
す
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
管
埜
が
イ
ソ
ア
に
変
異
す
る
場
面
で
あ
る
。
響
子
は「
イ
ソ
ア
か
ら
採
取
し
た
細
胞
を
人
間
に
植
つ

け
る
と
、
人
体
の
溶
融
と
再
構
築
が
始
ま
っ
て
、
ヒ
ト
は
イ
ソ
ア
に
変
わ
る
」（
二
六
頁
）と
説
明
す
る
。「
イ
ソ
ア
に
な
る
」欲
望
は
そ
の
音
楽
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

る
。
音
楽
が
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
働
く
の
だ
と
す
れ
ば
、
イ
ソ
ア
自
体
は
ま
る
で
人
類
を
脅
す
感
染
症
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。『P

osthum
an V

oices: A
lien Infestation 

an
d
 th

e P
o
etics o

f Sub
jectivity

』（Go
m

el, 2
0
12

）に
お
い
て
エ
ラ
ナ
・ゴ
ー
メ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な「
エ
イ
リ
ア
ン
感
染
（alien infestation

）」と
呼
ば
れ
る
モ
チ
ー
フ
を
ジ
ョ

ン
・Ｗ
・キ
ャ
ン
ベ
ル
の「
影
が
行
く
」
（一
九
三
八
年
）と
ロ
バ
ー
ト
・Ａ
・ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
の『
人
形
つ
か
い
』（一
九
五
一
年
）を
取
り
上
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
る

6

。『
人
形
つ
か
い
』で

は
ナ
メ
ク
ジ
の
よ
う
な
異
星
生
物
が
地
球
に
侵
入
し
、
人
間
の
背
中
に
と
り
つ
く
。
イ
ソ
ア
の
音
楽
を
聴
い
た
人
と
同
じ
よ
う
に
、
宇
宙
か
ら
来
た
ナ
メ
ク
ジ
に
支
配
さ
れ
た

人
間
は
従
来
感
じ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
幸
福
と
平
和
な
気
持
ち
に
満
た
さ
れ
る

7

。
地
球
侵
入
の
目
的
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
支
配
者

マ

ス

タ

ー

は「
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
」と
言
い
、

支
配
に
よ
っ
て
人
間
が「
涅
槃
の
喜
び
」を
得
ら
れ
る
と
主
張
す
る
（
ハ
イ
ン
ラ
イ
ン『
人
形
つ
か
い
』一
二
六
頁
）。
こ
の
主
張
は
響
子
が
イ
ソ
ア
の
音
楽
に
関
し
て
説
明
し
て
い

る
内
容
と
重
な
っ
て
お
り
、
人
間
が「
人
が
人
を
殺
し
た
り
、
暴
力
を
振
る
っ
た
り
、
飢
え
で
死
ん
だ
り
、
騙
し
合
っ
た
り
傷
つ
け
合
っ
た
り
、
無
言
の
圧
力
を
か
け
な
が
ら
監

視
し
合
う
」（
上
田「
夢
見
る
」二
六
頁
）こ
と
の
な
い
世
界
、
つ
ま
り「
平
和
と
満
足
」を
得
る
た
め
に
は
、
人
間
性
そ
の
も
の
を
諦
め
る
ほ
か
な
い
と
い
う
論
理
が
あ
る
。
亜
紀

は
、
イ
ソ
ア
へと
変
異
し
つ
つ
あ
る
管
埜
の
状
態
を
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。 

 

管
埜
さ
ん
は
、
眠
っ
て
い
る
の
か
既
に
人
間
と
し
て
の
意
識
が
消
え
て
い
る
の
か
、
目
を
完
全
に
閉
じ
て
い
た
。
手
足
が
あ
っ
た
は
ず
の
場
所
に
は
、
小
さ
な
乳
白
色

の
突
起
が
植
え
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
お
そ
ら
く
新
た
な
指
と
な
る
は
ず
の
も
の
が
出
そ
ろ
っ
て
い
た
。
頭
も
体
も
蠟
の
よ
う
に
白
か
っ
た
。
人
間
の
血
が
す
っ
か
り
ぬ

け
て
し
ま
っ
た
み
た
い
に
。
（
二
七
頁
）  
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響
子
に
よ
る
と
、
イ
ソ
ア
への
変
異
は
ま
る
で
蝶
が
完
全
変
態
を
行
う
よ
う
に
身
体
が
完
全
に
溶
け
た
後
、「
神
経
や
呼
吸
器
官
や
一
部
の
細
胞
以
外
、
酵
素
で
分
解
し
て
体

を
作
り
直
す
」と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
管
埜
の
手
足
は「
再
構
成
の
と
き
の
栄
養
源
に
な
る
た
め
に
」「
先
に
溶
け
て
体
内
に
吸
収
さ
れ
た
」と
さ
れ
る
（
二
七
頁
）。
亜
紀
が

変
貌
し
た
管
埜
に
対
し
て
抱
く
嫌
悪
感
は
、
死
体
を
目
に
す
る
と
き
の
反
応
に
近
い
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
に
よ
る
と「
死
体
は―

―

神
を
振
り
捨
て
、
科
学
の
枠
外
で
対
象
と
な

る
と―

―

お
ぞ
ま
し
さ

ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ
ン

の
極
み
と
な
る
」（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』六
頁
）も
の
で
あ
る
。 

汚
物
が
、
私
の
存
在
し
な
い
、
か
つ
ま
た
私
の
存
在
を
許
容
し
も
す
る
、
境
界
を
越
え
た
側
の
こ
と
な
ら
ば
、
屑
の
な
か
で
も
吐
き
気
を
催
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
甚

だ
し
い
死
体
は
、
お
よ
そ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
進
入
し
た
一
つ
の
境
界
で
あ
る
。
（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』六
頁
） 

汚
物
は「
不
浄
と
清
潔
の
違
い
を
意
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
の
内
外
の
違
い
を
」（Gross, 2012: 91

）示
す
。
イ
ソ
ア
への
変
異
は
人
間
性
の
放
棄
を
意
味
し
て
お
り
、

溶
け
て
い
る
管
埜
の
身
体
か
ら
輪
郭
が
消
え
ゆ
く
の
と
同
時
に
、
生
死
の
境
界
も
曖
昧
に
な
る
。
イ
ソ
ア
の
細
胞
は「
生
を
荒
廃
さ
せ
る
」（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』六
頁
）も

の
で
あ
り
、
変
異
中
の
管
埜
の
身
体
は
死
体
に
等
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
管
埜
と
い
う
人
格
に
お
い
て
は「
も
は
や
私
が
追
放
す
る
主
体
で
は
な
く
て
、《
私
》が
追

放
さ
れ
」（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』
六
頁
）
、
廃
液
と
し
て
身
体
の
内
部
が
肉
と
肌
を
突
き
抜
け
る
。
管
埜
が
主
体
と
し
て
存
在
し
な
く
な
る
際
、
身
体
の
内
部
は「
内
部
／

外
部
の
境
界
が
崩
壊
し
た
あ
と
を
埋
め
合
わ
せ
る
」
（
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ『
恐
怖
』七
八
頁
）た
め
に
現
れ
て
く
る
。
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
イ
ソ
ア
は「
主
体
に
よ
る
、
自
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
不
確
か
な
理
解
」
を
浮
き
彫
り
に
し
、
主
体
と
い
う
も
の
が
常
に「
生
み
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
不
純
な
カ
オ
ス
状
態
に
逆
戻
り
で
き
る
」（Gro

ss, 

2
0
1
2
: 9

0

）こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。
グ
ロ
ス
が
述
べ
る
通
り「
身
体
が
、
そ
こ
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
境
界
線
と
限
界
は
社
会
的
な
反
射―

―

つ
ま
り
、
自
然
の
効
果
で
は
な
く
、
欲

望
の
効
果―

―

で
あ
る
の
を
認
知
す
る
こ
と
」
（Gro

ss, 2
0
1
2: 90

）が
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
イ
ソ
ア
への
変
異
は
、
元
来「
人
間
が
非
人
間
的
な
も
の
を
宿
し
て

い
る
」
（
リ
オ
タ
ー
ル『
非
人
間
的
な
も
の
』
三
頁
）こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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二
、
主
体
の
中
に
潜
む
他
者 

  

人
間
自
体
に
内
在
す
る
非
人
間
性
は
、
ま
さ
に
飛
浩
隆「
デ
ュ
オ
」の
主
題
で
あ
る
。「
デ
ュ
オ
」は
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
家
の
双
子
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ

ス
、
そ
し
て
彼
ら
の
調
律
師
を
務
め
る
主
人
公
、
緒
方
行
男
の
物
語
で
あ
る
。
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
は
結
合
双
生
児
の
た
め
、
頭
部
か
ら
肩
に
か
け
て
は
完
全
に
二
人
分
の
身

体
で
あ
る
が
、
胸
あ
た
り
か
ら「
身
体
は
寄
り
添
う
よ
う
に
一
つ
と
な
り
」、
腰
以
下
が
一
人
分
と
な
っ
て
い
る
（
二
一
頁
）。
演
奏
の
際
、
デ
ネ
ス
は
右
手
、
ク
ラ
ウ
ス
は
左
手

の
パ
ー
ト
を
担
当
す
る
。
さ
ら
に
彼
ら
は
聾
唖
で
も
あ
る
た
め
、
全
て
の
意
思
疎
通
は
手
話
通
訳
者
の
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
な
に
よ
り
も
注
目
す
べ
き
な
の

は
、
彼
ら
が
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
音
楽
だ
け
は
ち
ゃ
ん
と
聴
け
る
」と
訴
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は「
メ
ロ
デ
ィ
も
、
音
色
も
、
感
情
も
」「
お
ん
が

く
の
う
ち
音
以
外

、
、
、

の
す
べ
て
が
」わ
か
る
と
い
う
（
二
二
頁
）
。
行
男
は
、
双
子
の
も
と
で
働
き
親
し
く
な
っ
て
ゆ
く
過
程
で
、
彼
ら
の
天
才
的
演
奏
は
彼
ら
の
中
に
潜
む
も
う

一
つ
の
人
格
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
の
別
人
格
の
存
在
は
行
男
と
双
子
の
初
め
て
の
出
会
い
の
時
か
ら
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け「
冷
気
」と「
死

臭
」と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
異
様
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る

8

。
こ
の
不
気
味
な
別
人
格
が
一
体
何
者
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
読
解
の
鍵
で
あ

る
。 

 

十
章
で
行
わ
れ
る
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
と
行
男
の
会
話
で
は
、
グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
兄
弟
は
実
は
双
子
で
は
な
く
、
三
人
兄
弟
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
三
人

目
は
出
産
の
と
き「
臍
帯
が
喉
に
か
ら
ま
っ
て
い
て
す
で
に
死
に
か
け
て
い
た
」た
め
、
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
を
救
う
唯
一
の
道
と
し
て
、
医
者
は
ま
だ
名
付
け
ら
れ
て
も
い
な
か

っ
た
三
人
目
を
切
り
捨
て
た
（
七
四
頁
）。
生
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
二
人
の
人
格
は「
テ
レ
パ
ス
で
つ
な
が
れ
て
、
一
つ
の
広
場
」の
よ
う
な
空
間
を
形
成
し
て
お
り
（
四
八

頁
）
、
三
人
目
の
グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
、「
名
な
し
」
だ
け
が
そ
の
空
間
に
生
き
残
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（「
七
四
頁
）。
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
の
説
明
に
よ
れ
ば「
こ
の
世
界
の
空
気
を
い
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ち
ど
も
呼
吸
で
き
な
い
ま
ま
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
名
な
し
が
持
っ
て
い
た
の
は「
く
っ
き
り
と
輪
郭
の
あ
る
意
識
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」。
し
か
し
、
彼
は

「
三
人
が
か
り
で
つ
く
っ
た
原
始
状
態
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
っ
か
り
刻
ま
れ
」、「
だ
れ
は
ば
か
る
こ
と
な
く
感
情
を
解
放
で
き
た
」、「
死
の
苦
痛
が
も
た
ら
す
叫
び
」の
よ
う
な

存
在
だ
と
い
う
（
七
四
～
七
五
頁
）
。 

 

名
な
し
は
い
わ
ば
、
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
の
邪
悪
な
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー

9

の
よ
う
で
あ
る
。「
不
気
味
な
も
の
」（一
九
一
九
年
）に
て
ジ
ー
グ
ム
ン
ト
・フ
ロ
イ
ト
は
、「
不
気
味

な
も
の
と
は
、
あ
る
種
の
驚
愕
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
旧
知
の
も
の
、
と
う
の
昔
か
ら
馴
染
み
の
も
の
に
起
因
す
る
の
だ
」（
フ
ロ
イ
ト「
不
気
味
な
も
の
」五

頁
）と
説
明
し
た
。
中
で
も
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
は「
不
気
味
な
効
果
を
引
き
起
こ
す
数
々
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
中
で
最
も
顕
著
な
も
の
」（
フ
ロ
イ
ト「
不
気
味
な
も
の
」二
七
頁
）

で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は「
自
我
－
感
情
の
発
達
史
の
中
の
個
々
の
段
階
への
逆
戻
り
、
自
我
が
外
界
や
他
な
る
も
の
か
ら
ま
だ
は
っ
き
り
境
界
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期

へ
の
退
行
」（
フ
ロ
イ
ト「
不
気
味
な
も
の
」
三
〇
頁
）を
表
象
し
、
こ
の
退
行
が「
不
気
味
な
も
の
の
印
象
を
引
き
起
こ
す
」と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ

「
輪
郭
の
あ
る
意
識
で
は
な
か
っ
た
」
デ
ネ
ス
、
ク
ラ
ウ
ス
、
そ
し
て
名
な
し
は
、
個
々
を
区
別
で
き
る
三
人
で
は
な
く
、
そ
の
前
の
段
階
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ジ
ャ
ク
リ
ー

ン
が「
原
始
状
態
」と
呼
ぶ
も
の
は
、
ラ
カ
ン
が「
鏡
像
段
階
」（stade du m

iroir

）と
呼
ぶ「
主
体
」の
状
態
よ
り
も
前
、
つ
ま
り
、
自
分
の
輪
郭
を
ま
だ
意
識
せ
ず
、「
他
者
」と

の
区
別
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
未
成
熟
段
階
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

鏡
像
段
階
を
経
て
、
主
体
は
自
分
自
身
を「
個
」―

―

母
に
最
も
代
表
さ
れ
て
い
る
他
者
か
ら
離
れ
た
完
全
な
個
（体
）―

―

と
し
て
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
鏡
像
段

階
は「
同
一
化

、
、
、

の
ひ
と
つ

、
、
、
、

（une identification

）
」
、
つ
ま
り「
主
体
が
或
る
像
を〔
自
己
の
も
の
と
し
て
〕引
受
け
る
時
み
ず
か
ら
に
生
ず
る
変
形
」で
あ
る
と
ラ
カ
ン
は
説
明
し

た
（
ラ
カ
ン「
〈
わ
た
し
〉
の
機
能
」
一
二
六
頁
）
。 
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こ
の
よ
う
に
、
主
体
が
幻
影
の
な
か
で
そ
の
能
力
の
清
熱
を
先
取
り
す
る
の
は
身
体
の
全
体
的
形
態
に
よ
っ
て
な
の
で
す
が
、
こ
の
形
態
は
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト

、
、
、
、
、
、

と
し
て
の

み
、
す
な
わ
ち
、
外
在
性
に
お
い
て
の
み
主
体
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
た
し
か
に
こ
の
形
態
は
構
成
さ
れ
る
も
の
と
い
う
よ
り
構
成
す
る
も
の
で
は

あ
り
な
が
ら
、
と
り
わ
け
こ
の
形
態
は
、
主
体
が
自
分
で
そ
れ
を
生
気
づ
け
て
い
る
と
体
験
す
る
と
こ
ろ
の
騒
々
し
い
動
き
と
は
反
対
に
、
そ
れ
を
凝
固
さ
せ
る
よ

う
な
等
身
の
浮
彫
り
と
し
て
ま
た
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
対
称
性
の
も
と
で
あ
ら
わ
れ
る
の
で
す
。
（
ラ
カ
ン「〈
わ
た
し
〉の
機
能
」一
二
七
頁
） 

主
体
の
輪
郭
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
体
と
そ
の
現
実
と
の
関
係
」―

―

つ
ま
り
、「
内
界
、
、

（Inn-enw
elt

）と
環
界
、
、

（Um
w
elt

）と
の
関
係
」―

―

を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
ラ
カ
ン「
〈
わ
た
し
〉
の
機
能
」
一
二
九
頁
）
。 

 

以
上
を
念
頭
に
置
く
と
、
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
の
主
体
性
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
名
な
し
は
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
一
つ
は
、
双
子
が
鏡

像
段
階
を
経
る
前
の「
原
始
状
態
」の
記
憶
の
表
象
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
双
子
の
個
々
の
自
己
認
識
の
た
め
に
鏡
像
段
階
で
設
定
さ
れ
る「
他
者
」で
あ
る
。
デ
ネ
ス
と
ク

ラ
ウ
ス
は
、
自
分
自
身
の
精
神
的
な「
輪
郭
」を
認
識
す
る
と
き
、
未
だ
自
他
を
区
別
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
存
在―

―

つ
ま
り
、
名
な
し
の
最
終
形
態―

―

を
拒
否
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
は
、
お
互
い
を
他
者
と
し
て
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
二
人
と
も
名
な
し
に
原
始
の
他
者
性
を
置
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

名
な
し
は
双
子
の
原
始
状
態
の
表
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
二
人
が
主
体
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
他
者
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

名
な
し
が
切
り
取
ら
れ
る
手
術
の
瞬
間
は
、
生
き
延
び
た
二
人
の
主
体
性
を
出
現
さ
せ
た
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
獲
得
さ
れ
た
主
体
性
は

ど
こ
か
歪
ん
で
い
て
未
完
成
の
ま
ま
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
双
子
の
内
界
と
環
界
と
の
関
係
は
常
に
不
安
定
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
テ
レ
パ
ス
場
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
主
体
性
の
輪
郭
は
常
に
ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
結
合
双
生
児
と
し
て
の
物
理
的
・身
体
的
な
輪
郭
の
特
異
性
が
そ
の
状
態
を
こ
と
さ
ら
に
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強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ツ
ヴ
ェ
タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
が「
主
体
・客
体
間
の
境
界
消
失
現
象
」と
し
て
定
義
す
る
現
象
に
も
近
い
。
彼
は
幻
想
文
学
研
究
に
お
け
る
主
体
に
着
目

し
て
お
り
、
幻
想
文
学
で
は「
主
体
・
客
体
間
の
境
界
消
失
現
象
」が
よ
く
見
ら
れ
、「
文
字
通
り
の
人
格
複
数
化
現
象
と
は
、
物
質
と
精
神
の
間
の
移
行
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
の
直
接
的
結
果
な
の
で
あ
る
。
心
理
的
に
は
だ
れ
も
が
複
数
の
人
物
で
あ
る
の
だ
が
、
今
や
物
理
的
に
も
そ
う
な
る
の
だ
」（ト
ド
ロ
フ『
幻
想
文
学
』一
七
八
頁
）と
述
べ

て
い
る
。
双
子
の
精
神
と
身
体
間
の
関
係
は
こ
の
境
界
消
失
現
象
に
呼
応
す
る
。
Ｙ
字
状
の
身
体―

―

一
対
の
頭
部
か
ら「
寄
り
添
う
よ
う
に
」
繋
が
り
始
め
る
胴
体
部
分
、

一
つ
し
か
な
い
下
半
身―

―
に
似
て
、
彼
ら
の
精
神
も
ま
た
三
又
に
分
か
れ
て
い
る
。
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
と
い
う
二
人
分
の
人
格
が
明
確
に
分
離
し
た
第
一
段
階
の
次
に
、

共
有
部
分
で
あ
る
テ
レ
パ
ス
場
が
あ
る
。
そ
し
て
独
り
に
な
っ
て
い
る
名
な
し
、
つ
ま
り
主
体
性
が
未
分
化
の
部
分
が
次
段
階
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ラ
カ
ン
の
言
葉
を
借

り
る
な
ら
ば
、
双
子
は「
形
態
は
構
成
さ
れ
る
も
の
と
い
う
よ
り
構
成
す
る
も
の
」
（ラ
カ
ン「〈
わ
た
し
〉の
機
能
」一
二
七
頁
）で
あ
る
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

し
か
し
、
果
た
し
て
名
な
し
は
、
双
子
の
出
生
以
来
ず
っ
と
内
に
潜
み
続
け
る
個
別
の
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
誕
生
の
時
、
双

子
の
身
体
に
は
二
個
体
分
の
臓
器
が
備
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
分
離
手
術
が
十
分
に
行
え
る
状
態
で
あ
っ
た
ゆ
え
、
両
親
は
そ
れ
を
望
ん
で
い
た 

。
し
か
し
、
双
子
に
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
の
才
能
を
認
め
た
児
童
心
理
学
者
ク
ラ
ラ
・ケ
イ
ジ
が
彼
ら
を「
研
究
資
料
」と
み
な
し
た
と
き
、
二
人
は
別
々
の
個
人
と
し
て
生
き
て
い
く
可
能
性
を
失
っ
て
し
ま

う
。
理
由
は
次
の
部
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

兄
弟
の
言
語
に
遅
れ
が
あ
ら
わ
れ
た
。
二
人
の
言
語
は
そ
れ
ま
で
と
て
も
早
熟
だ
っ
た
の
だ
が
、
し
だ
い
に
会
話
を
し
な
く
な
り
、
見
か
け
上
の
語
彙
が
減
っ
た
。

脳
の
異
常
が
疑
わ
れ
た
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
ク
ラ
ラ
に
は
わ
か
っ
て
い
た
。
会
話
が
乏
し
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
兄
と
弟
は
は
っ
き
り
ち
が
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
持
ち
主
だ
っ
た
の
に
、
個
性
の
差
ま
で
も
が
薄
れ
て
い
っ
た
か
ら
だ
。 
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ピ
ア
ノ
の
せ
い
で
は
な
い
か
と
ク
ラ
ラ
は
考
え
た
。
二
人
が
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
歌
お
う
と
す
る
あ
ま
り
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
揃
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
。
専

門
家
ら
し
か
ら
ぬ
思
い
つ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ク
ラ
ラ
に
は
そ
う
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
。
（
四
六
頁
） 

つ
ま
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
で
は
っ
き
り
と
し
た
個
々
の
性
格
が
薄
ま
り
、
均
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
言
語
能
力
の
低
下
に
よ
り
病
院
外
の
子
供
達
と
社
交

で
き
な
く
な
っ
た
兄
弟
は
内
向
的
に
な
っ
て
し
ま
う
。
三
年
間
ピ
ア
ノ
の
練
習
だ
け
に
没
頭
し
た
の
ち
、
つ
い
に
聴
力
も
失
い
始
め
る
。 

 

グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
ズ
が
耳
の
変
調
を
訴
え
は
じ
め
た
の
は
こ
の
頃
だ
。
演
奏
中
に
し
ば
し
ば
聞
こ
え
な
く
な
る
。
突
然
音
が
完
全
に
跡 と

切
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
二

人
は
口
々
に
訴
え
た
。
検
査
に
異
常
は
な
く
精
神
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
が
、
な
ん
の
手
も
打
て
な
い
ま
ま
無
音
症
は
日
常
生
活
に
も
広
が
り
、

程
な
く
ふ
た
ご
は
音
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ク
ラ
ラ
は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、
兄
弟
の
ほ
う
は
さ
ほ
ど
で
も
な
く
、
聞
こ
え
な
い
ピ
ア
ノ
の
ま
え
で
、
す
こ
し

も
変
わ
ら
ず
弾
き
つ
づ
け
た
。「
音
以
外

、
、
、

な
ら
、
ぼ
く
は
全
部
聴
け
る
」当
時
か
ら
、
グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
ズ
は
そ
う
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
（四
七
頁
） 

名
な
し
は
双
子
の
個
性
の
溶
解
と
同
時
に
姿
を
見
せ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
作
中
の
登
場
人
物
は
名
な
し
の
こ
と
を
、「
テ
レ
パ
ス
場
」に
生
き
残
っ
て
双
子
に
ピ
ア
ノ
演
奏

の
才
を
授
け
る
だ
け
の
魔
性
的
存
在
だ
と
考
え
て
い
た
。
双
子
の
周
り
に
次
々
と
起
こ
る
死
が
名
な
し
か
ら
の
負
の
影
響
を
物
語
り
、
そ
の
存
在
を
確
か
に
主
張
し
て
は
い
る

10

が
、
名
な
し
に
完
全
な
自
己
意
識
が
芽
生
え
る
の
は
双
子
が
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
と
出
会
う
時
で
あ
る
。
こ
の
名
な
し
の
自
己
形
成
に
対
し
て
行
男
が
二
つ
の
要
因
を
指
摘
し
て

い
る
。
一
つ
目
は
双
子
が
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
に
好
意
を
抱
い
た
と
い
う
こ
と
、
二
つ
目
は
、
双
子
が
彼
女
と
二
重
奏
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
両
方
と
も
、
他
者
への
接
触
意
欲
の
表

れ
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
と
の
二
重
奏
を
通
じ
て
、「
ふ
た
ご
の
な
か
で
、
た
だ
の
情
報
の
谺

こ
だ
ま

と
し
て
お
と
な
し
く
し
て
い
た
名
な
し
」が
覚
醒
し
た
（七
七
頁
）。
二
重
奏
を
行
う
に
は
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「
よ
い
耳
で
相
手
の
音
楽
を
」聴
き
、「
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
」話
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
（七
七
頁
）。
独
奏
時
、
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
は
精
神
的
か
つ
身
体
的
に
同
調
し
、

一
致
し
た
二
人
の
精
神
と
体
が
名
な
し
を
産
出
し
て
い
た
11

。
し
か
し
、
こ
の
原
始
の
名
な
し
は
ま
だ
外
界
に
直
接
触
れ
た
こ
と
が
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ジ
ャ
ク
リ

ー
ン
と
の
共
演
に
よ
っ
て
外
と
の
接
触
を
果
た
し
、
新
た
な
鏡
像
段
階
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
重
奏
を
行
う
と
き
、
従
来
演
奏
の
際
だ
け
に
再
現
さ
れ
て
い
た
双
子

の
溶
解
状
態
は
、
双
子
か
ら
分
離
し
て「
ゆ
り
か
ご
の
外
へ
歩
き
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
七
七
頁
）状
況
に
置
か
れ
る
。
こ
の
瞬
間
に
名
な
し
は「
誕
生
」す
る
。
二
重
奏

を
通
じ
て
名
な
し
は
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
と
い
う「
他
者
」を
見
出
し
、
自
分
の
輪
郭
を
定
め
る
。
名
な
し
と
い
う「
内
界
、
、

（Inn-enw
elt

）」が
自
分
の「
環
界
、
、

（Um
w
elt

）」と
関
係
を

作
る
初
め
て
の
瞬
間
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

前
章
で
音
が「
世
界
に
お
け
る
（
へ
の
）存
在
」で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
音
は
身
体
を
貫
き
、
身
体
の
境
界
を
解
体
す
る
。
名
な
し
は
双
子
の
演
奏
中
に
起

き
て
い
る
心
身
同
調
と
、
そ
こ
か
ら
の
人
格
溶
解
の
結
果
と
し
て
現
れ
て
い
た
。
脳
や
耳
、
発
声
器
官
に
先
天
的
異
常
の
な
か
っ
た
双
子
が
聴
覚
を
失
い
、
喋
れ
な
く
な
っ
た
の

は
名
な
し
の
出
現
の
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
音
を
介
し
て
存
在
す
る
名
な
し
は
、
演
奏
も
含
め
て
彼
ら
の「
音
響
世
界
」全
て
を
乗
っ
取
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

『
（
中
略
）…

…

し
か
し
ぼ
く
ら
は
い
ち
ど
、
取
り
戻
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
！
』
ク
ラ
ウ
ス
が
苦
し
そ
う
に
吐
き
出
し
た
。
（中
略
） 

 

『
演
奏
を
取
り
戻
す
ん
で
す
』デ
ネ
ス
の
目
に
暗
い
、
し
か
し
強
い
意
志
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。『
あ
い
つ
か
ら
と
り
か
え
す
ん
で
す
よ
！
』
（
五
四
頁
） 

 

名
な
し
は
ふ
た
ご
の
音
楽
を
奪
っ
た
。
耳
と
口
を
塞
い
で
。
（
七
六
頁
） 

双
子
が
言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は
身
体
的
な
障
害
を
抱
え
た
か
ら
で
は
な
い
。
ラ
カ
ン
の
精
神
分
析
学
を
基
礎
と
す
る『A

 V
oice and N

othing M
ore

』

（
二
〇
〇
六
年
）に
お
い
て
ム
ラ
デ
ン
・ド
ラ
ー
は「
声
が
命
の
最
初
の
発
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
分
を
聞
き
、
自
分
の
声
を
認
識
す
る
こ
と
は
鏡
で
の
自
己
認
識
の
前
に
行
わ
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れ
る
経
験
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（Do

lar, 2
0
0
6
: 3

9

）と
指
摘
す
る
。
ド
ラ
ー
に
よ
る
と
、
自
分
の
声
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
ラ
カ
ン
の
鏡
像
段
階
と
同
じ
よ
う
な「
自
我
の
最

小
形
態
を
発
現
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
な
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
初
等
手
段
」（Dolar, 2006: 39

）で
あ
る
。
こ
れ
は
ギ
イ
・ロ
ゾ
ラ
ー
ト
が「
音
響
鏡
」と
呼
ぶ
も
の
で
も
あ
る
。
声

を
発
す
る
と
き
、
主
体
は
音
を
生
産
す
る
と
同
時
に
そ
の
音―

―

自
分
の
声―

―

を
聞
き
、「
鏡
像
段
階
」と
同
じ
要
領
で
主
体
に
と
っ
て
外
的
な
も
の
に
頼
っ
て
自
己
を
確

立
す
る
。
し
か
し
外
的
な
現
象
と
し
て
感
知
さ
れ
る
声
は
、
自
ら
の
心
内
か
ら
発
生
し
な
が
ら
、
同
時
に
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
で
も
あ
る
。
声
の
特
徴
は「
発
せ
ら
れ
る
」

と
同
時
に「
聞
か
れ
る
」
、「
送
ら
れ
る
」と
同
時
に「
受
け
ら
れ
る
」点
で
あ
る
（Rosolato, 1974: 79

）。
ま
た
生
理
学
的
に
見
て
も
、
耳
は
外
か
ら
の
音
だ
け
で
な
く
体
内

の
音
も
感
知
し
て
い
る
（Ro

so
lato

, 1
9
7
4
: 7

9

）。
自
分
が
発
す
る
声
に
よ
っ
て
身
体
に
対
す
る
音
の「
出
入
り
の
イ
メ
ー
ジ
」（Rosolato, 1974: 79

）が
不
明
瞭
と
な
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
内
外
の
境
界
認
識
も
曖
昧
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
兄
弟
の
中
で
声
を
支
配
し
て
い
る
の
は
名
な
し
で
、
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
は
発
声
で
き
な
い
た
め
、
音
を
通
じ
た
自
己
認
識
を
経
験
す
る
の
は

名
な
し
の
み
な
の
で
あ
る
。
ド
ラ
ー
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 

声
に
付
随
し
た
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
初
歩
的
な
形
態
が
あ
る
。
外
的
な
支
持
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
描
写
し
難
い
。
こ
れ
は
最
初
の〈
自
己
指
示

的
〉
あ
る
い
は〈
自
己
反
映
的
〉行
為
で
あ
り
、
も
っ
と
も
自
己
に
近
い
純
粋
な
自
己
触
発
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
自
己
触
発
は
影
響
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
声
を
反

響
す
る
壁
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
誰
も
が
、
自
分
の
内
か
ら
出
な
い
ま
ま
送
り
手
と
受
け
手
と
な
る
純
粋
な
即
時
性
で
あ
る
。

（Do
lar, 2

0
0
6
: 3

9

） 

名
な
し
が
双
子
の
自
我
形
成
を
助
け
た「
他
者
」で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
情
報
の
状
態
」（
飛「
デ
ュ
オ
」
七
五
頁
）、
あ
る
い
は「
叫
び
の
エ
コ
ー
」（
七
六
頁
）と
し
て
の
み
存
在
し
て
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い
た
名
な
し
は
、
自
分
の〈
声
〉に「
初
歩
的
な
形
態
」の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
発
見
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
完
全
に
内
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
名
な
し
は
監
房
の
ご
と
き
自
分
の
内

界
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
二
重
奏
の
際
に
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
が
名
な
し
に
自
己
意
識
を
与
え
る
鏡
と
な
っ
て
、
内
的
な
自
己
同
一
化
か
ら
外
的
な
そ
れ
へと
移
行
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
主
体
は
、
音
を
通
じ
て
自
分
の「
環
境
世
界
」あ
る
い
は「
環
界
」（Um

w
elt

）12

と
統
合
し
内
と
外
の
境
界
を
突
破
す
る
が
、
名
な
し
は
双
子
か
ら
音
を
奪
う
こ
と
に

よ
っ
て
二
人
を
こ
の「
音
響
世
界
」か
ら
追
放
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
読
む
な
ら
ば
、
行
男
が
双
子
を
助
け
よ
う
と
す
る
と
き
彼
ら
に「
音
」を
取
り
返
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
頷
け
る
。 

 

ふ
た
ご
を
呼
び
返
す
手
立
て
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
音
楽
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
名
な
し
が
き
み
と
の
デ
ュ
オ
で
自
己
を
知
覚
し
た
の
と
同
じ
。
音
楽
の
力

で
な
ら
、
ふ
た
ご
も
名
な
し
の
枷 か

せ

を
う
ち
壊
せ
る
だ
ろ
う
。
（
一
〇
四
頁
） 

行
男
は
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
が
一
塊
に
な
っ
た
よ
う
な
名
な
し
の
輪
郭
を
打
ち
砕
こ
う
と
す
る
。
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
は「
別
々
の
身
体
の
持
ち
主
」（一
〇
四
頁
）で
あ
る
か

ら
、
も
と
も
と
分
離
手
術
が
可
能
に
な
る
余
地
が
あ
っ
た
。
未
分
離
の
状
態
で
は
、
デ
ネ
ス
は
右
手
、
ク
ラ
ウ
ス
は
左
手
を
担
当
し
て
い
る
の
で
演
奏
の
時
は
自
ず
と
テ
レ
パ
ス

場
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
人
の
同
調
と
統
合
の
結
果
で
あ
る
名
な
し
を
排
除
す
る
な
ら
、
彼
ら
に
は「
二
つ
の
脳
。
二
つ
の
心
臓
。
二
本
の
腕
。
二
組
の
耳
」（
一
〇

四
頁
）
、
つ
ま
り〈
二
人
〉
で
あ
る
こ
と
を
思
い
だ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
エ
フ
ァ
ー
と
ブ
ロ
ス
カ
と
い
う
歌
手
の
伴
奏
を
行
う
場
面
で
、
調
律
師
で
あ
る
行
男
は「
鍵

盤
の
中
央
を
境
に
、
右
側
と
左
側
と
で
音
色
を
変
え
」
、
故
意
に「
右
と
左
で
す
べ
て
が
違
う
」状
態
に
な
る
よ
う
ピ
ア
ノ
を
調
整
す
る
（
一
〇
二
頁
）。 

き
ら
び
や
か
に
響
き
か
わ
す
敏
感
な
高
音
と
、
鈍
く
太
い
粒
立
ち
の
低
音
。
こ
れ
が
ぼ
く
の
処
方
だ
。
鍵
の
反
応
も
変
え
て
あ
る
。
タ
ッ
チ
の
重
さ
。
キ
イ
を
押
し
て

い
っ
て
音
が
出
る
位
置
。
は
ね
か
え
り
の
速
さ
。
右
と
左
で
す
べ
て
が
違
う
。
調
律
さ
え
、
ご
く
ご
く
わ
ず
か
に
ピ
ッ
チ
を
ず
ら
し
て
あ
る
。
（
一
〇
二
頁
） 
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行
男
の
仕
掛
け
に
よ
っ
て
双
子
は
自
ら
の
身
体
の
制
御
権
を
取
り
も
ど
す
が
、
行
き
場
を
失
っ
た
名
な
し
が
ま
る
で
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
ブ
ロ
ス
カ
に〈
感
染
〉し
、
ブ
ロ
ス
カ
が

双
子
を
殺
害
す
る
と
い
う
劇
的
な
展
開
を
見
せ
る
。
発
狂
し
た
ブ
ロ
ス
カ
は
入
院
さ
せ
ら
れ
、
行
男
は
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
と
結
婚
す
る
に
至
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
最
終
場
面
で
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・サ
ヴ
ァ
ス
タ
ー
ノ
が
行
男
に
会
い
に
行
く
と
き
に
は
、
行
男
は
元
の
行
男
で
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
も
名
な
し
に「
感

染
」し
た
か
ら
で
あ
る
。『
人
形
つ
か
い
』の
ナ
メ
ク
ジ
と
同
じ
よ
う
に
身
体
を
名
な
し
に
支
配
さ
れ
、
自
分
の
内
面
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
行
男
と
い
う
人
格
は
夢
を
見
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
サ
ヴ
ァ
ス
タ
ー
ノ
の
言
葉
で
、
行
男
は「
人
格
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
、
し
か
も
生
か
さ
れ
た
ま
ま
漬
け
ら
れ
て
い
る
槽
」（
一
一
五
頁
）に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

名
な
し
を
通
じ
て「
エ
イ
リ
ア
ン
感
染
（alien

 in
festatio

n

）
」と
い
う
主
題
が
再
び
姿
を
現
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
夢
見
る
葦
笛
」の
イ
ソ
ア
の
音
楽
と
同
じ
く
、
名
な

し
の
音
楽
は
人
間
に「
〝
一
撃
〟
」を
与
え
る
と
彼
の「
パ
タ
ー
ン
」を
転
写
し
て
し
ま
う
と
い
う
性
質
が
あ
る
（
一
一
五
頁
）。 

ぼ
く
は
テ
レ
パ
ス
場
の
中
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
が
動
く
場
所
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
方
法
で
傷
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、

ぼ
く
は
そ
こ
へ自
分
を
コ
ピ
ー
で
き
る
。
（
一
一
五
頁
） 

こ
こ
で
は
音
と
い
う
概
念
が「
情
報
」と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
音
楽
と
声
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
た
名
な
し
、
す
な
わ
ち「
音
」そ
の
も
の
で
出
来
て
い
る
名
な
し
は「
情
報
」

の
塊
で
あ
り
、
様
々
な
人
々
に
乗
り
移
っ
て
ゆ
く
。
人
間
の
中
に
潜
み
、
膨
張
し
、
最
後
に
は
宿
主
を
完
全
に
食
い
尽
く
す
名
な
し
は
、
人
間
が
内
に
宿
し
て
い
る
非
人
間
的

な
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に「
あ
る
種
の
驚
愕
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
旧
知
の
も
の
、
と
う
の
昔
か
ら
馴
染
み
の
も
の
に
起
因
す
る
」
（フ
ロ
イ
ト「
不
気
味
な
も

の
」五
頁
）、「
不
気
味
な
も
の
」そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
邪
悪
な
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
と
し
て
、
名
な
し
は「
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
も
の
」、「
人
間
各
人
に
根
元
的
か
つ
本
来
的
に
生

れ
つ
い
た
焦
燥
」
（
ツ
ヴ
ァ
イ
ク『
デ
ー
モ
ン
』
一
〇
頁
）を
表
象
し
て
い
る
。 

155



人
間
は
こ
の
焦
燥
の
た
め
に
自
分
自
身
か
ら
抜
け
出
し
、
自
分
自
身
を
超
え
て
無
限
の
境
へ、
根
源
的
な
世
界
へ駆
り
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
自
然
が
、
そ

の
か
つ
て
の
混
沌

カ

オ

ス

の
う
ち
、
ど
う
し
て
も
手
放
せ
な
か
っ
た
一
部
を
昔
な
が
ら
の
焦
燥
に
み
ち
た
ま
ま
各
人
の
魂
の
な
か
に
残
し
、
そ
れ
が
緊
張
と
情
熱
を
は
ら
ん

で
、
人
間
を
超
え
感
覚
を
超
え
た
根
源
界
に
帰
ろ
う
と
欲
し
て
で
も
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
魔
神

デ
ー
モ
ン

は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
な
か
に
入
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
り

と
あ
る
危
険
、
過
度
、
恍
惚
、
自
己
放
棄
、
自
己
破
滅
へと
ふ
だ
ん
は
静
か
な
存
在
を
追
い
た
て
る
発
酵
素
と
し
て
の
は
た
ら
き
、
沸
き
立
ち
、
責
め
た
て
、
刺
戟
す

る
酵
素
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
、
具
現
す
る
の
で
あ
る
。
（
ツ
ヴ
ァ
イ
ク『
デ
ー
モ
ン
』
一
〇
～
一
一
頁
） 

魔
神

デ
ー
モ
ン

の
よ
う
に
、
名
な
し
は「
人
間
を
超
え
感
覚
を
超
え
た
根
源
界
に
帰
ろ
う
」と
い
う
欲
望
を
引
き
起
こ
す
。
そ
の「
根
源
界
」と
は
つ
ま
り
死
を
意
味
す
る
。
名
な
し
は

「
過
剰
な
言
葉
と
感
情
で
周
り
を
巻
き
こ
む
、
煩
い
墓
。
お
喋
り
な
死
」（
飛「
デ
ュ
オ
」
一
二
一
頁
）
な
の
で
あ
る
。 

 
 三

、
死
の
本
能
を
誘
発
す
る
音
楽 

  

こ
こ
ま
で
、
作
品
に
描
か
れ
た
音
楽
に
は
主
体
と
環
境
の
境
界
を
解
体
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
っ
て
き
た
。「
夢
見
る
葦
笛
」と「
デ
ュ
オ
」で
は
、
崩
さ
れ
て
い
る
の

は
自
己
と
他
者
を
区
別
す
る
境
界
で
あ
っ
た
。
音
楽
に
よ
っ
て
自
己
が
他
者
と
溶
融
し
、
結
果
と
し
て「
死
」を
招
く
。「
夢
見
る
葦
笛
」で
は
二
つ
の
局
面
で
死
が
表
現
さ
れ

た
。
一
つ
は
イ
ソ
ア
に
変
異
す
る
人
間
の
体
が
溶
け
落
ち
る
時
、
つ
ま
り
身
体
の
内
外
の
仕
切
り
が
な
く
な
り
腐
乱
死
体
の
状
態
に
近
づ
く
時
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
音
楽

の
誘
惑
を
拒
絶
し
た
主
人
公
が
イ
ソ
ア
に
対
し
て
殺
人
衝
動
を
抱
く
時
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
死
への
切
迫
は
、
名
な
し
に
関
わ
る「
冷
気
」や「
死
臭
」（
飛「
デ
ュ
オ
」五
六
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頁
）
、
両
手
に
染
み
付
く「
悪
臭
」
（
飛
「
デ
ュ
オ
」五
六
頁
）
と
い
っ
た
明
ら
か
に
死
体
を
想
起
さ
せ
る
描
写
と
も
類
似
す
る
だ
ろ
う
。
周
り
の
人
間
を
死
亡
さ
せ
、
彼
の
影
響

下
に
あ
る
人
間
に
は
殺
人
衝
動
が
湧
き
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
な
死
への
欲
動
と
音
楽
と
の
関
連
を
描
き
出
す
小
説
と
し
て
、
最
後
に
栗
本
薫
の「
セ
イ
レ
ー
ン
」（一
九
七
九
年

『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
）を
検
討
し
た
い
。 

 

「
セ
イ
レ
ー
ン
」に
お
け
る
エ
イ
リ
ア
ン
は
、
人
魚
の
よ
う
な―

―

死
へと
導
く
魅
惑
的
な―

―

声
で
歌
う
女
性
の
姿
で
現
れ
る
。
こ
の
小
説
で
は
二
五
八
六
年
と
一
九
七
九

年
と
い
う
二
つ
の
時
空
間
の
物
語
が
同
時
進
行
し
、
二
つ
の
時
代
を
繋
げ
て
い
る
の
が
死
の
欲
望
を
喚
起
す
る
そ
の
歌
声
で
あ
る
。
物
語
の
初
め
、
桜
井
高
と
い
う
未
来
に
生

き
る
主
人
公
は
、
先
輩
宙
航
士
の
ジ
ョ
ン
・レ
ノ
ッ
ク
ス
か
ら
彼
が
Ｓ

・
Ｒ

ス
ペ
ー
ス
レ
ス
キ
ュ
ウ—

で
働
い
て
い
た
頃
、
事
故
に
遭
っ
た《
ア
ル
ゴ
１
２
》と
い
う
豪
華
客
船
の
乗
客
の
遺
体
収
容
に
あ
た
っ

た
際
、
女
の
歌
声
を
聴
い
た
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
る
。
レ
ノ
ッ
ク
ス
と
高
の
宙
航
が
亜
空
間
（
ハ
イ
パ
ー
・ス
ペ
ー
ス
）に
突
入
す
る
と
き
、
高
は
例
の《
彼
女
》を
目
撃
し
、
同
時

に
レ
ノ
ッ
ク
ス
は
再
び
そ
の
歌
声
を
聞
く
。《
彼
女
》は
初
め
て
高
の
前
に
現
れ
る
時
、
亜
空
間
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」と《
彼
女
》
に
呼
び
か
け
る
高
を
乗
せ
た

宙
航
は
亜
空
間
か
ら
飛
び
出
し
、
彼
女
の
姿
は
そ
こ
で
消
え
る
。
の
ち
に
高
は
彼
女
を
再
び
目
撃
す
る
が
、
そ
の
と
き
の《
彼
女
》は
、「
ハ
イ
パ
ー
・ス
ペ
ー
ス
の
さ
な
か
で
見
た

《
彼
女
》と
は
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で―
―

髪
の
色
も
、
す
が
た
か
た
ち
も
、
目
の
色
も
、
顔
立
ち
ま
で
も
、
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
」に
も
関
わ
ら
ず
、
高
は
そ
れ
が《
彼

女
》で
あ
る
こ
と
を
一
切
疑
わ
な
い
。
た
と
え
外
見
が
変
わ
ろ
う
と
も「
彼
女
、
、

だ
っ
た
か
ら
だ

、
、
、
、
、
、

」と
い
う
確
信
は
揺
る
が
な
い
（
六
一
頁
）。
三
回
目
の
出
会
い
は
高
の
死
亡
の
瞬

間
に
訪
れ
る
。
婚
約
者
の
マ
ル
ゲ
リ
ッ
ト
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
い
う
新
し
い
バ
ン
ド
を
聴
か
せ
た
高
は
、
そ
の
曲
が「《
ロ
ー
レ
ラ
イ
》の
メ
ロ
デ
ィ
」（
一
〇
一
頁
）で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
そ
れ
を
彼
への
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
考
え
る
。
彼
は
バ
ン
ド
を
追
い
か
け
る
が
、
い
ざ
対
面
し
て
み
る
と《
彼
女
》の
姿
は
そ
こ
に
は
な
い
。
最
後
に
は
高
が
乗
っ

た
宙
航
が
流
星
群
と
衝
突
し
、
死
亡
の
瞬
間
に
高
は
再
び《
彼
女
》を
目
撃
す
る
。 

 

同
時
進
行
で
語
ら
れ
る
一
九
七
九
年
の
物
語
の
主
人
公
は
、
テ
レ
ビ
業
界
で
働
く
桜
井
ヒ
ロ
ム
で
あ
る
。
彼
は「
全
日
本
ポ
ッ
プ
ス
大
賞
」と
い
う
番
組
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、
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受
賞
候
補
者
の「
セ
ー
ラ
」と
い
う
歌
手
の
虜
に
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ロ
ム
と
そ
の
友
人
の
安
斉
正
之
と
い
う
記
者
は
、
セ
ー
ラ
の
フ
ァ
ン
が
カ
ル
ト
教
団
の
よ
う
な
社
会
を
形
成
し
て

お
り
、
セ
ー
ラ
が
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
た
時
期
に
死
亡
事
件―

―

殺
人
、
自
殺
、
事
故
な
ど―

―

の
数
が
異
常
に
増
え
、
日
本
に
拠
点
を
移
し
て
か
ら
は
日
本
で
も
同
様

の
事
件
が
増
え
た
と
い
う
事
実
を
発
見
す
る
。
ま
た
安
斉
は
若
者
の
自
殺
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
時
、
セ
ー
ラ
の
ラ
イ
ブ
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
ア
ル
バ
ム
を
買
え
な

か
っ
た
こ
と
が
共
通
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
彼
は
セ
ー
ラ
が
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
き
の
よ
う
に
歌
声
を
通
じ
て
人
間
を
支
配
し
て
い
る
と
主
張
し
、
セ
ー
ラ
が
人

間
で
は
な
い
と
い
う
自
説
を
示
す
。
こ
ち
ら
の
最
後
の
場
面
は「
全
日
本
ポ
ッ
プ
ス
大
賞
」収
録
当
日
で
、
会
場
を
セ
ー
ラ
の
フ
ァ
ン
が
包
囲
し
、
結
果
の
公
開
前
か
ら
セ
ー
ラ
の

優
勝
を
祝
う
。
ヒ
ロ
ム
は
こ
の
時
セ
ー
ラ
と
対
峙
す
る
。 

 

「
セ
ー
ラ
」
あ
る
い
は「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」と
は
一
体
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
作
中
で
初
め
て
描
写
が
あ
る
の
は
未
来
の
亜
空
間
に
浮
か
ん
だ
状
態
の
彼
女
で
あ
り
、
高
に
よ
る
説
明

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

赤
が
黄
と
、
黄
が
オ
レ
ン
ジ
と
、
灰
色
が
青
と
入
れ
か
わ
り
、
と
け
こ
ん
で
ゆ
く
世
界
、
か
り
そ
め
の
次
元
で
、《
彼
女
》は
真
赤
な
髪
と
あ
ざ
や
か
な
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

の
肌
、
金
色
の
目
を
し
た
背
の
た
か
い
女
に
見
え
た
か
と
思
う
と
、
次
の
刹
那
、
紫
の
肌
と
赤
い
瞳
、
素
晴
ら
し
い
プ
ラ
チ
ナ
・ブ
ロ
ン
ド
の
髪
、
次
に
は
す
べ
て
が
金
色

一
色
の
ネ
ガ
・
フ
ィ
ル
ム
の
な
か
の
女
の
よ
う
に
か
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
（
一
六
頁
） 

外
見
が
安
定
せ
ず
、
高
は「
《
彼
女
》
が
は
た
し
て
さ
だ
ま
っ
た
姿
、
か
た
ち
を
も
っ
て
い
る
の
か
さ
え
」
分
か
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
（一
六
頁
）。
こ
の
掴
み
ど
こ
ろ
の
無
さ
は
二

回
目
の
遭
遇
の
際
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
。
前
回
見
た《
彼
女
》と
は「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で―

―
髪
の
色
も
、
す
が
た
か
た
ち
も
、
目
の
色
も
、
顔
立
ち
ま
で
も
、
共
通
し
た
と

こ
ろ
が
な
か
っ
た
」
（
六
一
頁
）に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
は「《
彼
女
》で
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
疑
う
す
べ
も
な
か
っ
た
」と
言
い
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は「
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
彼
女
、
、

だ、
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っ
た
か
ら
だ

、
、
、
、
、

」と
非
論
理
的
な
主
張
し
か
行
わ
な
い
（
六
一
頁
）。
一
九
七
九
年
の
世
界
に
は《
彼
女
》は
超
人
気
歌
手
の「
セ
ー
ラ
」と
い
う
姿
で
現
れ
る
。
ど
の
外
見
で
出
現

し
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
肉
体
的
に「
ほ
ん
と
う
に
存
在
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
さ
え
さ
だ
か
で
は
な
い
」（
栗
本「
セ
イ
レ
ー
ン
」六
一
頁
）と
し
て
も
、
高
と
ヒ
ロ
ム
は《
彼
女
》

の
存
在
を
固
く
確
信
す
る
。 

 

《
彼
女
》の
存
在
に
は
肉
体
的
な
物
質
性
が
伴
わ
な
い
と
言
う
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
ヒ
ロ
ム
が
Ｔ
Ｖ
番
組
の
準
備
中
、
そ
の
姿
を
認
め
な
が
ら
も
目
前
に
立
っ

て
い
る
身
体
が「
セ
ー
ラ
」
で
は
な
い
と
断
言
す
る
と
き
に
明
確
に
な
る
。 

 

茶
番
劇
だ―

―

思
わ
ず
ぼ
く
は
呟
い
て
い
た
。
ど
う
し
て
誰
も
気
づ
か
な
い
の
だ
？
セ
ー
ラ

、
、
、

は
そ
こ
に
い
や
し
な
い
じ
ゃ
な
い
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

！
あ
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
人
形
の
よ

う
に
き
れ
い
な
ほ
っ
そ
り
し
た
、
黒
い
服
を
き
た
少
女
、
無
関
心
で
静
か
に
笑
っ
て
い
る―

―

あ
れ
は
セ
ー
ラ

、
、
、

じ
ゃ
な
い

、
、
、
、

。
（栗
本「
セ
イ
レ
ー
ン
」四
二
～
四
三
頁
） 

外
見
上
は
彼
女
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、「
セ
ー
ラ
を
セ
ー
ラ
た
ら
し
め
て
い
る
あ
の
特
別
な
も
の
、
お
そ
る
べ
き
な
ま
な
ま
し
い
存
在
感
と
で
も
い
っ
た
あ
の
た
し
か
さ
だ
け
は
、

ま
る
で
持
っ
て
い
な
い
」
（
四
二
～
四
三
頁
）
と
感
じ
た
ヒ
ロ
ム
は
、
彼
女
が
実
際
に
は
そ
こ
に「
居
な
い
」も
の
と
判
断
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
音
楽
が
流
れ
歌
い
出
そ
う
と
す
る
瞬

間
、
突
然
本
物
の
セ
ー
ラ
の
出
現
を
感
じ
と
る
。
未
来
で
の
遭
遇
に
お
い
て
も
、
高
は「《
彼
女
》を
見、
た、―

―

と
い
う
よ
り
も
、
感、
じ
た
、
、

」（
栗
本「
セ
イ
レ
ー
ン
」一
八
頁
）と

述
べ
、
レ
ノ
ッ
ク
ス
も《
彼
女
》の
歌
だ
け
を
聴
い
て
い
る
。「
デ
ュ
オ
」
の
名
な
し
と
同
様
、《
彼
女
》も
ま
た
肉
体
的
な
存
在
で
は
な
く
、
や
は
り「
音
的
な
存
在
」だ
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
身
体
で
は
な
く
、
そ
の
歌
声
を
介
し
て
の
み
作
品
世
界
に
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
。 

「
声
」と
い
う
概
念
は
し
か
し
、
常
に
身
体
の
幻
想
を
伴
う
も
の
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
声
は「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
（signifiant

）を
身
体
に
結
び
つ
け
る
も
の
」（Dolar, 2006: 

5
9

）
の
役
割
を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
論
じ
て
き
た
と
お
り
、
音
は「
世
界
に
お
け
る
（への
）
存
在
」方
法
で
あ
り
、
空
間
と
時
間
を
構
築
す
る
。
録
音
再
生
技
術
の
発
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明
以
前
は
、「
音
を
聴
く
」
た
め
に
は「
音
を
発
生
さ
せ
た
も
の
と
同
じ
時
空
間
に
存
在
す
る
」ほ
か
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
は
音
が
我
々
に
特
定
な
親
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

と
関
係
が
あ
る
。
レ
・ブ
レ
ト
ン
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、「
聴
覚
は
内
在
的
な
感
覚
で
あ
る
。
聴
覚
は
世
界
を
自
己
の
深
淵
に
引
き
込
む
で
あ
ろ
う
。
対
照
的
に
、
視
覚
は
自

分
を
自
分
の
彼
方
に
投
げ
出
す
」
（Le B

reto
n
, 2

0
1
7: 7

1

）
。《
彼
女
》の
存
在
が
音
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
彼
女
と
出
会
う
こ
と
は
単
な
る「
対
面
」

で
は
な
く
、
彼
女
の
存
在
が
身
体
の
奥
に
染
み
込
み
、
充
満
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
身
体
を
貫
く
こ
の
よ
う
な
激
し
い
邂
逅
に
よ
っ
て
、「
死
の
欲
動
」が
生
み
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

第
二
部
に
入
り
、
音
楽
を
他
者
と
の
接
触
機
会
や
手
段
と
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
接
触
は
生
と
死
と
い
う
両
極
の
結
果
を
志
向
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

生
成
変
化
に
よ
っ
て
音
楽
に「
な
る
」こ
と
は「
現
実
世
界
的
（worldly
）に
な
る
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
犬
と
人
が
出
会
う
と
き
』一
〇
頁
）こ
と
で
あ
り
、
そ
の
音
楽
は
多
種
多
様

な
も
の
の
関
連
性
を
強
め
、
生
命
そ
の
も
の
を
表
象
し
た
。
対
照
的
に
、
本
章
で
検
討
し
た
諸
作
品
で
は
音
楽
が
身
体
を
掌
握
し
、
関
わ
る
者
を
死
に
至
ら
せ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
生
死
の
対
立
を
見
て「
音
楽
と
他
者
性
と
の
関
係
に
は
一
貫
性
が
な
い
」と
結
論
付
け
る
の
は
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
に
過
ぎ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
態
は
む
し
ろ
そ

の
逆
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

「
快
原
理
の
彼
岸
」（
一
九
二
〇
年
）に
て
フ
ロ
イ
ト
は「
死
の
欲
動
（Todestrieb

）」の
概
念
を
提
唱
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
主
体
に
は
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
、
い
わ
ば「
死
の
欲
動
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（To
destrieb

）」と「
生
の
欲
動
（Leb

en
strieb

）
」と
い
う
二
つ
の
根
源
的
な
欲
動
が
備
わ
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。「
反
復
を
強
要
す
る
守
旧
的
欲
動
」（
フ
ロ
イ
ト「
快
原

理
」
九
〇
頁
）で
あ
る
死
の
欲
動
に
対
し
、「
新
た
な
形
成
と
進
歩
を
迫
る
」（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」
九
〇
頁
）の
が
生
の
欲
動
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
有
機
体
の
欲
動
は「
守

旧
的
で
あ
り
、
歴
史
的
に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
退
行
を
、
つ
ま
り
、
以
前
の
も
の
の
再
興
を
目
指
す
」
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
一
頁
）性
質
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、

有
機
体
の
進
化
は「
妨
害
し
逸
脱
さ
せ
る
外
的
影
響
の
お
か
げ
」（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
一
頁
）で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
無
生
命

、
、
、

が、
生
命
、
、

あ
る
も
の

、
、
、
、

よ
り
、
、

先、
に、
存
在
、
、

し
て
い
た
の

、
、
、
、
、

」
（フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
二
頁
）で
あ
る
。
有
機
体
の
進
化
に
最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
地
球
の
進
化
と
、
地
球
と
太
陽
と
の
関
係
の
進
化
で

あ
る
と
フ
ロ
イ
ト
は
述
べ
る
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」
九
一
頁
）。 

つ
ま
り
、
欲
動
、
、

と
は
、
、

、
よ
り
、
、

以
前
、
、

の、
状
態
、
、

を、
再
興
、
、

し
よ
う
と
す
る

、
、
、
、
、
、

、
生
命
、
、

あ
る
、
、

有
機
体

、
、
、

に、
内
属
、
、

す
る
、
、

衝
迫
、
、

で
あ
る

、
、
、

。
た
だ
、
生
命
体
は
こ
の
以
前
の
状
態
を
、
障
害

を
及
ぼ
す
外
的
力
の
影
響
の
ゆ
え
に
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
。
欲
動
と
は
一
種
の
有
機
的
弾
性
で
あ
る
、
な
い
し
こ
う
言
っ
た
方
が
よ
け
れ
ば
、
有
機
的

生
命
に
お
け
る
慣
性
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
〇
頁
） 

こ
う
し
て
外
的
な
力
に
よ
っ
て
変
化
さ
せ
ら
れ
た「
生
命
な
き
物
質
」の
中
に
は
、「
生
命
体
の
特
質
が
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
」、「
緊
張
が
発
生
」す
る
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九

二
頁
）
。
し
か
し
、「
安
定
性

、
、
、

への、、
性
向
、
、

の
原
理
」13

に
よ
り
、
無
生
命
状
態
か
ら
生
命
体
へ変
化
し
た
も
の
は
そ
の
緊
張
か
ら
の
解
放
を
求
め
、
結
果
と
し
て「
無
生
命
へ回
帰
し

よ
う
と
す
る
」「
最
初
の
欲
動
」が
現
れ
る
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」
九
二
頁
）。
故
に
、「
あ
ら
ゆ
る

、
、
、
、

生
命
、
、

の、
目
標
、
、

は、
死、
」（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」
九
二
頁
）だ
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
体
が
持
つ
二
つ
の
根
源
的
な
欲
動
、「
生
の
欲
動
（Lebenstrieb

）」の
エ
ロ
ス
と「
死
の
欲
動
（Todestrieb

）」の
タ
ナ
ト
ス
は
、
全
く
同
じ

現
象
の
表
と
裏
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
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音
は
悲
痛
で
も
、
激
情
的
で
も
な
い
。
哀
し
い
色
の
な
か
に
安
ら
か
な
表
情
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
、
長
調
と
も
短
調
と
も
つ
か
ぬ
感
情
の
あ
わ
い
を
ゆ
き
き
す
る
。
死

を
甘
ん
じ
て
受
け
る
の
で
は
な
い
が
、
ど
こ
か
で
そ
れ
を
望
ん
で
も
い
る
。
生
と
死
が
、
寄
り
添
っ
た
音
楽
。
（
飛「
デ
ュ
オ
」一
〇
九
頁
） 

「
デ
ュ
オ
」
の
こ
の
一
節
は
、
正
に
こ
こ
ま
で
の
議
論
の
核
心
を
突
い
て
い
る
。
本
章
で
検
討
し
た
作
品
群
で
の
主
体
性
を
揺
さ
ぶ
る
音
（楽
）は
、
自
己
と
他
者
の
垣
根
の
破
壊

者
と
し
て
現
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
の
が「
声
」で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。 

声
は
分
割
の
原
理
の
根
本
で
あ
る
。
ど
ち
ら
側
に
も
立
た
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
両
側
に
存
在
す
る
。
内
と
外
の
交
差
点
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
分
割
への

位
置
づ
け
は
不
可
能
で
あ
り
、
両
側
を
接
続
す
る
と
同
時
に
分
割
す
る
最
も
薄
い
薄
片
な
の
だ
。
（Dolar, 2015: xviii

） 

イ
ソ
ア
、
名
な
し
、
そ
し
て《
彼
女
》
に
は
、
他
の
登
場
人
物
と
の
関
係
を
築
く
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
欲
望
が
あ
り
、
欲
望
は
声
を
介
し
て
表
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
声
は「
外
界
そ
の
も
の
が
不
確
実
に
な
る
く
ら
い
、
直
接
に
内
界
ま
で
切
り
込
み
、
内
界
が
存
在
す
る
こ
と
す
ら
声
に
頼
る
く
ら
い
、
内
界
を
暴
く
」も
の
で
あ
り
、
声
を

発
す
る
こ
と
は「
他
者
への
支
配
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
他
者
への
露
出
」と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
（Dolar, 2006: 80

）。 

三
者
の
声
が
、
自
己
を
切
り
開
き
他
者
に
接
す
る
欲
望
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
他
者
に
直
接
触
れ
る
、
あ
る
い
は
他
者
と
の
境
界
を

壊
す
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
鏡
像
段
階
以
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
他
者
に
接
す
れ
ば
、
自
ら
の
身
体
の
輪
郭
が
定
ま
ら

ず
、
自
己
と
他
者
の
概
念
把
握
が
未
分
化
な
段
階
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
こ
の
行
為
は「
以
前
の
も
の
の
再
興
を
目
指
す
」「
退
行
」
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
一
頁
）

と
し
て
、
そ
し
て「
無
生
命

、
、
、

が、
生
命
、
、

あ
る
も
の
よ
り

、
、
、
、
、
、

先、
に、
存
在
、
、

し
て
い
た

、
、
、
、

」
（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
二
頁
）状
態
への
逆
行
、
す
な
わ
ち「
無
生
命
へ回
帰
」（
フ
ロ
イ
ト「
快
原

理
」
九
二
頁
）欲
望
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
他
者
と
の
接
触
に
は
常
に
死
への
欲
動
が
潜
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
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注 

（
1
） 

狭
義
の〈
エ
イ
リ
ア
ン
〉、
つ
ま
り
十
九
世
紀
の
Ｈ
・Ｇ
・ウ
エ
ル
ズ
の
作
品
の
流
れ
を
汲
ん
で
影
響
力
を
持
っ
た
地
球
外
生
命
体
・異
星
人
と
い
う
意
味
だ
け
で
は

な
く
、
一
九
七
〇
年
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
Ｓ
Ｆ
以
降
の
よ
り
広
い〈
規
範
以
外
の
他
者
の
複
合
体
〉と
い
う
語
義
も
含
む
。
小
谷『
エ
イ
リ
ア
ン
』一
三
～
一
八

頁
。 

（
2
） 

初
出
異
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・第
四
十
三
巻
『
怪
物
團
』二
〇
〇
九
年
、
光
文
社
文
庫
。
本
論
で
扱
う
の
は
二
〇
一
六
年
に『
夢
見
る
葦
笛
』に
収
録
さ
れ
て
い
る

版
で
あ
る
。
上
田
早
夕
里
の『
火
星
ダ
ー
ク
・
バ
ラ
ー
ド
』
は
二
〇
〇
三
年
に
第
四
回
小
松
左
京
賞
受
賞
、『
華
竜
の
宮
』は
二
〇
一
一
年
に
第
三
十
二
回
日

本
Ｓ
Ｆ
大
賞
及
び
二
〇
一
〇
年
の
第
十
回
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
賞
大
賞
を
受
賞
し
た
。
上
田
作
品
で
は
人
間
の
境
界
及
び
他
者
性
が
頻
繁
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
渡
邊
に
よ
る
と
、
上
田
作
品
で
は「
他
者
の
他
者
性
は
つ
い
に
克
服
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
」。
作
品
中
で「
つ
い
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
永
遠
の

他
者
性
と
い
う
主
題
は
、
物
理
的
な
他
者
と
の
人
間
関
係
の
み
な
ら
ず
、
自
己
の
他
者
性
、
さ
ら
に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
揺
ら
ぎ
と
い
っ
た
主
題
を

も
呼
び
寄
せ
る
」
の
だ
と
い
う
（渡
邊
「
独
身
者
た
ち
」二
三
八
頁
）。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
か
ら
の
上
田
作
品
の
分
析
に
つ
い
て
はH

arada, 201
5

及
び

H
arada, 2

0
17

を
参
照
。 

（
3
） 

初
出
『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
一
〇
月
号
、
早
川
書
房
。
本
論
で
扱
う
の
は
二
〇
〇
四
年
に『
象
ら
れ
た
力
』に
収
録
さ
れ
て
い
る
改
稿
版
で
あ
る
。『
象

ら
れ
た
力
』
は
二
〇
〇
五
年
に
第
二
十
六
回
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
及
び
第
三
十
六
回
星
雲
賞
日
本
短
編
部
門
を
受
賞
。『
ラ
ン
ギ
ッ
ド
・ガ
ー
ル
』
は
第
六
回
セ
ン

ス
・
オ
ブ
・ジ
ェ
ン
ダ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。『
自
生
の
夢
』は
二
〇
一
七
年
第
三
十
八
回
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
を
受
賞
し
た
。
二
〇
一
九
年
に『
零
號
琴
』は
第
五
十

回
星
雲
賞
日
本
長
編
部
門
を
受
賞
し
た
。 
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（
4
） 

初
出
『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
九
年
二
月
号
、
早
川
書
房
。
本
論
で
扱
う
の
は
一
九
九
三
年
に『
セ
イ
レ
ー
ン
』に
収
録
さ
れ
て
い
る
版
で
あ
る
。
栗
本
薫
の
最

も
有
名
な
作
品
は『
グ
イ
ン
・サ
ー
ガ
』
で
あ
る
。
一
〇
〇
巻
を
超
え
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で
、
二
〇
〇
九
年
に
第
三
十
回
日
本
Ｓ
Ｆ
特
別
賞
を
受
賞
し

た
。
ま
た
栗
本
は
中
島
梓
名
義
で
評
論
家
と
し
て
も
活
動
し
た
。 

（
5
） 

第
一
章
に
て
扱
っ
た「
十
八
時
の
音
楽
浴
」
（一
九
三
七
年
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、「
地
球
を
狙
う
物
」（一
九
三
九
年
）の
人
間
を
食
べ
る
火
星
人
、
あ
る
い

は『
火
星
兵
団
』
（一
九
三
九
年
）
の
地
球
の
生
物
を
家
畜
化
し
よ
う
と
す
る
火
星
人
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
属
し
て
い
る
。 

（
6
） Jo

h
n
 W

o
o
d
 C

am
p
b
ell

（一
九
一
〇
年
～
一
九
七
一
年
）は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
の
Ｓ
Ｆ
作
家
・編
集
者
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
が「A

stounding Science 

F
ictio

n

」
の
編
集
者
を
務
め
た
時
期
は
北
米
の「
Ｓ
Ｆ
黄
金
時
代
」（Golden A

ge of A
m

erican Science F
iction

）と
呼
ば
れ
、
こ
の
時
期
に
作
品
を
発
表

し
始
め
た
作
家
の
中
に
シ
オ
ド
ア
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
（
一
九
一
八
年
～
一
九
八
五
年
）、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・ア
シ
モ
フ
（一
九
二
〇
年
～
一
九
九
二
年
）、
Ａ
・Ｅ
・ヴ
ァ

ン
・
ヴ
ォ
ー
ク
ト
（
一
九
一
二
年
～
二
〇
〇
〇
年
）と
い
っ
た
Ｓ
Ｆ
の
大
家
が
い
る
。
ま
た
、
ロ
バ
ー
ト
・ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
（一
九
〇
七
年
～
一
九
八
八
年
）も
そ
の

一
人
で
あ
り
、
黄
金
時
代
の
特
徴
で
あ
っ
た
科
学
要
素
と
論
理
の
正
確
さ
を
標
榜
し
、
今
日「H

ard Science F
iction

」と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
サ
ブ
ジ
ャ

ン
ル
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。 

（
7
） 

ナ
メ
ク
ジ
に
取
り
憑
か
れ
た『
人
形
つ
か
い
』
の
お
や
じ

オ
ー
ル
ド
マ
ン

は「
人
間
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
平
和
と
満
足
と
安
寧
と
を
味
わ
え
る
も
の
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」と
述

べ
る
。
ハ
イ
ン
ラ
イ
ン『
人
形
つ
か
い
』
三
八
四
頁
。 

（
8
） 

「
そ
の
と
た
ん
、
ぼ
く
は
異
様
な
冷
気
を
嗅
い
だ
。
／
大
き
な
冷
凍
庫
の
な
か
に
入
っ
た
み
た
い
だ
っ
た
。
／
ま
ず
鳥
肉
の
腐
っ
た
臭
い
を
感
じ
た
。
」、「
死
に
敗

北
を
み
と
め
る
と
き
の
感
情
が
、
あ
り
あ
り
と
舞
い
戻
っ
て
き
た
」、「
い
ま
ま
さ
に
死
の
う
と
し
て
い
る
み
た
い
な
感
覚
の
な
ま
な
ま
し
さ
に
、
ぼ
く
は
大
声
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で
悲
鳴
を
あ
げ
よ
う
と
し
、
ふ
い
に
悪
夢
か
ら
目
覚
め
る
よ
う
に
、
我
に
返
っ
た
」、
飛「
ド
ュ
オ
」
一
九
頁
。 

（
9
） 
日
本
文
学
に
お
け
る
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て
は
山
本『
20
世
紀
日
本
怪
異
文
学
誌
』
を
参
照
。 

（
10
） 

緒
方
行
男
の
体
を
盗
ん
だ
名
な
し
と
行
男
の
元
先
生
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・セ
バ
ス
タ
ー
ノ
の
最
後
の
会
話
で
は
名
な
し
が
グ
ラ
フ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
兄
弟
の
死
だ
け
で
な

く
、
彼
ら
の
両
親
、
そ
し
て
兄
弟
が
ま
だ
子
供
だ
っ
た
頃
に
彼
ら
と
関
わ
っ
た
人
々―

―

兄
弟
を
指
導
し
た
児
童
心
理
学
者
の
ク
ラ
ラ
・ゲ
イ
ジ
、
彼
女
が
雇

っ
て
い
た
二
人
の
使
用
人
、
兄
弟
の
テ
レ
パ
シ
ー
能
力
に
気
づ
い
た
超
心
理
学
者―

―

の
死
亡
も
起
こ
し
た
こ
と
を
わ
か
る
（
飛「
デ
ュ
オ
」一
一
六
頁
）。 

（
11
） 

「
〝
名
な
し
〟
と
い
う
人
間
は
い
な
い
。
い
る
の
は
デ
ネ
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
だ
け
な
の
だ
。
」、
飛「
ド
ュ
オ
」一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。 

（
12
） 

前
章
で
扱
っ
た
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
翻
訳
に
て〈U

m
w
elt

〉は「
環
境
世
界
」と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
に
採
用
し
て
い
る
通
り
、
ラ
カ
ン
の
翻
訳
で
は「
環
界
」と
訳

さ
れ
て
い
る
。 

（
13
） 

フ
ロ
イ
ト
に
よ
る
と
、
心
の
装
置
に
は「
安
定
性
への
性
向
の
原
理
」が
働
い
て
い
る
。
こ
れ
は「
自
分
の
う
ち
に
現
存
す
る
興
奮
の
量
を
で
き
る
限
り
低
く
迎
え

て
お
く
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
恒
常
に
保
っ
て
お
く
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。
（フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」五
七
頁
）。 
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結
論 

 

一
、
音
楽
に
な
る
こ
と
、
動
態
領
域
と
し
て
の
身
体 

  

『M
u
sic an

d the M
yth

 o
f W

h
o
leness

』
で
テ
ィ
ム
・
ホ
ジ
ュ
キ
ン
ソ
ン
は
、「
も
し
も
、
我
々
が
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
の
全
て
が
適
応
で
き
る
統
一

し
た
機
構
が
な
い
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
も
、
人
間
は
統
一
さ
れ
た
全
体
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
力
が
衝
突
す
る
動
態
領
域
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
う
な
る

か
。
」（Ho

d
gkin

so
n
, 2

0
1
6
: 4

）
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
る
。
本
稿
が
焦
点
を
当
て
て
き
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の「
動
態
領
域
」と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
っ

た
。
現
代
社
会
で
は「
音
、
聴
覚
、
聴
取
は
、
知
識
、
文
化
社
会
組
織
の
近
代
的
な
様
式
の
基
盤
」（
ス
タ
ー
ン『
聞
こ
え
く
る
』一
三
頁
）で
あ
る
と
い
う
前
提
を
出
発
点
に
し

て
、
音
を
議
論
の
軸
と
し
て
、
人
間
の
意
識
の
な
か
で
衝
突
し
合
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
力
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。「
自
然
／
文
化
と
い
う
境
界
線
を
横
断
す
る
」（
ス
タ
ー
ン

『
聞
こ
え
く
る
』二
六
頁
）
現
象
と
し
て
、
音
は
身
体
の
概
念
の
変
質
を
文
化
の
変
化
と
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。 

 

第
一
章
の
分
析
軸
は
、
国
民
国
家
に
お
け
る
主
体
性
の
形
成
で
あ
っ
た
。「
十
八
時
の
音
楽
浴
」
に
お
け
る
音
楽
は
、
国
民
国
家
に
帰
属
す
る
身
体
を
規
律
・訓
練

デ

イ
シ
プ
リ
ー

ヌ

及
び
創

造
さ
せ
る
主
な
道
具
で
あ
る
。
音
楽
の
侵
入
方
法
、
そ
し
て
主
体
を
中
か
ら
再
構
成
さ
せ
る
方
法
は
、
音
の
物
質
的
な
現
れ
と
し
て
の「
振
動
」を
通
じ
て
行
わ
れ
、
基
本
的

に
身
体
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
体
と
機
械
の
同
一
化
は
、
デ
カ
ル
ト
的
な
精
神
と
身
体
を
区
別
す
る
二
分
法
を
想
起
さ
せ
る
。
身
体
は
機
械
に
す
ぎ
ず
、〈
本

当
の
自
分
〉と
い
う
の
は
つ
ま
り
精
神
で
あ
る
。
し
か
し
、
体
を
機
械
と
し
て
使
わ
れ
、
精
神
を〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
〉ミ
ル
キ
国
の
国
民
は『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』に
て
顕
在
化
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す
る
人
体
の
把
握
の
次
な
る
段
階
を
す
で
に
予
見
し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、「
十
八
時
の
音
楽
浴
」の
よ
う
に
体
の
規
律
・訓
練

デ

イ
シ
プ
リ
ー

ヌ

に
よ
っ
て
人
間
を〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉す
る
の

で
は
な
く
、
脳
と
の
直
接
的
な
接
続
及
び
人
体
／
有
機
体
の
化
学
的
操
作
に
よ
っ
て
人
間
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
二
章
で
は
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
が
議
論
の
枠
と
な
っ
た
。『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』が
問
題
に
し
て
い
る
主
体
は
、
第
一
章
で
の
そ
れ
の
よ
う
に
国
家
単
位
で
は
な
く
、
よ
り
国

際
的
で
文
化
的
な
実
践
お
よ
び
特
定
な
文
脈―

―

テ
ク
ノ
、
ク
ラ
ブ
文
化
、
麻
薬
の
消
費
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
等―

―

と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』に
お
い
て

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
テ
ク
ノ―

―

電
子
音
楽―

―

、
麻
薬
と
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
が
掛
け
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ス
テ
ラ
ー
ク

（Stelarc

）
に
よ
る
と「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
皮
膚
を
張
り
つ
め
、
貫
い
た
と
き
に
、
障
壁
と
し
て
の
皮
膚
は
な
く
な
る
」（Atzori and W

oolford, 1995

）の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か

ら
、
（麻
）薬
は〈
人
間
〉と〈
人
間
で
は
な
い
も
の
〉
の
境
界
線
を
引
き
直
す
。
な
ぜ
な
ら
、
薬
は
、
有
機
体
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、「
人
体
の
延
長
、
あ
る
い
は
付
加
物
で

は
な
く
、
む
し
ろ
自
ら
の
構
造
に
同
化
さ
れ
、
合
体
、
、

さ
れ
た

、
、
、

」（Graham
, 2002: 4

）テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
か
ら
で
あ
る
。『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』に
お
け
る
テ
ク
ノ
／
電
子
音
楽

は
、
こ
の
よ
う
な
身
体
へ
の
機
械
の
侵
入
、
皮
膚
の
貫
通
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
機
械
と
の
融
合
／
合
体
を
象
徴
し
て
い
る
。 

 

第
一
部
の
作
品
解
釈
か
ら
、
人
体
を
概
念
化
す
る
二
つ
の
方
法
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
海
野
の
作
品
で
は
、「
振
動
音
楽
」が
人
間
の「
脳
細
胞
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
」し

（
海
野
「
十
八
時
の
音
楽
浴
」一
九
九
頁
）、
ミ
ル
キ
国
の
国
民
の
思
想
統
制
及
び
健
康
管
理
を
成
し
遂
げ
る
。
人
体
は
機
械
と
同
一
化
さ
れ
、
音
に
制
御
さ
れ
た
脳
が
そ

の
個
人
の
精
神
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
に
そ
の
機
械
の
物
質
的
一
部
分
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
音
楽
が
思
想
統
制
及
び
健
康
管
理

で
き
る
理
由
は
、
音
に
物
質
的
な「
振
動
」と
い
う
要
素
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
音
の
物
質
性
で
あ
る
振
動
は
、
人
体
を
機
械
と
し
て
捉
え
る
た
め
の
基
礎
的
刺
激
と
な
る
。

高
野
作
品
で
は
、
脳
自
体
が
機
械―

―

音
楽
を
合
成
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー―

―

と
し
て
概
念
化
さ
れ
て
い
る
。
脳
の
電
流
は
、
回
路
に
つ
な
が
れ
、
化
学
薬
品
に
よ
っ
て
機

能
及
び
動
き
を
制
御
さ
れ
て
い
る
人
体
と
い
う
有
機
機
械
が
、
電
子
音
楽
を
創
造
す
る
た
め
の
素
材
で
あ
る
。『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
複
製
に
よ
る
人
体
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の
消
失
は
、
人
間
と
機
械
の
同
一
化
過
程
の
最
終
形
態
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奥
泉
が
描
き
出
す
音
楽
及
び
身
体
は
、
同
じ
も
の
の
反
復
と
再
生
（「
反
復
と
同
じ
こ
と
の
並

び
替
え
」
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
資
本
主
義
』
一
三
頁
）を
特
徴
と
す
る
、
脱
歴
史
的
空
間
に
居
住
す
る
。
奥
泉
の
作
品
世
界
で
は
、
人
間
は
ク
ロ
ー
ン
化
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
複
製

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
恒
久
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
音
楽
は
、
過
去
の
音
楽
及
び
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
忠
実
な
デ
ジ
タ
ル
複
製
の
み
が
生
き
残
り
、
新
し
い
も
の
は

創
造
さ
れ
な
い
。
ま
さ
に
、『
ビ
ビ
ビ
・
ビ
・
バ
ッ
プ
』
の
社
会
は
不
毛
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
身
体
の
消
失
は
見
か
け
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
世
界
の
デ
ジ
タ
ル

複
製
の
際
に
は
、
実
は
身
体
は
基
準
と
し
て
中
央
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
は
、
ス
ペ
ー
ス
・運
動
・音
・観
点
等
と
い
う
固
有
受
容
的
な

（pro
p
rio

cep
tive

）概
念
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。「
身
体
化
さ
れ
た
経
験
（em

bodied experience

）は
、
そ
の
経
験
を
仲
介
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
変
容
さ
せ
る
の
で
あ

り
、
そ
の
逆
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
」（Graham

, 2
0
0
2
: 1

89

）か
ら
、『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
身
体
の
消
失
と
い
う
よ
り
、
身
体
の〈
合
成
〉と
し
て
考

え
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
象
徴
で
あ
る
肉
体
か
ら
離
脱
し
た
主
体
は
、
身
体
に
よ
っ
て
有
標
性
を
持
ち
、
自
ら
の
肉
体
を
忘
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

〈
別
の
主
体
性
〉が
掲
げ
る
問
題
を
認
識
し
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
及
び
人
種
の
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
指
摘
す
る
運
動
が
行
っ
た
批
判
に
よ
っ
て
、
身
体
は
主
体
性
の
核
と
し
て

再
び
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
運
動
あ
る
い
は
理
論
が
主
張
す
る
身
体
は
、
閉
鎖
系
、
ま
た
は
完
成
形
で
は
な
く
、
経
験
、
力
、
文
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
等

の
流
れ
の〈
交
差
点
〉に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
主
体
は
、
自
ら
の
経
験
、
そ
し
て
そ
の
対
象
及
び
他
者
と
の
接
触
を
通
じ
て
常
に〈
構
築
さ
れ
つ
つ
〉あ
る
。 

 

第
二
部
の
作
品
分
析
で
は
、
生
と
死
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
通
じ
て
、
他
者
と
の「
出
会
い
」が
概
念
化
さ
れ
る
二
通
り
の
道
筋
を
読
み
解
い
た
。 

そ
れ
ら
は
共
に
、「
現
実
世

界
的
に
な
る
」（
ハ
ラ
ウ
ェ
イ『
犬
と
人
が
出
会
う
と
き
』
一
〇
頁
）方
法
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
主
体
の
統
一
性
及
び
安
定
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
も―

―

エ
ロ
ス
か
タ
ナ
ト
ス

―
―

、「
世
界
に
お
け
る
（へ
の
）存
在
」と
な
る
主
体
を
提
示
し
て
い
る
。
死
と
無
生
命
の
モ
チ
ー
フ
は
、
既
に『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』に
も
描
か
れ
て
い
た
。
石
板
に
変
化
さ
せ

ら
れ
た
生
物
の
集
ま
り
で
あ
る
宇
宙
オ
ル
ガ
ン
は
、
生
命
体
の「
無
生
命
へ回
帰
」（
フ
ロ
イ
ト「
快
原
理
」九
二
頁
）、
そ
し
て
世
界
に
存
在
す
る
も
の
と
音
楽
と
の
間
の
相
互
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作
用
・伝
達
を
表
象
す
る
死
の
あ
り
方
を
示
す
。
こ
の
音
楽
は
世
界
の
表
象
と
し
て
、
第
四
章
に
お
け
る「
現
実
世
界
的
に
な
る
」過
程
と
も
関
連
付
け
ら
れ
る
。
第
五
章
で

は
、
他
者
に
侵
入
あ
る
い
は
感
染
さ
れ
、〈
音
楽
／
現
実
世
界
的
に
な
る
〉こ
と
を〈
自
ら
の
消
失
〉と
し
て
把
握
す
る
と
き
、
主
体
は
死
の
モ
チ
ー
フ
と
共
に
描
か
れ
る
場
合

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
死
そ
の
も
の
を
可
能
に
す
る
の
は
身
体
で
あ
る
。
す
る
と
、〈
無
生
命
に
な
る
〉こ
と
は
ま
た〈
現
実
世
界
的
に
な
る
〉こ
と
で
も
あ

り
、
結
局
は
生
命
の
物
質
性
／
身
体
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

一
連
の
作
品
分
析
の
観
点
と
成
果
を
今
一
度
俯
瞰
す
る
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。
第
一
部
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
身
体
性
の
相
互
的
影
響
関
係
が
議
論
の
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
作
品
群
は
、
身
体
が
概
念
化
さ
れ
る
と
き
の
展
開
に
お
い
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
直
接
的
に
関
連
す
る
三
つ
の
段
階
を
描
き
出
し
て
い
た
。
音
楽
の
公
衆
放
送
技
術

に
よ
る
身
体
の
機
械
化
に
始
ま
り
、
音
を
記
憶
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
人
間
の
頭
脳
を
応
用
す
る
技
術
へと
発
展
し
た
。
最
終
的
に
は
、
そ
こ
ま
で
の
技
術
と
身
体
に

か
か
わ
る
認
識
論
的
変
容
過
程
の
終
着
点
を
み
た
。
既
に
曖
昧
と
な
っ
て
い
た
人
間
の
有
機
的
身
体
と
機
械
の
概
念
的
境
界
線
が
完
全
に
消
失
し
、
音
楽
を
め
ぐ
る
技
術

の
あ
り
方
は
後
期
資
本
主
義
と
い
う
特
定
な
社
会
制
度
下
に
お
い
て
、
脱
歴
史
的
な
身
体
性
の
概
念
と
一
致
す
る
状
態
に
達
し
て
い
た
。
技
術
が
身
体
を
規
定
し
、
身
体
は

技
術
を
規
定
す
る
。
音
楽
は
そ
の
両
過
程
が
発
生
す
る〈
場
〉を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
そ
の〈
場
〉が
音
楽
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
一
部
で
扱

っ
た
作
品
群
の
な
か
で
、
人
間
と
い
う
衝
突
点
に
お
い
て
音
・身
体
・技
術
が
相
互
的
に
影
響
を
与
え
合
う
構
造
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
人
間
と
機
械
の
接
触

は
人
間
性
の
概
念
自
体
を
問
題
化
す
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
機
械
的
象
徴
は
他
者
と
の
接
触
、
そ
し
て
人
間
社
会
の
限
界
を
超
え
る
可
能
性
を
提
供
し
な
が
ら
、
同

時
に
人
間
性
の
破
滅
危
機
を
表
す
も
の
で
も
あ
る
。
第
二
部
で
は
、
こ
の
人
間
性
と
い
う
概
念
の
輪
郭
に
着
目
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
依
然
と
し
て
音
楽
が
他
者
と
の
接
触

機
会
を
創
出
す
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
第
一
部
と
変
わ
り
な
い
が
、
第
二
部
の
作
品
群
で
は
こ
の
他
者
は
機
械
で
は
な
く
、
動
物
や
エ
イ
リ
ア
ン
と
い
う
形
態
で
観
察
さ
れ

た
。
描
き
出
さ
れ
て
い
た
の
は
、
肯
定
と
否
定
、
超
越
と
全
滅
、
す
な
わ
ち
生
と
死
の
象
徴
を
通
じ
て
描
か
れ
る
接
触
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
人
間
が
音
を
通
じ
て
他
の
生
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き
物
や
環
境
と
従
来
と
は
異
な
る
関
係
を
築
く
こ
と
の
可
能
性
で
あ
っ
た
。
肯
定
的
な
、
自
己
超
越
の
機
会
と
い
う
意
味
で
の
自
己
と
他
者
と
の
境
界
撤
廃
が
可
能
で
あ
る

一
方
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
解
体
す
る
接
触
の
あ
り
方
は
、
時
に
主
体
性
の
喪
失
を
招
き
得
る
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、
死
の
恐
怖
で
あ
る
。
第
二
部
の
作
品
群
で
は
最
終

的
に
、
生
お
よ
び
死
の
欲
動
を
通
じ
て
、
生
と
死
を
矛
盾
し
た
二
項
で
は
な
く
、
常
に
他
者
と
の
接
触
への
欲
動
を
表
す
も
の
と
捉
え
る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
い
た
。 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ
ナ
ー
に
よ
る
と
、
音
／
聴
覚
か
ら
考
え
ら
れ
た〈
主
体
〉は「
点
で
は
な
く
、
膜
と
し
て
」、「
声
、
音
と
音
楽
が
通
過
す
る
経
路
」と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
主

体
で
あ
る
（Co

nn
o
r, 20

0
4
: 57

）。
音
楽―

―

象
徴
と
し
て
の
音
楽
及
び〈
音
楽
そ
の
も
の
〉―

―

は
、
音
の
物
質
性
に
基
づ
い
た〈
出
会
い
〉の
領
域
を
提
供
す
る
。「
あ
ら
ゆ

る
音
楽
、
音
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
化
は
、
共
同
体
や
総
体
性
を
創
造
」（
ア
タ
リ『
ノ
イ
ズ
』
一
二
頁
）す
る
。
人
間
の
声
、
楽
器
、
音
響
機
器
、
動
物
、
エ
イ
リ
ア
ン
、
都
市
や
宇

宙
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
等
か
ら
出
現
す
る
音
楽
は
、
身
体
に
対
し
て
、
揺
さ
ぶ
り
、
移
動
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
への
接
続
、
激
突
と
分
離
、
組
織
化
と
破
壊
な
ど
、
種
々
の
機
会

を
も
た
ら
す
〈
出
会
い
〉で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
接
触
は
物
質
性
を
伴
っ
た
苦
闘
か
ら
起
ち
あ
が
る
。
ホ
ジ
ュ
キ
ン
ソ
ン
に
よ
る
と
音
楽
は
、
同
時
に
行
わ
れ
る
傾
聴
と
創
造

の
相
互
的
な
連
続
の
成
果
で
あ
る
（Ho

d
gkin

so
n
, 2

01
6
: 1

31

）。
す
な
わ
ち
、
音
楽
は「
自
ら
を
聴
い
た
音
」
（Hodgkinson, 2016: 131

）で
あ
る
た
め
に
、
自
ら
の
他
者

性
を
表
す
の
で
あ
る
。「
傾
聴
の
累
積
的
な
密
度
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
音
に
対
す
る
刻
印
は
、
出
現
し
発
達
し
つ
つ
あ
る
主
体
性
を
描
き
出
す
」（Hodgkinson, 2016: 

1
3
1

）。
そ
し
て
音
楽
への
傾
聴
に
よ
っ
て「
選
択
、
決
断
、
移
動
、
退
却
、
躊
躇
す
る
知
性
の
音
響
的
存
在
」（Hodgkinson, 2016: 131

）を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
音
楽
は
前
述
の
よ
う
な〈
出
会
い
〉の
効
果
的
な
発
生
領
域
と
な
り
得
る
。「
接
触
で
き
る
音
楽
に
刻
ま
れ
た
主
体
性
は
、
他
者
と
し
て
接
触
可
能
な
準
備
が
整
っ
て
い

る
」
（Ho

d
gkin

so
n
, 20

1
6
: 1

53

）
の
で
あ
る
。
日
本
の
Ｓ
Ｆ
文
学
の
領
域
で
展
開
し
た
一
連
の
発
想
は
、
人
間
性
を
否
定
さ
れ
た
主
体
と
い
う
意
味
で
の〈
非
人
間
〉だ
け
で

は
な
く
、
実
際
の〈
非
人
間
〉そ
の
も
の
を
検
討
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
あ
ら
ゆ
る
相
違
の
軸
か
ら
現
わ
れ
、
常
に〈
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
〉主
体
性
の
提
起

で
あ
る
。
音
楽
は
、
こ
れ
ら
の
文
学
作
品
に
対
し
て
、
自
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
傾
向
（Barry, 2017
を
参
照
）、
内
在
的
な
他
者
性
、〈
情
動
的
同
盟
〉を
創
造
す
る
力
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（Gro
ssb

erg, 1
9
9
7
: 2

0
, 31

）に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
身
体
と
身
体
を
繋
げ
、
空
間
に
位
置
づ
け
る
力

1

に
よ
っ
て
、
主
体
性
と
他
者
性
を
再
考
察
す
る
場
を
提
供
し
て
い
る

の
で
あ
る
。 

 

二
、
ス
ペ
ー
ス
を
創
造
す
る
音―

―

今
後
の
展
望 

  

本
稿
で
言
及
し
た
も
の
も
含
め
、
音
／
音
楽
に
ま
つ
わ
る
作
品
が
他
者
性
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
出
会
い
と
い
っ
た
主
題
を
頻
繁
に
取
り
上
げ
る
要
因
は
、
音
か
ら
考
え
ら

れ
た
主
体
が
、
身
体
を
持
ち
、
特
定
の
ス
ペ
ー
ス
に〈
住
ま
う
〉か
ら
で
あ
ろ
う
。
で
あ
ろ
う
。
ル
イ
ス
・シ
ャ
イ
ナ
ー
の『
グ
リ
ン
プ
ス
』（一
九
九
三
年
）の
主
人
公
と
同
様
に
、
音

楽
は
他
者
の
内
部
と
共
に
、
違
う
時
代
、
国
、
環
境
に
触
れ
る
機
会
、
つ
ま
り
は〈
出
会
い
〉の
装
置
と
な
る
。
本
稿
は
、
身
体
を
軸
と
し
、
文
学
作
品
に
描
か
れ
た
音
が
い
か

に
し
て
登
場
人
物
の
主
体
性
・他
者
性
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
や
解
体
、
そ
し
て
再
構
築
を
促
す
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

な
お
、
本
研
究
を
計
画
し
た
当
初
は
本
稿
に
第
三
部
を
設
定
し
て
い
た
。
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
第
三
部
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
及
び
無
機
体
の
他
者
（第
一
部
）と
有
機
体
の
他

者
（
第
二
部
）と
の
相
互
関
係
を
検
討
し
た
上
、 

広
瀬
正
の『
ツ
イ
ス
』（一
九
七
一
年
）古
川
日
出
男
の『
沈
黙
』（一
九
九
九
年
）、
オ
キ
シ
タ
ケ
ヒ
コ
の『
波
の
手
紙
が
響
く

と
き
』
（二
〇
一
五
年
）
、
宮
内
悠
介
の『
ア
メ
リ
カ
最
後
の
実
験
』（二
〇
一
六
年
）な
ど
を
分
析
し
、
身
体
が
居
住
す
る
環
境
／
ス
ペ
ー
ス
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
予
定
で
あ

っ
た
。
環
境
を
構
成
す
る
音
（
広
瀬
『
ツ
ィ
ス
』）、
録
音
の
編
集
に
よ
る
虚
構
的
な〈
空
間
〉
（古
川『
沈
黙
』）、
音
を
通
じ
て
世
界
を〈
見
る
〉
（
オ
キ
シ「
エ
コ
ー
の
中
で
も
う
一

度
」『
波
の
手
紙
が
響
く
と
き
』）、〈
心
の
老
い
〉を
表
す
音
楽
の
喪
失
（宮
内『
ア
メ
リ
カ
最
後
の
実
験
』）2

と
い
う
主
題
を
提
示
す
る
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
多
角
的
に
、
音
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か
ら
出
現
す
る
、
あ
る
い
は
音
か
ら
創
造
／
想
像
さ
せ
る「
ス
ペ
ー
ス
」を
問
題
に
し
て
い
る
。 

 

『
世
界
は
音―

―

ナ
ー
ダ
・
ブ
ラ
フ
マ
ー
』
（一
九
八
三
年
）の
前
書
き
で
、
物
理
学
者
の
フ
リ
ッ
チ
ョ
フ
・カ
プ
ラ
は「
旋
律
の
本
質
は
、
そ
の
旋
律
を
構
成
す
る
音
そ
の
も
の
に

は
な
い
。
音
と
音
の
関
係
、
音
程
、
周
波
数
と
律
動
に
あ
る
。
弦
が
振
動
さ
せ
ら
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
一
つ
の
音
だ
け
を
聴
く
わ
け
で
は
な
い
、
そ
の
倍
音
も
聞
こ
え
る―

―

総
体
と
し
て
の
音
階
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
」
（Cap

ra, 1
9
9
1: xii

）と
述
べ
て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
構
成
／
創
造
は
、
本
稿
の
焦
点
で
あ
る
音
と
そ
の
周
辺
要
素
と
の
相
互
関

連
性
の
も
う
ひ
と
つ
の
顕
現
と
な
る
で
あ
ろ
う
。「
各
音
は
他
の
音
を
伴
う
」（Capra, 1991: xii.

）、
そ
し
て
そ
の
総
体
が
ス
ペ
ー
ス
に
居
住
す
る
。
今
後
は
そ
の
ス
ペ
ー
ス
に

焦
点
を
当
て
る
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
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注 （
1
） 

詳
細
は
本
稿
序
論
を
参
照
。 

（
2
） 

こ
こ
に
現
れ
る〈
終
末
世
界
〉
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
第
三
章
に
て
検
討
し
た
、『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』
に
お
け
る〈
脱
歴
史
の
世
界
〉
の
イ
メ
ー
ジ
と
類
似
し
て
い

る
。「
夢
を
見
る
能
力
」
（
一
四
〇
頁
）
が
奪
わ
れ
た『
ア
メ
リ
カ
最
後
の
実
験
』
の
作
品
世
界
は
、『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・バ
ッ
プ
』
の
芸
術
的
革
新
が
停
滞
し
て
い
る
世

界
と
同
様
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
へ
の
意
欲
が
失
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
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後
記 

 

本
稿
に
は
既
発
表
の
公
刊
論
文
及
び
学
会
発
表
が
含
ま
れ
て
い
る
。
初
出
と
表
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

第
一
章 

「"Is ou
r in

su
rrectio

n
 again

st th
is go

vern
m

ent": B
odies and R

epression in "T
he M

usic B
ath at 1800 hours"

」, O
rganic S

ystem
s: 

E
n
viro

nm
en

ts, B
od

ies an
d
 C

u
ltu

res in
 Science F

iction
. C

entre for C
ontem

porary L
iterature, B

irkbeck, U
niversity of L

ondon, 

二
〇
一
七
年

九
月
一
六
日
（
口
頭
発
表
） 

「
海
野
十
三
「
十
八
時
の
音
楽
浴
」
に
お
け
る
音
楽―

―

科
学
技
術
と
身
体
の
機
械
化
」『
論
究
日
本
文
学
』第
一
一
一
号
二
〇
一
九
年
一
二
月
号
、
六
三
～
七

六
頁
。 

第
四
章 

「
動
物
に
な
る
こ
と
、
音
楽
に
な
る
こ
と―

―

古
川
日
出
男『M

U
S
IC
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潮
社
。 

難
波
弘
之
「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ロ
ッ
ク
」『
鍵
盤
帝
国
の
劇
襲
』
（初
出
一
九
八
四
年
一
二
月
の『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』）一
九
九
一
年
、
早
川
書
房
。 

―
―

―
―

「
〝
音
楽
Ｓ
Ｆ
〟
は
存
在
し
な
い
」『
文
学
』第
八
巻
・第
四
号
二
〇
〇
七
年
七
月
、
一
六
三
～
一
七
一
頁
。 
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野
田
昌
宏
「
野
田
昌
宏
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
⑥ 

知
ら
な
か
っ
た
！
ハ
イ
ド
ン
に〈
月
の
世
界
〉な
ん
て
Ｓ
Ｆ
オ
ペ
ラ
が
あ
る
な
ん
て
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇

年
四
月
号
、
一
二
四
～
一
二
七
頁
。 

―
―

―
―

「
野
田
昌
宏
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
⑧ 

我
が
青
春
の〈
惑
星
〉そ
し
て
い
ま〈
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
〉」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
六
月
、
一
二
四

～
一
二
七
頁
。 

ノ
ー
バ
ー
ト
・ウ
ィ
ー
ナ
ー
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス―

―

動
物
と
機
械
に
お
け
る
制
御
と
通
信
』池
原
止
戈
夫
・
彌
永
昌
吉
・室
賀
三
郎
・戸
田
巌
訳
、
二
〇
一
四
年
（初
一
九

四
八
年
／
一
九
六
一
年
）
岩
波
書
店
。 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

『
人
間
機
械
論―

―
人
間
の
人
間
的
な
利
用
』鎮
目
恭
夫
・池
原
止
戈
夫
訳
、
二
〇
一
九
年
（原
著
一
九
五
四
年
）、
み
す
ず
書
房
。 

林
光
「
音
楽
配
分
委
員
会
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
一
年
三
月
、
一
四
五
～
一
四
七
頁
、
早
川
書
房
。 

ハ
ン
ナ
・ア
ー
レ
ン
ト『
全
体
主
義
の
起
原 

三
』
大
久
保
和
郎
、
大
島
か
お
り
共
訳
、
一
九
七
四
年
（
ド
イ
ツ
語
原
版
一
九
五
一
年
）、
み
す
ず
書
房
。 

福
島
亮
大
「
幻
想
の
自
然
」
」『
ユ
リ
イ
カ
』二
〇
〇
六
年
八
月
、
二
〇
〇
～
二
〇
八
頁
、
青
土
社
。 

藤
高
和
輝
「
Ｊ
・
バ
ト
ラ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
も
う
ひ
と
つ
の
系
譜
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
＆
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
： 

国
際
基
督
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』 

一
二
号
、
二
〇
一
七
年
、 

一
八
三
～
二
〇
四
頁
。 

古
川
日
出
男『M

U
S
IC

』
、
二
〇
一
二
年
（原
著
二
〇
一
〇
年
）、
新
潮
社
。 
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フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン『
未
来
の
考
古
学 

Ⅰ 

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
名
の
欲
望
』秦
邦
生
訳
、
二
〇
一
一
年
（原
著
二
〇
〇
五
年
）、
作
品
社
。 

ブ
ル
ー
ス
・ス
タ
ー
リ
ン
グ『
ミ
ラ
ー
シ
ェ
イ
ド
』
小
川
隆
訳
、
一
九
八
八
年
、
早
川
書
房
。 

マ
ー
ク
・フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム―

―

「
こ
の
道
し
か
な
い
」の
か
』セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ロ
イ
及
び
河
南
瑠
莉
訳
、
二
〇
一
八
年
（原
著
二
〇
〇
九
年
）堀
之
内
出

版
。 

マ
レ
ー
・
シ
ャ
ナ
ハ
ン『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ―

―

人
工
知
能
か
ら
超
知
能
へ』ド
ミ
ニ
ク
・チ
ェ
ン
監
訳
、
ヨ
ー
ズ
ン
・チ
ェ
ン
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・チ
ェ
ン
訳
。
二
〇
一
六
年
（原
著
二
〇
一

五
）
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
。 

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー『
監
獄
の
誕
生―

―

監
視
と
処
罰
』
田
村
俶
訳
、
一
九
七
七
年
、
新
潮
社
。 

―
―

―
―

―
―

―

『
性
の
歴
史
（
１
）―

―

知
へ
の
意
志
』
渡
辺
守
章
訳
、
一
九
八
六
年
、
新
潮
社
。 

南
田
勝
也
「
パ
ン
ク
の
精
神
性
と
地
域
性
」
、
井
上
貴
子
編
『
日
本
で
ロ
ッ
ク
が
熱
か
っ
た
こ
ろ
』二
〇
〇
九
年
、
一
四
三
～
一
七
〇
頁
、
青
弓
社
。 

ミ
ハ
イ
ル
・バ
フ
チ
ン『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
の
作
品
と
中
世
・ル
ネ
サ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』 

宮
野
由
梨
香「
Ｓ
Ｆ
と
音
楽
と
映
像
・門
倉
純
一
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」『SF

 P
rologue W

ave
』、
二
〇
一
二
年
一
二
月
五
日
。
（二
〇
二
一
年
九
月
四
日
参
照
）

h
ttp

:/
/
p
ro

loguew
ave.com

/
arch

ives/
26

8
2 
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モ
ー
リ
ス
・メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ『
行
動
の
構
造
〈
上
〉
』
滝
浦
静
雄
・木
田
元
訳
、
二
〇
一
四
年
（原
著
一
九
四
二
年
）、
み
す
ず
書
房
。 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

『
知
覚
の
現
象
学
』中
島
盛
夫
訳
、
二
〇
一
五
年
（初
版
一
九
八
二
年
、
原
著
一
九
四
五
年
）、
法
政
大
学
出
版
局
。 

ヤ
ー
コ
プ
・フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル『
生
物
か
ら
見
た
世
界
』
日
高
敏
隆
・野
田
保
之
訳
、
一
九
九
五
年
（原
著
一
九
三
四
年
）、
新
思
索
社
。 

山
住
正
己
「
解
説
」
、
伊
沢
修
二
、
山
住
正
己
『
洋
楽
事
始―

―

音
楽
取
調
成
績
申
報
書
』
、
一
九
七
一
年
、
平
凡
社
。 

山
本
亮
介
『
小
説
は
還
流
す
る―

―
漱
石
と
鷗
外
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
音
楽
』二
〇
一
〇
年
、
水
声
社
。 

山
本
武『
20
世
紀
日
本
怪
異
文
学
誌―

―

ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
文
学
考―

―

』二
〇
〇
三
年
、
有
楽
出
版
社
。 

吉
川
英
史
『
日
本
音
楽
の
歴
史
』
一
九
八
六
年
（
初
出
一
九
六
五
年
）、
創
元
社
。 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン『
哲
学
探
究
』
岡
沢
静
也
訳
、
二
〇
一
三
年
（原
著
一
九
五
三
年
、
本
版
初
出
二
〇
〇
三
年
）、
岩
波
書
店
。 

レ
イ
・カ
ー
ツ
ワ
イ
ル『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
は
近
い―

―

人
類
が
生
命
を
超
越
す
る
と
き
』井
上
健
監
訳
、
小
野
木
明
恵
・野
中
香
方
子
・福
田
実
訳
、
二
〇
一
六
年
（原
著
二

〇
〇
五
年
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
。 

ロ
バ
ー
ト
・Ａ
・ハ
イ
ン
ラ
イ
ン『
人
形
つ
か
い
』
福
島
正
美
訳
、
二
〇
一
四
年
（初
一
九
五
一
年
）、
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
。 

渡
邊
利
道
「
独
身
者
た
ち
の
宴
上
田
早
タ
里
『
華
竜
の
宮
』
論
」、『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
二
年
五
月
号
、
二
三
六
～
二
七
三
頁
。
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付
録
一 

音
ま
た
は
音
楽
に
関
連
の
あ
る
作
品
目
録 

 

※
日
本
の
Ｓ
Ｆ
環
境
に
お
い
て
、
日
本
語
で
出
版
さ
れ
た
作
品
に
限
ら
れ
る
（外
国
語
か
ら
の
翻
訳
作
品
も
含
む
）。
音
あ
る
い
は
音
楽
と
の
関
連
の
度
合
は
作
品
毎
に
大
き

く
幅
が
あ
る
。
出
版
時
期
の
順
に
掲
載
し
て
い
る
。 

 

海
野
十
三
「
十
八
時
の
音
楽
浴
」『
モ
ダ
ン
日
本
』
、
一
九
三
七
年
四
月
号 

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン「
巨
匠
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
〇
年
七
月
、
一
一
一
～
一
一
六
頁
（Herbert G

oldstone "V
irtuoso" , 1953

） 

Ｒ
・
Ｅ
・
バ
ン
ク
ス「
共
鳴
音
波
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
〇
年
七
月
、
九
三
～
一
〇
一
頁
（Raym

ond E
. B

anks "N
atural F

requency", 1959
) 

Ｒ
・
Ａ
・ハ
イ
ン
ラ
イ
ン「
猿
は
歌
わ
な
い
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
〇
年
一
一
月
、
一
二
二
～
一
四
三
頁
（R.A

. H
einlein "Jerry W

as a M
an", 1947

） 

ア
イ
ザ
ッ
ク
・ア
シ
モ
フ「
歌
う
鐘
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
一
年
八
月
、
一
三
六
～
一
五
〇
頁
（Isaac A

sim
ov, "T

he S
inging B

ell", 1955

） 

ジ
ョ
ン
・Ｐ
・マ
ク
ナ
イ
ト「
小
鳥
の
歌
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
二
年
二
月
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁
（John P

. M
cK

night "B
ird T

alk", 1953

） 

光
瀬
龍「
ボ
レ
ロ
１
９
９
１
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
二
年
七
月
、
一
三
九
～
一
五
一
頁 
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レ
イ
・ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ「
泣
き
叫
ぶ
女
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
二
年
八
月 

臨
時
増
刊
、
一
九
～
三
一
頁
（Ray B

radbury "T
he S

cream
ing W

om
an", 1951

） 

星
新
一「
夜
の
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
二
年
八
月 

臨
時
増
刊
、
七
二
～
七
八
頁 

星
新
一「
夜
の
流
れ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
三
年
二
月
、
五
三
～
五
九
頁 

ア
ー
サ
ー
・Ｃ
・ク
ラ
ー
ク「
み
な
さ
ん
、
お
静
か
に
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
三
年
四
月
、
一
三
九
～
一
四
八
頁
（Arthur C

. C
larke "Silence P

lease", 1950

） 

光
瀬
龍「
カ
ビ
リ
ア
４
０
１
６
年
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
三
年
六
月
、
一
二
一
～
一
三
四
頁 

ア
イ
ド
リ
ス
・
シ
ー
ブ
ラ
イ
ト「
聞
こ
え
て
く
る
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
三
年
六
月
、
一
一
～
一
八
頁
（Idris S

eabright "T
he L

istening C
hild", 1952

） 

ポ
ー
ル
・ア
ン
ダ
ー
ス
ン「
シ
ル
チ
ス
の
決
闘
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
四
年
三
月
、
三
一
～
四
四
頁
（Poul A

nd
erson "D

uel on S
yrtis", 1951

） 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・Ｈ
・ホ
ジ
ス
ン「
闇
の
囁
い
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
四
年
八
月 

臨
時
増
刊
、
一
一
〇
～
一
二
二
頁
（William

 H
ope H

odgson "T
he noise in the night", 

1
9
0
8

） 

レ
イ
モ
ン
ド
・Ｆ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ「
騒
音
レ
ベ
ル
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
四
年
一
一
月
、
三
四
～
六
六
頁
（Raym

on
d F

. Jones "N
oise L

evel", 1952

） 

高
橋
泰
邦
「
海
底
の
歌
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
五
年
一
月
、
七
六
～
九
〇
頁 

ア
ー
サ
ー
・Ｃ
・ク
ラ
ー
ク「
遙
か
な
地
球
の
歌
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
五
年
二
月
、
二
七
～
四
九
頁
（ A

rthu
r C

. C
larke "T

he S
ongs of D

istant E
arth", 1958

）  
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コ
ン
ラ
ッ
ド
・
リ
ク
タ
ー「
不
吉
な
旅
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
五
年
一
一
月
、
一
一
～
二
四
頁
（Conrad R

ichter "Sinister Journey", 1953

） 

ヘ
ン
リ
イ
・カ
ッ
ト
ナ
ー「
節
日
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
六
年
三
月
、
八
〇
～
九
〇
頁
（Henry K

uttner "Y
ear D

ay", 1953

） 

Ｊ
・Ｇ
・バ
ラ
ー
ド「
時
の
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
六
年
五
月
、
一
四
六
～
一
八
〇
頁
（J.G

. B
allard "T

he V
oices of T

im
e", 1960

） 

レ
イ
・ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ「
静
寂
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
六
年
一
二
月
、
一
一
八
～
一
二
〇
頁
（Ray B

radbury "T
he S

ilence", 1949

） 

ト
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン「
オ
ペ
ラ
作
戦
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
七
年
一
〇
月
、
六
五
～
七
五
頁
（Tom

 G
odw

in "O
peration O

pera", 1956

） 

矢
野
徹「
貝
殻
の
歌
が
聞
こ
え
る
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
八
年
二
月
、
二
二
一
～
二
二
九
頁 

フ
レ
ッ
ド
・ホ
イ
ル「
１
０
月
１
日
で
は
遅
す
ぎ
る 

１
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
二
月
、
二
七
六
～
三
一
三
頁
（Fred H

oyle ‶O
ctober the F

irst is T
oo L

ate‶, 

1
9
6
6

） 

フ
レ
ッ
ド
・ホ
イ
ル「
１
０
月
１
日
で
は
遅
す
ぎ
る 

２
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
三
月
、
一
七
五
～
二
〇
一
頁
（Fred H

oyle ‶O
ctober the F

irst is T
oo L

ate‶, 

1
9
6
6

） 

フ
レ
ッ
ド
・ホ
イ
ル「
１
０
月
１
日
で
は
遅
す
ぎ
る 

３
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
四
月
、
一
七
二
～
二
〇
一
頁
（Fred H

oyle ‶O
ctober the F

irst is T
oo L

ate‶, 

1
9
6
6

） 
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フ
レ
ッ
ド
・ホ
イ
ル「
１
０
月
１
日
で
は
遅
す
ぎ
る 

４
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
五
月
、
一
六
五
～
二
〇
一
頁
（Fred H

oyle ‶O
ctober the F

irst is T
oo L

ate‶, 

1
9
6
6

） 

豊
田
有
恒
「
渡
り
廊
下
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
九
月
、
九
八
～
一
〇
六
頁 

Ｊ
・Ａ
・マ
イ
ヤ
ー
「
小
惑
星
帯
の
う
た
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
九
月
臨
時
増
刊
、
一
二
二
～
一
三
九
頁
（J.A

. M
eyer

、"T
he M

auki C
hant", 1951

） 

小
倉
満
寿
夫「
合
成
音
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
八
年
九
月
臨
時
増
刊
、
一
七
五
～
一
七
六
頁 

フ
レ
ッ
ド
・
セ
イ
バ
ー
ヘ
ー
ゲ
ン「
星
の
オ
ル
フ
ェ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
〇
年
六
月
、
一
四
七
～
一
五
六
頁
（Fred S

aberhagen "Starsong", 1968

） 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.1

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
〇
年
一
〇
月
、
一
七
～
三
六
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.2

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
〇
年
一
一
月
、
一
七
～
三
〇
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.3

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
〇
年
一
二
月
、
一
二
九
～
一
四
三
頁 

山
野
浩
一
「
ロ
ッ
ク
で
い
こ
う
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
七
一
年
一
月
、
七
一
～
八
四
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.4

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
一
月
、
一
七
～
二
九
頁 

石
川
喬
司
「
自
由
の
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
二
月
、
一
〇
一
～
一
一
〇
頁 
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筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.5

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
二
月
、
二
二
五
～
二
三
六
頁 

ヴ
ラ
ド
レ
ン
・
Ｅ
・バ
フ
ノ
フ「
『
オ
ー
！
』に
ご
注
意
を
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
三
月
、
四
六
～
五
三
頁
（Вл

ад
л
ен

 В
ах

н
о
в

［Vladlen B
akhnov

］ " В
Н

И
М

А
Н

И
Е

: 

А
Х

И
! 

［Vn
im

an
ie: A

kh
i!

］", 1
9
7
0

） 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.6

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
三
月
、
一
二
九
～
一
三
九
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.7

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
四
月
、
一
〇
二
～
一
一
二
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.8

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
五
月
、
一
二
九
～
一
四
〇
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.9

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
六
月
、
一
二
九
～
一
三
九
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.1

0

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
七
月
、
一
二
九
～
一
四
二
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.1

1

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
八
月
、
一
二
九
～
一
四
一
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

N
o
.1

2

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
九
月
、
一
二
九
～
一
四
三
頁 

筒
井
康
隆
「
脱
走
と
追
跡
の
サ
ン
バ 

最
終
回
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
一
〇
月
、
一
七
～
三
一
頁 

広
瀬
正『
ツ
ィ
ス
』一
九
七
一
年
、
河
出
書
房
新
社 
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河
野
典
生
「
子
供
の
情
景―

―

シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
小
曲
集
、
標
題
に
よ
る
１
３
の
幻
想
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
二
年
二
月
、
六
一
～
七
五 

チ
ャ
ド
・
オ
リ
ヴ
ァ
ー
「
帰
れ
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
へ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
二
年
三
月
、
四
八
～
五
八
頁
（Chad O

liver "D
id

n't H
e R

am
ble", 1957

） 

フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
イ
バ
ー
「
ラ
ン
・
チ
チ
・
チ
チ
・
タ
ン
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
二
年
七
月
、
一
二
九
～
一
四
一
頁
（Fritz L

eiber "R
U

M
P
-T

IT
T

Y
-T

IT
T

Y
-T

U
M

-T
A

H
-

T
E
E
", 19

5
8

） 

筒
井
康
隆
「
デ
マ
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
三
年
二
月
、
二
二
九
～
二
四
六
頁 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・I

・
シ
ャ
リ
モ
フ「
接
触
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
四
年
一
月
、
八
九
～
一
〇
九
頁
（Ал

ек
сан

д
р

 И
. Ш

ал
и

м
о

в 

［Aleksandr I. Shalim
ov

］ 

С
Т

Р
А

Н
Н

Ы
Й

 М
И

Р
 

［Stran
nyj M

ir

］, 1
97

2

） 

田
中
光
二
「
わ
が
赴
く
は
蒼
き
大
地(

上)

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
四
年
二
月
、
二
九
七
～
三
二
九
頁 

田
中
光
二
「
わ
が
赴
く
は
蒼
き
大
地(

下)

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
四
年
三
月
、
二
〇
一
～
二
三
二
頁 

Ｊ
・Ｇ
・バ
ラ
ー
ド「
歌
う
彫
像
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
六
月
、
四
八
～
五
九
頁
（J.G

. B
allard "T

he S
inging Statues", 1962

） 

ゼ
ナ
・
ヘン
ダ―

ス
ン「
静
か
に
！
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
四
年
七
月
、
一
〇
～
一
九
頁
（Zenna H

enderson "H
ush!", 1953

） 

ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ッ
セ「
バ
イ
オ
リ
ン
の
弦
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
九
月
、
三
四
～
四
五
頁
（Henry H

asse "T
he V

iolin S
tring", 1961

） 
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フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
イ
バ
ー
「
ビ
ー
ト
村
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
五
年
八
月
、
九
八
～
一
一
二
頁
（Fritz L
eiber "T

he B
eat C

luster", 1961

） 

堀
晃
「
地
球
環
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
六
年
五
月
、
七
〇
～
八
四
頁 

レ
イ
・ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ「
火
星
の
笛
吹
き
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
六
年
七
月
、
一
三
二
～
一
四
五
頁
（Ray B

radbury "T
he P

iper", 1940

） 

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
Ｄ
・シ
マ
ッ
ク 「
鬼
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
六
年
一
一
月
、
七
〇
～
一
一
二
頁
（Clifford D

. S
im

ak "O
gre", 1944

） 

万
里
村
ゆ
き
子
「
鳥
た
ち
の
バ
ラ
ー
ド
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
六
年
一
二
月
、
一
六
二
～
一
六
五
頁 

鈴
木
い
づ
み「
涙
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
七
年
一
月
、
二
〇
四
～
二
一
五
頁 

萩
尾
望
都
「
音
楽
の
在
り
て
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
七
年
四
月
、
二
六
～
三
〇
頁 

ポ
ー
ル
・ア
ン
ダ
ー
ス
ン「
失
わ
れ
た
地
球
の
剣
士
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
七
年
四
月
、
一
七
六
～
二
三
一
頁
（Poul A

nderson "Sw
ordsm

an of L
ost T

erra", 1951

） 

リ
チ
ャ
ー
ド
・マ
シ
ス
ン「
シ
ョ
ッ
ク
・
ウ
エ
ー
ブ
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
七
年
六
月
、
一
八
九
～
二
〇
一
頁
（Richard M

atheson "Shock W
ave", 1963

） 

リ
チ
ャ
ー
ド
・マ
シ
ス
ン「
消
え
た
少
女
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
七
年
八
月
、
一
五
二
～
一
六
〇
頁 

エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン「
衛
星
チ
タ
ン
の〈
歌
い
鳥
〉
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
七
年
八
月
、
八
一
～
一
〇
三
頁
（Edm

ond H
am

ilton "H
arpers of T

itan", 1950

）  

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・ブ
リ
ッ
シ
ュ「
芸
術
作
品
」 『
奇
想
天
外
』一
九
七
七
年
九
月
、
一
五
九
～
一
七
四
頁
（Jam

es B
lish "A

 W
ork of A

rt, 1956

） 
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萩
尾
望
都
「
闇
夜
に
声
が
す
る
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
七
年
一
二
月
、
七
六
～
八
八
頁 

藤
原
金
象
「
ぼ
く
の
思
い
出
が
ほ
ん
と
う
な
ら
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
八
年
三
月
、
三
六
～
六
二
頁 

夢
枕
獏「
ね
こ
ひ
き
の
オ
ル
オ
ラ
ネ
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
八
年
六
月
、
二
八
～
四
一
頁 

栗
本
薫 

「
セ
イ
レ
ー
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
九
年
二
月
、
三
一
四
～
三
九
一
頁 

ス
パ
イ
ダ
ー
＆
ジ
ー
ン
・
ロ
ビ
ン
ス
ン「
ス
タ
ー
ダ
ン
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
九
年
四
月
、
一
六
八
～
一
九
二
、
二
〇
一-

二
三
一
頁
（Spider &

 Jeanne R
obinson 

"S
tardan

ce", 19
7
9

） 

神
林
長
平
「
狐
と
踊
れ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
九
年
九
月
、
七
八
～
一
一
一
頁 

か
ん
べ
む
さ
し「
サ
テ
ラ
イ
ト
Ｄ
Ｊ
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
九
年
九
月
、
六
五
～
七
八
頁 

新
井
素
子
「
グ
リ
ー
ン
・
レ
ク
イ
エ
ム
」『
奇
想
天
外
』
一
九
八
〇
年
九
月
、
九
～
五
七
頁 

ス
ー
ザ
ン
・Ｃ
・ピ
ー
ト
リ
イ「
琴
蜘
蛛
の
歌
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
一
二
月
、
一
五
四
～
一
六
七
頁
（Susan C

. P
etrey "Spidersong", 1980

） 

神
林
長
平
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
好
き
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
一
二
月
、
八
二
～
八
八
頁 

新
井
素
子
『
グ
リ
ー
ン
・
レ
ク
イ
エ
ム
』
一
九
八
〇
年
、
奇
想
天
外
社 
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筒
井
康
隆
「
ジ
ャ
ズ
大
名
」『
小
説
新
潮
』一
九
八
一
年
一
月
、
二
八
～
四
六
頁 

オ
ー
ス
ン
・
ス
コ
ッ
ト
・カ
ー
ド「
無
伴
奏
ソ
ナ
タ
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
一
年
七
月
、
九
四
～
一
一
一
頁
（Orson S

cott C
ard "U

naccom
panied S

onata", 1979

） 

筒
井
康
隆
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
言
語 

第
一
回
」『
奇
想
天
外
』
一
九
八
一
年
八
月
、
九
～
一
八
頁 

水
見
稜「
ジ
ギ―

・
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
一
年
九
月
、
一
六
六
～
一
七
九
頁 

筒
井
康
隆
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
言
語 

第
二
回
」『
奇
想
天
外
』
一
九
八
一
年
一
〇
月
、
九
～
二
〇
頁 

水
見
稜「
サ
ッ
ク
・フ
ル
・
オ
ブ
・ド
リ
ー
ム
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
一
一
月
、
一
三
七
～
一
五
八
頁 

山
田
ミ
ネ
コ「
真
夜
中
の
オ
ル
ガ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
一
二
月
、
一
二
一
～
一
三
六
頁 

鈴
木
い
づ
み「
カ
ラ
ッ
ポ
が
い
っ
ぱ
い
の
世
界
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
二
年
一
月
、
七
四
～
九
〇
頁 

た
か
く
ら
ゆ
き
、
加
藤
直
之「
竜
の
絃
①
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
二
月
、
一
七
七
～
一
八
三
頁 

た
か
く
ら
ゆ
き
、
加
藤
直
之「
竜
の
絃
②
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
三
月
、
一
一
三
～
一
一
九
頁 

た
か
く
ら
ゆ
き
、
加
藤
直
之「
竜
の
絃
③
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
四
月
、
一
一
三
～
一
一
九
頁 

た
か
く
ら
ゆ
き
、
加
藤
直
之「
竜
の
絃
④
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
五
月
、
一
一
三
～
一
一
九
頁 
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た
か
く
ら
ゆ
き
、
加
藤
直
之「
竜
の
絃
⑤
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
六
月
、
一
一
三
～
一
一
九
頁 

大
原
ま
り
子「
銀
河
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
歌
を
歌
っ
た
ク
ジ
ラ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
九
月
、
七
四
～
九
〇
頁 

ス
ヴ
ェ
ト
ス
ラ
フ
・
ス
ラ
フ
チ
ェ
フ「
呼
び
か
け
の
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
二
年
一
二
月
、
八
二
～
一
〇
六
頁 

鈴
木
い
づ
み『
恋
の
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
！
』一
九
八
二
年
、
早
川
書
房 

難
波
弘
之
「
わ
ら
し
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
三
年
一
月
、
一
四
四
～
一
六
九
頁 

ボ
ブ
・レ
マ
ン「
テ
ィ
ハ
ー
マ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
三
年
三
月
、
八
六
～
一
〇
五
頁
（Bob L

em
an "T

eham
a", 1981

） 

霜
月
空「
風
の
翼
に
の
せ
て
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
三
月
、
二
一
〇
～
二
二
五
頁 

難
波
弘
之
「
オ
フ
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
四
月
、
二
二
二
～
二
三
五
頁 

ノ
ー
マ
ン
・ス
ピ
ン
ラ
ッ
ド「
ビ
ッ
グ
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
三
年
六
月
、
二
四
八
～
二
七
〇
頁
（Norm

an Spinrad "T
he B

ig F
lash", 1969

） 

エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン「
衛
星
チ
タ
ン
の〈
歌
い
鳥
〉
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
七
月
臨
時
増
刊
、
一
四
四
～
一
六
八
頁 

ロ
イ
ド
・
ビ
ッ
グ
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア「
殺
人
に
音
楽
を
」『
ハ
ヤ
カ
ワ
ミ
ス
テ
リ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
一
一
月
（Lloyd B

iggle Jr. "M
usic to M

urder by", 1961

） 

梶
尾
真
治
「
煉
獄
夜
想
曲
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
八
月
、
八
八
～
九
八
頁 
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難
波
弘
之
「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ロ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
四
年
一
二
月
、
一
六
〇
～
一
八
〇
頁 

難
波
弘
之
「
奥
の
手
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
五
年
三
月
、
五
六
～
五
七
頁 

岬
兄
悟「
娘
の
音
階
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
五
年
三
月
、
五
八
～
六
〇
頁 

難
波
弘
之
『
飛
行
船
の
上
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
弾
き
』一
九
八
五
年
、
早
川
書
房 

タ
ニ
ス
・
リ
ー
「
報
わ
れ
た
笛
吹
き
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
六
年
五
月
臨
時
増
刊
、
二
〇
六
～
二
二
二
頁
（Tanith L

ee "P
aid P

iper", 1981

） 

Ｒ
・
Ａ
・
ラ
フ
ァ
テ
ィ「
昔
に
は
帰
れ
な
い
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
六
年
六
月
、
八
二
～
九
七
頁
（R.A

. L
afferty "Y

ou C
an't G

o B
ack", 1981

） 

綾
瀬
よ
し
か「
夜
中
に
録
音
し
て
は
い
け
な
い
理
由
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
六
年
八
月
、
一
一
〇
～
一
一
二
頁 

田
中
文
雄
「
猫
（ね
こ
お
じ
）恐
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
六
年
八
月
、
一
五
九
～
一
七
五
頁 

ル
イ
ス
・
シ
ャ
イ
ナ
ー「
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
六
年
一
一
月
（Lew

is Shiner "Jeff B
eck", 1986

） 

梶
尾
真
治
「
夢
の
神
々
結
社
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
六
年
一
二
月
、
三
二
～
四
九
頁 

森
下
一
仁
「
さ
い
Ｘ
Ｘ
ぱ
ん
く
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
七
年
二
月
、
二
四
七
～
二
五
〇
頁 

大
原
ま
り
子「
風
の
森
の
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
七
年
二
月
、
五
八
～
六
五
頁 
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神
林
長
平
「
こ
こ
に
い
る
よ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七
年
七
月
、
一
八
二
～
二
〇
七
頁 

中
井
紀
夫
「
山
の
上
の
交
響
楽
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七
年
一
〇
月
、
五
二
～
七
二
頁 

水
見
稜「
ピ
ナ
の
生
成
と
消
滅
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
八
年
二
月
、
九
〇
～
一
〇
〇
頁 

ル
ー
シ
ャ
ス
・
シ
ェ
パ
ー
ド「
・
・
・そ
し
て
こ
の
歌
を
う
た
う
と
お
れ
の
胸
は
は
り
裂
け
る
・・・」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
八
年
四
月
、
二
三
八
～
二
五
二
頁
（Lucius S

hepard 

"...H
o
w
 M

y H
eart B

reaks W
hen

 I S
ing T

h
is S

ong...", 1985

） 

キ
ー
ス
・
ロ
バ
ー
ツ「
笛
吹
き
の
呼
び
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
八
年
八
月
、
五
〇
～
六
六
頁
（Keith R

oberts "P
iper's W

ait", 1987

） 

奥
村
弘
幸
「
ル
ッ
キ
ン
グ
・サ
ウ
ン
ド
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
九
年
六
月
、
一
八
二
～
一
八
四
頁 

バ
リ
ン
ト
ン
・Ｊ
・ベ
イ
リ
ー
「
大
き
な
音
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
九
年
七
月
、
五
〇
～
六
〇
頁
（Barrington J. B

ayley "T
he B

ig Sound", 1962

） 

難
波
弘
之
「
テ
ス
の
猫
掛
け
器
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
七
月
臨
時
増
刊
、
一
一
六
～
一
三
四
頁 

久
美
沙
織
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・ラ
ジ
オ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
七
月
臨
時
増
刊
、
一
九
二
～
二
一
七
頁 

柾
悟
郎「
夜
が
交
わ
る
と
き
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
一
二
四
～
一
四
〇
頁 

ブ
ル
ー
ス
・ス
タ
ー
リ
ン
グ「
ド
リ
・
バ
ン
グ
ズ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
二
二
二
～
二
三
五
頁
（Bruce S

terling "D
ori B

angs", 1989

） 
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ロ
バ
ー
ト
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・ウ
ィ
ル
ス
ン「
少
女
と
熱
帯
魚
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
〇
年
一
一
月
、
四
〇
～
五
三
頁
（Robert C

harles W
ilson "T

he B
lue G

ularis", 1985

） 

新
井
素
子
『
緑
幻
想 

グ
リ
ー
ン
レ
・ク
イ
エ
ムII

』一
九
九
〇
年
、
講
談
社 

井
辻
朱
美
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
伝
説
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
一
年
六
月
、
一
三
二
～
一
四
一
頁 

難
波
弘
之
『
鍵
盤
帝
国
の
劇
襲
』一
九
九
一
年
、
早
川
書
房 

富
樫
唯
香
「
セ
イ
レ
ン
の
末
裔
（前
篇
）
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
一
月
臨
時
増
刊
、
七
四
～
一
二
一
頁 

高
館
薫「
末
遂
の
セ
レ
モ
ニ
ー
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
四
月
臨
時
増
刊
、
一
〇
九
～
一
四
〇
頁 

富
樫
唯
香
「
セ
イ
レ
ン
の
末
裔
（後
篇
）
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
四
月
臨
時
増
刊
、
一
九
〇
～
二
四
〇
頁 

ロ
バ
ー
ト
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・ウ
ィ
ル
ス
ン「
四
分
の
三
拍
子
の
バ
ラ
ー
ド
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
九
月
、
七
〇
～
八
一
頁
（Robert C

harles W
ilson, ‶B

allads in 3/4 

T
im

e", 1
9
87

） 

飛
浩
隆「
デ
ュ
オ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
一
〇
月
、
一
〇
～
五
八
頁 

キ
ャ
シ
ー
・
コ
ー
ジ
ャ「
恋
す
る
天
使
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
一
〇
月
、
一
六
二
～
一
六
九
頁
（Kathe K

oja "A
ngels in L

ove", 1991

） 

ジ
ョ
ン
・
モ
レ
ッ
シ
イ「
時
計
師
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
一
一
月
、
二
一
〇
～
二
三
〇
頁
（John M

orressy "T
im

ekeeper", 1990

） 
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草
上
仁「
沈
黙
は
金
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
三
年
四
月
、
二
二
八
～
二
三
九
頁 

早
坂
純「
自
動
ピ
ア
ノ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
九
月
、
一
八
二
～
一
八
四
頁 

菅
浩
江「
夏
衣
の
雪
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
三
年
九
月
、
八
四
～
一
〇
三
頁 

マ
イ
ク
ル
・
コ
ー
ニ
イ「
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
歌
は
消
え
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
六
月
、
二
一
四
～
二
三
六
頁
（Michael C

oney "D
ie, L

orelei", 1993

） 

草
上
仁「
ピ
ア
ノ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
五
年
六
月
、
一
五
六
～
一
六
七
頁 

エ
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン「
タ
イ
ム
ラ
グ
・
ラ
ヴ
ス
ト
ー
リ
ー
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
一
〇
月
、
五
四
～
七
〇
頁
（Eric B

row
n "T

he T
im

e L
apsed M

an", 1988

） 

高
野
史
緒
『
ム
ジ
カ
・マ
キ
ー
ナ
』一
九
九
五
年
、
新
潮
社 

ジ
ョ
ー
・ホ
ー
ル
ド
マ
ン「
愛
は
盲
目
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
六
年
一
月
、
一
六
～
二
五
頁
（Joe H

aldem
an "N

one so B
lind", 1994

） 

高
野
史
緒
「
ガ
ス
パ
リ
ー
ニ
」『
ハ
ヤ
カ
ワ
ミ
ス
テ
リ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
四
月
、
六
六
～
八
〇
頁 

イ
ア
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド「
耳
を
澄
ま
し
て
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
七
月
、
一
〇
～
二
九
頁
（Ian M

cD
onald "L

isten", 1989

） 

草
上
仁「
ミ
ュ
ー
ザ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ザ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
八
月
、
一
五
八
～
一
七
〇
頁 

高
野
史
緒
『
カ
ン
ト
・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
』
一
九
九
六
年
、
講
談
社 
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夢
枕
獏『
猫
弾
き
の
オ
ル
オ
ラ
ネ 

完
全
版
』一
九
九
六
年
、
早
川
書
房 

筒
井
康
隆
『
ジ
ャ
ズ
小
説
』一
九
九
六
年
、
文
藝
春
秋
刊
（初
出 

"Im
m

ortal Jazz C
ollection M

onochrom
e 

一
九
九
四
年
六
月
一
日
～
一
九
九
五
年
五
月
一
日
） 

高
野
史
緒
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
二
月
、
三
八
～
五
七
頁 

大
原
ま
り
子「
サ
イ
コ
サ
ウ
ン
ド
マ
シ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
二
月
、
八
〇
～
一
〇
五
頁 

菅
浩
江「
ラ
ヴ
・
ソ
ン
グ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
七
月
、
二
二
六
～
二
五
三
頁 

山
之
口
洋
『
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
』 

一
九
九
八
年
、
新
潮
社 

高
野
史
緒
『
ヴ
ァ
ス
ラ
フ
』
一
九
九
八
年
、
中
央
公
論
社 

藤
田
雅
矢
「
奇
跡
の
石
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
〇
年
二
月
、
一
二
六
～
一
四
五
頁 

ジ
ョ
ー
ジ
・Ｒ
・Ｒ
・
マ
ー
テ
ィ
ン「
・・
・一
日
の
昨
日
と
ひ
き
か
え
に
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
〇
～
三
四
頁
（George R

.R
. M

artin "... F
or a Single 

Y
esterd

ay", 1
9
75

） 

難
波
弘
之
「T
o
o
 O

ld T
o R

ock'N
'R

o
ll: T

o
o Y

o
un

g to
 D

ie!

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
三
六
～
五
六
頁 

ル
イ
ス
・
シ
ャ
イ
ナ
ー「
蒸
気
機
関
の
時
代
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
六
四
～
七
一
頁
（Lew

is S
h
iner "Steam

 E
ngine T

im
e", 1989

） 
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Ｇ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・ノ
ー
ド
リ
イ「
デ
モ
ク
リ
ト
ゥ
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
七
二
～
九
二
頁
（G. D

avid N
ordley "D

em
ocritus' 

V
io

lin
", 19

9
9

） 

山
之
口
洋
「
最
後
のSE

T
ISS

IO
N

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
九
～
二
六
頁 

古
川
日
出
男『
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
』
二
〇
〇
三
年
、
集
英
社 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ
ス「
吟
遊
詩
人
（ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
四
年
二
月
、
七
〇
一
〇
四
頁
（Charles S

tross "T
roubadour", 2001

） 

奥
泉
光『
鳥
類
学
者
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』
二
〇
〇
四
年
、
集
英
社
文
庫
（初
出
誌「
す
ば
る
」一
九
九
八
年
一
一
月
号
～
二
〇
〇
〇
年
八
月
号
） 

石
神
茉
莉
「
音
迷
宮
」『
稲
生
モ
ノ
ノ
ケ
大
全 

陽
之
巻
』
東
雅
夫 

編
、
二
〇
〇
五
年
、
毎
日
新
聞
社 

上
田
早
夕
里「
夢
見
る
葦
笛
」異
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・第
四
十
三
巻『
怪
物
團
』二
〇
〇
五
年
、
光
文
社
文
庫 

古
川
日
出
男『
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
七
部
作
』二
〇
〇
五
年
、
集
英
社 

山
之
口
洋
『
完
全
演
技
者
』 

二
〇
〇
五
年
、
角
川
書
店 

飯
野
文
彦
「
蟬
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
二
三
〇
～
二
四
八
頁 

ア
ラ
ン
・
デ
ニ
ー
ロ「
テ
ト
ラ
ル
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
八
年
八
月
、
五
四
～
六
四
頁
（Alan D

eN
iro "T

etrarchs", 2004

） 
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高
野
史
緒
「
ひ
な
菊
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
〇
九
年
四
月
、
五
四
～
七
三
頁 

シ
オ
ド
ラ
・
ゴ
ス「
ア
ボ
ラ
山
の
歌
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
五
二
～
六
八
頁
（Theodora G

oss "Singing of M
ount A

bora", 2007

）  

飛
浩
隆「
零
號
琴
（１
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
二
月
、
一
〇
～
三
〇
頁 

牧
野
修「
小
指
の
思
い
出
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
〇
年
二
月
、
一
三
六
～
一
五
六
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（２
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
三
月
、
一
二
六
～
一
四
六
頁 

津
原
泰
水
「
テ
ル
ミ
ン
嬢
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
〇
年
四
月
、
六
四
～
七
八
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（３
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
四
月
、
八
〇
～
九
五
頁 

長
谷
敏
司
「allo

, to
i, to

i

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
四
月
、
九
～
四
七
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（４
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
五
月
、
二
六
二
～
二
七
六
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（５
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
六
月
、
一
三
四
～
一
四
九
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（６
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
七
月
、
一
二
六
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（７
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
八
月
、
一
三
二
～
一
四
七
頁 
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飛
浩
隆「
零
號
琴
（８
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
九
月
、
一
二
六
～
一
四
二
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（９
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
一
三
二
～
一
四
七
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１０
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
一
二
六
～
一
四
一
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１１
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
一
三
四
～
一
四
七
頁 

古
川
日
出
男『M

U
S
IC

』
二
〇
一
〇
年
、
新
潮
社 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１２
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
一
月
、
一
三
四
～
一
四
九
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１３
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
二
月
、
一
四
二
～
一
五
六
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１４
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
三
月
、
一
三
四
～
一
四
九
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１５
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
四
月
、
一
四
〇
～
一
五
四
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１６
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
六
月
、
一
四
〇
～
一
五
六
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴
（
１８
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
八
月
、
一
四
〇
～
一
五
八
頁 

野
尻
抱
介
「
歌
う
潜
水
艦
と
ピ
ア
ピ
ア
動
画
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
一
年
八
月
、
二
四
八
～
二
七
三
頁 
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飛
浩
隆「
零
號
琴
（最
終
回
）
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
二
三
二
～
二
五
二
頁 

ハ
ン
ヌ
・
ラ
イ
ア
ニ
エ
ミ「
懐
か
し
き
主
人
の
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
一
年
一
二
月
、
五
六
～
七
一
頁
（Hannu

 R
ajaniem

i "H
is M

aster's V
oice", 2008

） 

オ
キ
シ
タ
ケ
ヒ
コ「
エ
コ
ー
の
中
で
も
う
一
度
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
三
年
二
月
、
五
六
～
八
二
頁 

古
川
日
出
男『
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
二
十
一
部
経
』
二
〇
一
三
年
、
河
出
書
房
新
社 

オ
キ
シ
タ
ケ
ヒ
コ「
亡
霊
と
天
使
の
ビ
ー
ト
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
四
年
二
月
、
三
六
～
六
五
頁 

オ
キ
シ
タ
ケ
ヒ
コ「
サ
イ
レ
ン
の
呪
文
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、
二
三
六
～
二
七
四
頁 

Ｒ
・
Ａ
・
ラ
フ
ァ
テ
ィ「
そ
の
曲
し
か
吹
け
な
い
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
四
年
一
二
月
、
二
九
～
四
一
頁
（R.A

. L
afferty "T

he O
nly T

une T
hat H

e C
ould P

lay", 

1
9
8
0

） 

小
田
雅
久
仁「
長
城
（
前
篇
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
五
年
一
月
、
二
四
〇
～
二
七
三
頁 

小
田
雅
久
仁「
長
城
（
中
篇
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
五
年
二
月
、
二
六
二
～
二
七
三
頁 

小
田
雅
久
仁「
長
城
（
後
篇
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
五
年
四
月
、
三
六
〇
～
三
七
一
頁 

オ
キ
シ
タ
ケ
ヒ
コ『
波
の
手
紙
が
響
く
と
き
』
二
〇
一
五
年
、
早
川
書
房 
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木
村
浪
漫
「Ign

ite

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
六
年
二
月
、
二
一
四
～
二
二
四
頁 

牧
野
修「
電
波
の
武
者
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
六
年
四
月
、
三
四
～
五
〇
頁 

宮
内
悠
介
『
ア
メ
リ
カ
最
後
の
実
験
』 

二
〇
一
六
年
、
新
潮
社 

奥
泉
光『
ビ
ビ
ビ
・ビ
・
バ
ッ
プ
』二
〇
一
六
年
、
講
談
社
（初
出
誌「
群
像
」
二
〇
一
四
年
一
月
号
～
二
〇
一
五
年
一
二
月
号
） 

飛
浩
隆『
零
號
琴
』二
〇
一
八
年
、
早
川
書
房
（
初
出
「
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
」二
〇
一
〇
年
一
一
月
号
～
二
〇
一
一
年
一
〇
月
号
） 

飛
浩
隆「
「
方
霊
船
」
始
末
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
八
年
四
月
、
九
～
二
〇
頁 

菅
浩
江「
博
物
館
惑
星
２
・ル
ー
キ
ー 

第
三
話 

手
回
し
オ
ル
ガ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
八
年
六
月
、
一
一
八
～
一
三
六
頁 

飛
浩
隆「
零
號
琴 

削
除
さ
れ
た
シ
ー
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
二
三
四
～
二
三
九
頁 

石
川
宗
生
「
野
生
の
エ
ル
ヴ
ィ
ス
を
追
っ
て
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
九
年
四
月
、
一
一
二
～
一
一
九
頁 

飛
浩
隆「
サ
ー
ペ
ン
ト
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
九
年
四
月
、
九
～
二
五
頁 

小
川
哲「
ム
ジ
カ
・
ム
ン
ダ
ー
ナ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
九
年
六
月
、
一
九
六
～
二
一
五
頁 

劉
慈
欣「
鯨
歌
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
二
〇
年
六
月
、
九
～
二
〇
頁
（Liu C

ixin "W
hale S

ong", 1999

） 
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劉
慈
欣「
ク
ー
リ
エ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
二
〇
年
八
月
、
二
二
八
～
二
三
五
頁
（Liu C

ixin "T
he M

essenger", 2001

） 
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付
録
二 

日
本
の
Ｓ
Ｆ
環
境
に
お
け
る
音
楽
関
連
資
料
目
録 

 

※
出
版
時
期
の
順
に
掲
載
し
て
い
る
。 

 

林
光
「
２
１
世
紀
の
夢 

音
楽
配
分
委
員
会
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
一
年
三
月
、
一
四
五
～
一
四
七
頁 

岡
俊
雄「
二
十
一
世
紀
の
夢 

音
楽
愛
好
家
の
手
記
・２
０
１
２
年
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
二
年
二
月
、
六
～
九
頁 

池
の
本
鴻
明
、
半
村
良
「
Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
ッ
キ
イ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
三
年
一
二
月
、
六
～
九
頁 

著
者
不
詳「
新
発
売
Ｌ
Ｐ
紹
介
『
Ｓ
Ｆ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
四
年
八
月
、
九
五
頁 

袋
一
平「
ロ
ボ
ッ
ト
は
歌
う―

―

ソ
連
で
行
わ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
・コ
ン
ク
ー
ル
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
六
八
年
七
月
、
一
〇
〇
～
一
〇
五
頁 

山
野
浩
一
「
若
い
創
造
と
し
て
の〈
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
〉と〈
ニ
ュ
ー
ポ
ッ
プ
ス
〉」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
七
〇
年
六
月
、
一
三
六
～
一
四
三
頁 

岡
田
英
明
「
Ｓ
Ｆ
ス
キ
ャ
ナ
ー―

―

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
一
年
一
一
月
、
一
二
二
～
一
二
五
頁 

著
者
不
詳「
世
界
Ｓ
Ｆ
情
報―

―

Ｓ
Ｆ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
オ
ン
・ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
三
年
四
月
、
一
五
七
頁 
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山
野
浩
一
「
新
作
Ｓ
Ｆ
レ
コ
ー
ド
評
『
デ
マ
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
三
年
六
月
、
一
八
八
頁 

立
川
直
樹
「
歌
え
！
猫
た
ち
よ
！
永
遠
に
！
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
一
月
、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 
Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
一
月
、
一
四
四
～
一
四
六
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

マ
シ
ン
・マ
ン
・ボ
ウ
イ
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
二
月
、
一
三
五
～
一
三
七
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

ロ
ン
サ
ム
・
タ
イ
ム
・ト
ラ
ヴ
ぇ
ラ
ー
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
四
年
三
月
、
一
三
三
～
一
三
五
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 
コ
ミ
ッ
ク
・ブ
ッ
ク
・ロ
ッ
ク
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
四
月
、
一
〇
八
～
一
一
〇
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

ハ
ラ
タ
チ
の
ア
ル
バ
ム
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
五
月
、
一
〇
八
～
一
一
〇
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

オ
カ
ル
ト
・
ロ
ッ
ク
入
門
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
六
月
、
一
〇
八
～
一
一
〇
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

あ
あ
！
無
情
」」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
七
月
、
一
〇
八
～
一
一
〇
頁 

岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

モ
ダ
ン
・フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・ロ
ッ
ク
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
八
月
、
一
〇
八
～
一
一
〇
頁 

木
村
二
郎「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
日
暮
ら
し 

８ 

大
き
な
リ
ン
ゴ
の
実
の
中
で
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
八
月
、
一
五
四
～
一
五
九
頁 

木
村
二
郎
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
日
暮
ら
し 

９ 

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
暴
情
」『
奇
想
天
外
』一
九
七
四
年
九
月
、
八
八
～
九
三
頁 
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岡
田
英
明
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

あ
あ
ゲ
ラ
ゲ
ラ
、
ユ
リ
ゲ
ラ
ー
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
四
年
九
月
、
一
〇
八
～
一
一
〇
頁 

大
伴
良
則
「M

U
S
IC

 

Ｓ
Ｆ
・オ
ン
・
ザ
・ロ
ッ
ク 

レ
コ
ー
ド
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
買
お
う
」『
奇
想
天
外
』
一
九
七
四
年
一
〇
月
、
一
一
〇
～
一
一
二
頁 

深
作
欣
二
「
Ｓ
Ｆ
、
そ
の
映
像
と
音
の
世
界
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
七
八
年
六
月
、
一
八
四
～
一
九
二
、
二
〇
一
～
二
〇
五
頁 

難
波
弘
之
「
Ｓ
Ｆ
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
音
楽
を―

―

或
い
は
反
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
教
宣
言
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
〇
年
一
月
、
一
五
八
～
一
六
四
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
① 
Ｓ
Ｆ
と
シ
ン
セ―

―

正
反
対
の
感
性
が
出
会
う
場
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
三
月
、
一
六
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
② 

今
回
は
腹
立
半
分
に
あ
れ
こ
れ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
四
月
、
一
六
頁 

野
田
昌
宏
「
野
田
昌
宏
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
⑥ 

知
ら
な
か
っ
た
！
ハ
イ
ド
ン
に〈
月
の
世
界
〉な
ん
て
Ｓ
Ｆ
オ
ペ
ラ
が
あ
る
な
ん
て
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇

年
四
月
、
一
二
四
～
一
二
七
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
③ 

ク
ジ
ン
人
の
咆
哮―

―

あ
る
音
、
な
い
音
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
五
月
、
九
四
～
九
五
頁 

野
田
昌
宏
「
野
田
昌
宏
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
⑧ 

我
が
青
春
の〈
惑
星
〉そ
し
て
い
ま〈
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
〉」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
六
月
、
一
二
四

～
一
二
七
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
④ 

究
極
の
旋
律
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
六
月
、
一
七
〇
～
一
七
一
頁 
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難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
⑤ 

Ｙ
Ｍ
Ｏ
＝
宇
宙
船
ビ
ー
グ
ル
号
説
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
七
月
、
二
三
四
～
二
三
五
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
⑥ 

音
楽
テ
ー
マ
の
Ｓ
Ｆ
あ
れ
こ
れ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
八
月
、
一
七
八
～
一
七
九
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
⑦ 

花
札
と
レ
ン
ズ
マ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
九
月
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
⑧ 

今
回
は『
Ｓ
Ｆ
コ
ン
』
の
御
紹
介
を
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
一
〇
月
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁 

難
波
弘
之
「
ト
ラ
ッ
ク
・ダ
ウ
ン
⑨ 
最
終
回
ぐ
ら
い
破
目
外
し
た
る
！
～
難
波
弘
之
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
～
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
〇
年
一
一
月
、
一
三
〇
～
一
三
一
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

① 

ク
イ
ー
ン
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ゴ
ー
ド
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
一
年
五
月
、
一
八
二
～
一
八
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

② 

イ
メ
ー
ジ
情
報
の
伝
達
マ
ッ
プ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
一
年
六
月
、
一
八
二
～
一
八
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

③ 

十
人
十
色
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
一
年
七
月
、
一
七
八
～
一
八
一
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

④ 

フ
ァ
ン
・
イ
ン
・ス
ペ
ー
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
一
年
八
月
、
一
七
四
～
一
七
七
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑤ 

ホ
ラ
ー
・
レ
コ
ー
ド
傑
作
選
（
前
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
一
年
九
月
、
二
一
二
～
二
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑥ 

ホ
ラ
ー
・
レ
コ
ー
ド
傑
作
選
（
後
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
一
年
一
〇
月
、
二
一
二
～
二
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑦ 

大
根
３
本
私
的
ル
ポ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
一
年
一
一
月
、
一
七
八
～
一
八
一
頁 
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難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑧ 

Ｓ
Ｆ
デ
ィ
ス
コ
の
帝
王
ミ
ー
コ
（上
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
一
月
、
一
〇
四
～
一
〇
七
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑨ 

Ｓ
Ｆ
デ
ィ
ス
コ
の
帝
王
ミ
ー
コ
（中
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
三
月
、
一
八
〇
～
一
八
二
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑩ 

Ｓ
Ｆ
デ
ィ
ス
コ
の
帝
王
ミ
ー
コ
（下
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
四
月
、
二
一
〇
～
二
一
三
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑪ 
黒
人
は
宇
宙
が
お
好
き
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
五
月
、
二
一
〇
～
二
一
三
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑫ 

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
電
子
音
楽
の
夢
を
見
た
か
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
六
月
、
二
一
二
～
二
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑬ 

ギ
ン
ギ
ン
の
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
七
月
、
二
一
〇
～
二
一
三
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑭ 

Ｓ
Ｆ
お
も
ろ
歌
詞
大
全
集
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
八
月
、
二
一
〇
～
二
一
三
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑮ 

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
・
メ
ガ
フ
ォ
ー
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
九
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑯ 

宇
宙
創
成
の
五
書―

―

驚
異
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・レ
コ
ー
ド―

―

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
一
〇
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑰ 

で
、
出
た
、
Ｓ
Ｆ
チ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・ル
ー
ム
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
一
一
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑱ 

誰
が
駒
鳥
を
殺
し
た
か
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
二
年
一
二
月
、
一
〇
八
～
一
一
一
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑲ 

ロ
ッ
ク
Ｓ
Ｆ
を
セ
ッ
シ
ョ
ン
翻
訳
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
二
月
、
一
二
～
一
五
頁 
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難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑲ 

本
邦
初
紹
介
！
ボ
ラ
ン
の『
ラ
ー
ン
』の
子
ら
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
三
月
、
一
二
～
一
五
頁 

著
者
不
詳「
サ
ウ
ン
ド
・フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
発
表
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
三
月
、
二
〇
九
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

⑳ 

『
宇
宙
戦
争
』
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
四
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

㉑ 
幻
の
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
五
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

㉒ 

嗚
呼
古
の
電
子
音
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
三
年
六
月
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁 

難
波
弘
之「S

ci-F
i Set

㉔ 

あ
な
た
の
星
で
噂
し
て
ね…

…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
七
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

㉕ 

な
な
こ
Ｓ
Ｏ
Ｓ…

！
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
八
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set

㉖ 

今
月
は
あ
・ら
・
か
・る
・と
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
九
月
、
一
二
～
一
五
頁 

難
波
弘
之
「S

ci-F
i Set 

最
終
回 

俺
が
音
楽
な
の
だ
、
Ｓ
Ｆ
篇
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
一
〇
月
、
一
二
～
一
五
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
① 

見
る
だ
け
で
満
足
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
歌
っ
て
し
ま
お
う
、
ス
タ
ー
・ウ
ォ
ー
ズ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三
年
一
〇
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
② 

伊
福
部
昭
の
Ｓ
Ｆ
特
撮
映
画
サ
ウ
ン
ド
が
流
れ
る
と
き
、
子
供
時
代
への
タ
イ
ム
・ト
ラ
ベ
ル
が
始
ま
る…

…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
三

年
一
一
月
、
一
二
〇
頁 
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門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
③ 

そ
の
気
に
さ
せ
る
タ
イ
ト
ル
の
氾
濫
か
ら
真
の
Ｓ
Ｆ
珍
盤
を
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
三
年
一
二
月
、
一
二
〇

頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
④ 

Ｓ
Ｆ
と
演
歌
の
融
合
、
そ
こ
に
新
た
な
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
の
世
界
が
生
ま
れ
る
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
四
年
一
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑤ 

は
か
な
い
生
命
と
知
り
つ
つ
外
語
映
画
に
つ
け
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
・ソ
ン
グ
の
数
々
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
四
年
二
月
、
一
二
〇
頁 

功
火
浦
、
岬
兄
悟
、
大
原
ま
り
子
、
米
田
裕
、
久
美
沙
織
「
Ｓ
Ｆ
ピ
ー
プ
ル
・HO

B
B

Y
 W

A
T

C
H

IN
G

① 

若
手
作
家
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
三
月
、
四

～
七
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑥ 

日
本
独
自
の『
音
楽
』の
中
に
も
セ
ン
ス
・オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
の
き
ら
め
き
が
あ
る
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
三
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑦ 

た
っ
た
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
の
中
に
、
滅
び
ゆ
く
恐
竜
の
一
生
が
あ
っ
た
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
四
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑧ 

か
つ
て
大
流
行
し
た
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
・シ
ス
テ
ム
。
当
時
は
こ
ん
な
Ｓ
Ｆ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
あ
っ
た
の
だ
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
五

月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑨ 

限
り
な
く
続
く
音
の
果
て
は
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
絵
に
も
似
た
不
思
議
な
世
界
が
拡
が
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
四
年
六
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑩ 

ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
に
よ
る1

枚
の
レ
コ
ー
ド
。
こ
れ
が
も
た
ら
し
た
影
響
は…

…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
七
月
、
一
二
〇
頁 

227



門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑪ 

太
田
螢
一
の
サ
ウ
ン
ド
は
未
知
への
恐
怖
と
憧
れ
を
思
い
出
さ
せ
る 

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
八
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑫ 

寝
苦
し
い
夏
の
夜
、
こ
ん
な
レ
コ
ー
ド
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
九
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑬ 

嗚
呼
、
ソ
ン
シ
ー
ト
、
今
回
は
懐
か
し
の
珍
盤
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
一
〇
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
⑭ 

宇
宙
は
音
で
い
っ
ぱ
い
だ
！『
ス
ペ
ー
ス
・メ
ッ
セ
ー
ジ
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
一
一
月
、
一
二
〇
頁 

門
倉
純
一
「
Ｓ
Ｆ
珍
盤
ア
ワ
ー
最
終
回 
こ
の
ビ
デ
オ
お
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
い
か
が
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
四
年
一
二
月
、
一
二
〇
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

音
楽
の
魔
術
師
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・ボ
ウ
イ
ー
の『
ス
ペ
イ
ス
・オ
デ
ィ
テ
ィ
』。
そ
れ
に
私
達
の
ア
ル
バ
ム
を
二
枚…

…

。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
五
年
一
月
、
一
二
三
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ヴ
ァ
ー
ナ
・リ
ン
ト
の
囁
く
よ
う
な
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
聞
く
と
ヒ
ー
ル
の
音
を
響
か
せ
歩
く
、
自
分
の
姿
が
見

え
て
く
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
五
年
二
月
、
一
五
五
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

一
九
八
四
年
。
私
に
と
っ
て
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム『
招
き
猫
カ
ゲ
キ
団
一
歌
曲
集
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

五
年
三
月
、
一
二
三
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

私
の
歌
心
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
っ
て
お
き
の
一
枚
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ『
ラ
ジ
オ
の
よ
う
に
』」『
Ｓ

Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
四
月
、
一
二
三
～
一
二
四
頁 
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小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

今
だ
か
ら
こ
そ
お
教
え
し
よ
う
、
こ
れ
が
私
の
秘
密
の
大
愛
聴
レ
コ
ー
ド
だ
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五

年
五
月
、
一
二
三
～
一
二
四
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ベ
ル
ベ
ッ
ト
・ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
音
楽
を
聞
く
と
、
ま
る
で
胎
内
に
い
る
よ
う
な
、
く
つ
ろ
い
だ
気
分
に

な
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
六
月
、
一
二
三
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
の
男
の
世
界
に
は
、
感
性
が
マ
ヒ
し
そ
う
な
魅
力
が
あ
る
。
プ
リ
ン
ス『
ア
ラ
ウ
ン
ド
・ザ
・ワ
ー
ル
ド
・イ
ン
・

ア
・
デ
イ
』
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
八
月
、
一
二
三
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 
D

ISK
―

―

え
っ
、
あ
の
マ
イ
ク
ル
・ム
ア
コ
ッ
ク
が
ロ
ッ
ク
し
た
！
？
ホ
ー
ク
ウ
イ
ン
ド『Z

O
N

E
S

』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九

八
五
年
九
月
、
一
二
三
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

と
に
か
く
暑
い
今
年
の
夏
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
で
け
だ
る
い
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！―

―

『
プ
ラ
イ
ド
』」『
Ｓ
Ｆ
マ

ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
一
〇
月
、
一
二
三
頁 

著
者
不
詳「
立
花
ハ
ジ
メ
ラ
イ
ブ―

―

こ
れ
も
Ｓ
Ｆ
だ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
一
二
月
、
一
二
～
一
三
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
の
ア
ル
バ
ム
を
聞
い
た
人
す
べ
て
に
、
私
達
か
ら
の
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
ほ
し
い―

―

『
空
色
帽
子
の

日
』
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
五
年
一
二
月
、
一
二
三
頁 
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著
者
不
詳「
大
原
ま
り
子
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
六
年
一
月
、
八
～
九
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ど
ん
な
画
家
よ
り
も
、
僕
の
心
に
影
響
を
与
え
た
１
人
の
音
楽
家
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九

八
六
年
一
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

思
わ
ず
ふ
る
え
か
く
る
よ
う
な
ス
ゴ
イ
ア
ル
バ
ム
が
出
来
た
！『
星
空
に
迷
い
こ
ん
だ
男
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
九
八
六
年
二
月
、
一
五
七
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
れ
は
、
深
夜
に
聞
く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
ア
ル
バ
ム
だ
。
橋
本
一
子『ichiko

』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
六
年

三
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
の
ア
ル
バ
ム
を
聞
く
と
思
わ
ず
ホ
ッ
と
す
る
私
で
し
た
。『
ク
リ
ア
・カ
ッ
ト
４
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

六
年
四
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

い
ま
世
界
で
一
番
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
ブ
ラ
イ
ア
ン
・フ
ェ
リ
ー
の
ア
ル
バ
ム
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
六
年
五
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ほ
と
ん
ど
芸
能
人
、
小
嶋
さ
ち
ほ
お
ス
ス
メ
の
ア
ル
バ
ム
。―

―

『
ビ
ッ
グ
・ワ
ー
ル
ド
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九

八
六
年
六
月
、
一
二
五
頁 
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倉
林
律 

「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ハ
イ
テ
ク
時
代
を
華
麗
に
疾
走
す
る
坂
本
龍
一
の
傑
作
。―

―

『
未
来
派
野
郎
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
六

年
七
月
、
一
二
五
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

長
い
間
待
ち
に
待
っ
た
最
新
盤
。
ピ
ー
タ
ー
・マ
ー
フ
ィ
ー『
凍
て
つ
い
た
世
界
へ』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

六
年
八
月
、
一
二
五
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
の
レ
コ
ー
ド
に
針
を
落
と
す
と
、
天
上
世
界
の
音
が
聞
こ
え
る―

―

『
ア
タ
ヴ
ァ
ク
ロ
ン
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
九
八
六
年
九
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 
D

ISK
―

―

ド
ク
タ
ー
＆
ザ
・メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
の
音
は
、
過
激
な
中
に
も
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
六
年
一
〇
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

彼
女
の
中
に
は
、
音
を
絵
に
か
え
る
キ
ャ
ン
バ
ス
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。『V

IV
A

N
T

』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
六

年
一
一
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

今
月
は
、
情
報
の
少
な
い
フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
シ
ー
ン
か
ら
注
目
の
女
性
歌
手
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ

ン
』
一
九
八
六
年
一
二
月
、
一
二
五
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

３
人
の
ロ
バ
ー
ト
と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七
年
一
月
、
一
二
五
～
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一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ま
だ
日
本
で
は
発
売
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
だ
っ
た
ら
こ
れ
を
聴
い
て
ほ
し
い
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
七
年
二
月
、
一
二
五
頁 

倉
林
律 

「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

今
回
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
中
の
二
人
の
最
新
レ
コ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

七
年
三
月
、
一
二
五
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

い
ま
、
い
っ
ち
ば
ん
イ
カ
し
て
る
バ
ン
ド
、
ト
ー
ザ
・ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
を
聞
い
て
く
れ
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
七
年
四
月
、
一
二
五
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ギ
タ
ー
の
神
様
ま
だ
ま
だ
健
在
。
エ
リ
ッ
ク
・ク
ラ
プ
ト
ン
が
久
々
に
新
譜
を
発
表
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九

八
七
年
五
月
、
一
二
五
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

待
ち
に
待
っ
た
ア
ル
バ
ム
発
表
。
ツ
ア
ー
も
好
調
の
小
嶋
セ
ン
ス
の
今
月
の
お
ス
ス
メ…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
七
年
六
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ボ
ク
に
と
っ
て
最
高
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
こ
の
ア
ル
バ
ム
。
ぜ
ひ
一
度
聴
い
て
ほ
し
い
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

七
年
七
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 
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小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

私
の
ヒ
ッ
ト
・チ
ャ
ー
ト
の
赤
丸
注
目
盤
！『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・リ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

七
年
八
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
の
サ
ウ
ン
ド
は
一
種
の
麻
薬
だ
！
ア
ラ
ン
・ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス『
サ
ン
ド
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七
年
九

月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ノ
リ
の
良
さ
バ
ツ
グ
ン
！
元
気
印
が
三
重
丸
。『
ザ
・ノ
ー
・コ
ン
プ
ラ
ン
ド
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七
年

一
〇
月
、
一
二
五
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ち
ょ
っ
と
古
い
け
ど
、
ケ
イ
ト
・ブ
ッ
シ
ュ
の
音
楽
は
ぷ
っ
つ
ん
パ
ワ
ー
に
溢
れ
て
る
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
七

年
一
一
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

も
う
生
で
は
聞
け
な
い
が
、
ロ
ー
ザ
の
魅
力
は
こ
れ
で
充
分
に
理
解
で
き
る
は
ず
だ
！
」
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
七
年
一
二
月
、
一
二
五
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ジ
ャ
コ
・パ
ス
ト
リ
ア
ス
が
死
ん
だ
。
ま
た
、
ぼ
く
に
と
っ
て
の
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た…

…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
九
八
八
年
一
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

い
ま
さ
ら
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ん
て
、
と
思
い
で
し
ょ
う
が
、
や
っ
ぱ
り
ビ
ー
ト
ル
ズ
は
不
滅
で
す
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
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ン
』
一
九
八
八
年
二
月
、
一
四
一
～
一
四
二
頁 

著
者
不
詳「
電
脳
空
間
的
音
楽
状
況
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
八
年
三
月
、
四
～
九
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ボ
ク
の
中
に
あ
る
〝
少
女
〟
を
歌
っ
て
く
れ
る
谷
山
浩
子
の
最
新
ア
ル
バ
ム
を
紹
介
し
よ
う
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
九
八
八
年
三
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
金
賢
姫
事
件
と
最
近
注
目
の
韓
国
。
今
月
は
そ
の
韓
国
ロ
ッ
ク
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ

ガ
ジ
ン
』一
九
八
八
年
四
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 
D

ISK
―

―

ビ
ル
・ブ
ラ
フ
ォ
ー
ド
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
は
、
未
来
の
ド
ラ
マ
ー
の
姿
を
垣
間
見
せ
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

八
年
五
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
れ
を
耳
で
聴
い
て
は
ダ
メ
！
一
緒
に
歌
い
、
体
で
感
じ
て
み
よ
う
。『
ト
ラ
ブ
ル
・ミ
ッ
ク
ス
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ

ン
』
一
九
八
八
年
六
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

デ
イ
ヴ
・ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
の
音
色
は
、
枯
葉
色
の
イ
ギ
リ
ス
の
景
色
を
連
想
さ
せ
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八

八
年
七
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

こ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
お
ど
ろ
い
て
は
ダ
メ
！
一
曲
目
か
ら
も
う
プ
リ
ン
ス
様
の
と
り
こ
な
の
だ
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
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ン
』
一
九
八
八
年
八
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

ダ
ブ
ル
・ネ
ッ
ク
の
フ
レ
ッ
ト
レ
ス
・ベ
ー
ス
か
ら
奏
で
る
音
は
精
緻
な
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う
だ
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
九
八
八
年
九
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

倉
林
律 

「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

久
し
ぶ
り
に
ゲ
ル
ニ
カ
の
新
譜
。
バ
ッ
ク
を
務
め
ま
す
は
、
テ
イ
チ
ク
・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九

八
八
年
一
〇
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

佐
藤
道
明
「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

空
中
に
浮
遊
す
る
音
の
数
々―

―

メ
シ
ア
ン
は
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
作
曲
家
の
ひ
と
り
だ
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ

ジ
ン
』
一
九
八
八
年
一
一
月
、
一
二
六
～
一
二
七
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISK

―
―

常
に
進
化
を
続
け
る
ロ
ッ
ク
・ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ジ
ュ
リ
ア
ン
・コ
ー
プ
は
偉
大
な
存
在
だ
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一

九
八
八
年
一
二
月
、
一
二
五
～
一
二
六
頁 

中
井
英 

「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

イ
ー
デ
ィ
・ブ
リ
ケ
ル
の
声
に
は
、
聴
く
者
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
魅
力
が
あ
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九

年
一
月
、
一
一
六
～
一
一
七
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

見
よ
こ
の
ス
タ
イ
ル
！
こ
れ
は
聴
く
だ
け
で
元
気
が
で
き
る
ア
ル
バ
ム
だ
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
二

月
、
一
八
一
～
一
八
二
頁 
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倉
林
律 

「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

平
成
元
年
、
レ
ク
ノ
元
年
。
昭
和
を
ふ
り
か
え
り
ユ
キ
ヒ
ロ
で
も
聞
か
な
い
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
三

月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

毎
日
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
あ
な
た
。
こ
れ
を
聴
い
て
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九

年
四
月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

百
日
紅
一
郎「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

イ
ヴ
ァ
ン
の
音
楽
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
魂
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
五
月
、

一
一
七
～
一
一
八
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 
D

ISC
―

―

衰
退
す
る
大
英
帝
国
の
希
望
の
星
と
な
る
か
！
？『
オ
レ
ン
ジ
＆
レ
モ
ン
ズ
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九

年
六
月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

中
島
梓
・
難
波
弘
之
・
旺
な
つ
き「
『
魔
都
』と
大
正
ロ
マ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
七
月
臨
時
増
刊
、
五
三
～
六
三
頁 

小
清
水
満
「
バ
ン
ド
、
大
好
き
！
！
」 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
七
月
臨
時
増
刊
、
一
四
四
～
一
四
五
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

今
度
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・ブ
ー
ム
は
音
楽
シ
ー
ン
を
動
か
す
力
を
持
っ
て
い
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年
八

月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

百
日
紅
一
郎「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

ス
ゴ
イ
顔
ぶ
れ
が
参
加
し
て
い
る
Ｓ
Ｆ
映
画
の
サ
ン
ト
ラ
盤
を
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
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年
九
月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

非
西
欧
圏
の
音
楽
に
目
を
向
け
る
と
、
地
球
は
ま
す
ま
す
狭
く
な
る
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九
年

一
〇
月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

小
嶋
さ
ち
ほ「
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・サ
ー
キ
ッ
ト 

D
ISC

―
―

元
気
の
で
る
ア
ル
バ
ム
！
！『D

.R
.O

.P

』はZ
E
L
D

A

の
最
高
の
自
信
作
だ
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
八
九

年
一
二
月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

レ
コ
ー
ド
か
ら
Ｃ
Ｄ
に
か
わ
っ
て
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
じ
っ
く
り
観
賞
す
る
楽
し
み
が
へっ
た
こ
と
は
、
さ
び
し
い
こ
と
だ
。
」『
Ｓ
Ｆ

マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
〇
年
二
月
、
一
八
二
～
一
八
三
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

エ
ド
ガ
ー
・ウ
ィ
ン
タ
ー
の
今
度
の
ソ
ロ
・ア
ル
バ
ム
は
、
あ
る
Ｓ
Ｆ
作
家
が
直
接
関
係
し
て
つ
く
ら
れ
た…

…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ

ン
』
一
九
九
〇
年
六
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

Ⅾ
・ボ
ウ
イ
の
最
新
ベ
ス
ト
盤
リ
リ
ー
ス
！
過
去
の
自
分
を
葬
っ
て
、
彼
は
い
か
な
る
変
容
を
遂
げ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
」『
Ｓ

Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
〇
年
八
月
、
一
一
七
～
一
一
八
頁 

神
奈
川 

佐
藤
美
穂「C

L
A

SIC
 M

U
S
IC

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
〇
年
八
月
、
二
三
八
～
二
三
九
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

Ｓ
Ｆ
作
家
が
扱
う
音
楽
は
、
い
さ
さ
か
懐
古
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た―

―

今
後
Ｓ
Ｆ
に
シ
ン
ク
ロ
し
そ
う
な
音
楽
は
？
」『
Ｓ
Ｆ
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マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
二
七
八
～
二
七
九
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

ハ
ー
ド
・
ロ
ッ
ク
の
新
譜
、
続
々
リ
リ
ー
ス
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
歌
詞
内
容
に
、
そ
の
Ｓ
Ｆ
・フ
ァ
ン
タ
ジ
イ
指
向
を
見
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ

ガ
ジ
ン
』一
九
九
〇
年
一
二
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

神
奈
川 

潮
部「C

L
A

SIC
 M

U
S
IC

―
―

古
典
音
楽
の
誘
い―

―

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
一
年
一
月
臨
時
増
刊
、
二
二
八
～
二
二
九
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

ご
存
じ『
ア
イ
ア
ン
・メ
イ
デ
ン
』の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
が
ク
レ
イ
ジ
ー
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
イ
・ノ
ヴ
ェ
ル
を
書
い
た
！
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ

ジ
ン
』
一
九
九
一
年
二
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

須
美
久 

「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

ハ
ー
ラ
ン
・エ
リ
ス
ン
と
、
元
キ
ン
グ
・ク
リ
ム
ゾ
ン
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・ク
ロ
ス―

―

両
者
の
意
外
な
つ
な
が
り
と
は
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ

ジ
ン
』
一
九
九
一
年
四
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

福
岡 

沖
好
「C

L
A

SIC
 M

U
S
IC

―
―

桜
に
寄
せ
て―

―

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
一
年
四
月
、
二
四
四
～
二
四
五
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

相
次
ぐ
大
物
グ
ル
ー
プ
の
再
結
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
、
い
よ
い
よ
ジ
ャ
パ
ン
が
十
年
ぶ
り
に
新
ア
ル
バ
ム
を
作
成
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ

ガ
ジ
ン
』一
九
九
一
年
六
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

〝
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ツ
〟
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ト
ッ
ド
・マ
コ
ー
ヴ
ァ
ー
の
オ
ペ
ラ『V

A
L
IS

』。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九

九
一
年
八
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 
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須
美
久「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

ジ
ム
・モ
リ
ス
ン
の
死
か
ら
、
今
年
で
二
十
年―

―

再
び
注
目
を
集
め
る『
ド
ア
ー
ズ
』に
つ
い
て
考
え
る
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
九
九
一
年
一
〇
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

須
美
久 

「
マ
ガ
ジ
ン
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

M
U

S
IC

―
―

新
譜
・
旧
譜
あ
わ
せ
て
大
量
に
売
り
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｄ
の
な
か
、
独
自
の
動
き
を
み
せ
る
プ
ロ
グ
レ
の
近
況
を
見
る
。
」『
Ｓ
Ｆ

マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
一
年
一
二
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

模
倣
の
天
才
、
レ
ニ
ー
・ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
一
月
、
一
一
七
頁 

著
者
不
詳「
大
宇
宙
を
翔
け
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー―

―

Ｃ
Ｄ《
銀
河
乞
食
軍
団
》の
世
界
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
二
月
、
四
五
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
Ｓ
Ｆ
風
』オ
ペ
ラ
演
出
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
二
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
と
と
も
に
帰
っ
て
き
た
伊
福
都
サ
ウ
ン
ド
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
三
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

〝
小
学
校
唱
歌
〟
で
は
な
い
本
当
の
ロ
ッ
ク
を
ご
紹
介
し
よ
う
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
四
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

幻
の
カ
ル
ロ
ス
・ク
ラ
イ
バ
ー
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
五
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
カ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
四
年
六
月
、
二
～
五
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ク
ロ
ス
オ
ー
ヴ
ァ
ー
系
個
性
派
バ
ン
ド『
プ
ラ
イ
マ
ス
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
六
月
、
一
一
七
頁 
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難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

P
IL

の
新
作
とE

L
&
P
15

年
ぶ
り
の
再
結
成
ア
ル
バ
ム
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
七
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ピ
ー
タ
ー
・セ
ラ
ー
ズ
演
出
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
八
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

グ
リ
ー
ン
ス
レ
イ
ド
の
復
刻
盤
Ｃ
Ｄ
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
一
〇
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ヌ
ス
の
出
現
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
一
一
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

コ
ン
セ
プ
ト
・ア
ル
バ
ム
の
大
家
、
Ｒ
・ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
二
年
一
二
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

Ｊ
・デ
ジ
ョ
ネ
ッ
ト
、
Ｐ
・ガ
ブ
リ
エ
ル
の
新
作
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
一
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

音
楽
に
お
け
る
速
度
感
覚
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
三
年
二
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 
M

U
S
IC

―
―

マ
イ
ペ
ー
ス
の
帝
王
、
ト
ッ
ド
・ラ
ン
グ
レ
ン
・」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
三
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
に
移
っ
たD

O
O

M

の
新
作
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
四
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
相
似
。
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
五
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

遊
び
心
が
楽
し
い
ジ
ェ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
新
作
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
六
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
民
族
楽
器
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
ー
の
魅
力
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
七
月
、
一
一
七
頁 
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堀
内
修
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
オ
ペ
ラ
の
田
舎
か
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
八
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
た
バ
グ
ル
ス
の
セ
カ
ン
ド
・ア
ル
バ
ム
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
九
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

オ
ペ
ラ
か
ら
小
説
へ、
オ
ペ
ラ
か
ら
オ
ペ
ラ
へ」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
一
一
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ロ
バ
ー
ト
・シ
ェ
ク
リ
イ
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
Ｃ
Ｄ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
三
年
一
二
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ス
チ
ー
ム
・パ
ン
キ
ッ
シ
ュ
な'60

～'70s

の
ム
ー
グ
・ポ
ッ
プ
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
一
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

弾
圧
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
二
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

空
想
力
を
刺
激
す
る
奇
妙
な
楽
器
テ
ル
ミ
ン
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
三
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

モ
ー
グ
・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
四
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
演
奏
に
思
う『
元
気
な
過
去
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
五
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ピ
ン
ク
・フ
ロ
イ
ド
、
六
年
半
ぶ
り
の
新
作『
対
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
六
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ア
ン
プ
ラ
グ
ド
お
や
じ
の
逆
襲
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
七
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

６
万
５
千
円
の
実
演
の
価
値
と
は
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
八
月
、
一
一
七
頁 
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須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』の
サ
ン
ト
ラ
、
つ
い
に
リ
リ
ー
ス
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
九
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

た
ま
に
は
ク
ラ
ブ
・シ
ー
ン
か
ら
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
一
〇
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

奇
人
変
人
の
音
楽
家
、
求
む
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
四
年
一
一
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

キ
ン
グ
・ク
リ
ム
ゾ
ン
号
の
帰
還
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
四
年
一
二
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ロ
ッ
ク
ン
・ロ
ー
ル
の
表
口
に
て
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
一
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

明
る
い
声
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
二
月
、
一
一
七
頁 

大
槻
ケ
ン
ヂ「
ぼ
く
と
ロ
ッ
ク
と
Ｓ
Ｆ
と
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
二
月
、
一
三
〇
～
一
三
五
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 
M

U
S
IC

―
―

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
の
音
楽
家
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
三
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ジ
ェ
ネ
シ
ス
・イ
ン
・コ
ン
サ
ー
ト
１
９
７
６
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
四
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

人
造
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
五
年
五
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ソ
ロ
と
バ
ン
ド
の
狭
間
で
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
六
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

サ
イ
ボ
ー
グ
化
す
る
ロ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
七
月
、
一
一
七
頁 
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堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ウ
ェ
ー
ベ
ル
と
メ
ロ
ン
と
ブ
ー
レ
ー
ズ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
八
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

米
ロ
ッ
ク
界
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
九
月
、
一
一
七
頁 

難
波
弘
之
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『azu
l

』に
聴
く
米
川
英
之
の
才
能
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
一
〇
月
、
一
一
七
頁 

堀
内
修「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
寿
命
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
五
年
一
一
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
日
本
語
』の
正
し
い
使
い
方
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
五
年
一
二
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久 

「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
攻
殻
機
動
隊
』か
ら
生
ま
れ
た
イ
ー
ノ
と
U2
の
新
曲
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
一
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『M
E
M

O
R
IE

S

』を
飾
る
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
三
月
、
一
一
七
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 
M

U
S
IC

―
―

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
〝
ウ
ル
セ
イ
・ヤ
ツ
ラ
〟
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
五
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
フ
リ
ー
な
発
想
を
受
け
継
い
だ
１
枚
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
九
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
ム
ー
グ
・ク
ッ
ク
ブ
ッ
ク
』の
い
と
お
し
い
音
色
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
六
年
一
一
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
エ
ヴ
ァ
』サ
ン
ト
ラ
盤
に
聴
く
鷺
巣
詩
郎
の
職
人
ワ
ザ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
一
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

〝
ヒ
ー
リ
ン
グ
・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
〟―

―

そ
の
奥
深
さ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
三
月
、
一
一
九
頁 
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須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

究
極
の
サ
イ
＝
フ
ァ
イ
・ア
ル
バ
ム
（笑
）」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
五
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

〝
ミ
ュ
ー
ザ
ッ
ク
〟
を
多
角
的
に
論
考
す
る
音
楽
本
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
七
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久 

「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

バ
ッ
ト
マ
ン
伝
説
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
刻
む
傑
作
サ
ン
ト
ラ
盤
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
九
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久 

「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

70
年
代
短
篇
Ｓ
Ｆ
に
通
じ
る
（？
）、
イ
ー
ノ
の
新
作
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
七
年
一
一
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

〝
90
年
代
型
宇
宙
サ
ウ
ン
ド
〟―

―

Ｌ
Ｔ
Ｊ
ブ
ケ
ム
の
音
楽
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
一
月
、
一
五
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

『
グ
リ
ン
プ
ス
』
の
世
界
に
現
実
し
た
ポ
ッ
プ
ス
・セ
ッ
ト
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
三
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

世
紀
末
を
前
に
変
貌
を
始
め
た
ク
リ
ム
ゾ
ン
・ワ
ー
ル
ド
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
七
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 
M

U
S
IC

―
―

時
を
超
え
た
共
振
す
る
、
ふ
た
つ
の『
ゴ
ジ
ラ
』
音
楽
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
九
月
、
一
一
九
頁 

須
美
久「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

13
の
月
の
海
を
テ
ー
マ
に
奏
で
る
幻
想
叙
事
詩
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
八
年
一
一
月
、
一
一
九
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

孤
高
の
音
楽
家
と
映
像
作
家
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン『W

IN
D

O
W

L
IC

K
E
R

』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
九
年
六

月
、
一
一
九
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
の
元
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
衝
撃
的
（！
？
）ア
ル
バ
ム
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
九
年
七
月
、
一
一
九
頁 
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西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
の『
楽
し
く
、
美
し
い
音
楽
』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
九
年
九
月
、
一
一
九
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

た
ん
け
ん
、
は
っ
け
ん
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
九
年
一
〇
月
、
一
一
九
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

こ
ん
な
Ｓ
Ｆ
研
も
あ
っ
た
！
宮
崎
貴
士
と
Ｓ
Ｆ
研
究
会
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
九
年
一
一
月
、
一
一
九
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

フ
ァ
ン
ク
と
と
も
に
あ
ら
ん
こ
と
を
？『
Ｓ
Ｗ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
１
』に
ち
な
ん
で
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』一
九
九
九
年
一
二
月
、

一
一
九
頁 

難
波
弘
之
「
『
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
使
う
な
ん
て
！
』音
楽
の
敵
に
も
な
り
得
る
、
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
選
曲
セ
ン
ス
」『
キ
ネ
マ
旬
ム
ッ
ク 

フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
ズ
［８
］ス
タ
ン
リ
ー
・キ

ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
』一
九
九
九
年
、
四
六
～
五
一
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

溺
れ
た
ド
シ
ン
が
世
界
を
沈
め
な
が
ら
聴
く
音
楽
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
〇
年
三
月
、
一
一
九
頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

な
ん
て
Ｓ
Ｆ
な
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
！
ツ
ィ
ギ
ー『S

E
V

E
N

 D
IM

E
N

SIO
N

S

』」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
〇
年
五
月
、
一
一
九

頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

２
０
０
１
年
ま
で
待
て
な
い
！
？
サ
イ
バ
ー
Ｏ
Ｌ
姉
貴
、
つ
い
に
誕
生
！
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
一
一
九

頁 

西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

あ
ー
た
た
た
た
た
た
た…

…

ア
タ
タ
ッ
ク
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
〇
年
九
月
、
一
一
九
頁 
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西
島
大
介
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

音
楽
を
聴
い
て
、
観
て…

…

」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
一
一
九
頁 

著
者
不
詳「
甦
る
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・ワ
ン
ダ
ー
の
響
き
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
月
、
六
～
七
頁 

小
桧
山
し
ず
か「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
た
ち
の
〝
そ
の
後
〟―

―

ス
マ
パ
ン
謎
の
新
作
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
月
、
一
一
九
頁 

難
波
弘
之
ｘ
山
下
達
郎「
ぼ
く
ら
の
Ｓ
Ｆ
と
音
楽
を
語
ろ
う
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
四
～
八
頁 

巽
孝
之「
プ
ロ
グ
レ
Ｓ
Ｆ
史
序
説
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
二
七
～
三
二
頁 

篠
田
節
子
「
音
楽
を
言
葉
で
つ
か
ま
え
る
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
三
三
頁 

高
野
史
緒
「
リ
ミ
ッ
ク
ス
の
夢
、
あ
る
い
は
夢
の
リ
ミ
ッ
ク
ス
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
三
四
頁 

田
中
啓
文
「
宇
宙
の
帝
王
ス
ン
・ラ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
三
五
頁 

本
阿
弥
さ
や
か「
言
葉
の
薬
毒
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
五
七
頁 

渡
邊
英
樹
「
万
物
同
サ
イ
ズ
の
法
則
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
五
八
頁 

田
中
光「
物
語
の
道
連
れ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
五
九
頁 

小
川
隆「
カ
ミ
ン
グ
・ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー―

―

音
楽
と
小
説
の
新
し
い
時
代
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
六
〇
～
六
三
頁 
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添
野
知
生
「
奇
妙
な
物
語
に
は
奇
妙
な
音
楽
（ス
ト
レ
ン
ジ
・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）を
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
九
三
頁 

日
下
三
蔵
「
ア
ニ
ソ
ン
な
ら
、
ま
ず
は『
カ
ウ
ボ
ー
イ 

ビ
バ
ッ
プ
』か
ら
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
九
四
頁 

中
野
善
夫
「
音
楽
と
と
も
に
あ
る
物
語
た
ち
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
九
五
～
九
八
頁 

大
野
典
宏
「
テ
レ
ミ
ン
の
傾
向
と
対
策
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
九
九
～
一
〇
一
頁 

菊
池
誠「
テ
レ
ミ
ン
の
耳
の
冒
険
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
一
〇
二
～
一
〇
四
頁 

小
桧
山
し
ず
か「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ロ
ッ
ク
な
図
像
楽
？「
産
業
モ
ダ
ン
ロ
ッ
ク
」
試
論
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
一
年
三
月
、
一
二
一
頁 

高
野
史
緒
「
ビ―

ロ
と
サ
ウ
ン
ド
の
羅
列
の
彼
方
に
あ
る
〝
存
在
意
識
〟
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
〇
一
年
三
月
、
一
五
五
頁 

高
野
史
緒
「
ヴ
ェ
イ
パ
ー
ウ
ェ
ア
・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ―

―

音
楽
Ｓ
Ｆ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
二
年
五
月
、
二
四
～
二
五
頁 

丸
屋
九
兵
衛「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ラ
ヴ
ソ
ン
グ
ま
で
を
宇
宙
旅
行
に
取
り
込
む
、m-flo

の
Ｓ
Ｆ
的
世
界
と
は
？
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
二
年
五

月
、
一
一
九
頁 

難
波
弘
之「
〝
音
楽
Ｓ
Ｆ
〟
は
存
在
し
な
い
」『
文
学
』第
八
巻
・第
四
号
二
〇
〇
七
年
七
月
号
、
一
六
三
～
一
七
一
頁 

飯
田
一
史
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

加
工
さ
れ
る
ア
イ
ド
ル
の
系
譜―

―
dj new

tow
n

と
菅
野
よ
う
子
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
〇
九
年
九
月
、
一
二
五
頁 
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飯
田
一
史
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
ど
う
生
き
る
の
が
美
し
い
か
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
二
年
一
月
、
一
二
五
頁 

飯
田
一
史
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

菅
野
よ
う
子
の
音
楽
に
聴
き
と
る
〝
希
望
〟
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
二
年
七
月
、
一
二
五
頁 

飯
田
一
史
「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス 

M
U

S
IC

―
―

Ｓ
Ｆ
界
に
お
け
る
音
楽
の
擁
護
を
考
え
る
二
作
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
三
年
五
月
、
一
二
五
頁 

円
堂
都
司
昭
・
土
佐
有
明
・
松
村
正
人「
や
く
し
ま
る
え
つ
こ
作
品
レ
ビ
ュ
ウ
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
六
年
六
月
、
二
〇
～
二
九
頁 

佐
々
木
敦
「
『
思
考
す
る
声
』の
歌
姫
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
六
年
六
月
、
三
〇
～
三
五
頁 

杉
原
環
樹
「
や
く
し
ま
る
え
つ
こ
・Ａ
Ｉ
・河
原
温―

―

や
く
し
ま
る
の
ア
ー
ト
＝
分
身
に
つ
い
て
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
六
年
六
月
、
三
六
～
四
〇
頁 

畠
中
実「
な
ぜ
実
験
す
る
の
か―

―

や
く
し
ま
る
え
つ
こ
の
実
験
に
つ
い
て
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
六
年
六
月
、
四
一
～
四
三
頁 

編
集
部「
『
や
く
し
ま
る
え
つ
こ
』を
う
た
う―

―

他
者
への
提
供
楽
曲
」『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』二
〇
一
六
年
六
月
、
四
四
～
四
五
頁 
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